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１ 
 

序 

章 

は
じ
め
に 

 
明
治
期
の
文
明
開
化
に
よ
り
日
本
は
近
代
を
迎
え
た
。
西
洋
の
発
達
し
た

科
学
技
術
を
お
手
本
と
し
、
優
れ
た
西
洋
を
模
範
と
し
て
技
術
の
み
な
ら
ず

西
洋
文
化
全
て
を
急
進
的
に
学
び
摂
ろ
う
と
し
た
時
期
が
明
治
の
文
明
開
化

で
あ
っ
た
。
江
戸
が
東
京
と
な
り
、
明
治
四
年
に
太
政
官
か
ら
散
髪
脱
刀
令

が
出
さ
れ
、「
散
切
り
頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば
、
文
明
開
化
の
音
が
す
る
」
と

歌
わ
れ
る
よ
う
に
様
々
な
形
で
日
本
の
欧
化
政
策
が
始
ま
る
。
イ
ギ
リ
ス
製

の
蒸
気
機
関
車
が
走
り
、
憲
法
は
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
に
民
法
は
フ
ラ

ン
ス
に
倣
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
西
洋
に
お
け
る
近
代
と
は
異
な
っ

た
独
自
の
近
代
を
担
っ
た
時
代
に
、
森
鷗
外
こ
と
森
林
太
郎
は
陸
軍
省
の
軍

医
と
し
て
、
当
時
の
最
先
端
の
医
学
を
学
び
帰
る
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、

医
学
の
み
な
ら
ず
西
洋
の
文
化
を
広
く
日
本
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
鷗
外
が
持
ち
帰
っ
た
西
洋
文
化
の
う
ち
に
、
十
九
世
紀
フ

ラ
ン
ス
ロ
マ
ン
主
義
に
位
置
付
け
ら
れ
る
メ
リ
メ
（ Prosper M

É
R

IM
É

E
, 

1803-1870 ) 

も
あ
り
、
鷗
外
に
よ
っ
て
明
治
二
十
二
年
に
日
本
に
初
め
て

紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

佛
に
は
メ
リ
メ
エ
の
小
著
の
如
き
あ
り
。（

一
） 

 

 

こ
の
よ
う
に
鷗
外
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
メ
リ
メ
は
、
美

術
理
論
を
教
え
る
父
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
レ
オ
ノ
ー
ル
・
メ
リ
メ

（
二
）

と
、
母
ア
ン
ヌ
＝
ル
イ
ー
ズ
・
モ
ロ
ー

（
三
）

の
も
と
に
、
パ
リ
で
生
ま
れ
た

ロ
マ
ン
主
義
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
メ
リ
メ
は
歴
史
記
念
物

監
督
官
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク

（
四
）

ら
と
共
に
、
主
と
し
て
建

築
物
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
的
遺
産
の
保
存
に
尽
く
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。
父
レ
オ
ノ
ー
ル
の
父
、
す
な
わ
ち
メ
リ
メ
の
父
方
の
祖
父
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
メ
リ
メ
が
ル
ー
ア
ン
の
議
会
弁
護
士
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
リ

メ
の
公
的
な
仕
事
の
側
面
は
父
方
の
家
系
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
メ
リ
メ
の

作
品
創
出
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
『
美
女
と
野
獣
』（

五
）

の
作
者
に
数
え
ら
れ

る
母
方
の
曾
祖
母
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人

（
六
）

に
よ
る
と
も
さ
れ
て
お
り
、
一
人

息
子
で
あ
っ
た
メ
リ
メ
は
、
父
方
と
母
方
の
両
面
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場

を
持
ち
、
各
々
の
場
に
お
い
て
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
鷗
外
と
同

じ
く
、
メ
リ
メ
も
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
な
が
ら
文
学
を
成
し
て
い
た
た
め
、

佐
々
木
昭
夫
や
江
口
清
ら
に
よ
っ
て
、
メ
リ
メ
は
鷗
外
と
の
対
比
に
お
い
て

比
較
文
学
の
黎
明
期
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
。
翻
訳
に
お
い
て
は
、
藤
波
水

処
に
よ
る
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ヌ
』
が
、
明
治
四
十
三
年
、『
帝
国
文
学
』

に
登
場
し
て
お
り
、
変
わ
っ
た
受
容
と
し
て
は
、
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会

に
よ
る
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
対
訳
詳
注
叢
書
１
』
に
、
大
島
義
夫
が
『
マ
テ
オ
・

フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
訳
を
寄
せ
る
な
ど
、
江
口
清
・
富
田
仁



２ 
 

編
に
よ
る
資
料
「
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
書
誌
」『
比
較
文
学
』

第
二
十
一
巻
（
一
九
七
八
年
）（

七
）

に
は
メ
リ
メ
受
容
の
日
本
に
お
け
る
萌
芽

期
が
示
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
編
者
で
あ
る
江
口
清
は
、
鷗
外
と
メ
リ
メ
に

つ
い
て
の
考
察
「
森
鷗
外
と
メ
リ
メ
」
の
他
、
メ
リ
メ
と
芥
川
龍
之
介
に
つ

い
て
の
「
メ
リ
メ
と
竜
之
介
・
試
論
」
、
ま
た
、
「
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア

ン
ペ
ー
ル
と
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
メ
リ
メ
」
な
ど

（
八
）

、
メ
リ
メ
受
容
に
つ
い

て
先
駆
的
に
考
察
し
て
お
り
、
翻
訳
に
お
い
て
も
手
掛
け
た
作
品
は
多
く
、

杉
捷
夫
を
継
ぐ
世
代
の
担
い
手
と
し
て
の
功
績
は
少
な
く
な
い
。
こ
こ
に
メ

リ
メ
書
誌
を
繰
り
返
そ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に

メ
リ
メ
受
容
は
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

 

本
論
で
は
、
鷗
外
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
文
学
的
展

開
を
、
夏
目
漱
石
、
泉
鏡
花
、
鈴
木
三
重
吉
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰
雄
、
ま

た
、
三
島
由
紀
夫
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

第
一
章
は
、
近
代
文
学
の
黎
明
期
に
あ
っ
た
夏
目
漱
石
の
メ
リ
メ
受
容
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に

お
け
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
作
品
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
風
景
、
風
俗
、
習
慣
、
芸
術

表
現
、
ま
た
、
自
然
と

自
然

じ

ね

ん

の
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、

泉
鏡
花
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
、
芸
術
文
化
、
幻
想
か
ら
見
た
上
で
、
鏡
花
に

お
け
る
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
を
描
い
た
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

『
高
野
聖
』
を
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お

け
る
水
浴
の
場
面
を
軸
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
鈴
木
三
重

吉
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
、
佐
藤
宗
子
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
『
マ

テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
の
三
重
吉
に
よ
る
再
話
に
つ
い
て
、
結
末
に
お
け

る
「
死
」
の
問
題
の
考
察
に
加
え
て
、
メ
リ
メ
の
思
想
的
背
景
の
源
泉
と
さ

れ
て
い
る
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
け
る
十
八
世
紀
教
育
書
以
外
の
存
在
が
近
年

明
ら
か
と
な
っ
た
日
本
に
関
す
る
著
書
を
取
り
上
げ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た

日
本
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
芥
川
晩
年
の
谷
崎
と

の
間
に
お
け
る
論
争
「
小
説
の
筋
」
の
観
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
き
た
芥
川
に
お
け
る
「
詩
的
精
神
」
と
は
別
の
側
面
か
ら
、
芥
川
が
自

ら
の
死
を
選
ぶ
直
前
に
、
谷
崎
に
送
っ
た
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
か
ら
の

接
近
を
試
み
て
い
る
。
第
五
章
は
、
芥
川
を
師
と
仰
い
だ
堀
辰
雄
の
文
学
的

展
開
に
お
い
て
、
堀
辰
雄
の
芥
川
を
通
し
た
メ
リ
メ
受
容
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
の
存
在
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
い
る
。
第
六

章
で
は
、
三
島
由
紀
夫
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
、
三
島
由
紀
夫
の
「
美
」
と
「
死
」

の
側
面
に
お
い
て
、
今
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
メ
リ
メ
享
受
の
問
題

を
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
夏
目
漱
石
、
泉
鏡
花
、
鈴
木
三
重
吉
、
芥
川
龍

之
介
、
堀
辰
雄
、
ま
た
、
三
島
由
紀
夫
が
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
し
て
、

メ
リ
メ
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
文
学
空
間
を
形
成
し
て
き
た
の
か
見
て
い

き
た
い
。 
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第
一
章 

漱
石
と
メ
リ
メ
―
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
『
カ
ル
メ
ン
』

の
水
浴 

 

夏
目
漱
石
こ
と
夏
目
金
之
助
は
、
江
戸
末
期
に
生
ま
れ
、
「
明
治
の
歴
史

は
即
ち
余
の
歴
史
で
あ
る
。
」（

一
）

と
し
て
、
自
ら
を
近
代
化
の
始
ま
っ
た
明

治
に
重
ね
て
見
て
い
た
。
生
ま
れ
た
日
が
庚
申
と
の
こ
と
で
、
厄
除
け
に
金

の
字
を
名
に
冠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
金
之
助
は
、
日
本
が
鎖
国
を
し
て
い
た

江
戸
の
時
代
か
ら
明
治
期
の
文
明
開
化
と
共
に
日
本
の
近
代
化
の
時
代
を
生

き
、
独
自
の
近
代
を
自
ら
も
背
負
い
な
が
ら
文
学
世
界
に
お
い
て
近
代
を
表

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
漱
石
は
明
治
四
十
四
年
に
「
現
代
日
本
の
開
化
」

と
題
し
た
講
演
に
お
い
て
、
西
洋
が
一
〇
〇
年
で
成
し
た
近
代
化
を
日
本
が

一
〇
年
で
成
そ
う
と
す
れ
ば
、
神
経
衰
弱
に
罹
る
の
が
当
り
前
の
様
に
思
わ

れ
る
と
言
っ
て
い
る

（
二
）

。
事
実
、
漱
石
は
神
経
衰
弱
に
陥
っ
て
い
る
た
め
、

文
字
通
り
真
剣
に
「
近
代
」
と
向
き
合
い
、
文
学
に
お
い
て
近
代
化
を
成
そ

う
と
し
て
い
た
。
こ
の
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
留
学
に
よ
る
神
経
衰
弱
に
「
近
代

知
識
人
の
最
初
の
お
手
本
」
を
見
て
い
た
三
島
由
紀
夫
は
、
日
本
近
代
知
識

人
の
歴
史
の
始
ま
り
に
漱
石
を
位
置
付
け
て
い
る

（
三
）

。
ま
た
、
明
治
三
十

八
年
に
始
ま
る
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
「
近
代
文
学
の
境
界
線
」
と
し
て
、

そ
こ
に
近
代
的
に
洗
練
さ
れ
た
文
章
の
出
現
を
見
て
い
る
小
西
甚
一
に
よ
る

と
、
近
代
の
基
本
的
性
格
に
は
、
そ
れ
ま
で
漢
籍
を
志
向
し
て
い
た
「
雅
」

が
西
洋
を
志
向
す
る
「
雅
」
へ
と
転
換
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
四
）

。

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、
漢
籍
に
学
び
志
向
し
た
禅
的
な
も
の
を
残
し
つ

つ
、
西
洋
へ
の
志
向
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
漱
石
に
お
け
る
近
代
化
の
葛

藤
が
見
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
漱
石
は
如
何
に
し
て
西
洋
を
享
受
し

よ
う
と
し
た
の
か
、
本
章
で
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
メ
リ
メ
の

『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
を
軸
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。 

俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

（
明
治
三
十
八
年
一
月
‐
三
十
九
年
八
月
）
は
、
珍
野
苦
紗
弥
邸
に
住
む
猫

で
あ
る
「
吾
輩
」
の
視
点
で
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
で
起
こ
る
日
々
の
話
か
ら
、

遠
く
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
至
る
ま
で
、
苦
紗
弥
先
生
と
そ
こ
に
集
う
書
生
ら

と
の
話
を
中
心
に
、
古
今
東
西
、
時
間
も
空
間
も
広
き
に
渡
っ
て
描
か
れ
た

作
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
珍
野
苦
紗
弥
の
友
で
あ
り
「
吾
輩
」

が
哲
学
者
と
す
る
八
木
独
仙
は
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』（Carm

en,1845 

）

の
水
浴
場
面
を
用
い
て
「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
を
説
い
て
い
る
。

独
仙
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ル
メ
ン
が
初
め
て
描
写
さ
れ
る

場
面
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
一
場
面
と
し
て
多
く
の
画
家
た
ち
に
よ
っ

て
描
か
れ
て
き
た
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
に
例
え
て
表
現
さ

れ
て
い
る
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
『
カ
ル
メ

ン
』
の
水
浴
場
面
を
文
学
的
に
新
し
い
情
景
と
し
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
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先
ず
、
メ
リ
メ
が
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
と
し
て
表
現
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
十
九
世
紀
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
メ
リ
メ
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
表
現
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
作
品
『
カ

ル
メ
ン
』
を
風
景
・
自
然
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
漱
石
の
表
現
す
る
『
吾
輩

は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
漱
石
の
捉
え
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
に
つ
い
て

考
え
た
い
。 

 

第
一
節 

『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景 

  

カ
ル
メ
ン
の
強
烈
な
個
性
に
よ
り
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
化
作

品
を
始
め
と
し
て
、
世
界
中
で
現
在
も
二
次
的
な
創
造
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
ア
ベ
・
プ
レ
ヴ
ォ
ー( A

bbé PR
É

V
O

ST, 

1697-1763 ) 

に
よ
る
『
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
ー
』( H

istoire du chevalier 

des G
rieux et de M

anon Lescaut , 1731, 1753 )

と
対
峙
さ
れ(

一)

、

「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
」( fem

m
e fatale ) 

の
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
こ
の
節
で
は
、
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し
て
の
カ
ル
メ
ン
の
側

面
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
風
景
か
ら
、
メ
リ
メ
が
捉
え
る
自
然
観

に
つ
い
て
考
察
し
、
漱
石
が
注
目
し
て
い
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。 

 

一 

ス
ペ
イ
ン
へ
の
意
識 

  

物
語
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
特
有
の
文
化
を
持
っ
た
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
地
方
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
、
独
自
の
視
点
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
、
『
カ
ル
メ
ン
』
の
舞
台
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
は

メ
リ
メ
が
発
見
し
た
も
の
で
は
な
く
、
十
六
世
紀
か
ら
す
で
に
フ
ラ
ン
ス

に

あ

っ

た

も

の

で

あ

り

、

十

八

世

紀

に

は

「

外

国

熱

」

( l’étrangérom
anie ) 

の
流
行
も
あ
っ
た
こ
と
を
ダ
ニ
エ
ル
・
モ
ル
ネ

( D
aniel M

O
R

N
E

T, 1878-1954 )

が
挙
げ
て
い
る(

一)

。
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
ス
ペ
イ
ン
文
学
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ

ー
テ
』( D

on Q
uijote de la M

ancha, 1605 ) 

の
仏
訳
が
一
六
一
四

年
に
出
て
お
り
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
は
、
フ
ァ
ン
・
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ラ
ル
コ

ン( Juan R
uiz de A

LA
R

C
Ó

N
, 1580?-1639 ) 

の
戯
曲
か
ら
着
想
を

得
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
一
八
三
八
年
に
ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ

プ
に
よ
っ
て
ル
ー
ヴ
ル
に
五
百
点
に
上
る
〈 

ス
ペ
イ
ン
絵
画
館 

〉

( M
usée espagnol / La G

alerie espagnole ) 

が
開
館
し
て
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
ス
ペ
イ
ン
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
。
ロ
マ
ン
主
義
者
に
名
を

並
べ
る
メ
リ
メ
は
、「
地
方
色
」( la couleur locale )

を
重
視
す
る
ロ
マ

ン
主
義
的
解
釈
を
求
め
、
画
家
で
あ
る
友
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
お
け
る
モ
ロ

ッ
コ
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ま
た
、
メ
リ
メ
の
文
学
の
師
で
あ
っ
た
ス
タ
ン
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ダ
ー
ル
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
位
置
に
ス
ペ
イ
ン
を
置
く
こ
と
に
な
る
。 

 
㈠ 
ス
ペ
イ
ン
旅
行 

  

『
カ
ル
メ
ン
』
は
ス
ペ
イ
ン
が
舞
台
で
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
メ

リ
メ
は
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い
て
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
を
描
い
た
の
で
は
な

く
、
そ
れ
以
前
か
ら
ス
ペ
イ
ン
へ
の
視
点
を
持
っ
て
い
た
。
一
八
二
五
年

に
二
十
一
歳
で
初
め
て
参
加
し
た
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ(É
tienne-Jean 

D
E

LÉ
C

LU
ZE

, 1781-1863 )

の
サ
ロ
ン
で
は
、
『
デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
ペ

イ
ン
人
』( Les Espagnols en D

anem
arck ) 

を
発
表
し
て
お
り
、
こ

の
短
篇
を
含
む
『
ク
ラ
ラ
・
ガ
ズ
ル
の
戯
曲
』( Le Théâtre de Clara 

G
azul, 1825 )

の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
セ
ル
バ
ン
テ
ス
を
用
い
、
翌
一
八
二
六

年
に
は
セ
ル
バ
ン
テ
ス
研
究
を
し
て
い
る
。
ま
た
一
八
二
九
年
十
二
月
に

は
、
ミ
ュ
ッ
セ( Louis-C

harles-A
lfred de M

U
SSE

T, 1810-1857 )

の
邸
で
行
わ
れ
て
い
た
『
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
物
語
』( Les Contes 

d’Espagne et d’Italie ) 

の
読
書
会
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
月
の
二

十
七
日
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
ト
レ
ド
を
舞
台
と
し
た
作
品
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』

( La Perle de Tolède ) 

を
発
表
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
以
来
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
文
学
的
土
壌
に
加
え
て
、
ロ
マ
ン
主
義
の
「
地

方
色
」
を
求
め
る
時
流
と
、
こ
う
し
た
サ
ロ
ン
の
環
境
に
あ
る
中
、
一
八

三
〇
年
に
メ
リ
メ
は
実
際
に
ス
ペ
イ
ン
へ
行
く
機
会
を
得
る
。
ス
ペ
イ
ン

行
の
き
っ
か
け
は
、
失
恋
し
て
塞
ぎ
こ
ん
で
い
た
メ
リ
メ
に
父
が
用
意
し

た
と
さ
れ
て
い
る
が(

二)

、
美
術
研
究
者
で
あ
っ
た
父
レ
オ
ノ
ー
ル
が
準
備

し
て
い
た
論
の
資
料
集
め
を
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
一
八
三
〇

年
六
月
二
十
七
日
、
ス
ペ
イ
ン
に
向
け
て
出
発
し
て
い
る
。
メ
リ
メ
の
初

め
て
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
は
、
『
カ
ル
メ
ン
』
の
作
品
化
を
メ
リ
メ
に
促
す

モ
ン
テ
ィ
ー
ホ
伯
爵
夫
人(

三)

と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
な
ど
、
メ
リ
メ
に

と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
が
確
固
と
し
た
位
置
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

㈡ 

ス
ペ
イ
ン
旅
行
か
ら
『
カ
ル
メ
ン
』
ま
で 

 

作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
は
一
八
四
五
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
も

と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
八
三
〇
年
の
最
初
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
メ
リ
メ
自
身
も
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り(

四)

、
ス
ペ

イ
ン
か
ら
初
め
て
出
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
メ
リ
メ
が
追
求
す
る
こ
と
に
な

る
見
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。
《 C

’est le plus beau 

spectacle que l’on puisse voir,[

…] 

》(

こ
れ
は
目
に
す
る
こ
と
の
出

来
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
う
ち
で
最
も
美
し
い
も
の
で
す
。)  (

五) 

と
さ
れ
て

い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
セ
ヴ
ィ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
『
カ

ル
メ
ン
』
に
お
い
て
ド
ン
・
ホ
セ
が
カ
ル
メ
ン
と
出
会
う
と
設
定
さ
れ
て
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い
る
セ
ヴ
ィ
リ
ア
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
教

わ
っ
た
「
見
る
」
こ
と
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
箇
所

と
も
な
っ
て
い
る
。
メ
リ
メ
に
お
け
る
「
見
る
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検

討
は
第
三
章
に
譲
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
メ
リ
メ
が
最
も
素
晴
ら
し
い
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
い
る
の
は
、
作
品
に
お
い
て
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
セ
ヴ
ィ
リ
ア
に
お
け
る
闘
牛
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

こ
の
最
初
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
簡
に
は
メ
リ
メ
が
オ
ペ

ラ
鑑
賞
し
た
際
、
女
性
た
ち
に
自
然
な
さ
ま
を
見
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
《 Les acteurs sont détestables, les fem

m
es ont plus de 

naturelle que les hom
m

es, d’ailleurs elles sont très jolies. 

》

(

俳
優
た
ち
は
ひ
ど
い
も
の
で
す
が
、
女
性
た
ち
は
男
性
た
ち
よ
り
自
然
で
、

そ
れ
に
と
て
も
可
憐
な
の
で
す
。
）(

六) 

と
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ヴ
ィ
リ

ア
で
目
に
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
、
ま
た
自
然
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
る
女
性

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
こ
の
書
簡
の
他
、『
パ
リ
評
論
』
の
編
集
長
に
宛
て
、

闘
牛
、
魔
女
、
盗
賊
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
、
一
八
三
一
年
か

ら
一
八
三
三
年
に
か
け
て
、
『
パ
リ
評
論
』
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
で
得
た
も
の
が
、
作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る(

七)

。 

 

二 

風
景 

  

風
景
を
示
す
語
は
《 paysage 

》
の
他
、
《 site 

》
、
《 spectacle 

》
、

《 vue 

》
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
、
風
景

と
い
う
観
念
は
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

の
で
文
化
に
よ
っ
て
様
々
に
変
化
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
倣
い(

一)

、
文

化
の
発
生
す
る
土
地
に
結
び
つ
い
た
《 pays 

》
が
語
源
で
あ
る

《 paysage 

》
を
中
心
に
考
え
た
い
。 

 
 

㈠ 

『
カ
ル
メ
ン
』
ま
で
の
風
景 

 

《 paysage 

》
は
、
も
と
も
と
絵
画
の
様
式
を
示
す
語
で
あ
り
、
美
術

史
に
お
い
て
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
始
ま
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
な
解

釈
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
未
だ
に
解
釈
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る(

二)

。
風
景
が
主
体
と
な
っ
た
絵
画
を
示
す
語
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
風

景
そ
の
も
の
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
語
意
は
広
範
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
語
源
が
《 pays 

》
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
し
て
い
る
の
は
土

地
に
結
び
つ
い
た
「
自
然
」( nature )

で
あ
り
、
文
学
に
関
し
て
も
「
自
然
」

に
よ
っ
て
、
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る(

三)

。
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
と
、

イ
タ
リ
ア
の
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
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ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
り
一
四
七
三
年
に
描
か
れ
た
風
景
画
が
最
初
の
風
景
画
で
あ

り
、
ま
た
近
代
に
お
け
る
最
初
の
風
景
画
と
さ
れ
て
い
る(

四)

。
宗
教
画
の
背

景
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
風
景
を
構
成
す
る
自
然
は
、
十
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
に

始
ま
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
・
風
景
に
学
ぶ
意

識
が
芽
生
え
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
ら
人
文
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
美
し
く
讃
え
ら

れ
、
そ
の
意
識
は
自
然
法
思
想
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
『
法
の
精
神
』
に
お
い
て
、
風
土
が
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
、
十
八
世
紀
に
な
る
と
自
然
そ
の
も
の
が
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
ル
ソ
ー
は
「
自
然
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
、『
ロ
ベ
ー
ル
事
典
』
の
《 paysage 

》
に
お
け
る
最
初
の
引

用
文
は
、
ル
ソ
ー
に
よ
る
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
《 Je ne reverrai plus 

ces beaux paysages, ces forêts, ces lacs, ces bosquets, ces 

rochers, ces m
ontagnes, dont l’aspect a toujours touché m

on 

cœ
ur: 

》（
い
つ
も
私
の
胸
を
打
っ
た
こ
の
美
し
い
風
景
も
、
森
も
、
湖
も
、

木
立
も
、
岩
壁
も
、
山
々
も
、
再
び
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
）(

五) 

こ
う
し
て
風
景
、
そ
し
て
そ
れ
を
構
成
す
る
「
自
然
」
を
示
し
て
い
る
ル

ソ
ー
は
、
《 rom

antique 

》
と
い
う
語
を
用
い
た
こ
と
に
よ
り(

六)

、
フ
ラ

ン
ス
ロ
マ
ン
主
義
の
祖
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て

メ
リ
メ
は
風
景
、
そ
し
て
そ
れ
を
成
す
自
然
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
確
認
し
た
い
。 

 

㈡ 

メ
リ
メ
に
お
け
る
風
景 

 

メ
リ
メ
が
風
景
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
八
三
一

年
に
書
か
れ
た
美
術
批
評
を
確
認
す
る
。 

 

Parm
i plusieurs beaux Léonard de Vinci, j’ai rem

arqué 

un portrait de M
ona Lisa H

iocurdo, qui paraît être une 

répétition, avec quelques changem
ens(sic), de celui que 

nous possédons au Louvre.  A
u lieu de ce paysage 

fantastique, rem
pli de ces rochers en aiguilles que 

Léonard de Vinci affectionnait, le fond est très-som
bre et 

très-uni. (

七) 
 

（
多
く
の
美
し
い
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
作
品
の
中
で
は
、

私
は
『
モ
ナ
リ
ザ
』
の
肖
像
画
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
の

ル
ー
ヴ
ル
に
あ
る
複
製
画
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
少
し
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
好
ん
だ
尖
峰
の
岩
山
で
満
ち
た
幻
想
的

な
風
景
に
換
わ
る
背
景
は
、
と
て
も
暗
く
て
あ
ま
り
に
単
調
で
す
。
） 

 

雑
誌
『
ア
ル
テ
ィ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
」
に

 



８ 
 

つ
い
て
の
美
術
批
評
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
評
で
あ
る
。

作
品
の
中
で
も
と
り
わ
け
『
モ
ナ
リ
ザ
』
に
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
あ
る
作
品
の
写
し
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
の
作

品
に
は
、
背
景
に
尖
っ
た
岩
山
の
「
幻
想
的
な
風
景
」
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
『
モ
ナ
リ
ザ
』
は
、
描
か
れ
た
時
代

か
ら
既
に
写
し
や
改
作
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
当
時
の
慣

習
と
も
修
復
の
過
程
に
よ
る
と
も
さ
れ
る
眉
毛
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
謎
め

い
た
女
性
と
し
て
背
景
の
風
景
と
共
に
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
き
て
い
る
。
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
自
身
「
絵
画
論
」
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
一
五
一
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ボ
ワ
ー
ズ
で
最
期
を
見
取
っ

た
弟
子
ら
が
受
け
つ
い
だ
手
稿
の
写
本
が
編
集
さ
れ
た
『
絵
画
論
』
は
、
一

六
五
一
年
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
十
九
世
紀
に
到
る
ま
で
各
国
語
で
六
十
二
版

を
重
ね
、
十
七
・
十
八
世
紀
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
重
要
な
教
本
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
風
景
を
装
飾
的
に
捉
え
る
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ

に
対
し
て
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
自
然
に
学
ぶ
立
場
か
ら
風
景
の
研
究
は
無
意
味

で
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
絵
画
論
』
に
お
け
る
「
神
」

は
「
自
然
」
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
も
い
る(

八)

。
メ
リ
メ
は
美
術
理
論
を

教
え
る
父
、
レ
オ
ノ
ー
ル
の
依
頼
に
よ
り
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
を
訪
れ
、

『
モ
ナ
リ
ザ
』
に
お
け
る
風
景
に
注
目
し
、
風
景
が
描
か
れ
て
い
な
い
『
モ

ナ
リ
ザ
』
に
、
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
一
方
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
つ
い
て
は
、

《 Les paysages de Velasquez sont d’adm
irables esquisses, 

d’un coloris et d’un effet prodigieux. 

》(

九)

（
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
風
景
は
、

素
描
の
素
晴
ら
し
さ
、
色
合
い
、
そ
し
て
、
驚
く
べ
き
芸
術
的
効
果
を
有
し

て
い
る
。
）
と
風
景
描
写
を
賛
美
し
て
い
る
が
、
こ
の
前
に
表
情
に
欠
け
る
た

め
魅
力
に
欠
け
る
と
し
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
絵
画
に
つ
い
て
の
不
満
が
長
々
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
画
家
に
対
し
て
、
そ
の
埋

め
合
わ
せ
と
し
て
の
賛
美
と
も
考
え
ら
れ
る
批
評
を
示
し
て
い
る
。
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
メ
リ
メ
は
共
に
二
人
の
描
く
風
景

に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ヴ
ィ
リ
ア
出
身
の
ム
リ
リ
ョ
に
つ
い
て
は
、

《 Il a cherché ses m
odèles dans la nature qu’il avait sous les 

yeux, 

》(

一
〇)

（
ム
リ
リ
ョ
は
、
目
の
前
に
あ
る
自
然
に
模
範
を
求
め
た
。
）

と
し
て
い
る
。 

ム
リ
リ
ョ
は
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
紹
介
で
、
宮
廷
画
家
に
あ
っ
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア

ー
ノ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
ヴ
ァ
ン
ダ
イ
ク
等
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
が(

十
一)

、
メ
リ
メ
は
ム

リ
リ
ョ
に
手
本
と
な
る
模
範
を
自
然
に
求
め
た
と
し
て
、
そ
の
作
品
の
多
く

が
宗
教
画
で
あ
る
画
家
に
対
し
て
、
む
し
ろ
自
然
に
注
目
し
て
い
る
点
を
特

筆
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
は
、
美
術
批
評
文
最
後
に
あ
る
特
別
室
に
展
示

さ
れ
て
い
る
ル
ー
ベ
ン
ス
の
裸
体
画
に
つ
い
て
の
作
品
評
で
あ
る
。 
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    E
n voyant cette salle 

particulière, on est un peu 

désappointé de ne pas la trouver 

plus indécente ;  elle renferm
e 

d’ailleurs des tableaux du 

prem
ier m

érite, de R
ubens et de 

Titien, de Paul V
éronèse, etc. ; 

D
iane faisant déshabiller 

C
alisto, et des

 
nym

phes 

surprises par des satyres, de 

R
ubens, et une fem

m
e couchée 

sur un lit de repos, par Titien, 

m
’ont particulièrem

ent 

frappé. (

十
二)  

（
こ
の
特
別
室
を
見
て
、
そ
れ
程
不
道
徳

で
は
な
い
こ
と
に
少
々
落
胆
し
ま
す
が
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア

ー
ノ
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
等
の
最
高
傑
作
の
数
々
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の
『
カ
リ
ス
ト
（
ニ
ン
フ
）
の
衣
を
取
る
デ

ィ
ア
ナ
』
、『
サ
テ
ュ
ロ
ス
に
驚
く
ニ
ン
フ
た
ち
』
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の

『
ソ
フ
ァ
ー
に
横
た
わ
る
女
』
の
作
品
に
、
私
は
殊
に
心
を
動
か
さ
れ

ま
し
た
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

メ
リ
メ
が
特
に
心
を
動
か
さ
れ
た
絵
画
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
ル
ー
ベ
ン
ス
に
よ
る
『
カ
リ
ス
ト
（
ニ

ン
フ
）
の
衣
を
取
る
デ
ィ
ア
ナ
』
と
『
サ
テ
ュ
ロ
ス
に
驚
く
ニ
ン
フ
た
ち
』

を
取
り
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。『
カ
リ
ス
ト
（
ニ
ン
フ
）
の
衣
を
取
る
デ
ィ

ア
ナ
』
は
、
ア
ポ
ロ
ン
の
双
子
の
妹
の
ア
ル
テ
ミ
ス
で
も
あ
る
デ
ィ
ア
ナ
に

従
う
ニ
ン
フ
の
カ
リ
ス
ト
が
乙
女
の
掟
を
破
り
、
ゼ
ウ
ス
の
娘
ア
ル
カ
ス
を

身
ご
も
り
、
ア
ル
テ
ミ
ス
（
デ
ィ

ア
ナ
）
と
の
沐
浴
で
そ
れ
が
明
ら

か
と
な
っ
た
場
面
が
描
か
れ
た
作

品
で
あ
り
、『
サ
テ
ュ
ロ
ス
に
驚
く

ニ
ン
フ
た
ち
』
は
、
酒
の
神
ヴ
ァ

ッ
カ
ス
で
も
あ
る
デ
ュ
オ
ニ
ソ
ス

の
従
者
で
悪
戯
好
き
な
自
然
の
精

霊
サ
テ
ュ
ロ
ス
が
、
ニ
ン
フ
た
ち

と
戯
れ
て
い
る
様
が
描
か
れ
た
作

品
で
あ
る

（
十
三
）

。
最
初
の
ス
ペ
イ

ン
旅
行
が
『
カ
ル
メ
ン
』
の
基
に

 
 

 

 

図 1 ルーベンス『サテュロスに驚くニンフたち』 

図 2 ルーベンス『ディアナとニンフたち』 



１０ 
 

な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
は
、
カ
ル
メ

ン
を
最
初
に
表
現
し
て
い
る
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
の
モ
デ

ル
で
あ
る
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
リ
メ
の
絵
画

論
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
メ
リ
メ
は
こ
の

マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
か
ら
自
然
を
学
ん
だ
の
だ
が(

十
四)

、
こ
う
し
た
風

景
・
自
然
に
対
す
る
意
識
は
、『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
の
か
確
認
し
た
い
。 

 

三 

『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景 

 

作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
冒
頭
部
に
ギ
リ
シ
ャ
語
に
よ
り
女
性
は
往
々
に

し
て
不
機
嫌
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
エ
ピ
グ
ラ
フ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
敢

て
自
然
の
神
々
を
語
る
言
語
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
を
示
す
こ
と
で
、
文
学
的

背
景
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
復
興
の
人
文
主
義

的
な
思
想
の
流
れ
を
汲
む
、
自
由
主
義
者
と
し
て
の
立
場
で
作
品
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

作
品
は
考
古
学
者
の
考
察
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
が
、
最
初
に
確
認
で
き

る
土
地
に
関
す
る
語
は
、
作
品
冒
頭
部
に
登
場
す
る
「
地
理
学
者
た
ち
」(

一)

で
あ
り
、
地
理
学
の
学
説
に
異
議
を
唱
え
る
考
古
学
者
と
い
う
設
定
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
紀
元
前
四
十
五
年
三
月
に
カ
エ

サ
ル
派
と
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
派
が
戦
っ
た
と
さ
れ
る
《 le cham

p de 

bataille de M
unda dans le pays des B

astuli-Pœ
ni 

》(

二)

（
バ
ス
ト

ゥ
リ
・
ポ
エ
ニ
地
方
に
あ
る
ム
ン
ダ
の
戦
場
）
で
あ
り
、
地
理
学
に
お
け
る

「
バ
ス
テ
ュ
リ
・
ポ
エ
ニ
地
方
」
に
対
し
て
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
異
説
を

唱
え
る
形
で
物
語
は
始
め
ら
れ
て
い
る
。 

考
古
学
者
の
調
査
旅
行
の
対
象
と
さ
れ
る
「
ム
ン
ダ
の
戦
場
」
の
「
戦
場
」

を
示
す
の
に
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
《 le cham

p 

》
と
な
っ
て

い
る
。《 le cham

p 

》
は
、
単
独
で
「
戦
場
」
を
示
す
と
共
に
「
分
野
」「
領

域
」
の
意
味
の
他
、
野
原
・
広
場
・
田
園
・
範
囲
・
界
・
視
野
な
ど
様
々
な

意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
。
そ
の
《 le cham

p 

》
が
《 le cham

p de 

bataille 

》
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
成
句
で
は
あ
る
が
「
戦

う
」
意
味
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
《 le 

cham
p 

》
に
関
し
て
も
、
地
理
学
と
考
古
学
い
ず
れ
も
語
源
は
ギ
リ
シ
ャ

に
端
を
発
す
る
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
異
な
っ
た
解
釈

が
な
さ
れ
得
る
と
い
う
、
二
元
的
な
視
点
が
示
さ
れ
た
形
で
物
語
が
始
め
ら

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
歴
史
的
背
景
を
持
つ
土
地
で
あ
り
研
究
対
象
と
さ
れ

る
か
つ
て
の
「
戦
場
」
が
、
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
物
語
の
舞
台
と
な

る
こ
と
に
な
り
、
作
品
内
外
に
お
い
て
多
元
的
な
風
景
が
重
層
的
な
意
味
を

持
っ
て
こ
の
作
品
冒
頭
部
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
冒
頭
部
に
続
い
て
考
古
学
者
が
旅
を
す
る
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景
が
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描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
風
景
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
の
注
に
よ
る
と
、

セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』( D

on Q
uichotte de La M

ancha , 

1605,1615 )

の
風
景
描
写
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り(

三)

、
一
八
二
六
年
版
に
際

し
て
は
メ
リ
メ
が
セ
ル
バ
ン
テ
ス
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
『
ク
ラ
ラ
・
ガ
ズ
ル
の
戯
曲
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に

『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
一
節
を
使
う
な
ど(

四)

、
メ
リ
メ
に
お
け
る
セ
ル
バ

ン
テ
ス
の
影
響
は
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

五)

。
そ
の
『
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
風
景
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、
メ
リ
メ

の
風
景
描
写
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
メ
リ
メ
は
最
初
に
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
た
時
に
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
出
し
た
書

簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
だ
。 

 

[

…] m
ais les descriptions ne sont pas m

on fort.  Vous 

êtes peintre : arrangez des m
ontagnes, des rochers,[

…]

〔G
renade, 8 octobre 1830.

〕(

六) 

 
 

（
し
か
し
、
私
は
風
景
描
写
が
得
意
で
は
な
い
の
で
す
。
貴
方
は
画
を

描
か
れ
ま
す
の
で
、
山
脈
や
岩
で
脚
色
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

〔
一
八
三
〇
年
一
〇
月
八
日
、
グ
ラ
ナ
ダ
〕 

 

こ
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
メ
リ
メ
は
風
景
描
写
が
苦
手
で
あ
っ
た
こ
と

を
告
白
し
て
い
る
。
も
と
に
な
っ
て
い
る
作
品
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
、

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
読
ん
で
き
た
物
語
と
現
実
世
界
と
を
混
在
さ
せ
る
物
語

で
あ
り
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
自
身
も
冒
頭
部
に
掲
げ
た
献
辞
を
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ
に
倣
っ
て
書
い
て
い
る
た
め(

七)

、
メ
リ
メ
は
そ
の
模
倣

す
る
形
式
を
セ
ル
バ
ン
テ
ス
に
倣
っ
た
こ
と
な
る
が
、
そ
の
メ
リ
メ
が
倣
っ

た
と
さ
れ
る
セ
ル
バ
ン
テ
ス
作
品
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景

描
写
を
確
認
す
る
。 

 
 

㈠ 

コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景 

 

É
tant sur ces discours, ils arrivèrent au pied d’une 

haute m
ontagne, laquelle était quasi com

m
e une roche 

taillée toute seule contre plusieurs autres qui 

l’environnaient.  Il courait par la pente d’icelle un doux 

ruisseau, et tout autour s’étendait un pré si vert et si 

tendre qu’il causait un grand contentem
ent aux yeux qui 

le regardaient.  Il y avait là quantité d’arbres sauvages et 

quelques plantes et fleurs qui rendaient le lieu fort 

agréable. (

八) 
（
話
す
う
ち
に
、
あ
る
高
い
山
の
麓
に
着
い
た
。
そ
の
山
は
、
ま
る
で
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一
塊
の
岩
の
よ
う
に
周
囲
の
全
て
か
ら
忽
然
と
切
り
立
っ
て
い
た
。
そ

の
山
の
斜
面
に
は
穏
や
か
な
小
川
が
流
れ
、
周
囲
の
草
は
青
々
し
て
柔

ら
か
だ
っ
た
の
で
、
見
る
者
の
目
に
と
て
も
心
地
良
か
っ
た
。
そ
こ
に

は
ま
と
ま
っ
て
自
生
し
た
木
々
と
い
く
ら
か
草
や
花
が
生
え
て
お
り
、

と
て
も
心
地
よ
い
場
に
し
て
い
た
。
） 

 

こ
の
箇
所
が
メ
リ
メ
の
倣
っ
た
と
さ
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
セ
ル
バ
ン

テ
ス
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景
描

写
で
あ
る
。
こ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
は
、
概
ね
多
元
的
で
重
層
的
な
意

味
を
持
た
な
い
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
メ
リ
メ
は
同
じ
風
景
描

写
を
、『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い
て
緻
密
な
ま
で
に
多
元
的
で
重
層
的
な
意
味
を

持
つ
語
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
メ
リ
メ
は
初
期
作
品
に
お
い
て
、
自
作

の
作
品
を
翻
訳
も
の
と
し
て
発
表
し
た
り
、
ア
ナ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
あ
た
か

も
女
性
で
あ
る
か
の
ご
と
く
を
装
っ
て
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
を
好
ん
で
行

い
、
そ
れ
を
ゲ
ー
テ
に
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
が

（
九
）

、
こ
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
の
引
用
に
関
し
て
も
、
意
図
し
た
メ
リ
メ
独
特
の
煙
に
巻
こ
う
と
す
る
表

現
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
重
層
的
な
意
味
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。 

先
ず
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』（
以
下
、〔
Ｃ
〕
と
す
る
。
）

の
、
引
用
文
一
行
目
の
《 ils arrivèrent au pied d’une haute 

m
ontagne, 

》
が
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
（
以
下
、
〔
Ｍ
〕
と
す
る
。
）

で
は
、《 A

u pied de rochers à pic,

》(

一
〇)

と
し
て
、
主
に
自
然
の
「
山
」

の
意
味
で
使
わ
れ
る
《 m

ontagne 

》
〔
Ｃ
〕
を
使
わ
ず
、
続
い
て
使
わ
れ

る
《 roche 

》〔
Ｃ
〕〔
Ｍ
〕
と
い
う
自
然
の
「
岩
」
を
示
す
と
共
に
感
情
表

現
を
示
す
語
が
用
い
ら
れ
お
り
、《 haute 

》〔
Ｃ
〕
が
、《 à pic 

》〔
Ｍ
〕

と
さ
れ
、
単
に
「
高
い
」
の
み
な
ら
ず
、「
尖
っ
た
」
意
を
持
つ
と
共
に
「
時
」

を
示
す
意
味
を
持
つ
語
が
《 une roche taillée 

》
〔
Ｃ
〕
の
受
動
的
な

《 taillée 

》
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
《 une espèce de 

cirque naturel parfaitem
ent om

bragé par la hauteur des 

escarpem
ents qui l’entouraient.  

》(

十
一)

（
こ
の
自
然
の
す
り
鉢
状
の

場
所
は
、
取
り
囲
む
高
い
絶
壁
に
よ
っ
て
申
し
分
の
な
い
日
陰
と
な
っ
て
い

た
。
）
と
メ
リ
メ
は
し
て
い
る
。《 cirque 

》
は
、「
す
り
鉢
状
の
地
形
」
で

あ
り
「
渓
谷
」
で
あ
る
と
共
に
、「
ロ
ー
マ
の
円
形
闘
技
場
」
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
「
自
然
の
す
り
鉢
状
の
場
所
は
、
取
り
囲

む
高
い
絶
壁
に
よ
っ
て
申
し
分
の
な
い
日
陰
に
な
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
表
面

的
な
風
景
描
写
（
以
下
、〔
ａ
〕
と
す
る
。
）
の
意
味
を
示
す
と
共
に
、「
自
然

に
出
来
た
円
形
闘
技
場
の
様
相
は
、
取
り
囲
む
高
い
壁
に
よ
り
完
全
な
暗
闇

と
な
っ
て
い
た
。
」
と
い
っ
た
重
層
的
な
意
味
（
以
下
、〔
ｂ
〕
と
す
る
。
）
を

持
つ
重
層
的
な
構
造
で
あ
り
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
に
お
け
る
一
元
的
な
山
々
に

取
り
囲
ま
れ
た
風
景
描
写
が
、
メ
リ
メ
に
お
い
て
は
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら

れ
る
物
語
を
暗
示
的
に
含
ま
せ
た
複
合
的
な
表
現
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
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か
る
。
こ
れ
は
『
カ
ル
メ
ン
』
冒
頭
部
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
《 le 

cham
p 

》
に
お
け
る
多
元
性
、
そ
れ
は
同
じ
対
象
に
対
し
て
異
な
る
解
釈

が
な
さ
れ
る
地
理
学
と
考
古
学
と
の
多
元
性
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
的

な
意
味
と
深
層
的
な
意
味
を
自
然
か
ら
為
る
風
景
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
に
続
き
、《 un pré si vert 

》〔
Ｃ
〕
の
箇
所
は
メ
リ
メ
に
お
い
て
、

《 E
n effet, en m

’approchant, je vis que la prétendue pelouse 

était un m
arécage 

》(

十
二)

（ 
確
か
に
、
近
づ
い
て
み
る
と
、
私
が
芝
生

だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
沼
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
）
と
さ
れ
、
《 un 

pré 

》
〔
Ｃ
〕
と
対
応
す
る
《 la prétendue pelouse 

》
〔
Ｍ
〕 

は
、
近

づ
い
て
み
る
と
《 un m

arécage 

》
〔
Ｍ
〕
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

《 pelouse 

》
は
、
「
芝
」
〔
ａ
〕
の
意
味
を
持
つ
一
方
で
、
「
競
技
場
の
芝

生
席
」〔
ｂ
〕
と
し
て
何
ら
か
の
競
技
が
行
わ
れ
る
競
技
場
で
の
芝
生
の
観
客

席
を
意
味
し
、
《 un m

arécage 

》
〔
Ｍ
〕
は
、
「
沼
地
」
〔
ａ
〕
と
同
時
に

「
悪
徳
の
は
び
こ
る
所
」〔
ｂ
〕
の
意
味
を
持
つ
。
従
っ
て
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス

に
お
い
て
「
あ
た
り
一
面
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
緑
色
の
草
原
に
な
っ
て
い

た
。
」
〔
Ｃ
〕
に
対
し
て
、
メ
リ
メ
は
「
私
が
芝
生
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
沼

地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」〔
ａ
〕
と
い
う
表
面
的
な
意
味
の
変
更
に
加
え

て
、「
私
が
芝
生
席
と
思
っ
て
い
た
の
は
悪
徳
の
は
び
こ
る
場
所
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」〔
ｂ
〕
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
物
語
を
傍
観
す
る
考
古
学

者
の
立
場
と
物
語
の
背
景
に
あ
る
意
味
が
含
め
ら
れ
た
表
現
に
変
え
ら
れ
、

こ
こ
で
も
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
一
元
的
な
風
景
描
写
に
対
し
て
深
層
的
な
意
味

を
持
つ
風
景
描
写
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
《 vert 

》

〔
Ｃ
〕
の
表
現
は
《 pelouse verte 

》
〔
Ｍ
〕
と
し
て
、
考
古
学
者
が
作

品
内
で
初
め
て
目
に
す
る
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景
描
写
に
メ
リ
メ
は
用
い
て
い

る
。《 une petite pelouse verte parsem

ée de joncs et de roseaux. 

C
ela m

’annonçait le voisinage d’une source. 

》(

十
三)

（
い
ぐ
さ
や
葦

の
草
々
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
生
え
た
さ
さ
や
か
な
緑
色
の
芝
は
、
近
く
に
泉

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
た
。
）《 vert 

》
は
、「
緑
色
の
・
み
ず

み
ず
し
い
」〔
ａ
〕
と
い
っ
た
表
層
的
な
意
味
を
持
つ
一
方
、
あ
ま
り
一
般
的

で
は
な
い
が
、
「
蒼
白
な
・
荒
々
し
い
」
〔
ｂ
〕
と
い
っ
た
意
味
も
持
つ
。
ま

た
《 une source 

》
と
い
う
「
泉
」〔
ａ
〕
で
あ
る
と
同
時
に
「
原
因
」〔
ｂ
〕

の
意
味
を
持
つ
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の

《 un pré si vert 

》
〔
Ｃ
〕
は
、
メ
リ
メ
に
よ
り
「
い
ぐ
さ
や
葦
の
草
々

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
生
え
た
さ
さ
や
か
な
緑
色
の
芝
は
、
近
く
に
泉
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
た
。
」
〔
ａ
〕
、
ま
た
、
「
い
ぐ
さ
や
葦
の
草
々
が

ま
ば
ら
に
生
え
寒
々
と
し
た
狭
い
競
技
場
の
芝
生
席
は
、
事
件
の
発
端
が
近

く
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
た
。
」
〔
ｂ
〕
と
し
て
、
こ
の
あ
と
登
場
す
る

ド
ン
・
ホ
セ
、
そ
し
て
ド
ン
・
ホ
セ
か
ら
語
ら
れ
る
、
カ
ル
メ
ン
の
物
語
を

暗
示
さ
せ
る
意
味
が
含
め
ら
れ
て
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
表
現
が
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加
え
ら
れ
た
形
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
《 vert 

》
〔
Ｃ
〕
に
続
く

《 d’arbres 

》〔
Ｃ
〕
の
箇
所
は
メ
リ
メ
に
お
い
て
、《 C

inq à six beaux 

chênes verts, 

》(

十
四)

（ 

五
、
六
本
の
青
々
と
し
た
美
し
い
樫
の
木
）
と

し
て
「
木
」
を
示
す
《 l’arbre 

》
〔
Ｃ
〕
に
対
し
て
、
《 chaîne 

》
と
同

音
の
《 chêne 
》
〔
Ｍ
〕
が
用
い
ら
れ
、
「
樫
の
木
」
〔
ａ
〕
で
あ
る
と
共
に

「
連
続
・
連
鎖
」
〔
ｂ
〕
の
意
味
を
暗
示
さ
せ
る
表
現
に
換
え
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
「
野
生
の
木
々
が
生
い
茂
る
」
〔
Ｃ
〕
の
箇
所
を
、
メ
リ
メ
は
「
五
、

六
本
の
美
し
く
青
々
と
し
た
樫
の
木
」〔
ａ
〕
と
同
時
に
「
五
、
六
の
美
し
く

も
蒼
白
な
一
連
の
物
語
」〔
ｂ
〕
と
い
っ
た
意
味
と
も
解
す
る
こ
と
が
出
来
る

表
現
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
《 plantes 

》〔
Ｃ
〕
の
箇
所
は
、

《 [

…] une herbe fine, lustrée, offrait un lit m
eilleur qu’on 

n’en eût trouvé dans aucune auberge à dix lieues à la ronde. 

》

(

十
五)

（ 

質
の
良
い
艶
や
か
な
草
が
、
そ
の
附
近
の
十
里
四
方
の
ど
の
宿
に
も

見
当
た
ら
な
い
よ
う
な
こ
の
上
な
い
寝
床
を
提
供
し
て
い
た
。
） 
と
さ
れ
、

「
い
く
ら
か
の
草
花
が
一
層
快
適
な
場
所
に
し
て
い
た
」
〔
Ｃ
〕
が
、
「
質
の

良
い
つ
や
や
か
な
草
が
、
そ
の
附
近
の
ど
の
宿
に
も
見
当
た
ら
な
い
よ
う
な

こ
の
上
な
い
寝
床
を
提
供
し
て
い
た
」〔
Ｍ
〕
と
し
て
、
美
し
い
風
景
が
実
質

的
な
意
味
を
持
つ
形
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
メ
リ
メ
に
よ
る
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景
は
、
表
層
的
な
セ
ル
バ

ン
テ
ス
に
対
し
て
重
層
的
な
風
景
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
表
面
的
な
意

味
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
暗
示
的
な
意
味
を
加
え
て
隠
喩
的
に
表
現
す
る
こ

と
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
騙
す
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
メ
リ
メ
の
悪
戯
好

き
な
一
面
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、

『
モ
ナ
リ
ザ
』
の
風
景
に
注
目
し
て
い
た
メ
リ
メ
は
、『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い

て
風
景
に
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

㈡ 

ド
ン
・
ホ
セ
の
風
景 

 

『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
作
品
名
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
ル
メ
ン
を
中
心
に
し
て

描
か
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
カ
ル
メ
ン
に
翻
弄
さ
れ
た

ド
ン
・
ホ
セ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
一
八
三
〇

年
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先

に
触
れ
た
が
、
ド
ン
・
ホ
セ
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
モ
デ
ル
と
な
っ

た
人
物
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が(

十
六)

、
こ
こ
で
は
、
ド
ン
・

ホ
セ
の
実
像
で
は
な
く
、『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
ド
ン
・
ホ
セ
の
描
写
の
さ

れ
方
に
注
目
す
る
。
ド
ン
・
ホ
セ
は
、
バ
ス
ク
出
身
で
あ
り
、
竜
騎
兵
の
伍

長
と
し
て
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
タ
バ
コ
工
場
の
衛
兵
を
し
て
い
る
時
に
、
カ
ル
メ

ン
と
出
会
い
、
次
々
と
社
会
的
な
位
置
を
失
う
設
定
と
な
っ
て
い
る
。 

作
品
冒
頭
部
で
ド
ン
・
ホ
セ
は
、
す
で
に
カ
ル
メ
ン
に
翻
弄
さ
れ
た
挙
句
、

こ
れ
か
ら
裁
判
所
に
向
か
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
途
中
で
コ
ル
ド
ヴ
ァ
を
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訪
れ
た
考
古
学
者
と
出
会
っ
て
い
る
。
ド
ン
・
ホ
セ
の
最
初
の
描
写
は
、
ド

ン
・
ホ
セ
と
し
て
で
は
な
く
、
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
風
景
の
一
部
と
し
て
考
古
学

者
の
目
に
映
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
《 U

n hom
m

e s’y reposait 

déjà,  

》（
十
七)

（
一
人
の
男
が
、
そ
こ
で
す
で
に
休
ん
で
い
た
。
）
と
さ
れ
、

こ
の
《 U

n hom
m

e 

》
と
さ
れ
る
「
一
人
の
男
」
が
ド
ン
・
ホ
セ
で
あ
り
、

固
有
名
詞
の
ド
ン
・
ホ
セ
と
し
て
登
場
し
て
は
い
な
い
。
ド
ン
・
ホ
セ
は
、

カ
ル
メ
ン
に
出
会
う
前
は
竜
騎
兵
と
し
て
社
会
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ

の
後
語
ら
れ
て
明
ら
か
と
な
る
が
、
考
古
学
者
と
出
会
う
こ
の
場
面
に
お
い

て
、
賊
と
い
う
社
会
的
に
自
由
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
考
古
学
者
は
こ
の

後
、
カ
ル
メ
ン
の
一
連
の
物
語
を
ド
ン
・
ホ
セ
か
ら
語
ら
れ
る
構
成
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
こ
の
《 U

n hom
m

e 

》
と
さ
れ
て
風
景
と
一
体
化
し
て
い

る
の
は
、
ド
ン
・
ホ
セ
が
自
然
状
態

（
十
八
）

に
あ
る
こ
と
を
、
最
初
に
示
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
風
景
の
一
部
と
な
っ

た
ド
ン
・
ホ
セ
は
、
考
古
学
者
に
自
ら
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
。 

 

Je suis né, dit-il, à E
lizondo, dans la vallée de B

aztán.  

Je m
’appelle don José Lizarrabengoa,[

…]. Je rencontrai 

des dragons, et je m
’engageai dans le régim

ent d’A
lm

anza, 

cavalerie. [

…].  Je devins bientôt brigadier, et on m
e 

prom
ettait de m

e faire m
aréchal des logis, quand, pour 

m
on m

alheur, on m
e dit de garde à la m

anufacture de 

tabacs à Séville.

（
十
九
） 

 

（
私
は
バ
ス
タ
ン
渓
谷
の
エ
リ
ソ
ン
ド
で
生
れ
ま
し
た
。
名
前
は
、
ド

ン
・
ホ
セ
・
リ
サ
ラ
ベ
ン
グ
ァ
と
申
し
ま
す
。
（
略
）
私
は
竜
騎
兵
と

出
会
い
、
ア
ル
マ
ン
サ
の
竜
騎
連
隊
に
志
願
兵
と
し
て
入
隊
し
た
の
で

す
。
（
略
）
私
は
間
も
な
く
伍
長
に
な
り
、
軍
曹
へ
の
内
示
も
出
つ
つ

あ
っ
た
時
に
、
不
運
な
こ
と
に
、
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
タ
バ
コ
工
場
で
の
衛

兵
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
す
と
彼
は
語
っ
た
。
） 

 

ド
ン
・
ホ
セ
は
、
ご
く
一
般
的
な
自
己
紹
介
に
よ
っ
て
自
ら
を
語
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
地
名
で
あ
る
《 B

aztán 

》
や
《 E

lizondo 

》
に
よ
り
出
身

を
語
り
、
氏
名
で
あ
る
《 don José Lizarrabengoa 

》
を
語
り
、
社
会

的
な
位
置
を
示
す
《 cavalerie 

》
や
《 brigadier 

》
と
い
っ
た
言
葉
を

口
に
し
、
不
運
に
も
カ
ル
メ
ン
と
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
タ
バ
コ
工
場
《 la 

m
anufacture de tabacs à Séville 

》
で
衛
兵
と
し
て
出
会
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
ン
・
ホ
セ
は
、
固
有
名
詞
や
社
会
的
な
位
置
づ
け
や
来
歴

に
よ
っ
て
自
己
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ド
ン
・

ホ
セ
は
不
運
に
も
カ
ル
メ
ン
と
出
会
い
、
作
品
冒
頭
部
に
お
い
て
は
風
景
の

一
部
と
し
て
自
然
状
態
へ
と
至
っ
て
い
る
。
こ
の
社
会
的
、
時
間
的
限
定
を

逃
れ
た
状
態
は
、
ド
ン
・
ホ
セ
の
意
識
に
お
い
て
も
こ
の
後
確
認
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。
自
然
に
対
す
る
意
識
は
持
つ
も
の
の
、
歴
史
的
な
時
間
軸
に
あ

る
も
の
や
、
そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
名
称
な
ど
に
対
し
て
意
識
が
な
い
状
態
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

  
 

 
Il ne savait pas le nom

 de la charm
ante vallée où nous 

nous trouvions ; il ne pouvait nom
m

er aucun village des 

alentours ; enfin, interrogé par m
oi s’il n’avait pas vu aux 

environs des m
urs détruits, de larges tuiles à rebords, des 

pierres sculptées, il confessa qu’il n’avait jam
ais fait 

attention à pareilles choses.  (
二
〇) 

 
 

（
男
は
、
我
々
が
い
る
素
敵
な
谷
の
名
を
知
ら
ず
、
周
り
の
村
の
名
も

全
く
言
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
ま
い
に
、
周
辺
に
崩
れ
た
壁
や
、

縁
つ
き
の
幅
広
い
屋
根
瓦
や
、
石
碑
な
ど
を
見
掛
け
な
か
っ
た
か
尋
ね

た
が
、
男
は
そ
れ
ら
の
事
に
全
く
関
心
の
な
い
こ
と
を
告
白
し
た
。
） 

 

こ
れ
は
、
ド
ン
・
ホ
セ
が
周
辺
に
詳
し
く
な
い
と
し
て
表
さ
れ
た
箇
所
で

あ
る
。
ド
ン
・
ホ
セ
は
カ
ル
メ
ン
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
冒
頭
部
に
外
観

と
し
て
の
自
然
状
態
で
示
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
意
識
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
自
然
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
一
体
化
し
た

ド
ン
・
ホ
セ
を
風
景
と
し
て
見
た
場
合
、
カ
ル
メ
ン
に
よ
っ
て
ド
ン
・
ホ
セ

は
自
然
状
態
へ
と
至
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

も
な
る
。
最
初
に
考
古
学
者
が
風
景
の
一
部
と
し
て
見
た
ド
ン
・
ホ
セ
の
自

然
状
態
は
、
風
景
を
構
成
す
る
自
然
で
あ
り
、
自
然
を
主
体
と
す
る
風
景
画

に
お
け
る
要
素
で
あ
る
こ
と
に
も
な
る
。 

 

㈢ 

カ
ル
メ
ン
の
風
景 

  

カ
ル
メ
ン
が
最
初
に
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
確
認
す
る
。 

  
 

 
C

ependant ces form
es blanches et incertaines qui se 

dessinent sur le som
bre azur du fleuve, font travailler les 

esprits poétiques, et avec un peu d’im
agination , il n’est 

pas difficile de se représenter D
iane et ses nym

phes au 

bain, sans avoir à craindre le sort d’A
ctéon.  (

二
十
一) 

 
 

 

（
し
か
し
な
が
ら
、
深
い
藍
色
の
水
面
に
浮
か
び
上
る
白
く
ぼ
ん
や
り

し
た
姿
は
詩
的
精
神
を
働
か
せ
得
る
も
の
で
あ
り
、
多
少
の
想
像
力
を

併
せ
持
て
ば
、
ア
ク
テ
オ
ン
の
運
命
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、『
デ
ィ
ア
ナ

と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
を
思
い
描
く
こ
と
は
難
し
く
は
な
い
。
） 
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ド
ン
・
ホ
セ
を
自
然
状
態
へ
と
導
く
カ
ル
メ
ン
は
、
作
品
内
で
初
め
て
登

場
す
る
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
《 D

iane et ses nym
phes au bain 

》

（
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
）
で
描
か
れ
、
曖
昧
模
糊
と
し
た
状

態
で
《 les esprits poétiques 

》
（
詩
的
精
神
）
を
働
か
せ
る
得
る
姿
と

さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
テ
オ
ン
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
（
デ
ィ
ア
ナ
）
の
水
浴
を
目

に
し
た
た
め
鹿
に
変
え
ら
れ
、
自
分
の
犬
に
八
つ
裂
き
に
さ
れ
て
死
ん
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
悲
運
と
関
わ
り
な
く
水
浴
を
想
像
し
得
る
画
で
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
か
ら
考
察
さ
れ
て
も
い
る(

二

十
二)

。
ロ
ー
マ
神
話
の
デ
ィ
ア
ナ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
ア
ポ
ロ
ン
の
双
子

の
妹
の
ア
ル
テ
ミ
ス
と
さ
れ
る
女
神
で
あ
り
、
最
も
美
し
い
と
い
う
意
味
を

持
つ
カ
リ
ス
ト
と
も
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ン
フ
は
山
や
木
や
花
な
ど
の

自
然
の
妖
精
で
あ
り
、
若
く
美
し
い
女
性
の
姿
で
現
れ
歌
と
踊
り
を
得
意
と

す
る
と
さ
れ
て
い
る

（
二
十
三
）

。
カ
ル
メ
ン
は
ニ
ン
フ
と
共
に
い
る
デ
ィ
ア
ナ

と
し
て
表
現
さ
れ
、
性
格
は
自
然
の
天
候
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ(

四
十
六)

、
自
由

な
放
浪
民
族
ボ
ヘ
ミ
エ
ン
ヌ
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
放
浪
民
族
は
自
ら
の
国

を
持
た
な
い
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
そ
の
土
地
が
ま
る
で
故
郷
で
あ
る
か
の

ご
と
く
、
そ
の
土
地
の
言
葉
を
使
っ
て
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る(

二
十
四)

。
従
っ
て
、
ど
こ
に
い
て
も
そ
の
土
地
に
は
属
さ
ず
、
そ
れ
で

い
て
ど
の
土
地
で
も
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
自
然
状
態
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
カ
ル
メ
ン
の
自
然
状
態
は
作
品
内
に
お
い
て
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
作

品
内
で
神
話
に
よ
る
表
現
か
ら
ド
ン
・
ホ
セ
の
前
に
現
れ
る
カ
ル
メ
ン
へ
と

移
行
す
る
最
初
の
表
現
は
、
《 E

lle avait dans les cheveux un gros 

bouquet de jasm
in, dont les pétales exhalent le soir une odeur 

enivrante. 

》（
二
十
五
）

（
髪
に
大
き
な
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
束
を
付
け
て
い
た

が
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
は
、
夕
刻
に
な
る
と
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
香
り
を
放
つ

花
で
あ
る
。
）
と
あ
り
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
と
香
り
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
は
香
り
に
特
徴
の
あ
る
花
で
あ
り
、
魅
惑
的
な
甘
い
香
り

が
す
る
。
そ
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
身
に
付
け
、
魅
惑
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
で
あ
る
カ
ル
メ
ン
に
魅
せ
ら
れ
始
め
る
ド
ン
・
ホ
セ
が

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
魅
力
は
近
づ
く
と
そ
の
甘
い
香
り
に
魅
せ
ら
れ
る
自
然
界
に

よ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
《 E

lle 

》
は
、
《 la belle 

baigneuse 

》（
二
十
六
）

で
あ
り
、
冒
頭
部
で
語
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
あ

る
「
水
浴
の
美
女
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
カ
ル
メ
ン
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
、
ド
ン
・
ホ
セ
が
再
び
カ
ル
メ
ン
に
会
う
場
面
に
お
い
て
も
、
カ
ル

メ
ン
は
花
と
共
に
表
現
さ
れ
る
。 

  
 

 
E

lle écartait sa m
antille afin de m

ontrer ses épaules et 

un gros bouquet de cassie qui sortait de sa chem
ise.  E

lle 

avait encore une fleur de cassie dans le coin de la bouche,  
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（
二
十
七
） 

 
 

（
両
肩
と
ブ
ラ
ウ
ス
か
ら
出
し
た
大
き
な
ア
カ
シ
ア
の
花
束
を
見
せ
る

た
め
に
シ
ョ
ー
ル
を
広
げ
、
そ
の
上
、
口
の
端
に
も
一
輪
の
ア
カ
シ
ア

の
花
を
く
わ
え
て
い
た
。
） 

  

ア
カ
シ
ア
の
花
は
、
こ
の
あ
と
カ
ル
メ
ン
に
よ
っ
て
ド
ン
・
ホ
セ
の
眉
間

に
投
げ
つ
け
ら
れ
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
、
ド
ン
・
ホ
セ
の
上
着
に
入
れ
ら
れ

る
。
ア
カ
シ
ア
の
花
は
、
ミ
モ
ザ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
南
欧
で
は
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
黄
色
い
小
花
で
あ
る
。
カ
ル
メ
ン
の
胸
元
に
あ
る
ア
カ
シ
ア
の

花
束
の
う
ち
、
口
に
く
わ
え
ら
れ
た
一
輪
が
闘
牛
に
お
い
て
最
後
の
一
撃
と

な
る
眉
間
に
投
げ
つ
け
ら
れ
、
知
ら
ぬ
間
に
ド
ン
・
ホ
セ
の
胸
元
に
宿
っ
て

い
る
。
カ
ル
メ
ン
の
胸
元
か
ら
口
を
通
じ
て
ド
ン
・
ホ
セ
の
眉
間
か
ら
胸
元

へ
と
移
る
ア
カ
シ
ア
の
花
に
よ
り
、
気
持
ち
の
移
動
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と

も
捉
え
る
こ
と
の
出
来
る
表
現
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
カ
ル
メ
ン
が
自
然
の
花

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

ド
ン
・
ホ
セ
に
よ
っ
て
、
カ
ル
メ
ン
の
一
連
の
話
が
語
ら
れ
る
。
カ
ル
メ

ン
は
最
終
部
に
お
い
て
も
、
ド
ン
・
ホ
セ
の
提
案
す
る
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
こ

と
を
断
り
、
土
地
・
歴
史
・
社
会
に
属
す
る
こ
と
を
拒
み
、
《 [

…] ; m
ais 

C
arm

en sera toujours libre. 

》（
二
十
八
）

（ 

け
れ
ど
、
カ
ル
メ
ン
は
ず
っ

と
自
由
な
の
さ
。
）
と
し
て
自
然
状
態
で
あ
り
、
殺
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、

《 [

…]

―N
on ! non ! non ! 

》（
二
十
九
）

と
し
て
確
固
た
る
信
念
で
所
属
す

る
こ
と
を
拒
み
、
ド
ン
・
ホ
セ
の
手
に
よ
っ
て
息
絶
え
、
最
期
を
迎
え
る
。

こ
の
よ
う
に
一
貫
し
て
自
然
状
態
と
し
て
あ
る
カ
ル
メ
ン
、
自
然
状
態
へ
と

至
る
ド
ン
・
ホ
セ
、
共
に
、
作
品
に
お
い
て
最
初
に
登
場
す
る
と
き
は
自
然

状
態
に
あ
り
、
歴
史
的
、
社
会
的
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
然
が
主
体

と
し
て
描
か
れ
た
風
景
画
と
し
て
作
品
冒
頭
部
か
ら
展
開
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
メ
リ
メ
の
意
識
は
、
自
然
・
風
景
を
尊
ぶ
も
の
で
あ
り
、
自
然
を
主

体
と
し
た
カ
ル
メ
ン
に
よ
っ
て
作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
を
表
現
し
て
い
る
。
歴

史
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
尊
ば
れ
て
き
た
歴
史
画
に
対
し
、
風
景
自

体
に
歴
史
画
と
は
異
な
る
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
絵
画
の
世
界

を
知
る
ロ
マ
ン
主
義
者
メ
リ
メ
独
自
の
風
景
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景
の
問
題
を
た
ど
り
、
メ
リ
メ
の
絵
画
批
評

に
お
け
る
風
景
・
自
然
観
、
自
立
的
な
自
然
を
重
視
す
る
自
由
主
義
的
メ
リ

メ
の
視
点
を
確
認
し
た
。『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
重
層
的
表
現
、
自
然
状
態

に
至
る
ド
ン
・
ホ
セ
と
、
自
然
へ
と
導
く
カ
ル
メ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
自
然
を
主
体
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景
の

問
題
を
考
察
し
た
。
こ
こ
に
確
認
で
き
た
の
は
、
自
然
・
風
景
を
主
体
と
す

る
意
識
で
あ
り
、
風
景
に
意
味
を
見
よ
う
と
し
、
風
景
に
自
立
し
た
意
味
を

見
、
ま
た
意
味
を
与
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
美

術
研
究
家
の
父
、
美
術
を
教
え
る
母
、
ま
た
画
家
ド
ラ
ク
ロ
ワ
を
友
人
に
持
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つ
メ
リ
メ
は
、
カ
ル
メ
ン
を
先
ず
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
に

例
え
て
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
絵
画
表
現
の
世
界
に
通

じ
て
い
た
。
そ
の
絵
画
の
世
界
に
お
い
て
歴
史
に
重
き
を
置
い
た
解
釈
の
意

味
が
尊
重
さ
れ
る
歴
史
画
と
は
異
な
り
、
風
景
画
は
意
味
を
持
た
な
い
自
然

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
軽
視
さ
れ
て
い
た
が
、
メ
リ
メ
は
古
典
主

義
で
は
な
い
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
、
風
景
を
成
す
自
然
に
自
立
的
な
意
味

を
与
え
、
意
味
を
持
っ
た
自
然
に
よ
る
風
景
画
と
し
て
言
葉
の
世
界
で
作
品

『
カ
ル
メ
ン
』
を
描
き
、
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
の
立
場
を
示
そ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
近
代
の
意
味
に
お
け
る

風
景
・
自
然
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
近
代
絵
画
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
近
代
風
景
画
で
も
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
『
カ
ル
メ
ン
』
を
、
漱
石
が
ど

の
よ
う
に
享
受
し
て
い
る
の
か
、
次
に
見
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
独
仙
の
『
カ
ル
メ
ン
』 

  

漱
石
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
、
哲
学
者
の
八
木
独
仙
に
『
カ

ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
を
用
い
て
「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
を
説
き

語
ら
せ
て
い
る
。
八
木
独
仙
は
吾
輩
に
哲
学
者
と
さ
れ
る
前
に
、
珍
野
苦
紗

弥
の
亡
く
な
っ
た
友
で
あ
る
曾
呂
崎
の
居
士
名
、「
天
然
居
士
」
と
し
て
、
漱

石
の
亡
く
な
っ
た
親
し
い
友
、
米
山
保
三
郎
の
実
際
の
居
士
名
に
よ
っ
て
登

場
し
て
い
る
。
哲
学
者
八
木
独
仙
で
あ
り
、「
天
然
居
士
」
で
も
あ
る
米
山
保

三
郎
つ
い
て
見
た
上
で
、「
天
然
居
士
」
、
ま
た
、
八
木
独
仙
を
作
品
に
追
い
、

『
カ
ル
メ
ン
』
が
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
で
語
ら
れ
て
い
る
の
か

確
認
し
た
い
。 

 

一 

天
然
居
士
、
米
山
保
三
郎
―
八
木
独
仙 

  

漱
石
は
、
第
一
高
等
中
学
校
本
科
一
部
一
年
の
明
治
二
十
二
年
八
月
に
、

『
心
』（
大
正
三
年
）
の
背
景
に
も
な
る
房
総
旅
行
を
し
て
お
り
、
漢
文
で
紀

行
文
「
木
屑
録
」
を
書
い
て
い
る(

一)

。
正
岡
子
規
に
批
正
を
求
め
た
漢
詩
で
、

共
に
旅
す
る
友
ら
は
、
皆
、
風
流
を
解
し
な
い
と
嘆
く
段
も
あ
る
一
方
、
禅

を
談
じ
、
高
逸
な
る
友
に
つ
い
て
書
か
れ
た
段
が
あ
る
。
無
欲
で
仏
書
を
読

み
、
禅
寺
に
て
座
禅
し
悟
り
の
境
地
に
あ
る
大
愚
山
人
、
す
な
わ
ち
米
山
保

三
郎
と
比
べ
、
自
ら
は
凡
俗
で
恥
じ
入
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
紀
行

文
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
山
保
三
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
珍
し
い
段
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
禅
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
友
、
米
山
保
三
郎
は
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
八
木
独
仙
と
し
て
散
文
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
漱
石
が
英
文
学
へ
の
道
を
決
め
た
の
は
、
こ
の
米
山
保
三
郎
に
よ
る

と
さ
れ
、
漱
石
の
親
し
い
友
で
あ
っ
た
が
、
漱
石
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

を
書
き
始
め
た
時
、
米
山
保
三
郎
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
亡
く
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な
っ
た
米
山
保
三
郎
が
、
珍
野
苦
紗
弥
の
親
し
か
っ
た
友
、
亡
く
な
っ
た
曾

呂
崎
と
し
て
独
仙
に
先
立
ち
登
場
し
て
い
る
。 

 
空
間
を
研
究
せ
る
天
然
居
士
の
肖
像
に
題
す 

空
に
消
ゆ
る
鐸
の
ひ
ゞ
き
や
春
の
塔 

 

漱
石(

二) 

 

こ
の
句
は
、
亡
く
な
っ
た
米
山
保
三
郎
に
つ
い
て
漱
石
が
実
際
に
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
空
間
を
研
究
し
て
い
た
米
山
保
三
郎

に
は
参
禅
の
経
験
が
あ
り
、
鎌
倉
の
円
覚
寺
か
ら
「
天
然
居
士
」
の
号
を
受

け
て
い
た
。
作
品
に
お
い
て
珍
し
く
実
在
す
る
こ
の
号
が
用
い
ら
れ
、
珍
野

苦
紗
弥
の
親
し
か
っ
た
友
、
亡
く
な
っ
た
曾
呂
崎
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

米
山
保
三
郎
の
実
際
の
号
で
あ
る
「
天
然
居
士
」
が
作
品
内
に
登
場
す
る
の

は
、
漱
石
が
句
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
珍
野
苦
紗
弥
が
曾
呂
崎
の
墓
碑
名

を
撰
し
て
い
る
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 

「
天
然
居
士
は
空
間
を
研
究
し
、
論
語
を
読
み
、
焼
芋
を
食
ひ
、
鼻
汁

を
垂
ら
す
人
で
あ
る
」
と
言
文
一
致
体
で
一
気
呵
成
に
書
き
流
し
た
。

(

三) 

 

こ
の
よ
う
に
、
珍
野
苦
紗
弥
の
親
し
い
友
で
あ
る
曾
呂
崎
の
号
「
天
然
居

士
」
は(

四)

、
漱
石
の
友
で
あ
っ
た
米
山
保
三
郎
の
実
際
の
号
、「
天
然
居
士
」

と
重
ね
て
語
ら
れ
て
い
る
。
米
山
保
三
郎
は
八
木
独
仙
と
し
て
登
場
す
る
前

に
「
天
然
居
士
」
曾
呂
崎
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
と
重
ね
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で

は
実
在
し
た
「
天
然
居
士
」
を
作
品
で
表
現
す
る
に
あ
た
り
、
「
言
文
一
致
」

に
よ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
言
文
一
致
」
は
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
き
て

い
る
が(

五)

、
坪
内
逍
遥
、
内
田
魯
庵
、
山
田
美
妙
等
と
共
に
漱
石
も
文
章
を

寄
せ
て
い
る
『
新
小
説
』
十
四
年
六
巻
（
明
治
四
十
二
年
六
月
一
日
）
に
掲

載
さ
れ
た
、
二
葉
亭
四
迷
の
追
悼
談
話
「
故
二
葉
亭
氏
追
憶
録
」
の
冒
頭
に
、

「
言
文
一
致
躰
の
創
始
者
と
し
て
仰
が
れ
」（

六
）

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二

葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』（
明
治
二
十
年
）
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
当
時
ま
だ
新
し

い
表
現
方
法
で
あ
っ
た
。
二
葉
亭
四
迷
は
、「
言
文
一
致
」
に
際
し
、
落
語
を

手
本
と
し
て
書
く
こ
と
を
坪
内
逍
遥
に
勧
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
漱
石

も
新
た
な
散
文
作
品
を
書
く
に
あ
た
り
、
落
語
を
手
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
、

「
天
然
居
士
」
を
表
現
す
る
上
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
箇

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
落
語
の
影
響
に
つ
い
て
は
第
三
節
に
譲
り
た
い
。 

こ
う
し
て
「
天
然
居
士
」
曾
呂
崎
と
し
て
懐
古
さ
れ
る
米
山
保
三
郎
は
、

後
に
吾
輩
か
ら
「
哲
学
者
」(

七)

と
さ
れ
て
登
場
す
る
が
、
自
ら
に
つ
い
て
は
、

先
ず
、
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。 
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僕
か
、
さ
う
さ
な
僕
な
ん
か
は
―
ま
あ
自
然
薯
位
な
所
だ
ら
う
。
長
く

な
つ
て
泥
の
中
に
埋
つ
て
る
さ(

八) 

 

独
仙
は
自
ら
を
「
自
然

じ

ね

ん

薯じ

ょ

」
と
し
、
長
く
な
っ
て
泥
の
中
に
埋
っ
て
い

る
と
表
現
し
て
い
る
。
月
日
を
重
ね
て
土
の
中
で
長
く
な
っ
て
い
る
自
然
薯

の
姿
か
た
ち
を
示
し
た
表
現
だ
が
、
そ
れ
と
共
に
、
土
の
中
に
埋
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
、
亡
く
な
っ
て
埋
っ
て
い
る
、
即
ち
、
哲
学
者
独
仙
が
、
亡
く
な
っ

た
「
天
然
居
士
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
表
現
と
な

っ
て
い
る
。
哲
学
者
独
仙
は
、「
天
然
居
士
」
と
同
じ
く
米
山
保
三
郎
の
逸
話

と
重
ね
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
自
ら
が
示
す
こ
の
例
え
に
お
い
て
、
八
木
独

仙
が
「
天
然
居
士
」
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
こ
で
は
吾
輩
か
ら
付
け
ら
れ
た
客
観
的
な
「
哲
学
者
」
に
対
し
て
、

自
ら
を
主
観
的
に
「
自
然
薯
」
と
し
た
上
で
、
長
く
な
っ
て
埋
っ
て
い
る
と

す
る
客
観
的
な
描
写
が
重
ね
ら
れ
、
存
在
に
お
け
る
主
観
・
客
観
が
曖
昧
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
主
観
・
客
観
を
曖
昧
と
す
る
禅
的
な
存
在
の
表
現

で
あ
る
と
共
に
、
「
自
然
薯
」
が
「
自
然

じ

ね

ん

」
の
意
味
を
含
ん
だ
存
在
、
つ
ま

り
、
古
来
か
ら
日
本
に
あ
る
、
自
ず
か
ら
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
自
然

じ

ね

ん

」

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
自
然
薯
」
で
あ
り
「
天
然

居
士
」
で
も
あ
る
哲
学
者
独
仙
が
最
初
に
講
じ
る
の
は
、
東
西
に
お
け
る
心

の
あ
り
方
で
あ
り
、
自
ら
以
外
の
変
化
を
以
っ
て
解
決
す
る
西
洋
の
積
極
的

解
決
方
法
に
は
際
限
が
な
く
、
自
ら
以
外
の
状
態
を
変
化
さ
せ
て
満
足
を
求

め
よ
う
と
し
な
い
の
が
日
本
の
文
明
で
あ
り
、
心
の
修
養
に
よ
る
東
洋
の
消

極
的
解
決
方
法
を
と
れ
ば
安
心
が
得
ら
れ
て
解
決
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
漱

石
が
、
「
東
西
ノ
開
化
」
と
し
て
書
き
留
め
て
い
た
東
西
の
比
較
文
明
論
が
、

心
の
あ
り
方
で
示
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る(

九)

。
哲
学
者
独
仙
は
、
西
洋

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
、「
哲
学
者
」
で
あ
り
な
が
ら
、
西
洋
で
は
な
く
東
洋
に

お
け
る
心
の
あ
り
方
を
説
き
、
「
自
然

じ

ね

ん

」
を
示
す
「
自
然

じ

ね

ん

薯じ

ょ

」
で
あ
り
主

観
・
客
観
を
曖
昧
と
す
る
禅
の
立
場
を
と
り
、
禅
師
「
天
然
居
士
」
で
も
あ

る
「
哲
学
者
独
仙
」
と
な
っ
て
い
る
。
哲
学
者
独
仙
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
、

漱
石
に
お
け
る
主
客
合
一
的
な
る
意
識
は
、
明
治
四
〇
年
四
月
二
〇
日
に
東

京
美
術
学
校
の
文
学
会
で
行
わ
れ
た
行
わ
れ
た
講
演
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」

に
も
示
さ
れ
、『
文
学
論
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
最

初
期
の
状
態
が
、
独
仙
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

（
一
〇
）

。 

漱
石
は
明
治
二
十
七
年
末
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
、
米
山
保
三
郎
が

「
天
然
居
士
」
の
号
を
頂
い
た
鎌
倉
の
円
覚
寺
に
参
禅
し
て
お
り
、
参
禅
の

紹
介
者
で
あ
っ
た
菅
虎
雄
の
菩
提
寺
で
あ
る
久
留
米
の
梅
林
寺
で
は
、
僧
侶

の
講
じ
る
『
碧
巌
録
』
の
提
唱
に
耳
を
傾
け
る
自
ら
に
つ
い
て
句
を
詠
ん
で

も
い
る(

十
一)

。
漱
石
は
後
に
禅
は
知
ら
な
い
と
し
て
い
る
も
の
の(

十
二)

、
こ
の

時
期
の
漱
石
に
は
禅
の
影
響
が
少
な
く
な
い
。
作
品
に
は
禅
語
が
溢
れ
、「
超

然
と
し
て
出
世
間
的
」(

十
三)

と
表
現
さ
れ
、「
天
然
居
士
」
で
も
あ
る
独
仙
は
、
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禅
の
言
葉
で
語
り
語
ら
れ
て
い
る(

十
四)

。
哲
学
者
独
仙
は
美
学
者
迷
亭
の
よ

う
に
出
鱈
目
を
言
う
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
講
演
と
称
し
て
落
語
を
語
っ
た

り
、
鼠
に
鼻
の
頭
を
か
じ
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
大
地
震
の
時
に
二
階
か
ら
飛

び
降
り
る
無
謀
な
行
動
に
出
て
皆
の
失
笑
を
買
っ
た
際
に
、
禅
の
心
で
成
し

得
た
と
し
て
禅
語
で
言
い
訳
す
る
な
ど
、
米
山
保
三
郎
の
滑
稽
な
逸
話
と
重

ね
て
描
か
れ
て
お
り
、
漱
石
が
参
禅
し
た
時
に
知
り
得
た
、
厳
し
い
の
み
で

は
な
い
、
滑
稽
な
面
を
持
つ
白
隠
禅
師
の
よ
う
な
禅
の
世
界
観
に
よ
り
描
か

れ
て
い
る(

十
五)

。
哲
学
者
独
仙
は
漱
石
の
作
品
創
出
の
も
と
に
あ
る
、『
吾
輩

は
猫
で
あ
る
』
を
発
表
し
た
山
會
で
、
正
岡
子
規
が
提
唱
し
て
い
た
「
山
」(

十

六)

、
す
な
わ
ち
落
語
に
お
け
る
落
ち
の
あ
る
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

「
木
屑
録
」
に
お
い
て
禅
を
談
じ
る
友
、
大
愚
山
人
と
し
て
表
現
さ
れ
て

い
た
米
山
保
三
郎
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
、
珍
野
苦
紗
弥
の
友
、

禅
師
「
天
然
居
士
」
曾
呂
崎
と
し
て
、
ま
た
「
哲
学
者
独
仙
」
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
「
自
然

じ

ね

ん

」
と
自
然
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。 

 

二 

「
自
然

じ

ね

ん

」
と
自
然

し

ぜ

ん 

 

『
カ
ル
メ
ン
』
の
風
景
は
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
に
お
け
る
意
味
で
の
自
然
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
近
代
風
景
画
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
第

一
節
で
見
て
き
た
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
、
米
山
保
三
郎
は
哲
学

者
独
仙
と
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
先
ず
「
自
然

じ

ね

ん

薯じ

ょ

」
と
さ
れ
て
い
た
。「
自
然

じ

ね

ん

」
は
、
今
日
あ
る
西
洋
語
の
翻
訳
語
と
し
て
の
客
観
的
な

自
然

し

ぜ

ん

と
は
異
な

り
、
自
ず
か
ら
在
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
西
洋
に
お
け
る
自
然

の
概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
よ
り
人
為
的
な
も
の
に
対
峙
す
る
も

の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
古
く
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
ュ
シ
ス
に
始

ま
る
と
さ
れ
、「
誕
生
」「
成
長
」「
生
成
」
を
基
本
義
と
し
、
自
ず
と
生
ま
れ
、

成
長
し
、
衰
え
、
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た

（
一
）

。
従
っ
て
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
自
然
は
、
人
も
神
も
包
み
込
む
調
和
的
統
一
体
と
し
て
あ
り
、

自
ず
か
ら
あ
る
「
自
然

じ

ね

ん

」
の
概
念
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ュ
シ
ス
は
、

古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
《 natura 

》
と
訳
さ
れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
概
念

を
受
け
継
い
で
い
た
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
に
、
神
、
人
、
自
然
の

一
体
性
は
崩
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
に
お
い
て
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
自

然
観
は
汎
神
論
的
異
端
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
近
代
の
意
味
で
自
然
の
概

念
が
復
活
す
る
の
は
十
七
世
紀
の
科
学
革
命
に
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
に
よ
り
転

換
し
た
と
さ
れ
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
家
ら
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
啓
蒙
思
想
を
背
景
に
し
た
近
代
に
お
け
る
自
然
観
に
メ
リ
メ
は

あ
る
こ
と
を
第
一
節
で
確
認
し
た
。 

漱
石
は
、
米
山
保
三
郎
で
あ
る
哲
学
者
独
仙
を
、
自
然
で
は
な
い
「
自
然

じ

ね

ん

」
に
よ
る
「
自
然

じ

ね

ん

薯じ

ょ

」
で
示
し
、
哲
学
者
と
し
て
の
独
仙
に
は
、
西
洋
の
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『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
を
語
ら
せ
て
い
る
。「
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
」

に
喩
え
ら
れ
る
水
浴
場
面
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
自
然
に
よ
る
表
現

で
あ
り
、
作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
は
自
然
を
主
体
と
し
た
近
代
に
お
け
る
風
景

画
と
し
て
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
下
村
寅
太
郎
に
よ
る
と
、
西
洋
に
お
け

る
自
然
の
風
景
は
近
代
が
発
見
し
た
と
さ
れ
て
い
る(

二)

。
十
八
世
紀
ま
で
ア

ル
プ
ス
の
山
々
の
自
然
は
恐
怖
の
対
象
で
し
か
な
く
、
十
九
世
紀
に
「
事
実
」

と
し
て
の
風
景
が
独
立
し
、
自
然
は
古
典
的
美
意
識
か
ら
脱
却
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
で
は
、
万
物
は
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

自
然
も
自
づ
か
ら
在
る
の
で
は
な
く
、
神
に
よ
り
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
。
メ
リ
メ
は
人
文
主
義
的
自
由
主
義
者
で
あ
り
、
神
に
よ
る
自
然
で
は

な
い
近
代
に
お
け
る
自
立
し
た
自
然
に
よ
る
風
景
を
描
い
て
い
た
。
一
方
、

漱
石
は
早
く
か
ら
西
欧
近
代
の
自
然
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
文
科

三
年
の
時
に
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」
に
お
い
て
自
然
主

義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

（
三
）

。
こ
こ
で
漱
石
の
言
及
す
る
自
然
主
義
は
、

日
本
の
近
代
文
学
に
お
け
る
現
実
の
写
実
に
徹
す
る
自
然
主
義
と
は
異
な
り
、

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
西
欧
で
起
っ
た
自
然
崇
拝
、
自
然
観

察
に
よ
る
風
景
描
写
、
自
然
へ
の
自
己
投
影
と
い
っ
た
、
古
典
主
義
か
ら
ロ

マ
ン
主
義
へ
の
移
行
の
一
面
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
自
然
主
義
で
あ
り

（
四
）

、

イ
ギ
リ
ス
の
自
然
主
義
に
位
置
付
け
ら
れ
る
詩
に
つ
い
て
、
日
本
古
来
の
天

地
山
川
崇
拝
と
比
べ
な
が
ら
具
体
的
に
分
析
し
て
い
る
。
漱
石
は
こ
の
後
イ

ギ
リ
ス
留
学
し
、
西
欧
近
代
に
お
け
る
意
味
で
の
自
然
に
よ
る
風
景
画
と
出

会
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
（
明
治
三
十
九
年
）
ま
た
『
草
枕
』
（
明
治
三
十
九
年
）

で
語
ら
れ
る
タ
ー
ナ
ー
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
に
影
響
を
与
え
た
Ｊ
・
ラ
ス

キ
ン
に
よ
る
と
、「
自
然
の
真
実
」
を
描
い
た
西
洋
の
風
景
画
の
頂
点
を
極
め

る
画
家
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る(

五)

。
ラ
ス
キ
ン
は
理
論
の
み
な
ら
ず
、
詩
・

物
語
も
書
い
て
お
り
、
漱
石
は
ラ
ス
キ
ン
の
理
論
を
『
文
学
論
』
で
示
し

（
六
）
、

詩
作
家
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
を
、
英
国
に
お
け
る
自
然
主
義
に
つ
い
て
述
べ

た
文
章
の
最
後
に
挙
げ
て
い
る

（
七
）

。
ま
た
、『
三
四
郎
』（
明
治
四
十
一
年
）

に
お
い
て
、
野
々
宮
に
「
―
君
ラ
ス
キ
ン
を
読
み
ま
し
た
か
」（

八
）

と
言
わ
せ

て
も
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
『
近
代
絵
画
論
』( M

odern Painters,1843 )

で
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
理
論
書
の
最
初
の
標
題
は
、
ラ
ス
キ
ン
が
「
タ
ー
ナ

ー
と
古
人
」( Turner and the A

ncients )

を
希
望
し
た
が
出
版
社
に
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、「
近
代
画
家
、
特
に
王
立
美
術
院
会
員
ヂ
ェ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
・

タ
ー
ナ
ー
氏
の
諸
作
よ
り
得
た
る
真
、
美
、
智
の
実
例
に
よ
り
、
彼
等
が
風

景
画
の
技
巧
に
於
て
古
代
一
切
の
名
家
に
卓
越
せ
る
所
以
を
論
ず
」

（M
odern Painters : Their Superiority in the A

rt of Landscape 

Painting to all the A
ncient M

asters proved by exam
ples of The 

True, The B
eautiful and the Intellecual, From

 the W
orks of 

M
odern A

rtists, especially from
 those of J.M

. Turner E
sq., R

.A
.

）
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と
題
さ
れ
て
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
時

の
批
評
世
界
が
タ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
中
で
、
ラ
ス
キ
ン
は
タ

ー
ナ
ー
を
擁
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
九
）

。
ラ
ス
キ
ン
を
知

る
漱
石
は
タ
ー
ナ
ー
が
描
い
た
「
松
」
を
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
語
ら
せ

（
一
〇
）

、

タ
ー
ナ
ー
の
描
い
た
汽
車
を
『
草
枕
』
で
語
ら
せ
て
い
る

（
十
一
）

。 

タ
ー
ナ
ー
の
描
い
た
「
松
」
に
は
数
点
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
ロ
マ
ン
主
義
に

影
響
を
与
え
た
バ
イ
ロ
ン
の
叙
事
詩
を
も
と
に
し
た
『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ

ル
ド
の
巡
礼
―
イ
タ
リ
ア
』( Childe H

arold’s Pilgrim
age – Italy, 

1832 )

や
、
ダ
ン
テ
に
影
響
を
与
え
た
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ

ス
に
よ
る
叙
事
詩
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
の
一
場
面
と
さ
れ
る
『
金
枝
』( The 

G
olden bough, 1834 )

、
ま
た
、
ジ
プ
シ
ー
を
思
わ
せ
る
女
性
が
岸
部
に

立
つ
『
風
景 

タ
ン
バ
リ
ン
を
持
つ
女
』
（Landscape : W

om
an w

ith 

Tam
bourine, 1845 

）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
風
景
が
主
体
と
さ
れ
る
風
景

画
と
な
っ
て
い
る
。
漱
石
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
お
い
て
、
タ
ー
ナ
ー
の
「
松
」

の
下
に
マ
ド
ン
ナ
を
立
た
せ
た
い
と
し
て
い
る
。「
松
」
の
下
に
女
性
が
立
つ

タ
ー
ナ
ー
作
品
は
、『
金
枝
』
と
『
風
景 

タ
ン
バ
リ
ン
を
持
つ
女
』
で
あ
る
。

『
風
景 

タ
ン
バ
リ
ン
を
持
つ
女
』
の
背
景
に
つ
い
て
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い

な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
理
想
的
風
景
画
家
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
に
よ

る
作
品
集
『
真
実
の
書
』( Liver Veriatis, 1636-)

に
着
想
を
得
た
、
『
研

鑽
の
書
』
（ Liber Studiorum

, 1807-1819 

）
か
ら
の
描
き
直
し
と
さ

れ
（
十
二
）

、『
カ
ル
メ
ン
』
が
発
表
さ
れ
た
一
八
四
五
年
頃
に
描
か
れ
て
い
る
。

同
年
に
、
メ
リ
メ
の
友
で
あ
り
タ
ー
ナ
ー
と
影
響
関
係
の
あ
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ

は
、「
金
枝
」
を
題
材
に
し
た
作
品
『
黄
金
の
小
枝
を
掲
げ
る
シ
ビ
ル
』( U

ne 

sibylle qui m
ontre le ram

eau d’or , 1845 ) 

を
サ
ロ
ン
に
出
展
し
て

い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
タ
ー
ナ
ー
は
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
に
影
響
を

与
え
る
が
、
印
象
派
は
日
本
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。
タ
ー
ナ
ー
は
漱
石
と

メ
リ
メ
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
世
界
を
描
い
て
い
た
。 

日
本
の
近
代
絵
画
が
そ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
風
景
は
漢
籍
に
よ
る
「
山

水
」
の
世
界
で
あ
っ
た
。
山
水
画
は
「
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
路
を
行

く
」
こ
と
に
よ
っ
て
成
し
得
る
文
人
画
で
あ
り
、
日
本
が
近
代
以
前
に
中
国

か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
漱
石
は
漱
石
文
庫
の
所
蔵
に
あ
る
よ
う
に
、

多
く
の
山
水
画
を
描
い
て
お
り
、「
山
水
」
に
お
け
る
自
然
を
知
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
山
水
画
は
無
声
の
詩
と
さ
れ
、
描
く
こ
と
は
心
の
形
成
で
あ

っ
て
物
と
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
西
洋
の
象
徴
的
、
比
喩
的
、
寓
意

的
、
客
観
的
表
現
と
は
異
な
る
心
の
姿
と
し
て
の
風
景
と
し
て
あ
る
。
漱
石

は
「
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
描
き
た
る
自
然
に
就
て
」
で
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
自
然
と
人
と
の
関
係
に
お
い
て
自
然
を
主
と
し
人
を
客
と
見
る
解
釈

を
持
ち
得
て
い
る
と
し
て
い
る

（
十
三
）

。
こ
の
自
然
の
解
釈
は
、
「
山
水
」
を

知
る
背
景
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

山
水
画
は
文
人
に
よ
る
教
養
で
あ
る
が
、
西
洋
に
お
い
て
画
は
近
代
ま
で
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技
術
と
さ
れ
、
画
家
は
技
術
者
と
さ
れ
て
い
た
。
西
洋
に
お
け
る
自
然
に
対

す
る
意
識
は
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
人
文
主
義
的
背
景
の

も
と
で
育
て
ら
れ
て
き
た
。
タ
ー
ナ
ー
の
描
く
風
景
は
メ
リ
メ
と
同
じ
く
古

代
ギ
リ
シ
ャ
や
中
世
に
主
題
を
求
め
た
風
景
画
で
あ
り
、
西
欧
に
お
い
て
近

代
に
発
見
さ
れ
た
自
然
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
文
人
画
の
主
題
は
「
山

水
」
の
自
然
が
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
近
代
は
、
西
洋
に
お
い
て
よ

う
や
く
画
家
が
技
術
者
か
ら
芸
術
家
と
な
り
、
自
然
が
自
立
し
た
自
然
と
な

っ
た
風
景
に
西
洋
の
自
然
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
西
洋
近
代
の
自
然
は
、

自
立
し
た
自
然
で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
自
然
の
観
念
に
も
近
い
「
自
然

じ

ね

ん

」
で
捉
え
得
る
自
然
で
あ
っ
た
。
近
代
文
学
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
、
「
自
然

じ

ね

ん

薯じ

ょ

」
と
し
て
「
自
然

じ

ね

ん

」
を
内
包
し
つ
つ

哲
学
者
独
仙
へ
の
転
換
は
、
日
本
の
「
近
代
」
が
「
山
水
」
に
お
け
る
老
荘

思
想
の
「
自
然

じ

ね

ん

」
の
観
念
を
持
ち
つ
つ
、
近
代
西
洋
に
お
け
る
自
然
に
よ
る

近
代
風
景
画
と
し
て
の
『
カ
ル
メ
ン
』
へ
の
転
換
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
化

の
側
面
が
「
自
然

じ

ね

ん

」
を
内
包
し
た
自
然
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

第
三
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴 

 

一 

「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
の
東
と
西 

 

漱
石
が
蔵
書
に
下
線
を
引
き
、
「
奇
」
と
書
き
込
み
を
し
、
資
料
と
し
て

書
き
写
し
て
い
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
は
、
哲
学
者
独
仙
が
語
る
、

西
洋
の
習
慣
に
よ
る
根
本
原
理
が
喪
失
す
る
例
え
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
先
に
見
た
、『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
に
等
し
く
、
コ
ル
ド
ヴ
ァ
で
の

「
鐘
の
音
」
に
よ
る
習
慣
の
話
と
な
っ
て
お
り
、
日
暮
れ
の
鐘
が
お
寺
で
鳴

る
と
、
女
た
ち
が
水
に
入
っ
て
水
泳
を
す
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
日
、

誤
っ
た
鐘
の
音
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
た
ち
は
習
慣
に
よ
り
明
る
い

う
ち
に
水
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
『
カ
ル
メ
ン
』
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
で
習
慣
に
よ
る
過
ち
の
話
が
示
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
に
と
っ
て
「
鐘

の
音
」
は
、
正
岡
子
規
が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と
詠
ん
だ

思
い
出
の
句
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り

（
一
）

、
同
じ
く
亡
く
な
っ
た
親
し
い
友
、

米
山
保
三
郎
で
も
あ
る
哲
学
者
独
仙
に
語
ら
せ
る
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
西

洋
に
お
い
て
「
鐘
の
音
」
は
祈
り
の
場
で
あ
る
教
会
で
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
「
鐘
の
音
」
は
煩
悩
と
共
に
あ
り
、
お
寺
で
鳴
ら

さ
れ
る
。
漱
石
は
、「
鐘
の
音
」
を
お
寺
の
鐘
と
し
て
「
天
然
居
士
」
で
も
あ

り
禅
を
講
じ
る
独
仙
に
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
独
仙
に
よ
る
西
洋
の
「
眼
前

の
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
は
、
美
学
者
迷
亭
に
よ
っ
て
「

難
有

（
あ
り
が
た
）

い

御
説
教
」
と
さ
れ(

二)

、
独
仙
が
禅
僧
と
し
て
禅
寺
で
の
お
説
教
、『
碧
巌
録
』
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提
唱
の
位
置
で
語
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
上
で
、
続
い
て
美
学
者
迷
亭

が
詐
欺
師
の
小
説
を
挙
げ
、
身
近
な
「
お
金
」
の
話
に
よ
り
、
独
仙
と
同
じ

く
「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
を
す
る
。
漱
石
は
同
じ
テ
ー
マ
で
哲
学

者
独
仙
に
西
洋
の
「
鐘
の
音
」
の
話
を
語
ら
せ
、
対
し
て
、
美
学
者
迷
亭
に

身
近
な
「
お
金
」
の
話
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
鐘
の
音
」
と
「
お
金
」

と
で
音
が
揃
え
ら
れ
、
洋
の
東
西
の
「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
は
、

日
本
を
落
ち
と
し
た
落
語
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
習
慣
に
迷
は

さ
れ
の
御
話
し
」
は
、
西
洋
を
紹
介
す
る
箇
所
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
次
に
、

洋
の
東
西
に
お
け
る
水
浴
に
つ
い
て
、
漱
石
の
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し

た
い
。 

 

二 

水
浴
の
東
と
西 

―
芸
術
表
現
に
よ
る
逆
転 

 

コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
水
浴
場
面
は
、
カ
ル
メ
ン
が
初
め
て
描
写
さ
れ
る
場
面
で

あ
り
、
古
典
絵
画
と
し
て
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
き
た
、
ギ
リ
シ

ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
の
一
場
面
『
デ
ィ
ア
ナ
（
ア
ル
テ
ミ
ス
）
と
ニ
ン
フ
た
ち

の
水
浴
』
に
例
え
て
表
現
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
神
話
に
お
い
て
、
デ
ィ
ア
ナ
（
ア
ル
テ
ミ
ス
）
は
男
性
を
全
く
近
づ
け
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
来
、
男
性
た
ち
は
決
し
て
目
に
す
る
こ
と

の
出
来
な
い
デ
ィ
ア
ナ
の
水
浴
で
あ
る
は
ず
が
、
絵
画
と
し
て
表
現
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
観
賞
し
得
る
も
の
と
な
り
、
絵
画
芸
術
の
も
と
に
、
本
来
あ

る
神
話
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
逆
の
現
象
が
起
き
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い
て
も
、
女
性
た
ち
の
水
浴
は
男
性
た
ち
が
い
く
ら
目

を
凝
ら
し
て
も
決
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
夕
刻
の
祈
り
の
時
を
知

ら
せ
る
晩
鐘
の
鐘
の
音
と
共
に
女
性
た
ち
が
水
浴
を
す
る
習
慣
に
目
を
付
け

た
悪
戯
好
き
な
男
性
た
ち
が
、
日
の
暮
れ
る
時
刻
よ
り
も
早
く
に
鐘
を
鳴
ら

せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
あ
た
か
も
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
の

ご
と
く
、
本
来
、
決
し
て
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
水
浴
を
目
に
し
得
た

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。『
カ
ル
メ
ン
』
の
語
り
手
で
あ
る
歴
史
学
者
は
、
生

憎
、
水
浴
を
目
に
す
る
幸
運
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
唯
一
、「
猫
」
で
あ

れ
ば
、
そ
の
水
浴
を
は
っ
き
り
と
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

(

一)

。
漱
石
は
こ
の
場
面
に
注
目
し
、
英
語
版
の
蔵
書
に
下
線
の
書
き
込
み
を

し
て
、
作
品
に
用
い
る
に
至
っ
て
い
る(

二)

。
こ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る

コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
水
浴
場
面
を
、
漱
石
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
用
い
て
い
る
の

か
を
以
下
で
は
確
認
し
た
い
。 

 

『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
ヴ
ァ
に
お
け
る
風
俗
・
風
習
が

示
さ
れ
た
作
品
で
も
あ
り
、
漱
石
は
そ
の
風
俗
・
風
習
に
、
多
少
衣
を
着
せ

て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
各
地
に
伝
わ
る
風
俗
・
風
習
が
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
古
く
は
『
風
土
記
』
の
類
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
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記
録
文
書
と
は
異
な
り
、
大
衆
を
読
者
と
し
た
も
の
と
し
て
、
江
戸
時
代
に

は
草
双
紙
、
笑
い
話
が
あ
っ
た
。
漱
石
は
こ
の
草
双
紙
と
『
カ
ル
メ
ン
』
と

を
比
べ
て
見
て
い
る(

三)

。
古
典
・
古
伝
説
に
よ
っ
て
筋
が
立
て
ら
れ
る
草
双

紙
に
始
ま
る
黄
表
紙
は
、「
浮
世
」
や
「
風
流
」
と
い
っ
た
題
名
を
冠
し
、
社

会
世
相
に
触
れ
、
現
実
感
が
あ
る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
洒
落
本
の
草
双
紙

化
と
も
さ
れ
る
も
の
に
恋
川
春
町
の
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
が
あ
り
、
近
世

町
人
の
写
実
的
文
学
が
見
ら
れ
る
と
し
て
評
価
さ
れ(

四)

、
森
鷗
外
等
が
明
治

三
十
六
年
四
・
六
月
号
の
『
萬
年
艸
』
に
お
い
て
注
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る(

五)
。
「
金
や
ん
先
生
」
と
呼
ぶ
門
下
生

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
漱
石
は
、
滑
稽
な
「
金
々
先
生
」
に
自
ら
を
重
ね
苦

紗
弥
先
生
を
表
現
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
一
方
、
江
戸
時
代
に

は
一
千
種
に
及
ぶ
笑
話
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た(

六)

。
語
り
手
が
正
式
な
文
学

と
考
え
て
い
な
い
た
め
伝
統
的
な
文
学
観
の
支
配
を
受
け
ず
、
清
新
な
見
方

で
自
由
に
口
語
調
の
文
体
・
語
り
口
を
発
揮
し
、
時
代
性
を
強
く
反
映
し
た

咄
し
家
・
落
語
家
を
生
む
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る(

七)

。
こ
れ
ら
江
戸
期
の

読
み
物
の
特
徴
は
い
ず
れ
も
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
表
現
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。
江
戸
期
の
文
化
以
前
に
世
相
を
楽
し
む
文
化
は
古
く
か
ら
あ
り
、

優
れ
た
文
化
を
求
め
て
隋
や
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
書
物
に
は
、
可
笑
し
み

の
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
漢
籍
に
求
め
た
文
化
は
広
く
教
養
と
し
て

平
安
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
、「
徒
然
草
」
に
も
そ
の
影
響
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
末
期
の
後
白
河
上
皇
に
よ
る
御
撰
『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
、

今
様
の
諸
様
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
集
め
ら
れ
て
お
り
、
言
葉
を
楽
し
む
文

化
が
育
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る(

八)

。 

と
こ
ろ
で
、
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
水
浴
に
対
し
て
、
漱

石
は
日
本
女
性
の
水
浴
び
を
、
寒
月
が
考
案
し
た
俳
句
劇
、
俳
劇(

九)

に
よ
っ

て
表
現
し
て
い
る
。 

 

行
水
の
女
に
惚
れ
る
烏
か
な(

一
〇) 

 

こ
の
句
は
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
治
三
十
八
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、

高
濱
虚
子
の
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
、
八
年
頃
の
漱
石
の
「
断
片

二
五
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
「
○
喜
劇
、
行
水
ノ
女
ニ
惚
れ
る
烏
か
な
」

と
あ
り
、
子
規
の
提
唱
し
た
「
山
」
を
創
る
こ
と
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
虚

子
に
お
い
て
は
珍
し
く
漱
石
に
「
喜
劇
」
を
認
め
ら
れ
た
句
で
あ
る
。
そ
の

句
が
寒
月
に
よ
る
俳
劇
を
成
す
句
と
な
り
、
作
品
内
で
表
現
さ
れ
、「
山
」
の

役
割
を
虚
子
の
句
が
担
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
舞
台
の
真
中
に
柳
を
一
本
植

え
付
け
、
枝
に
烏
を
一
羽
と
ま
ら
せ
、
そ
の
下
に
行
水
盥
を
置
き
、
美
人
が

横
向
き
に
手
拭
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
俳
人
高
濱
虚
子
が
現
れ
、
大
声
で

句
を
朗
吟
し
、
幕
を
引
く
と
さ
れ
る
俳
劇
に
は(

十
一)

、
行
水
と
い
う
江
戸
期

の
風
俗
・
風
習
が
日
本
独
自
の
俳
句
で
表
現
さ
れ
、
俳
句
そ
の
も
の
が
作
品
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内
で
詠
ま
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
で
用
い
ら
れ

て
い
る
古
典
絵
画
と
同
じ
く
、
表
現
方
法
の
異
な
る
芸
術
が
、
作
品
内
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
書
生
ら
の
議
論
に
上
る
の
は
、
句
に
詠
ま
れ
た
行
水
を
す
る
女
性

の
裸
体
と
な
っ
て
い
る
。
時
に
裸
体
画
が
風
俗
錯
乱
と
騒
が
れ
、
明
治
三
十

三
年
、「
白
馬
会
」(

十
二)

の
展
覧
会
に
お
け
る
黒
田
清
輝
の
裸
体
画
が
警
察
に

よ
り
一
部
黒
布
で
覆
わ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る(

十
三)

。
そ
の
時
期

に
、
裸
体
が
作
品
内
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
寺
田
寅
彦
が

モ
デ
ル
と
さ
れ
る
寒
月
は
、
芸
術
の
名
の
も
と
で
あ
れ
ば
演
劇
で
も
絵
画
で

も
裸
体
は
許
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
漱
石
は
裸

体
画
に
つ
い
て
は
、 

 

裸
体
画
は
累
々
と
し
て
陳
列
せ
ら
る
ゝ
を
見
る
は
奇
異
の
現
象
に
あ
ら

ず
し
て
何
ぞ
。(

十
四) 

 

と
し
て
お
り
、
日
本
で
の
裸
体
画
の
展
示
に
否
定
的
で
あ
る
が
、
裸
体
表
現

そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
裸
体
表
現
は
ギ
リ
シ
ャ
に
端
を

発
す
る
西
洋
の
芸
術
で
あ
り
、
道
徳
的
な
面
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る(

十
五)

。『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
の
『
デ

ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
に
例
え
ら
れ
る
場
面
を
自
ら
の
作
品
に
用

い
る
に
際
し
、
裸
体
の
話
題
を
好
む
東
風
に
「
詩
的
で
す
ね
」(

十
六)

と
言
わ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
作
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
に
あ
る
「
詩
的
精

神
」
と
し
た
表
現
を
滑
稽
に
転
換
し
た
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
『
カ
ル
メ
ン
』
で
は
水
浴
を
目
に
し
得
る
の
は
「
猫
」
で
あ
り
、

虚
子
の
句
に
お
い
て
は
「
烏
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
俳
劇
の
観
賞
者
は
美
人

の
裸
体
を
目
に
し
得
る
位
置
に
あ
り
、
同
時
に
作
品
内
に
お
け
る
劇
中
劇
と

し
て
、
読
者
は
観
賞
者
と
同
じ
く
裸
体
を
目
に
し
得
る
立
場
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ナ
の
水
浴
の
絵
画
と

観
賞
者
、
そ
れ
を
入
れ
子
構
造
と
し
て
目
に
す
る
読
者
の
位
置
と
同
じ
構
図

が
俳
劇
に
よ
っ
て
作
品
内
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
水
浴
場
面
の
表
現
に
用
い
ら
れ
、

メ
リ
メ
が
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
で
実
際
に
目
に
し
て
い
る
、
ル
ー
ベ
ン
ス

に
よ
る
『
カ
リ
ス
ト
（
ニ
ン
フ
）
の
衣
を
取
る
デ
ィ
ア
ナ
』
ま
た
『
サ
テ
ュ

ロ
ス
に
驚
く
ニ
ン
フ
た
ち
』
の
絵
画
作
品
は
、
観
賞
す
る
た
め
に
は
特
別
券

を
必
要
と
す
る
特
別
室
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
メ
リ

メ
が
『
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
特
別
室

に
は
裸
体
画
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
メ
リ
メ
が
特
に
気
に
入
っ
た

作
品
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
、
ル
ー
ベ
ン
ス
に
よ
る
デ
ィ
ア
ナ
や
ニ
ン
フ

た
ち
の
作
品
で
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
が
『
カ
ル
メ
ン
』
を
描
い
た
十
九
世
紀
当

時
、
ス
ペ
イ
ン
王
室
が
管
理
す
る
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
に
お
い
て
、
裸
体



２９ 
 

画
は
一
般
展
示
と
し
て
は
問
題
と
さ
れ
て
特
別
室
に
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
が
、
同
じ
風
紀
上
の
問
題
が
、
漱
石
が
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
明
治

期
の
日
本
に
お
い
て
、
黒
田
清
輝
の
裸
体
画
を
巡
っ
て
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
漱
石
は
黒
田
清
輝
の
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
白
馬
会
」
の
展

覧
会
を
観
賞
し
て
い
る
が
、
「
白
馬
会
」
観
賞
に
漱
石
を
誘
っ
て
い
る
の
は
、

俳
劇
を
考
案
し
て
い
る
寒
月
の
モ
デ
ル
で
あ
る
寺
田
寅
彦
で
あ
っ
た
。
漱
石

と
メ
リ
メ
、
い
ず
れ
も
絵
画
を
介
し
て
芸
術
に
お
け
る
風
俗
の
問
題
を
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
は
、
明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
、
も
う
一

方
は
、
十
九
世
紀
の
西
洋
に
お
い
て
、
似
た
状
況
下
で
芸
術
表
現
を
追
求
し

て
い
る
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。 

漱
石
は
芸
術
の
名
の
も
と
に
あ
る
裸
体
表
現
を
、
西
洋
は
独
仙
に
よ
る
メ

リ
メ
の
作
品
に
よ
っ
て
、
も
う
一
方
を
寒
月
の
俳
劇
に
お
け
る
虚
子
の
俳
句

に
よ
っ
て
作
品
内
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
風
俗
に
お
い
て
漱
石
は

メ
リ
メ
と
同
じ
構
図
、
視
点
及
び
立
場
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。 

 

三 

公
衆
浴
場
に
お
け
る
東
と
西 

 

『
カ
ル
メ
ン
』
で
は
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
に
例
え
て
、

コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
公
衆
浴
場
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
コ
ル
ド
ヴ
ァ

の
公
衆
浴
場
に
相
当
す
る
も
の
に
日
本
の
銭
湯
が
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
に
よ

る
と
、
銭
湯
好
き
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
漱
石
は(

一)

、
式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風

呂
』（
文
化
六
年
）
に
倣
っ
て
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
銭
湯
の
男
湯
を
描
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。『
浮
世
風
呂
』
は
式
亭
三
馬
が
三
笑
亭
可
楽
の
落
語
を
聞

き
、
男
湯
か
ら
書
き
始
め
た
と
さ
れ
て
お
り
、
十
辺
舎
一
九
の
膝
栗
毛
も
の

に
対
し
、
三
馬
は
気
質
も
の
と
さ
れ
、
型
に
は
ま
っ
た
人
物
特
有
の
趣
味
、

性
癖
、
嗜
好
な
ど
を
摘
出
し
、
類
型
的
な
人
物
を
写
実
的
に
描
く
手
法
で
知

ら
れ
、『
酩
酊
気
質
』
で
初
め
て
そ
れ
を
試
み
描
き
分
け
た
と
さ
れ
て
い
る(

二)

。

漱
石
は
、
第
一
話
で
、
現
在
も
落
語
の
枕
に
使
わ
れ
る
、「
塀
が
で
き
た
ん
だ

っ
て
ね
え
」
「
へ
え
」
を
も
じ
っ
た
、
「
へ
」
を
「
屁
」
と
し
た
話
を
示
し
て

お
り
、
吾
輩
が
盗
む
秋
刀
魚
を
、
「
三
馬
」(

三)

と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

登
場
人
物
を
類
型
的
に
描
き
、
作
品
全
般
に
渡
っ
て
登
場
す
る
美
学
者
を
、

「
酩
酊
」
な
ら
ぬ
「
迷
亭
」
と
し
て
設
定
し
た
の
は
、
こ
の
式
亭
三
馬
に
倣

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
浮
世
風
呂
』
は
、
先
に
見
た
草
双
紙
・
笑
い
話
の
特
徴
を
持
ち
、
江
戸

の
文
化
・
風
俗
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
滑
稽
本
で
あ
る
が
、
江
戸
に
限
ら
ず
、

『
枕
草
子
』(

四)

を
始
め
と
し
て
、
『
万
葉
集
』
『
古
今
集
』
か
ら
『
宇
津
保
物

語
』
『
源
氏
物
語
』
『
平
家
物
語
』
に
至
る
古
典
文
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま

た
、
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
る
日
本
各
地
の
文
化
・
風
俗
と
し
て
、
関
西
の
方

言(

五)

か
ら
室
町
時
代
の
御
所
に
始
ま
る
女
房
言
葉(

六)

、
各
地
の
名
所
や
名
産



３０ 
 

品
な
ど(

七)

、
日
本
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
・
風
俗
が
滑
稽
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
草
双
紙
・
笑
い
話
の
特
徴
を
備
え
て
い
る

こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
日
本
に
留
ま
ら
ず
、『
イ
リ
ア
ス
』
か
ら
『
老
子
』
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
デ
カ
ル
ト
、
ニ
ー
チ
ェ
、
隋
代
の
仙
人
ま
で
、

ま
た
、
パ
ス
カ
ル
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
の
話(

八)

か
ら
、
芋
坂
下
の
羽
二
重

団
子(

九)

な
ど
、
古
今
東
西
に
渡
る
、
文
化
・
風
俗
が
広
く
描
か
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
と
し
て
『
カ
ル
メ
ン
』
の
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
水
浴
の
風
俗
も
示
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、『
浮
世
風
呂
』
に
見
ら
れ
る
江
戸
期
の
日
本
の
文
化
・
風

俗
の
枠
を
古
今
東
西
に
広
げ
、
文
明
開
化
し
た
明
治
の
時
代
を
描
い
た
作
品

が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
男
湯
場
面
に
お
い
て
、
衣
服
に
よ
る
社
会

性
が
裸
体
と
な
る
こ
と
で
失
わ
れ
る
こ
と
は
「
一
大
奇
観
」(

一
〇)

と
さ
れ
、

そ
の
裸
体
が
銭
湯
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
が
「
奇
観
」(

十
一)

と
さ
れ
て
い
る
。

漱
石
が
蔵
書
の
『
カ
ル
メ
ン
』
に
「
奇
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
の
は
、
西
洋

の
公
衆
浴
場
、
コ
ル
ド
ヴ
ァ
に
お
け
る
水
浴
の
場
面
で
あ
る
。
漱
石
の
男
湯

は
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
に
見
た
よ
う
に
「
奇
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
そ

の
「
奇
」
と
さ
れ
て
い
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
の
場
面
は
、
『
浮
世
風
呂
』

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。『
浮
世
風
呂
』
は
、
賢
者
も
愚
者
も
、
邪
な
る

者
も
正
し
い
者
も
、
貧
し
き
者
も
富
め
る
者
も
如
何
な
る
者
で
あ
っ
て
も
裸

に
な
る
銭
湯
に
学
ぶ
教
え
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
冒
頭
部
に
示
さ
れ

て
い
る
が(

十
二)

、
漱
石
は
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
水
浴
の
場
面
を
用
い
る

に
あ
た
っ
て
、
原
作
に
は
な
い
「
貴
賎
老
若
の
別
な
く
」(

十
三)

と
し
て
、
式

亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』
の
表
現
で
示
し
て
い
る
。 

古
川
久
は
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
落
語
を
見
て
い
る
が
、
執
筆
に
際

し
て
漱
石
の
頭
の
中
に
既
に
あ
っ
た
も
の
を
作
品
に
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る(

十
四)

。
漱
石
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
書
く
に
あ
た
り
、
『
浮
世
風
呂
』

の
西
洋
版
で
あ
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
を
す
で
に
見
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
が
『
浮
世
風
呂
』
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、「
吾
輩
」
が
何
故
「
猫
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
は
諸

説
あ
る
が(

十
五)

、『
カ
ル
メ
ン
』
の
コ
ル
ド
ヴ
ァ
の
水
浴
場
面
に
お
け
る
「
猫
」

の
視
点
に
よ
り
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
が
書
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、
英
国
留
学
か
ら
帰
国
し
た
も
の
の
気
の
晴
れ

な
い
漱
石
に
高
濱
虚
子
が
執
筆
を
勧
め
て
書
き
始
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

同
じ
く
漱
石
を
気
遣
っ
た
寺
田
寅
彦
は
明
治
三
十
六
年
の
秋
に
第
八
回
「
白

馬
会
」
の
展
覧
会
に
誘
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
漱
石
は
日
本
の
神
話
に
題
材
を

得
た
『
黄
泉
比
良
坂
』
を
始
め
と
し
た
青
木
繁
の
作
品
と
運
命
的
な
出
会
い

を
し
た
と
さ
れ
て
い
る (

十
六)

。『
そ
れ
か
ら
』
（
明
治
四
十
二
年
）
で
は
、
青

木
繁
の
『
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
挿
絵
に
も
青
木

繁
の
『
混
沌
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
英
国
留
学
か
ら
帰
国
し
た
漱
石
は
、
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「
白
馬
会
」
に
お
い
て
、
日
本
の
創
始
の
物
語
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
神
話

を
西
洋
の
技
法
で
表
現
し
た
青
木
繁
の
作
品
に
出
会
い
、
和
魂
洋
才
を
絵
画

芸
術
に
よ
っ
て
表
現
し
た
青
木
繁
に
倣
い
、
自
ら
も
文
学
世
界
に
お
い
て
『
古

事
記
』
の
神
話
を
も
と
に
、
新
た
な
文
学
世
界
と
し
て
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

を
書
き
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
古
事
記
』
の
序
文
冒
頭
部
は
、 

 

臣
安
萬
侶
言
。
夫
、
混
元
既
凝
、
気
象
未
レ

效
。
無
レ

名
無
レ

爲
。(

十
七) 

 

と
あ
り
、
先
ず
語
り
手
が
太
安
万
侶
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
に
「
混
元
」

と
い
う
「
混
沌
」
の
元
気
が
来
て
お
り
、
形
も
質
も
な
く
名
も
無
く
爲
も
無

い
、
全
て
が
混
沌
と
し
た
天
地
万
物
の
元
始
の
あ
り
様
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
冒
頭
部
は
、 

 

吾
輩
は
猫
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
無
い
。(

十
八) 

 

と
あ
り
、
「
吾
輩
」
で
あ
る
「
猫
」
は
、
『
古
事
記
』
冒
頭
部
に
お
け
る
太
安

万
侶
の
位
置
に
等
し
く
、
物
語
の
語
り
手
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
続
く
『
古

事
記
』
の
「
無
レ

名
」
は
全
て
が
混
沌
と
し
た
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
位
置
で
漱
石
は
「
名
前
は
ま
だ
無
い
」
と
し
て
い
る
。
夏
目
家
の
猫
に

は
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
だ
が
、
名
の
無
い

こ
と
が
作
品
冒
頭
部
の
『
古
事
記
』
の
「
無
レ

名
」
と
対
応
し
た
位
置
で
示

さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
改
行
二
文
目
に
、
漱
石
は
、 

 

ど
こ
で
生
ま
れ
た
か

頓
（
と
ん
）

と
見
当
が
つ
か
ぬ
。 (

十
九) 

 

と
し
、「
混
沌
」
と
音
が
重
な
る
「
頓
」
に
よ
り
、
物
語
を
語
る
吾
輩
の
出
生

に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
せ
ず
曖
昧
で
混
沌
と
し
て
い
る
こ
と
を
作
品
の

冒
頭
部
で
示
し
て
い
る
。『
古
事
記
』
序
文
は
第
三
段
ま
で
だ
が
、
そ
こ
で
太

安
万
侶
は
稗
田
阿
礼
の
諳
ん
じ
る
言
葉
を
文
章
に
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ

い
て
示
し
て
お
り
、
最
後
は
上
表
文
の
末
尾
慣
用
句
で
あ
る
「
頓
首
頓
首
」(

二

〇)

で
終
え
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
作
品
の
冒
頭
二
文
は
『
古
事
記
』
序
文
と
重

な
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
青
木
繁
に
よ
り
漱
石
の
『
古
事
記
』

に
対
す
る
意
識
は
小
さ
く
な
か
っ
た
が
、
明
治
期
の
教
育
に
、
日
本
創
始
の

物
語
で
あ
る
神
話
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
』
は
、
天
皇
の

詔
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
序
文
に
、「
朕
聞
」(

二
十
一)

と
あ
る
。『
古
事
記
』
は

「
朕
」
に
つ
い
て
の
話
で
あ
り
、
太
安
万
侶
が
稗
田
阿
礼
の
語
る
言
葉
を
文

章
に
置
き
換
え
、
語
り
手
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』
は
、
珍
野
苦
紗
弥
を
中
心
と
す
る
話
を
、
吾
輩
が
語
り
手
の
立
場
と
な

り
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。「
珍
野
苦
紗
弥
」
は
「
朕
の
ク
シ
ャ
ミ
」
の
よ
う
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な
作
品
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
寺
田
寅
彦
の
誘
い
に
よ
り
、
青
木
繁
の
作
品
と
出
会
っ
た
漱
石
は
、『
古

事
記
』
に
倣
っ
て
、
太
安
万
侶
が
「
朕
」
の
出
来
事
を
苦
労
し
て
文
章
化
し

た
如
く
、
吾
輩
が
「
朕
」
な
ら
ぬ
「
珍
野
苦
紗
弥
」
の
周
り
で
起
こ
る
出
来

事
を
、
文
明
開
化
し
た
明
治
期
に
、
新
た
に
表
現
し
た
も
の
が
『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

よ
っ
て
、
『
古
事
記
』
の
「
太
安
万
侶
」
の
位
置
に
あ
る
『
カ
ル
メ
ン
』

の
「
猫
」
の
視
点
か
ら
、『
浮
世
風
呂
』
に
倣
っ
て
書
き
始
め
ら
れ
た
の
が
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

珍
野
苦
紗
弥
と
そ
の
友
、
書
生
た
ち
が
描
か
れ
た
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

は
、
和
辻
哲
郎
に
よ
る
と
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
に
例
え
ら
れ
て
い
る(

二
十
二)

。

苦
紗
弥
先
生
の
サ
ロ
ン
で
、
哲
学
者
独
仙
が
話
す
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場

面
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
が
、
独
仙
に
よ
る
西
洋
の
「
鐘
の
音
」
の
習
慣

の
話
に
対
し
て
、
美
学
者
迷
亭
は
身
近
な
「
お
金
」
の
習
慣
に
つ
い
て
話
し
、

裸
体
風
俗
に
お
い
て
は
、
寒
月
が
行
水
を
詠
ん
だ
俳
句
の
劇
を
展
開
し
、
公

衆
浴
場
に
つ
い
て
は
、
吾
輩
が
銭
湯
の
男
湯
を
観
察
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、

日
本
の
文
化
が
、
正
岡
子
規
の
提
唱
し
た
「
山
」
、
す
な
わ
ち
落
語
の
落
ち
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ

ン
主
義
者
と
し
て
、
メ
リ
メ
が
固
有
の
習
慣
・
風
俗
を
『
カ
ル
メ
ン
』
で
示

し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
漱
石
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
、
黄
表

紙
や
笑
話
本
、
ま
た
落
語
を
も
と
に
し
た
江
戸
の
流
儀
で
、
西
洋
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
様
々
な
文
化
を
明
治
の
時
代
に
紹
介
し
て
い
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』
に
お
け
る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
は
、
哲
学
者
独
仙
と
美
学
者
迷

亭
と
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
分
か
り
や
す
い
落
語
の
図
式
を
構
成
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
物
語
の
入
れ
子
構
造
、
作
品
内
の
異
な
る
芸
術
表
現
、
芸
術
表
現
に
よ

る
逆
転
現
象
、
裸
体
を
目
に
す
る
「
猫
」
の
視
点
な
ど
、
多
く
の
一
致
が
見

ら
れ
、
『
カ
ル
メ
ン
』
が
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
構
造
そ
の
も
の
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
カ
ル
メ
ン
』
を
語
る
八
木
独
仙
の
も
と
に
は
、
漱
石
の
尊
敬
す
る
友
、

米
山
保
三
郎
の
存
在
が
あ
り
、
米
山
保
三
郎
は
「
哲
学
者
」
で
あ
り
、
禅
師

「
天
然
居
士
」
で
あ
っ
た
。
漱
石
が
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
、
日
本
に

独
自
の
哲
学
は
ま
だ
な
く
、
西
田
幾
多
郎
に
よ
る
『
善
の
研
究
』（
明
治
四
十

四
年
）
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
西
田
は
金
沢
の
旧
制
第
四
高
等
学
校
に
学
ん

だ
が
、
旧
制
四
高
は
自
ら
の
標
語
を
「
超
然
」
と
し
て
い
た
。
米
山
保
三
郎

は
金
沢
の
出
身
で
あ
り
、
哲
学
者
独
仙
は
四
高
の
標
語
に
等
し
く
作
品
に
お

い
て
「
超
然
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
米
山
保
三
郎
を
知
る
西
田
幾
多
郎
は
、

哲
学
研
究
に
お
い
て
先
行
し
て
い
た
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
読
み(

二

十
三)

、
哲
学
を
考
究
す
る
に
あ
た
り
、
「
超
然
」
と
さ
れ
、
禅
師
と
し
て
あ
る

哲
学
者
独
仙
に
、
日
本
の
哲
学
を
見
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
善
の
研
究
』
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は
禅
が
特
徴
と
さ
れ
て
お
り
、
西
田
幾
多
郎
に
お
け
る
禅
の
問
題
は
鈴
木
大

拙
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
禅
と
し
て
哲
学
を
表
現
し
た
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
は
、『
善
の
研
究
』
に
先
ん
じ
て
い
た
。
漱
石
が
哲
学
者
独
仙
を

通
し
て
示
そ
う
と
し
た
日
本
独
自
の
哲
学
は
、
西
田
に
先
ん
じ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
本
章
で
は
、
禅
を
説
く
哲
学
者
独
仙
が
、
西
洋
の
「
先
例
」
と
し

て
「
カ
ル
メ
ン
の
水
浴
」
を
示
し
、「
カ
ル
メ
ン
の
水
浴
」
に
倣
っ
て
日
本
の

風
俗
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
と
共
に
、
漱
石
が
哲

学
者
独
仙
を
通
し
て
、
西
田
幾
多
郎
に
先
ん
じ
て
日
本
の
哲
学
を
示
し
て
い

る
こ
と
も
見
る
結
果
と
な
っ
た
。 

明
治
の
文
明
開
化
期
に
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
言
葉
や
概
念
を
、
い

か
に
し
て
日
本
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
を
『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』
は
『
カ
ル
メ
ン
』
を
通
し
て
語
ろ
う
と
し
て
い
た
。 

 

第
二
章 

鏡
花
と
メ
リ
メ 

  

鏡
花
作
品
と
他
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
典
拠
と
し
て
の
中
国
文
献
、

ま
た
、
草
双
紙
か
ら
の
研
究
や

（
一
）

、
比
較
分
野
に
お
い
て
は
幻
想
文
学
の

観
点
か
ら
ポ
ー
や
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
、
ま
た
、
メ
リ
メ
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た

（
二
）

。

本
章
で
は
、
脇
明
子
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
鏡
花
に
お
け
る
フ
ァ
ム
・

フ
ァ
タ
ル
の
問
題
を

（
三
）

、
新
た
に
『
高
野
聖
』（
明
治
三
十
三
年
）
を
取
り

上
げ
、
メ
リ
メ
に
よ
る
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

作
品
『
カ
ル
メ
ン
』
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
い
。 

 

鏡
花
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
は
、
晩
年
の
泉
鏡
花
を
知
る
村
松
定
孝
に
よ
っ

て
、
鏡
花
は
メ
リ
メ
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
よ
く

引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
十
三
年
夏
の
あ
る
日
、
鏡
花
邸
を
訪
ね

た
村
松
定
孝
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
話
を
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。 

 

「
西
洋
の
小
説
で
は
誰
の
を
お
た
し
な
み
で
？
」 

「
メ
リ
メ
が
好
き
で
す
」 

「
こ
れ
は
、
う
れ
し
い
。
こ
ち
ら
も
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
だ
」 

つ
い
と
座
を
立
つ
と
、
そ
そ
く
さ
と
小
走
り
に
、
隣
室
へ
。
朝
顔
の

花
弁
を
散
ら
し
た
図
柄
の
押
入
れ
の
引
戸
を
開
け
る
と
、
な
か
は
上
下

二
段
と
も
、
ぎ
っ
し
り
書
籍
の
山
。
そ
の
山
積
み
か
ら
、
目
的
の
一
冊

を
み
つ
け
る
の
に
、
さ
し
て
手
間
取
ら
な
か
っ
た
。 

取
り
出
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
明
治
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

者
・
石
川
剛
の
訳
書
『
シ
ャ
ル
ル
十
一
世
の
幻
想
』
で
あ
っ
た
。（

四
） 

  
鏡
花
が
自
ら
メ
リ
メ
を
評
価
し
、
石
川
剛
訳
の
『
シ
ャ
ル
ル
十
一
世
の
幻

想
』
を
蔵
書
と
し
て
所
持
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
あ
と
メ
リ
メ
の
巧

さ
を
鏡
花
が
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
鏡
花
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
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は
、『
シ
ャ
ル
ル
十
一
世
の
幻
想
』( Vision de Charles XI, 1829 )

と
『
眉

か
く
し
の
霊
』
（
大
正
十
三
年
）
な
ど
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、

今
ま
で
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
の
作
品
に
も
位
置

付
け
ら
れ
る
『
高
野
聖
』（

五
）

を
、
メ
リ
メ
と
共
に
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

第
一
節 

芸
術
文
化 

  

メ
リ
メ
は
芸
術
的
な
環
境
の
も
と
で
育
っ
た
こ
と
を
第
一
章
で
見
て
き
た

が
、
鏡
花
も
ま
た
芸
術
色
豊
か
な
環
境
に
育
っ
て
い
た
。
泉
鏡
花
こ
と
泉
鏡

太
郎
は
、
芸
術
文
化
の
豊
か
な
石
川
県
の
金
沢
市
に
明
治
六
年
に
生
ま
れ
て

い
る
。
金
沢
は
加
賀
百
万
石
を
治
め
る
前
田
家
の
加
護
の
も
と
で
芸
術
が
育

ま
れ
た
地
で
あ
り
、
現
在
で
も
金
沢
二
十
一
世
紀
美
術
館
は
、
日
本
国
内
の

み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
も
注
目
を
浴
び
る
新
た
な
美
術
館
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
芸
術
意
識
の
高
い
と
さ
れ
る
金
沢
で
、
芸
術
を
生
業
と
す
る
彫

工
師
を
父
と
し
、
藩
の
お
抱
え
能
楽
師
の
出
で
葛
野
流
の
大
鼓
方
の
家
で
江

戸
に
育
っ
た
母
の
も
と
に
生
ま
れ
た
鏡
花
は
、
金
沢
の
芸
術
の
み
な
ら
ず
、

江
戸
の
文
化
に
も
通
じ
、
内
に
外
に
、
芸
術
文
化
の
豊
か
な
環
境
に
育
っ
て

い
る
。
鏡
花
の
作
品
に
江
戸
の
草
双
紙
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
江
戸

に
育
っ
た
母
の
影
響
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
草
双
紙
は
読
み
解
く
力
を

必
要
と
す
る
絵
解
き
物
語
の
形
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
母
の
存
在
な
く
し

て
幼
少
期
の
鏡
花
の
草
双
紙
の
問
題
を
語
る
こ
と
は
で
き
ず
、
鏡
花
作
品
の

根
底
に
は
、
母
の
存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
は
間
違
い
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
母
は
、
鏡
花
が
九
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
鏡
花
作
品
に
は
、
草
双
紙
の
影
響
と
共
に
母
に
対
す
る
敬
慕
の
念

が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
沢
と
江
戸
の
文
化
に
囲
ま
れ
て
幼

少
期
を
過
し
た
鏡
花
は
、
の
ち
に
メ
リ
メ
好
き
と
な
っ
て
い
る
。
鏡
花
の
海

外
文
化
受
容
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

鏡
花
は
明
治
十
七
年
に
金
沢
高
等
小
学
校
に
入
学
し
て
い
る
が
、
鏡
花
の

自
宅
か
ら
遠
か
ら
ぬ
場
所
に
で
き
た
教
会
付
属
学
校
の
真
愛
学
校
に
転
校
し

て
い
る
。
こ
の
学
校
は
、
現
在
金
沢
大
学
と
な
っ
て
い
る
旧
制
四
高
の
前
身
、

旧
制
中
学
校
の
理
科
と
英
語
の
教
師
と
し
て
横
浜
を
経
て
金
沢
に
来
た
ア
メ

リ
カ
の
宣
教
師
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ
ン
が
設
立
し
た
も
の
で
、
現
在
で
も
珍
し

い
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
る
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
鏡
花
は

小
学
生
で
そ
の
授
業
を
受
け
て
い
た
。
小
学
校
で
の
英
語
教
育
は
鏡
花
の
通

っ
た
教
会
付
属
学
校
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
明
治
は
欧
化
政
策
の
時
代

に
あ
り
、
小
学
校
に
英
語
の
授
業
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
鏡
花
は
『
ウ
ィ
ル

ソ
ン
第
一
読
本
』
で
学
び
始
め
た
と
し
て
お
り
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
や
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
の
童
話
を
小
学
校
の
授
業
で
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
鏡
花
は
英

語
が
非
常
に
得
意
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
四
高
へ
の
進
学
準
備
で
そ
の
後
も
英
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語
を
学
習
し
て
お
り
、
明
治
四
〇
年
に
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
『
沈
鐘
』( D

ie 

versunkene G
locke, 1896 )

を
登
張
竹
風
と
共
訳
し
て
い
る
。
も
っ
と
も

こ
れ
は
竹
風
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
か
ら
訳
出
さ
れ
た
日
本
語
に
手
を
入
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
鏡
花
に
お
け
る
海
外
文

学
の
摂
取
は
小
学
校
に
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
鏡
花
に
お
け
る
西
洋

文
学
の
摂
取
に
よ
る
文
学
的
土
壌
は
、
明
治
時
代
の
欧
化
政
策
に
よ
り
幼
少

期
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

第
二
節 

幻
想 

  

鏡
花
は
幻
想
的
な
世
界
を
表
現
し
、
幻
想
文
学
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
メ

リ
メ
も
ま
た
『
イ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』( La Vénus d’Ille, 1837 )

を
始
め

と
し
た
幻
想
的
な
世
界
を
描
い
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ン

メ
ッ
ツ
に
よ
る
と
「
『
イ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』(

一
八
三
七) 
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
、
世
界
の
幻
想
文
学
の
な
か
で
も
最
も
み
ご
と
な
作
品
の
ひ
と
つ
に
入
る

で
あ
ろ
う
。
」（

六
）

と
さ
れ
て
い
る
。
文
学
に
お
け
る
幻
想
の
出
現
は
、
紀
元

前
一
世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
で
書
か
れ
た
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
の
『
黄
金
の
ろ
ば
』（
『
メ

タ
モ
ル
ポ
ー
セ
ス
』
）
と
さ
れ
て
い
る

（
七
）

。
語
り
手
ル
キ
ウ
ス
が
目
に
し
た

あ
る
家
の
話
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
家
の
妻
が
鳥
に
姿
を
変
え
る
魔
女
で
あ

り
、
ル
キ
ウ
ス
も
魔
法
の
薬
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
日
常
性

に
空
想
が
付
与
す
る
形
が
と
ら
れ
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。 

幻
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
先
ず
、
幻
想
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い

（
八
）

。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
幻
想
」
を
示
す
《 fantastique 

》
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
仮
象
を
与
え
る
」
、
ま
た
、
派
生
し
た
怪
奇
現
象
や
幽
霊
の

意
味
を
含
む
語
を
起
源
と
し
、
中
世
に
は
悪
魔
的
な
意
味
を
持
ち
、
ロ
マ
ン

主
義
の
時
代
に
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ペ
ー
ル
が
ホ
フ
マ
ン
の
作
品

集
を
《 conte fantastique 

》
と
し
て
一
八
二
八
年
八
月
二
日
の
『
グ
ロ

ー
ブ
』
誌
に
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
異
な
る
幻
想

文
学
の
類
型
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
一
八
三
一
年

の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
編
纂
辞
書
で
は
《 fantastique 

》
が

《 chim
érique 

》
（
架
空
の
）
で
説
明
さ
れ
、
実
体
の
な
い
意
味
が
与
え

ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
は
注
目
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
《 fantastique 

》
の
文
学
で
あ
る
「
幻
想
文
学
」
は
、

メ
リ
メ
の
法
学
部
時
代
か
ら
の
友
で
あ
る
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ペ
ー

ル
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
も
た
ら
さ
れ
、
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
形
を
な
す

こ
と
に
な
り
、こ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
メ
リ
メ
は
『
イ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』

を
始
め
と
し
た
幻
想
文
学
に
位
置
付
け
ら
れ
る
作
品
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
方
、
日
本
に
お
け
る
「
幻
想
」
の
語
自
体
は
、
仏
典
や
漢
籍
か
ら
の
語

で
は
な
く
、
近
世
に
お
け
る
西
洋
語
か
ら
の
翻
訳
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
九
）

。

た
だ
し
怪
異
的
な
内
容
の
話
と
し
て
は
、
中
国
の
六
朝
期
に
は
す
で
に
「
志
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怪
」
と
称
す
る
怪
談
集
の
『
捜
神
記
』
や
『
述
異
記
』
な
ど
が
あ
り
、
日
本

の
江
戸
期
の
怪
異
談
は
、
古
い
歴
史
を
持
つ
中
国
の
「
伝
奇
」
や
「
白
話
小

説
」
の
巧
み
な
翻
案
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』（
安

永
五
年
）
は
、
そ
の
最
高
の
成
果
と
も
さ
れ
て
い
る
。
泉
鏡
花
は
、
江
戸
期

の
こ
う
し
た
日
本
に
お
け
る
中
国
か
ら
の
翻
案
の
時
代
か
ら
、
明
治
期
に
お

け
る
西
洋
か
ら
の
「
幻
想
」
が
も
た
ら
さ
れ
始
め
た
時
代
に
い
た
こ
と
に
な

り
、
メ
リ
メ
の
「
幻
想
」
と
出
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

第
三
節 

『
高
野
聖
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
水
浴
の
美
女 

  

メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
「
カ
ル
メ
ン
」
は
男
性
を
翻
弄
す
る

魔
性
の
女
と
し
て
描
か
れ
、
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

が
、
男
性
を
惑
わ
す
女
性
と
い
う
構
図
は
聖
書
に
お
け
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
に

す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
死
の
結
末
を
見
る
関
係
で
は
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
の
首
を
望
む
サ
ロ
メ
も
知
ら
れ
て
い
る

（
一
〇
）

。
こ
う
し
た
女
性
に
魔
性
を

見
る
歴
史
は
古
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
に
は
謎
解
き
を
迫
る
ス
フ
ィ
ン

ク
ス
や
、
見
た
者
を
石
に
す
る
メ
デ
ュ
ー
サ
、
ま
た
、
声
で
魅
惑
す
る
セ
イ

レ
ン
な
ど
、
美
し
い
女
神
の
一
方
で
、
多
く
の
魔
的
な
女
が
描
か
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
魔
性
を
備
え
た
神
秘
の
女
は
古
代
か
ら
神
話
と
し
て
語
ら
れ
て
き

た
が
、
異
界
の
話
と
し
て
で
は
な
く
現
実
世
界
に
基
盤
を
置
く
フ
ァ
ム
・
フ

ァ
タ
ル
と
し
て
描
か
れ
た
の
は
、
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
に
よ
る
と
Ｍ
・
Ｇ
・

ル
イ
ス
に
よ
る
『
マ
ン
ク
』(The M

onk, 1795)

の
妖
女
マ
チ
ル
ダ
が
嚆
矢

と
さ
れ

（
十
一
）

、
「
幻
想
文
学
」
が
明
確
に
な
り
始
め
た
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代

に
多
く
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
象
徴
主
義
の
時
代
に
は
芸

術
的
題
材
と
し
て
魔
的
な
女
が
求
め
ら
れ
、
神
話
や
聖
書
に
登
場
す
る
魔
的

な
女
は
主
と
し
て
絵
画
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
メ
リ
メ
は
十
九
世
紀

の
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
『
カ
ル
メ
ン
』
に
よ
っ
て
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
を

創
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
方
、
鏡
花
は
小
学
校
に
入
学
し
た
時
点
で
す
で
に
母
親
を
亡
く
し
て
い

た
た
め
、
母
親
へ
の
憧
憬
が
作
品
に
現
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
村
松
定

孝
に
よ
る
と
『
一
之
巻
』（
明
治
二
十
九
年
）
～
『
誓
之
巻
』（
明
治
三
〇
年
）
、

『
照
葉
狂
言
』
（
明
治
二
十
九
年
）
、
『
竜
潭
譚
』
（
明
治
二
十
九
年
）
、
『
名
媛

記
』（
明
治
三
十
三
年
）
の
作
品
に
は
母
が
現
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
母
を
亡
く
し
た
鏡
花
に
と
っ
て
教
会
付
属
小
学
校
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

人
の
女
性
教
師
フ
ラ
ン
シ
ー
ナ
・
ポ
ー
タ
ー
嬢
の
影
響
も
少
な
く
な
く
、『
名

媛
記
』
に
お
け
る
少
年
と
教
師
リ
リ
カ
へ
の
反
映
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
十
二
）

。

女
性
教
師
は
天
女
に
例
え
ら
れ
て
お
り
、
鏡
花
作
品
に
お
い
て
年
上
の
女
性

に
は
理
想
化
し
た
母
親
像
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
母

親
は
、
鏡
花
に
と
っ
て
美
し
い
思
い
の
み
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
、
鏡
花
は

様
々
な
魅
力
を
備
え
た
美
女
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
を
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描
い
た
と
さ
れ
る
『
高
野
聖
』
に
登
場
す
る
山
の
美
女
を
見
て
い
き
た
い
。 

『
高
野
聖
』
は
、
発
表
当
時
の
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
吉
田
精
一

の
批
評
に
よ
り
再
評
価
さ
れ
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

（
十
三
）

。
物
語
は

あ
る
僧
侶
か
ら
聞
い
た
山
に
住
む
不
思
議
な
女
に
ま
つ
わ
る
話
と
な
っ
て
お

り
、
幽
玄
な
世
界
を
表
現
す
る
能
楽
に
通
じ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
鏡
花

作
品
に
お
け
る
能
楽
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
古
川
久
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が

（
十
四
）

、
先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
鏡
花
の
母
方
の
祖
父
は
能
楽
師
で

あ
り
、
伯
父
の
金
太
郎
は
能
楽
師
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
能
楽
は
鏡
花
に
と

っ
て
身
近
な
世
界
で
あ
っ
た
。
鏡
花
の
名
は
紅
葉
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
能
楽
書
の
『
花
鏡
』
を
転
じ
た
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

作
品
と
能
楽
に
つ
い
て
詳
細
に
語
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、『
高
野
聖
』
は
幻

想
的
な
世
界
が
僧
侶
か
ら
聞
い
た
山
奥
の
話
と
し
て
、
現
実
世
界
に
あ
り
な

が
ら
、
無
理
な
く
幽
玄
な
世
界
に
迷
い
込
む
よ
う
な
作
品
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
僧
侶
の
話
は
鏡
花
の
朋
友
で
あ
っ
た
吉
田
賢
龍
か
ら
聞
い
た
話
を
元
に

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
登
場
す
る
の
は
山
奥
に
住
み
、
男
を
惑
わ
す
美

女
で
あ
る
。
物
語
は
、
題
名
と
な
っ
て
い
る
高
野
聖
で
あ
る
高
野
山
に
僧
籍

を
置
く
僧
侶
が
、
派
の
違
う
曹
洞
宗
の
永
平
寺
に
向
か
う
途
中
で
聞
き
手
の

私
に
語
っ
た
話
と
な
っ
て
お
り
、「
出
家
の
い
ふ
こ
と
で
も
、
教
だ
の
、
戒
だ

の
、
」（

十
五
）

と
説
法
だ
け
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
、
僧
侶
の
話
が
、
仏
典
以

外
の
外
典
に
あ
た
る
こ
と
が
作
品
内
で
示
さ
れ
て
い
る
。
僧
侶
の
話
は
、
恐

ろ
し
い
思
い
を
し
て
辿
り
着
い
た
山
奥
に
美
女
が
お
り
、
そ
の
美
女
が
男
た

ち
の
姿
を
変
え
て
し
ま
う
妖
女
と
さ
れ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。 

作
品
冒
頭
部
は
「
参
謀
本
部
編
纂
の
地
図
」
や
「
汽
車
」
や
「
停
車
場

ス
テ
イ
シ
ヨ
ン

」

（
十
六
）

と
い
っ
た
具
体
的
な
現
実
世
界
に
あ
る
も
の
に
加
え
て
、
飛
騨
や
東

海
道
、
新
橋
と
い
っ
た
地
名
が
示
さ
れ
、
幻
想
文
学
の
定
義
に
あ
る
現
実
世

界
に
基
盤
を
置
く
形
で
物
語
世
界
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
旅
の
道
連
れ
と
な

っ
た
僧
侶
と
私
と
は
近
代
文
明
を
象
徴
す
る
汽
車
で
乗
り
合
わ
せ
、
旅
籠
に

て
、
妖
気
漂
う
山
奥
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
僧
侶
の
話
は
美
女
の
い
る

山
奥
の
家
に
辿
り
着
く
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
富
山
の
薬
売
り
が
き
っ
か

け
で
、
本
来
通
る
べ
き
道
と
は
異
な
っ
た
道
を
た
ど
っ
た
と
こ
ろ
、「
参
謀
本

部
編
纂
の
地
図
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
世
に
も
恐
ろ
し
く
気
味
の
悪
い

蛇
や
蛭
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

恐
ろ
し
い
の
は
蛇
で
。
両
方
の
叢
に
尾
と
頭
と
を
突
込
ん
で
、
の
た
り

と
橋
を
渡
し
て
居
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。（

十
七
） 

 

鏡
花
自
身
が
大
変
嫌
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
蛇
が
何
度
も
登
場
し
、
作
品
内

で
も
地
獄
の
方
が
ま
だ
よ
い
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鏡
花
に
と
っ
て
地

獄
以
上
に
恐
ろ
し
い
、
現
実
世
界
で
あ
り
得
る
最
も
恐
ろ
し
い
世
界
が
描
か

れ
て
い
る
。 
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気
が
付
け
ば
、
例
の
が
未
だ
居
る
で
あ
ら
う
、
譬
ひ
殺
さ
れ
る
ま
で
も

二
度
と
は
彼
を
跨
ぐ
気
は
せ
ぬ
。
あ
ゝ
先
刻
の
お
百
姓
が
も
の
ゝ
間
違

で
も
故
道
に
は
蛇
が
恁
う
と
い
つ
て
く
れ
た
ら
、
地
獄
へ
落
ち
て
も
来

な
か
つ
た
に
と
照
り
つ
け
ら
れ
て
、
涙
が
流
れ
た
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、

今
で
も
悚
然
と
す
る
。（

十
八
） 

 

蛇
は
、
西
洋
で
は
イ
ヴ
に
リ
ン
ゴ
を
教
え
る
邪
悪
な
存
在
と
さ
れ
る
が
、

ギ
リ
シ
ャ
で
は
再
生
の
意
味
を
持
ち
、
ダ
ン
テ
に
よ
る
と
地
獄
の
亡
者
た
ち

の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
八
岐
の
大
蛇
と
し
て
悪
と
し
て
表
現
さ

れ
る
一
方
、
家
の
守
り
神
と
も
さ
れ
、
蛇
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。『
高
野
聖
』
で
は
鏡
花
に
お
い
て
は
最
も
恐
ろ
し
い
世
界
と
し

て
表
現
さ
れ
、
こ
の
後
鏡
花
の
好
ん
だ
紫
陽
花
の
花
と
共
に
表
現
さ
れ
る
美

女
の
い
る
世
界
を
よ
り
美
し
く
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
よ
う
や
く

た
ど
り
着
い
た
山
の
家
で
立
ち
現
わ
れ
た
の
は
、 

 

小
造
り
の
美
し
い
、
聲
も
淸
し
い
、
も
の
や
さ
し
い
。（

十
九
） 

 

と
さ
れ
る
美
女
で
あ
り
、
谷
川
へ
案
内
さ
れ
る
。
月
夜
で
「
月
の
形
は
此
処

で
も
別
に
か
は
り
は
無
か
つ
た
、
浮
世
は
何
処
に
あ
る
か
十
三
夜
で
。
」（

二
〇
）

と
あ
り
、
現
実
で
あ
り
つ
つ
現
実
で
は
な
い
気
配
が
漂
い
始
め
る
が
、「
嬢
様
」

と
呼
ば
れ
る
美
女
は
、
「
貴
僧
に
は
叔
母
さ
ん
位
な
年
紀
で
す
よ
。
」（

二
十
一
）

と
、
最
初
に
僧
侶
に
告
げ
ら
れ
つ
つ
幽
玄
な
世
界
が
展
開
さ
れ
る
。 

 

否
ぢ
あ
ご
ざ
ん
せ
ぬ
、
そ
れ
、
お
法
衣
の
袖
が
浸
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
と
い
ふ
と
突
然
背
後
か
ら
帯
に
手
を
か
け
て
、
身
悶
を
し
て
縮
む

の
を
、
邪
慳
ら
し
く
す
つ
ぱ
り
脱
い
で
取
つ
た
。（

二
十
二
） 

 

と
し
て
、
僧
侶
は
法
衣
を
取
ら
れ
て
枝
に
掛
け
ら
れ
、
露
わ
な
姿
で
背
中
を

流
さ
れ
夢
見
心
地
と
な
り
、
ま
る
で
極
楽
浄
土
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
場

面
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

水
辺
の
美
女
は
能
楽
の
『
羽
衣
』
に
も
な
っ
て
い
る
中
国
か
ら
伝
来
し
た

馴
染
み
の
あ
る
天
の
羽
衣
伝
説
に
あ
る
設
定
で
あ
り
、
ま
た
、
西
洋
に
お
い

て
も
神
話
で
美
女
の
水
浴
が
語
ら
れ
、『
カ
ル
メ
ン
』
の
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン

フ
た
ち
の
水
浴
』
に
あ
る
よ
う
に
、
絵
画
と
し
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。
従
っ

て
、
『
高
野
聖
』
に
お
け
る
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し
て
の
山
奥
の
美
女
は
、

古
今
東
西
、
表
現
さ
れ
て
き
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
中
国
伝
来
の
美
女
で
も

あ
り
、
西
洋
に
お
け
る
美
女
の
基
軸
に
も
あ
る
。
こ
う
し
た
本
来
女
神
で
あ

る
美
女
が
目
の
前
に
登
場
し
て
水
浴
す
る
と
い
う
、
神
の
世
界
や
極
楽
の
世

界
が
現
実
世
界
の
位
相
に
お
い
て
幻
想
的
に
『
高
野
聖
』
は
描
か
れ
て
い
る
。
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水
浴
の
美
女
は
、
古
く
か
ら
好
ま
れ
表
現
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
が
、
鏡
花

は
晩
年
の
著
作
集
の
見
返
し
に
国
貞
の
描
い
た
水
浴
の
女
の
画
を
使
っ
て
お

り
、
鏡
花
は
メ
リ
メ
と
同
じ
く
、
絵
画
表
現
と
し
て
の
水
浴
の
美
女
を
特
に

好
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鏡
花
の
描
い
た
山
奥
の
水
浴
の
美
女
は
、
こ

の
後
、
男
た
ち
の
姿
を
変
え
る
妖
女
の
ご
と
く
の
存
在
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
吉
田
精
一
が
久
松
潜
一
説
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
通
り
、
水
浴
の
美

女
に
何
を
見
る
か
に
よ
っ
て
男
た
ち
の
姿
が
変
わ
る
と
し
て
い
る

（
二
十
一
）

。

僧
侶
は
水
浴
の
美
女
を
前
に
し
て
母
を
見
る
よ
う
な
正
し
く
美
し
い
心
で
あ

っ
た
た
め
姿
は
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
水
浴
の
美
女
は
僧
侶
に
対
し
て
ま
る

で
母
の
よ
う
な
慈
愛
に
満
ち
た
存
在
と
し
て
あ
り
、
傷
口
を
癒
す
救
い
の
女

神
の
よ
う
で
も
あ
る
。
鏡
花
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
母
の
位
置
に
あ
り
、
幼

少
期
に
通
っ
た
学
校
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
の
位
置
、
ま
た
、
教
会
の
聖
母
マ

リ
ア
の
位
置
で
あ
り
、
現
実
に
あ
り
な
が
ら
現
実
と
は
離
れ
た
世
界
に
通
じ

る
存
在
と
し
て
水
浴
の
美
女
は
あ
る
こ
と
に
な
る
。
山
奥
の
家
に
迷
い
込
ん

だ
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
水
浴
の
美
女
に
や
ま
し
い
感
情
を
持
っ
た
が
た
め
に

姿
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
者
に
と
っ
て
水
浴
の
美
女
は
、

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
か
け
の
よ
う
に
破
滅
を
導
く
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し

て
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

鏡
花
に
お
け
る
水
浴
の
美
女
が
、
破
滅
を
も
た
ら
す
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル

と
し
て
の
存
在
と
な
る
か
、
僧
侶
の
場
合
の
よ
う
に
母
の
よ
う
な
救
い
の
女

神
と
し
て
の
存
在
と
な
る
か
は
、
対
す
る
側
の
問
題
で
あ
り
、
結
果
は
水
浴

の
美
女
の
側
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
は
い
な
い
。
心
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
結
果
は

変
化
す
る
た
め
、
鏡
花
の
『
高
野
聖
』
に
お
け
る
水
浴
の
美
女
は
、
心
の
鏡

と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

一
方
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
水
浴
の
美
女
は
、
夕
暮
れ
の

晩
鐘
の
音
と
共
に
大
勢
で
水
浴
す
る
女
た
ち
の
う
ち
に
あ
り
、
大
勢
で
目
を

凝
ら
す
男
た
ち
は
水
浴
の
女
た
ち
に
女
神
を
見
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
水
浴
す
る
カ
ル
メ
ン
と
女
た
ち
は
、
メ
リ
メ
に
お
い
て
『
デ
ィ
ア
ナ
と

ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
品
内
で
絵
画
に
例
え

ら
れ
た
水
浴
の
美
女
に
何
を
見
る
か
は
絵
画
の
鑑
賞
者
と
し
て
あ
る
読
者
に

判
断
は
任
さ
れ
て
い
る
。
メ
リ
メ
に
お
い
て
女
神
デ
ィ
ア
ナ
と
し
て
描
か
れ

た
水
浴
の
美
女
で
あ
る
カ
ル
メ
ン
は
、
カ
ル
メ
ン
に
好
か
れ
た
ら
最
後
、
破

滅
が
待
っ
て
い
る
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
で
あ
る
こ
と
を
読
者
は
ド
ン
・
ホ
セ

か
ら
知
ら
さ
れ
る
た
め
、
メ
リ
メ
に
お
け
る
水
浴
の
美
女
は
、
作
品
内
に
お

い
て
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し
て
の
み
存
在
し
、
読
者
に
と
っ
て
は
メ
リ
メ

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
『
カ
ル
メ
ン
』
が
鏡
と
な
る
こ
と
に
な
る
。 

鏡
花
は
メ
リ
メ
作
品
を
評
価
し
、
『
高
野
聖
』
で
は
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル

メ
ン
』
に
お
け
る
水
浴
の
場
面
に
も
似
た
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
を
表
現
し
て

い
た
が
、
運
命
の
結
果
は
メ
リ
メ
と
は
異
な
る
位
相
で
示
さ
れ
て
い
た
。
鏡

花
が
『
高
野
聖
』
を
発
表
し
た
時
点
で
英
訳
版
の
『
カ
ル
メ
ン
』
を
読
ん
で
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い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
奇
し
く
も
水
浴
の
美
女
と
い
う
共
通
し
た
モ
チ

ー
フ
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

第
三
章 

鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
受
容 

―
死
の
問
題
を
中
心
に
し
て 

 

 

漱
石
の
直
弟
子
、
鈴
木
三
重
吉
（
明
治
十
五
年
‐
昭
和
十
一
年
）
が
大
正

七
年
に
創
刊
し
た
『
赤
い
鳥
』
は
、
芥
川
龍
之
介
（
明
治
二
十
五
年
‐
昭
和

二
年
）
の
『
蜘
蛛
の
糸
』
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

創
刊
号
目
次
に
は
、
北
原
白
秋
、
島
崎
藤
村
、
芥
川
龍
之
介
、
鈴
木
三
重
吉
、

泉
鏡
花
、
徳
田
秋
聲
、
小
島
政
二
郎
、
小
宮
豊
隆
ら
が
順
に
名
を
連
ね
て
お

り
、
錚
々
た
る
執
筆
陣
が
創
作
童
謡
・
童
話
を
寄
稿
し
て
い
た
雑
誌
で
あ
る
。

ま
た
、
創
刊
の
趣
旨
に
お
い
て
、
西
洋
と
は
異
な
り
未
だ
日
本
に
良
き
も
の

が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

（
一
）

、
再
話
の
形
で
世
界
各
地
の
童
話
に
適
し
た
と

さ
れ
る
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
二
）

。
こ
の
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
佐
藤

宗
子
に
よ
り
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
た
、
メ
リ
メ
作
品
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ

ー
ネ
』（M

ateo Falcone, 1829

）
の
鈴
木
三
重
吉
に
よ
る
再
話
『
父
』（
復

刊
第
三
巻
第
五
号
、
第
六
号
、
昭
和
七
年
五
月
、
六
月
）
を
取
り
上
げ
、
三

重
吉
が
い
か
に
し
て
メ
リ
メ
を
享
受
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、『
父
』
に
先

立
つ
、
久
米
正
雄
に
よ
る
再
話
『
う
そ
』（
大
正
八
年
三
月
号
）
と
『
父
』
を

巡
る
考
察
と
は
別
の
側
面
か
ら

（
三
）

、
三
重
吉
の
メ
リ
メ
受
容
に
つ
い
て
、

メ
リ
メ
の
十
八
世
紀
的
思
想
の
背
景
を
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

第
一
節 

メ
リ
メ
受
容
の
背
景 

 

鷗
外
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い

て
、
鏡
花
と
メ
リ
メ
に
つ
い
て
は
前
章
で
見
た
通
り
で
あ
り

（
一
）

、
三
重
吉

の
師
で
あ
る
漱
石
の
メ
リ
メ
受
容
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
見
て
き
た
が
、『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
以
外
に
も
『
野
分
』（
明
治
四
十
年
）
で
は
「
メ
リ
メ
の
本
」

と
し
て
作
品
名
で
は
な
く
作
家
メ
リ
メ
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
漱
石
に
お
け

る
メ
リ
メ
の
直
接
的
な
受
容
が
認
め
ら
れ
る

（
二
）

。
こ
う
し
た
師
で
あ
る
漱

石
の
も
と
に
い
た
三
重
吉
が
、
メ
リ
メ
作
品
を
再
話
す
る
前
提
条
件
は
整
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
漱
石
か
ら
見
た
三
重
吉
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。 

鈴
木
三
重
吉
は
明
治
三
十
九
年
九
月
に
英
文
科
で
漱
石
の
講
義
を
一
年

間
受
け
て
い
る
が
、
三
高
時
代
か
ら
の
神
経
衰
弱
に
よ
り
、
翌
年
九
月
か
ら

一
年
間
休
学
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
漱
石
は
教
え
子
の
藤
村
操
の
自
死
も
あ

っ
て
か
三
重
吉
を
心
配
し
、
三
重
吉
が
送
っ
た
広
島
の
柿
と
貝
に
つ
い
て
の

受
け
取
り
の
礼
状

（
三
）

の
み
な
ら
ず
、
食
し
た
感
想
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
書

き
送
り

（
四
）

、
三
重
吉
が
漱
石
の
体
の
具
合
を
心
配
す
る
の
を
逆
に
心
配
し

た
書
簡
も
送
っ
て
い
る

（
五
）

。
ま
た
、
病
中
に
あ
っ
た
三
重
吉
か
ら
届
い
た
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『
千
鳥
』
を
傑
作
と
し
て
誉
め
た
上
で
『
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
』
に
出
す
こ
と
を
勧

め
（
六
）

、
高
浜
虚
子
に
「
名
作
」
と
し
て
推
薦
し
た
こ
と
に
よ
り
、
三
重
吉

は
初
め
て
作
品
を
発
表
す
る
機
会
を
得
て
い
る

（
七
）

。
漱
石
は
虚
子
の
評

（
八
）

、

寺
田
寅
彦
が
誉
め
て
い
る
こ
と
、
漱
石
も
嬉
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
三
重
吉
に
書
き
送
る
一
方

（
九
）

、
三
重
吉
の
小
説
に
登
場
す
る
文
鳥
を
自

ら
の
作
品
『
文
鳥
』
に
用
い
て
も
い
る

（
一
〇
）

。
漱
石
に
と
っ
て
三
重
吉
の
存

在
は
有
難
い
弟
子
と
さ
れ
て
い
る
が
、
生
き
る
上
で
の
志
に
つ
い
て
、
文
学

に
対
す
る
志
に
つ
い
て
、
極
め
て
丁
寧
に
教
訓
と
し
て
書
簡
に
お
い
て
語
っ

て
い
る
。 

 

 
 

只
一
つ
君
に
教
訓
し
た
き
事
が
あ
る
。
是
は
僕
か
ら
教
へ
て
も
ら
つ
て

決
し
て
損
の
な
い
事
で
あ
る
。（
中
略
）
苟
も
文
学
を
以
て
生
命
と
す
る

も
の
な
ら
ば
単
に
美
と
い
ふ
丈
で
は
満
足
が
出
来
な
い
。
丁
度
維
新
の

当
〔
志
〕
士
勤
王
家
が
困
苦
を
な
め
た
様
な
了
見
に
な
ら
な
く
て
は
駄

目
だ
ら
う
と
思
ふ
。
間
違
っ
た
ら
神
経
衰
弱
で
も
気
違
で
も
入
牢
で
も

何
で
も
す
る
了
見
で
な
く
て
は
文
学
者
に
な
れ
ま
い
と
思
ふ
。（

十
一
） 

 

こ
の
他
、
世
の
中
、
詩
的
に
う
つ
く
し
く
生
き
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
イ

ヤ
な
も
の
で
も
其
の
中
に
飛
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
美
的
な
閑
文
字

の
世
界
に
い
て
は
大
き
な
世
界
は
動
か
せ
な
い
。
自
分
は
俳
諧
文
学
と
同
時

に
、
死
ぬ
か
生
き
る
か
、
命
の
や
り
と
り
を
す
る
様
な
維
新
の
志
士
の
如
き

烈
し
い
精
神
で
文
学
を
し
て
み
た
い
、
と
い
っ
た
旨
を
書
い
て
い
る
。
漱
石

に
お
け
る
文
学
に
つ
い
て
よ
く
引
か
れ
る
こ
の
文
章
は
、
多
く
の
学
生
や
読

者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
三
重
吉
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
漱
石
は
家
探
し
に
あ
た
っ
て
三
重
吉
に
も
頼
ん
で
お
り

（
十
二
）

、
引

っ
越
し
の
際
に
は
手
伝
い
を
三
重
吉
に
頼
ん
で
い
る
が

（
十
三
）

、
『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
夏
目
家
の
猫
を
、
引
っ
越
し
の
時
に
担
当
し

た
の
は
三
重
吉
で
あ
り
、
猫
が
亡
く
な
っ
た
際
に
追
悼
会
を
提
案
し
て
い
る

の
も
三
重
吉
で

（
十
四
）

、
木
曜
会
を
提
案
し
た
の
も
鈴
木
三
重
吉
で
あ
っ
た
。

三
重
吉
は
英
文
科
の
一
年
目
に
漱
石
に
宛
て
た
三
間
余
り
も
あ
る
手
紙
を
書

い
て
お
り
、
そ
の
手
紙
の
泥
棒
に
よ
る
顛
末
は
『
門
』
に
描
か
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、「
金
や
ん
」
と
す
る
漱
石
の
事
で
二
間
分
は
埋
ま
っ
て
お
り
、
神
経

衰
弱
に
な
る
程
漱
石
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
手
紙
と
漱
石
は
読
ん
で
い
た

（
十
五
）

。

三
重
吉
は
小
宮
豊
隆
と
連
れ
立
っ
て
漱
石
邸
を
よ
く
訪
れ
、
度
々
、
泊
っ
た

り
も
し
て
お
り

（
十
六
）

、
漱
石
は
三
重
吉
の
た
め
に
、
町
長
の
年
棒
が
百
二
十

円
の
時
代
に
五
十
円
を
用
立
て
た
り
も
し
て
い
る

（
十
七
）

。
漱
石
が
入
院
す
る

と
三
重
吉
は
お
見
舞
い
に
訪
れ

（
十
八
）

、
漱
石
が
死
ん
だ
ら
葬
儀
の
意
匠
を
す

る
と
い
っ
た
三
重
吉
に
よ
る
笑
談
を
漱
石
は
日
記
に
書
き
留
め
て
も
い
る
。

こ
う
し
た
話
題
が
出
る
程
、
三
重
吉
は
漱
石
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
師
弟
関
係
は
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ
た

（
十
九
）

。 
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漱
石
の
最
晩
年
の
作
品
、
未
完
に
終
わ
る
『
明
暗
』
は
、
漱
石
が
芥
川
龍

之
介
と
久
米
正
雄
に
送
っ
た
漢
詩
に
あ
る
語
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る

作
品
だ
が

（
二
〇
）

、
そ
こ
に
は
三
重
吉
が
泥
棒
に
入
ら
れ
た
時
に
着
る
物
を
盗

ら
れ
、
妙
な
格
好
を
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る

（
二
十
一
）

。

漱
石
に
と
っ
て
三
重
吉
は
最
期
ま
で
真
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
漱
石
の
葬
儀
で

受
付
を
し
、
鷗
外
を
応
対
し
た
漱
石
門
下
の
芥
川
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め

る
こ
と
と
し
、
こ
の
節
で
は
、
漱
石
と
三
重
吉
の
文
学
に
お
け
る
確
固
た
る

師
弟
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
。 

 
 第

二
節 

鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
受
容 

 

三
重
吉
が
文
壇
に
入
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
三
重
吉
を
評
価
し
、
ま
た
、

生
涯
三
重
吉
の
師
で
あ
っ
た
漱
石
は
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
を
意
識
し

な
が
ら
創
作
を
展
開
し
た
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ

ー
ネ
』
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
蔵
書
へ
の
書
き
込
み
の
形
で
批
評
を
残
し
て

い
た

（
一
）

。
そ
の
書
き
込
み
は
、
設
定
が
日
本
で
好
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
の
戦
国
時
代
に
あ
る
話
に
共
通
す
る
所
も
あ
り
、
日
本
的
な
展
開
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
悲
壮
な
最
期
の
場
面
は
日
本
の
昔
の
話
の
常
と
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
作
品
は
こ
の
点
に
お
い
て
日
本
と
似
て
い
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
、
漱
石
の
作
品
観
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。 

三
重
吉
は
漱
石
と
同
じ
く
英
文
科
を
出
て
い
る
が
、
遺
稿
と
な
る
の
は
死

の
直
前
ま
で
推
敲
を
重
ね
た
と
さ
れ
る
エ
ク
ト
ル
・
マ
ロ
の
フ
ラ
ン
ス
語
か

ら
の
再
話
『
ル
ミ
イ
』（
『
赤
い
鳥
』
昭
和
七
年
十
一
月
～
昭
和
十
一
年
六
月
）

と
な
っ
て
い
る

（
二
）

。
こ
の
『
ル
ミ
イ
』
の
連
載
が
始
ま
る
昭
和
七
年
に
メ

リ
メ
作
品
の
再
話
『
父
』
は
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
ア
ル
フ

ォ
ン
ス
・
ド
ー
デ
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ル
イ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
な
ど
の
再
話
が
『
赤
い
鳥
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
三
年

三
月
の
坪
田
譲
治
宛
書
簡
に
は
ド
ー
デ
の
作
品
に
関
し
て
《 Lettre de 

m
on M

oulin 

》
か
ら
の
も
の
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
別
の
書
簡

で
は
ロ
テ
ィ
の
作
品
は
再
話
に
適
し
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス

の
作
品
で
適
当
な
も
の
が
な
い
か
探
し
尋
ね
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る

（
三
）

。
こ
こ
で
、
三
重
吉
の
文
学
に
対
す
る
志
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

三
重
吉
は
中
学
時
代
、
あ
だ
名
が
バ
イ
ロ
ン
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
バ
イ
ロ
ン

に
傾
倒
し

（
四
）

、
三
高
時
代
は
幼
い
頃
か
ら
嗜
ん
だ
俳
句
を
作
り
、
大
学
時

代
は
ジ
ェ
ー
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
影
響
を
受
け
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ

ト
の
訳
出
に
取
り
組
む
傍
ら
、
自
宅
の
本
棚
に
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
グ
リ
ム
、

近
松
物
が
並
ん
で
い
た

（
五
）

。
英
文
科
の
学
生
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
が
読
み

取
れ
る
と
と
も
に
、
早
く
か
ら
児
童
文
学
の
嗜
好
が
三
重
吉
の
中
に
確
認
で

き
る
こ
と
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
三
重
吉
が
親
し
ん

で
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
に
影
響
を
与
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
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達
で
あ
り
、
メ
リ
メ
自
身
が
影
響
を
受
け
、
メ
リ
メ
が
傾
倒
し
た
作
家
に
重

な
っ
て
い
る
。
三
重
吉
は
フ
ラ
ン
ス
を
強
く
志
向
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
的

な
軽
快
な
会
話
を
好
ん
だ
と
さ
れ

（
六
）

、
そ
の
思
い
は
息
子
の
教
育
等
に
も

表
れ
て
い
る
。
息
子
珊
吉
を
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
が
受
け
ら
れ
る
暁
星
中
学
校

に
進
学
さ
せ
、
そ
の
入
学
の
際
に
珊
吉
に
「
フ
ラ
ン
ス
製
の
（
生
地
）
で
上

等
を
作
っ
て
く
れ
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
製
の
生
地
に
こ
だ
わ
っ
た
制
服
を
作

っ
て
お
り

（
七
）

、
ま
た
高
校
に
進
学
し
た
息
子
珊
吉
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
語

の
教
師
を
友
人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
た
り

（
八
）

、
そ
の
後
も
珊
吉
自
身

が
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
得
し
『
赤
い
鳥
』
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
意
識

を
持
ち
東
大
仏
文
科
に
進
学
す
る
な
ど
、
息
子
珊
吉
に
ま
で
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
三
重
吉
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
思
い
は
確
固
た
る
も
の
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

メ
リ
メ
が
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
鷗
外
に
よ

る
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
メ
リ
メ
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
翻
訳
作
品
を
見
て
み
る
と
、
大
正
二
年
、
石
川
剛
に
よ
る
『
フ
ェ
デ
リ
ゴ

ー
』（
大
倉
書
店
）（Fedeligo, 1829

）
に
始
ま
り
、『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ

ー
ネ
』
は
大
正
四
年
『
メ
リ
メ
傑
作
集
』
の
中
に
収
め
ら
れ
た
形
で
厨
川
白

村
・
一
宮
栄
誠
の
訳
で
『
謀
反
人
の
家
』
と
し
た
題
名
で
大
日
本
図
書
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る
。『
赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
た
大
正
七
年
は
、
す
で
に
『
メ

リ
メ
傑
作
集
』
が
世
に
出
て
い
た
時
期
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
含
ん
だ

西
洋
文
学
が
日
本
で
一
般
的
な
読
み
物
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
西
洋
か
ら
渡
来
し
た
も
の
を
「
ハ
イ
カ
ラ
」
と
称
し
、「
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
」
や
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
が
「
ハ
イ
カ
ラ
」
な
食
べ
物
と
し
て
登
場
す
る

な
ど
、
明
治
に
始
ま
る
西
洋
化
が
普
及
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
三
重

吉
自
身
、
書
簡
に
「
ハ
イ
カ
ラ
」
を
多
用
し
、『
赤
い
鳥
』
の
表
紙
に
つ
い
て

「
西
洋
式
の
ハ
イ
カ
ラ
が
良
い
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
な
ど
も
確
認
で
き
る

（
九
）

。
ま
た
、
留
学
に
よ
り
直
接
西
洋
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
増
え
つ
つ

あ
る
中
、
漱
石
門
下
生
の
小
宮
豊
隆
も
洋
行
の
際
フ
ラ
ン
ス
に
寄
っ
て
お
り
、

巴
里
滞
在
記
を
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
し
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て

い
る
三
重
吉
の
書
簡
も
確
認
で
き
る

（
一
〇
）

。
丸
善
に
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌

《Cahier d’Art 

》
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
直
送
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
で
い

る
が
届
か
な
い
状
況
に
つ
い
て
の
書
簡

（
十
一
）

、
科
学
も
の
を
取
り
入
れ
る
た

め
に
イ
ギ
リ
ス
の
少
年
少
女
雑
誌
を
三
つ
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
雑
誌
を
二
つ
、

ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
を
二
つ
注
文
し
て
い
る
と
い
っ
た
書
簡
も
あ
り

（
十
二
）

、

三
重
吉
が
西
洋
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
を
志
向
す
る
裏
付
け
と
な
る
資
料
に
は
事

欠
か
な
い
。 

 
第
三
節 

三
重
吉
の
メ
リ
メ
受
容 

 

三
重
吉
の
師
で
あ
る
漱
石
が
メ
リ
メ
の
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
を
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評
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
が
、
三
重
吉
自
身
は
ど
の
よ
う
に
メ
リ

メ
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
三
重
吉
に
よ
る
『
父
』
に

先
立
つ
久
米
正
雄
に
よ
る
『
う
そ
』
が
再
話
さ
れ
た
時
点
で
す
で
に
『
メ
リ

メ
傑
作
集
』
が
大
正
四
年
に
出
て
い
る
た
め
、
漱
石
の
評
の
存
在
に
加
え
て
、

童
話
に
適
し
た
再
話
に
し
得
る
も
の
を
探
し
求
め
て
い
た
三
重
吉
に
と
っ
て
、

『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
を
再
話
に
適
し
て
い
る
と
し
た
こ
と
は
不
自

然
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
原
作
で
あ
る
メ
リ
メ
の

『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

舞
台
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
生
ま
れ
た
地
で
知
ら
れ
る
コ
ル
シ
カ
島
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ニ
ー
ス
に
程
近
い
、
地
中
海
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
。
そ
こ

に
住
む
射
撃
の
名
手
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
と
そ
の
息
子
フ
ォ
ル
チ
ュ
ナ

ト
の
話
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
日
息
子
が
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
と
、

追
手
に
追
わ
れ
る
者
が
や
っ
て
来
る
。
息
子
は
五
フ
ラ
ン
銀
貨
を
受
け
取
り
、

追
わ
れ
る
者
を
か
く
ま
う
が
、
後
か
ら
や
っ
て
き
た
曹
長
ガ
ン
バ
の
銀
の
時

計
に
気
持
ち
が
動
か
さ
れ
、
追
わ
れ
る
者
の
居
場
所
を
教
え
る
。
そ
こ
に
帰

っ
て
き
た
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
は
、
こ
と
の
次
第
を
知
り
、
裏
切
り
行

為
を
冒
し
た
息
子
に
対
し
、
神
に
祈
る
よ
う
命
じ
た
後
、
銃
を
発
射
し
、
息

子
は
息
絶
え
る
と
い
う
話
し
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
神
に
よ
る

と
さ
れ
る
死
の
定
め
を
、
父
が
神
に
代
わ
っ
て
な
す
結
末
が
見
ら
れ
る
作
品

と
な
っ
て
い
る
。 

三
重
吉
『
父
』
に
先
立
ち
再
話
さ
れ
た
久
米
正
雄
に
よ
る
『
う
そ
』
は
、

飛
騨
に
住
む
侍
親
子
の
話
と
さ
れ
て
お
り
、
結
末
部
は
原
作
に
沿
っ
た
形
で

息
子
が
死
を
迎
え
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
の
評
に
沿
っ
た
形
で
舞
台

が
日
本
と
さ
れ
、
江
戸
で
は
な
く
飛
騨
の
侍
の
話
と
な
っ
て
い
る
。
三
重
吉

は
雑
誌
に
掲
載
す
る
文
章
全
て
に
手
を
入
れ
て
い
た
た
め
、
芥
川
龍
之
介
の

『
蜘
蛛
の
糸
』
に
関
し
て
も
、
三
重
吉
が
朱
書
き
で
訂
正
し
て
い
た
こ
と
は

今
で
は
良
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
訂
正
に
留
ま
ら
ず
、
作
家
の
名
前

だ
け
を
借
り
て
自
ら
が
作
品
を
書
く
な
ど
も
し
て
い
た
と
さ
れ
る
た
め

（
一
）

、

こ
の
久
米
正
雄
の
『
う
そ
』
に
関
し
て
も
、
再
話
に
あ
た
っ
て
漱
石
の
評
に

沿
っ
た
形
で
、
構
成
を
三
重
吉
が
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

『
う
そ
』
と
し
て
日
本
を
舞
台
と
し
た
侍
親
子
と
い
っ
た
漱
石
の
評
に
沿
っ

た
再
話
の
後
、
再
度
、
三
重
吉
自
身
に
よ
っ
て
再
話
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

『
父
』
は
、
舞
台
は
コ
ル
シ
カ
島
と
さ
れ
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
原
作
に

あ
る
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
原
作
に
沿
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
三
重
吉
の
『
父
』
は
原
作
と
は
異
な
り
、
結
末
部
で
息
子
が
死
を

迎
え
な
い
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
再
話
に
際
し
て
三
重
吉
が
変
更
し
た
の
は

結
末
部
分
で
あ
る
た
め
、
そ
の
結
末
部
分
に
お
け
る
「
死
」
の
あ
り
方
に
注

目
し
た
い
。 
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第
四
節 

「
死
」
あ
る
い
は
「
生
」 

 
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
は
巻
末
に
読
者
欄
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
毎
号
読
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
児
童
に
向
け
ら
れ
た
雑
誌
で

は
あ
っ
た
が
、
こ
の
読
書
欄
へ
の
投
稿
は
そ
の
対
象
で
あ
る
児
童
は
も
ち
ろ

ん
、
雑
誌
を
講
読
し
て
い
る
子
供
の
親
た
ち
や
教
育
者
な
ど
大
人
か
ら
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
掲
載
作
品
に
対
す
る
感
想
に
と
ど
ま
ら
ず
、

質
問
や
、
意
見
ま
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
な

る
べ
く
取
り
入
れ
て
い
く
と
さ
れ
、
実
際
、
西
洋
の
も
の
は
原
作
を
示
し
て

ほ
し
い
と
い
う
読
者
か
ら
の
意
見
に
沿
っ
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り

（
一
）

、
表
紙
の
体
裁
に
関
す
る
意
見
を
反
映
す
る
な
ど
、
読
者
の
意
見
を
大

き
く
取
り
入
れ
た
姿
勢
が
と
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
最
初
に
『
う
そ
』
が

出
て
か
ら
『
父
』
に
至
る
間
に
は
、
原
作
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
読
者
が

原
作
そ
の
も
の
を
求
め
始
め
て
い
た
と
い
っ
た
状
況
や
、
そ
の
よ
う
な
読
者

の
要
望
に
応
じ
た
結
果
、
原
作
に
極
め
て
近
い
『
父
』
を
再
び
扱
う
に
至
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最
初
に
『
う
そ
』
を
掲
載
し
た
際
、
作
品

結
末
部
で
息
子
が
殺
さ
れ
る
箇
所
は
、
あ
ま
り
に
残
酷
で
あ
る
と
し
た
読
者

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た

ほ
ど
結
末
部
分
は
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
再
び
再
話
す
る
に

あ
た
り
、
表
紙
及
び
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
清
水
良
雄
か
ら
、
結
末
部
分
で

息
子
を
殺
す
な
ら
挿
絵
を
断
る
と
し
た
抗
議
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る

（
二
）

。
従
っ
て
、
再
話
す
る
に
あ
た
り
、
当
初
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
結
末
部
に
お
け
る
息
子
の
「
死
」
の
箇
所
、「
死
」
の
問
題
は
、
特
に
三

重
吉
が
意
識
し
た
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
再
び
の
再
話
『
父
』
に
お
い
て
は
、
『
う
そ
』
の
読
者
か
ら
の
反
響

に
対
す
る
配
慮
か
ら
か
、
結
末
部
分
の
息
子
の
「
死
」
に
つ
い
て
、
巻
末
に

お
い
て
最
初
か
ら
弁
明
す
る
姿
勢
が
と
ら
れ
、
あ
ま
り
に
残
酷
な
の
で
最
後

の
部
分
は
原
作
と
は
異
な
っ
た
形
に
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
原
作
に

あ
る
裏
切
り
者
に
対
す
る
父
自
ら
の
息
子
に
対
す
る
裁
き
と
し
て
の
「
死
」

が
、
再
話
『
父
』
で
省
か
れ
た
形
と
さ
れ
た
。 

「
う
そ
」
や
「
裏
切
り
」
に
対
す
る
裁
き
と
し
て
の
「
死
」
、
ま
た
、
父

が
自
ら
の
息
子
に
対
し
て
下
す
裁
き
の
結
果
と
し
て
の
「
死
」
が
結
末
部
分

に
お
け
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
う
そ
」「
裏
切
り
」
は
、
時
と

し
て
含
ま
れ
る
良
き
結
果
の
た
め
の
自
己
犠
牲
や
前
提
と
な
る
約
束
の
遵
守

の
場
合
で
の
意
味
合
い
は
含
ま
な
い
。
あ
く
ま
で
、
自
ら
の
欲
の
た
め
だ
け

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
末
部
分
に
お
け
る
テ
ー
マ
、
か
つ
作
品
の
副
次
的

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
う
そ
」
が
再
話
『
う
そ
』
で
は
題
と
さ
れ
、
結

末
も
「
死
」
と
い
う
裁
き
を
受
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
重
吉
に
よ

る
再
話
『
父
』
で
は
、
そ
の
「
う
そ
」
に
対
し
て
「
死
」
は
選
ば
れ
な
い
。 

先
ず
、
『
う
そ
』
に
お
け
る
「
死
」
で
あ
る
が
、
漱
石
が
見
た
よ
う
に
、
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舞
台
が
日
本
と
さ
れ
、
侍
親
子
に
お
け
る
話
の
結
末
部
分
で
息
子
は
「
死
」

を
迎
え
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
死
」
は
侍
の
「
自
死
」
に
通
じ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

日
本
に
お
い
て
「
自
死
」
は
尊
い
行
為
と
し
て
か
つ
て
は
あ
り
、
武
士
道

に
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
で
は
捉
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
切
腹
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
武
士
道
に
つ
い
て
西
洋
に
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
新
渡
戸
稲
造

著
、
矢
内
原
忠
雄
訳
の
『
武
士
道
』
の
第
一
章
冒
頭
部
に
は
武
士
道
に
「
武シ

ヴ

士
道

ア

リ

ー

」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
、
日
本
の
武
士
道
が
す
な
わ
ち
西
洋
の
騎
士
道
に

相
当
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
三
）

。
日
本
に
お
け
る
道
徳
精
神
が
武
士

道
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
同
書
に
は
「
自
死
」
に
つ
い
て
第
十
二
章
に
示
さ

れ
て
い
る
。
崇
高
性
を
帯
び
た
高
貴
な
る
行
為
と
し
て
の
腹
切
は
、
法
律
上

な
ら
び
に
礼
法
の
制
度
で
あ
り
、
武
士
が
罪
を
償
い
、
過
ち
を
謝
し
、
恥
を

免
れ
、
友
を
購
い
、
も
し
く
は
自
己
の
誠
実
を
証
明
す
る
方
法
で
あ
っ
た
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る

（
四
）

。
「
腹
」
は
魂
が
宿
る
と
こ
ろ
と
し
て
あ
り
、
魂
、

精
神
と
結
び
つ
い
た
死
が
「
自
死
」
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
族
に
よ
る
介
錯
は
紳
士
の
役
割
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

日
本
を
舞
台
と
し
た
再
話
『
う
そ
』
の
結
末
部
分
に
お
け
る
「
死
」
は
、
こ

の
武
士
道
に
お
け
る
「
自
死
」
、
す
な
わ
ち
息
子
に
対
す
る
介
錯
と
し
て
の
父

の
行
為
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
自
死
」
に
お
い
て
近
し
い
者
の

み
に
許
さ
れ
る
介
錯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
父
が
、
息
子
の
「
死
」
に
対

し
て
「
自
死
」
と
し
て
尊
厳
の
意
味
を
与
え
る
の
で
あ
り
、
漱
石
が
メ
リ
メ

作
品
の
結
末
部
分
に
見
た
の
は
、
こ
の
日
本
に
お
け
る
「
自
死
」
に
通
じ
る

「
死
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
三
重
吉
に
よ
る
『
父
』
で
は
、
先

に
見
た
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
結
末
部
分
で
日
本
の
「
自
死
」
に
通
じ
る
「
死
」

を
迎
え
な
い
形
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
「
自
死
」
は
否
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
遡
る
こ
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
自
死
」

は
否
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
学
派
、
ス
ト
ア
学
派
・

キ
ニ
ク
学
派
で
「
自
死
」
は
禁
じ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
対
す
る
プ
ラ
ト
ン
学

派
・
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学
派
が
「
自
死
」
を
否
定
し

て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
「
自
死
」
を
否
定
す
る

立
場
を
と
っ
た

（
五
）

。 

メ
リ
メ
の
原
作
は
一
八
二
九
年
の
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
発
表

さ
れ
て
お
り
、
舞
台
設
定
も
《 en 18

― 

》（
六
）

と
し
て
一
八
〇
〇
年
代
と

さ
れ
、
神
に
祈
る
モ
チ
ー
フ
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
表
面
的
に
は

キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
メ
リ
メ
は
十
八
世
紀

思
想
継
承
者
で
あ
り
、
自
由
主
義
的
人
文
主
義
思
想
の
立
場
に
よ
っ
て
神
に

代
る
父
と
し
て
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
を
描
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
そ
の
思
考
は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
始
ま
る
と
さ
れ
、『
随
想
録
』
と
も
さ
れ

る
『
エ
セ
ー
』( Les Essais, 1580 ) 

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
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に
は
先
入
観
な
く
物
事
を
見
る
視
点
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
思
想
家
達
の
言
葉
を

借
り
て
語
ら
れ
て
お
り
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
自
身
を
生
涯
悩
ま
せ
て
い
た
「
死
」

の
問
題
に
つ
い
て
も
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
モ
ン
テ

ー
ニ
ュ
は
歴
史
あ
る
名
家
の
城
主
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
宗
教
的
対
立
の
激

し
い
時
代
に
あ
り
、「
死
」
の
捉
え
方
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
は
立
場
の
異
な

る
「
自
死
」
肯
定
の
立
場
、
す
な
わ
ち
古
代
ギ
リ
シ
ャ
思
想
の
立
場
に
立
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
二

巻
、
第
三
章
「
ケ
ア
島
の
習
慣
」（C

oustum
e de l’Isle de C

ea

）
で
あ
り
、

ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
に
よ
る
話
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
禁
じ
ら
れ
る
「
自

死
」
に
つ
い
て
、
尊
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
話
が
語
ら
れ
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

自
身
そ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
七
）

。
メ
リ
メ
は
『
マ
テ
オ
・

フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
を
発
表
し
た
当
初
、「
コ
ル
シ
カ
島
の
風
習
」（M

œ
urs de 

la C
orse

）
と
す
る
副
題
を
付
け
、
ま
た
、
作
品
の
最
後
に
ギ
リ
シ
ャ
文
字

で
日
付
を
書
き
入
れ
て
い
た
。
メ
リ
メ
は
自
由
主
義
者
と
し
て
十
九
世
紀
フ

ラ
ン
ス
世
界
に
お
い
て
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
が
示
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
思
想
に
あ

る
「
死
」
の
あ
り
方
を
そ
こ
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る

（
八
）

。

こ
の
メ
リ
メ
が
作
品
に
お
い
て
示
し
た
結
末
部
分
の
「
死
」
は
、
日
本
の
武

士
道
に
通
じ
る
「
自
死
」
で
捉
え
得
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
自
死
」

に
通
じ
る
結
末
を
、
三
重
吉
は
『
父
』
に
お
い
て
最
終
的
に
「
死
」
の
否
定

で
表
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
「
死
」

の
あ
り
方
、「
自
死
」
の
否
定
を
表
現
し
た
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
メ

リ
メ
の
生
き
た
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
に
よ

る
「
死
」
あ
る
い
は
「
生
」
の
描
き
方
と
同
じ
形
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

厳
格
な
性
格
で
あ
っ
た
三
重
吉
の
再
話
に
対
す
る
思
い
は
、
鷗
外
の
訳
出

に
寄
せ
た
あ
ま
り
に
有
名
な
評
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

「
即
興
詩
人
」
に
よ
つ
て
ど
ん
な
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
鷗

外
氏
の
一
字
々
々
に
洗
煉
さ
れ
た
文
章
と
、
原
作
者
た
る
ア
ン
ダ
ー
セ

ン
の
感
情
と
に
牽
引
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。（
中

略
）
少
く
と
も
譯
文
だ
け
は
永
久
に
傅
は
る
べ
き
絶
好
の

文
字

も

ん

じ

で
あ

る
こ
と
を
斷
言
す
る
。（

九
） 

 

こ
こ
に
あ
る
、
原
作
に
牽
引
さ
れ
訳
出
さ
れ
た
文
章
は
、
原
文
は
残
ら
ず

と
も
そ
の
訳
文
の
永
遠
な
る
存
在
を
願
う
と
す
る
三
重
吉
の
訳
出
に
対
す
る

思
い
は
、
そ
の
ま
ま
三
重
吉
自
身
の
訳
出
、
再
話
に
対
す
る
姿
勢
を
推
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
漱
石
門
下
生
で
あ
っ
た
三
重
吉
は
そ
の
師

と
同
じ
く
、
偉
ぶ
っ
た
態
度
を
殊
の
外
嫌
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
は
書
簡
等
に

お
い
て
も
確
認
で
き
る
が
、
メ
リ
メ
も
ま
た
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
と
っ
た
作

家
で
あ
り
、
作
品
創
出
の
傍
ら
官
人
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
が
、

決
し
て
高
官
に
な
ろ
う
と
は
せ
ず
、
各
地
に
伝
わ
る
民
話
・
伝
説
・
逸
話
を
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作
品
化
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
作
家
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
メ
リ
メ
と
姿
勢
を

同
じ
く
す
る
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
受
容
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン

ス
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
生
き
た
メ
リ
メ

の
作
品
が
、『
う
そ
』
ま
た
『
父
』
と
し
て
再
話
化
さ
れ
、
三
重
吉
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
に
は
文
学
的
な
親
近
性
を
越
え
て
、
思
想
的
な
深

い
つ
な
が
り
の
意
味
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
メ
リ
メ
に
お
け
る
死

の
表
現
の
背
景
に
あ
る
思
想
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
ボ
ー
モ
ン
夫

人
に
つ
い
て
、
次
節
で
確
認
し
た
い
。 

 第
五
節 

メ
リ
メ
の
十
八
世
紀
思
想
的
背
景
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
け
る
日
本 

  

メ
リ
メ
は
十
八
世
紀
思
想
継
承
者
と
さ
れ
、
主
と
し
て
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ

ー
ル
』
（Ém

ile ou de l’ éducation, 1762 

）
を
愛
読
し
て
い
た
母
親
に

よ
る
教
育
的
環
境
や
、
曾
祖
母
で
あ
る
教
育
者
ボ
ー
モ
ン
夫
人
か
ら
捉
え
ら

れ
て
き
た

（
一
）

。
メ
リ
メ
の
思
想
的
源
泉
と
さ
れ
る
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
多
く

の
啓
蒙
的
教
育
書
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
教
育
書
の
他

に
日
本
に
つ
い
て
著
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
メ

リ
メ
の
人
文
主
義
的
視
点
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人

に
よ
っ
て
匿
名
で
発
表
さ
れ
た
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
、
日
本
の
物
語 

あ
る

い
は 

若
君
教
育
の
様
相
』（Civan, roi de Bungo : histoire japonaise 

ou Tableau de l’éducation d’un Prince, 1754

）(

二) 

（
以
後
、
『
豊
後

の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
と
省
略
す
る
）
か
ら
メ
リ
メ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
考

察
す
る
。 

 

一 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
教
育 

 

本
節
で
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
原
題
に
《 roi 

》
と
あ
る
よ
う
に
、
西
欧

に
お
い
て
は
国
の
最
高
の
至
上
権
を
持
つ
王
あ
る
い
は
君
主
と
さ
れ
る
統
治

者
で
あ
り(

一)

、
日
本
の
江
戸
期
に
お
い
て
は
「
守
」
と
さ
れ
て
い
た
「
豊
後

の
守
シ
ヴ
ァ
ン
」
の
話
と
な
っ
て
い
る
。
副
題
に
、
《 un Prince 

》
の
教

育
物
語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
豊
後
の
守
」
と
し
て
《 roi 

》

と
な
り
得
る
《 un Prince 

》(

二)

、
つ
ま
り
将
来
統
治
者
と
な
り
得
る
王

子
《 un Prince 

》
、
す
な
わ
ち
、
江
戸
期
の
日
本
に
お
い
て
「
若
君
」
と

さ
れ
て
い
た
シ
ヴ
ァ
ン
が
立
派
な
君
主
へ
と
成
長
し
て
い
く
過
程
が
、
日
本

の
歴
史
と
共
に
描
か
れ
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
『
美
女
と
野
獣
』
の
原
作
者
の
中
に
数
え
ら
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
生
涯
に
七
十
巻
に
及
ぶ
主
と
し
て
教
育
書
を
残
し
て

お
り
、『
美
女
と
野
獣
』
も
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
教
育
書
で
あ
る
『
子
供

文
庫
』( M

agasin des Enfants, 1757 )

に
含
ま
れ
る
形
で
発
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
『
子
供
文
庫
』
に
は
、『
可
愛
い
王
子
』（Le Prince Chéri 

）
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や
『
素
敵
な
王
子
』
（Le Prince Charm

ant 

）
、
『
希
望
の
王
子
』
（Le 

Prince D
ésir 

）
や
『
道
徳
王
子
』（ Le Prince spiritual 

）
と
い
っ
た

子
供
に
向
け
た
王
子
さ
ま
物
語
が
含
ま
れ
て
お
り 

、
こ
の
他
、『
青
年
文
庫
』

（M
agasin des Adolescentes, 1760

）
を
始
め
と
す
る
教
育
書
は
、
ル

イ
十
六
世
や
ル
イ
十
八
世
、
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
教
育
に
用
い
ら
れ
、
王
子
さ

ま
の
夢
物
語
で
は
な
く
、
本
当
の
王
子
た
ち
の
教
育
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る

一
方
で
、
十
九
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
に
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に

流
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る(

三)

。
今
回
取
り
上
げ
る
作
品
、

『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
は
、
一
連
の
教
育
書
と
同
様
に
倫
理
的
か
つ
教
訓

的
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
り(

四)

、
若
君
の
成
長
す
る
教
育
物
語
で
あ
る
と
共
に
、

日
本
の
歴
史
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
物
語
は
待
望
の
若
君
シ
ヴ
ァ
ン
の

誕
生
に
沸
く
豊
後
の
描
写
か
ら
始
ま
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
生
ま
れ
た
シ
ヴ

ァ
ン
が
暴
君
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
尊
敬
さ
れ
る
存
在
と
な
る
た
め
に
、
様
々

な
見
識
を
得
て
心
身
共
に
成
長
す
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
種
の

王
子
教
育
論
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
つ
い
て
、
先
ず
確
認

し
て
お
き
た
い
。 

ル
ー
ア
ン
の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
、
六
歳
で
す
で

に
五
百
を
超
え
る
物
語
を
知
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
王
位
継
承
権
の
あ
る
王
女

や
王
子
に
朗
読
を
す
る
な
ど
、
幼
少
期
か
ら
家
庭
教
師
と
し
て
教
育
に
携
わ

っ
て
い
た(

五)

。
十
一
歳
で
母
親
を
亡
く
し
た
こ
と
か
ら
修
道
院
の
寄
宿
生
と

な
り
、
そ
の
後
、
寄
宿
生
活
を
続
け
つ
つ
修
道
院
の
教
育
機
関
学
校
で
教
師

と
な
っ
た
た
め
、
約
十
年
間
を
修
道
院
付
属
寄
宿
舎
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、

こ
の
経
験
が
作
品
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
に
始
ま
る

修
道
院
の
慈
善
寄
宿
学
校
は
、
十
八
世
紀
初
頭
に
二
十
校
程
だ
っ
た
が
、
ボ

ー
モ
ン
夫
人
が
過
ご
し
た
十
八
世
紀
中
頃
に
は
八
十
校
を
超
え
て
お
り
、
寄

宿
舎
に
は
、
修
道
院
長
か
ら
文
字
通
り
寮
に
寄
宿
す
る
生
徒
や
、
寮
の
間
借

生
徒
、
教
師
の
部
屋
に
住
む
こ
と
の
で
き
る
優
等
生
な
ど
、
様
々
な
境
遇
の

生
徒
が
集
ま
っ
て
い
た(

六)

。
そ
の
修
道
院
学
校
で
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
比
較

的
恵
ま
れ
た
寄
宿
生
と
し
て
寄
宿
舎
で
の
生
活
を
始
め
、
寄
宿
舎
で
は
最
も

重
要
と
さ
れ
て
い
た
教
師
の
位
置
に
就
い
た
こ
と
に
な
る
。
王
侯
貴
族
の
教

育
の
み
な
ら
ず
、
貧
し
い
者
へ
の
教
育
も
怠
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
ボ
ー
モ

ン
夫
人
の
対
象
と
す
る
読
者
が
王
侯
貴
族
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
広
い

視
野
の
も
と
で
書
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
寄
宿
舎
で
の
経
験
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
教
育
論
の
基
礎
は
こ
の
寄
宿
舎
生

活
で
育
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
執
筆
活
動
は
、
一
七
四
三
年
の
結
婚
の
後
、
放
蕩
の
限

り
を
尽
く
し
て
い
た
と
さ
れ
る
夫
が
決
闘
で
亡
く
な
っ
た
一
七
四
五
年
に
始

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
七
五
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
そ
こ
で
王
女

や
王
子
の
家
庭
教
師
を
す
る
傍
ら
、
引
き
続
き
多
く
の
教
育
書
を
執
筆
す
る

こ
と
に
な
り
、
今
日
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
『
美
女
と
野
獣
』
、
そ
し
て
、
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『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
も
書
か
れ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
教
育
書
は
、

王
子
教
育
書
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
年
長
者
が
年
少
者

の
疑
問
に
答
え
る
ス
コ
ラ
的
な
問
答
式
で
あ
り(

七)

、
幼
少
期
の
読
者
層
を
対

象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迷
え
る
精
神
を
良
き
方
向
へ
と
導
く
指
南
書
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
に
お
け
る
教
育
書
と
し
て
は
ジ
ャ
ン
＝

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
に
よ
る
『
エ
ミ
ー
ル
』
が
最
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り(

八)

、
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
カ
ン
ト
や
、
時
代
を
超
え
て
西

欧
の
ロ
マ
ン
主
義
な
ど
後
世
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
の
後
に
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
エ
ミ
ー

ル
』
か
ら
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
影
響
を

与
え
た
教
育
論
を
確
認
す
る
と(

九)

、
中
世
か
ら
す
で
に
教
会
か
ら
統
治
す
る

者
た
ち
に
向
け
て
書
か
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
美
徳
や
道
徳
、
慈
悲
、
正

義
な
ど
を
称
揚
す
る
「
君
子
の
鏡
」
と
さ
れ
る
書
が
数
多
く
あ
っ
た
。
一
方
、

人
文
主
義
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ラ
ス
ム
ス
に
よ
る
『
幼
児
教
育
論
』

（
一
五
二
九
年
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
版( Civilité puérile )

が
一
五
三
七
年
に

出
て
お
り
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
始
め
と
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
統
治
者
教
育

論
の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

一
〇)

。
ま
た
、
自
由
主
義
思
想
家
に
位

置
付
け
ら
れ
る
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
『
エ
セ
ー
』（Les Essais, 1572-1580 )

に
は
、
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
が
見
出
さ
れ
る(

十
一)

。
そ

の
他
に
も
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
、
ボ
シ
ュ
エ
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
、
ル
イ
十
四
世
等

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
道
徳
教
育
書
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
教
育

論
と
し
て
で
は
な
く
統
治
者
論
と
し
て
、
あ
ま
り
に
名
高
い
マ
キ
ャ
ベ
リ
に

よ
る
過
激
な
政
治
論
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
君
主
論
は
死
後
一
五
三
二
年
に

出
版
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
版( Le Prince )

は
一
五
五
三
年
に
出
て
い
る
が
、

統
治
す
る
者
の
資
質
や
国
に
よ
る
風
土
の
違
い
、
統
治
者
と
し
て
の
善
悪
の

判
断
な
ど
が
示
さ
れ
、『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
と
同
じ
く
具
体
的
な
内
容
を

含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』

( D
e l’Esprit des lois, 1748 )

は
、
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
を
含
む
統
治

者
の
教
育
論
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
統
治
者
論
お
よ
び
教
育
論
が
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
は
本
論
の
目
的
で
は
な
い
が
、

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
こ
こ
に
見
た
「
君
子
の
鏡
」
に
始
ま
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な

道
徳
精
神
を
培
う
多
く
の
教
育
作
品
を
『
子
供
文
庫
』
に
お
い
て
発
表
す
る

一
方
で
、
人
文
主
義
者
や
自
由
思
想
家
、
ま
た
、
発
禁
処
分
と
な
っ
て
い
る

啓
蒙
主
義
思
想
家
た
ち
の
示
そ
う
と
し
た
世
界
観
を
、
日
本
の
歴
史
に
見
い

だ
し
、
匿
名
に
よ
っ
て
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
を
書
い
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
に
お
い
て
日
本
の
歴
史
を
示

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
教
育
を
含
め
た
日
本
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
も
の
と
し
て
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
館
長
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
の
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『
大
日
本
王
国
記
』（
一
六
三
六
年
）（La Vraie description du puissant 

royaum
e du Japon , 1661 ) (

十
二)

が
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
日
本
に
つ

い
て
は
、
次
の
章
で
見
て
い
き
た
い
。  

 

二 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
日
本 

 『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
は
、
豊
後
の
守
の
若
君
シ
ヴ
ァ
ン
が
、
立
派
な

藩
主
と
な
る
よ
う
に
教
育
の
旅
に
出
さ
れ
、
様
々
な
場
所
に
身
を
置
き
な
が

ら
成
長
す
る
話
で
あ
り
、
王
子
の
教
育
書
で
あ
る
と
共
に
、
日
本
の
統
治
機

構
に
つ
い
て
、
日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
に

つ
い
て
紹
介
す
る
、
歴
史
書
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
典
拠
と
し
て
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ワ
に
よ
る
『
日
本
切
支
丹
史
』

（L’H
istoire de l’étabissem

ent, des progrès et de la décadence 

du Christianism
e dans l’Em

pire du Japon, 1715 

）
、
ま
た
、
多
く

の
図
版
を
付
し
た
『
日
本
史
』 ( H

istoire et description générale du 

Japon, 1736 )

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

一)

。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
に

つ
い
て
は
、
デ
ィ
ド
ロ
研
究
で
知
ら
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
ル
ー
ス
ト
に
よ
る

日
本
論(

二)

、
ま
た
、
中
川
久
定
、
Ｊ
・
シ
ュ
ロ
ー
バ
ハ
編
に
よ
る
論
集
に
詳

し
い(

三)

。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
投
獄
さ
れ
て
い
た
時
の
話

を
口
述
筆
記
し
た
と
さ
れ
る
『
東
方
見
聞
録
』（
一
二
九
八
年
）
の
フ
ラ
ン
ス

語
版(Le livre de M

arco Polo )

（
一
三
〇
七
年
）
が
あ
り
、
そ
こ
で

《 Sypangu 

》
と
し
て
日
本
が
初
め
て
登
場
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本

が
日
の
昇
る
東
方
の
島
国
で
あ
る
こ
と
、
人
々
は
色
が
白
く
立
ち
居
振
る
舞

い
が
美
し
い
こ
と
、
黄
金
に
溢
れ
た
豊
か
な
国
で
あ
る
こ
と
が
冒
頭
で
示
さ

れ
て
お
り(

四)

、
こ
の
最
初
の
記
述
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
の
印
象
を

決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
具
体
的
な
日
本
の
記
述

は
、
伊
達
正
宗
が
ロ
ー
マ
教
皇
の
も
と
へ
派
遣
し
た
支
倉
常
長
が
一
六
一
五

年
に
サ
ン
＝
ト
ロ
ペ
に
寄
港
し
た
時
に
遡
る
と
さ
れ
る
が(

五)

、
シ
ャ
ル
ル
ヴ

ォ
ア
に
先
立
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
ら
の
意
向
を
踏
ま
え
て
十
六
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
公
式
訪
問
し
た

天
正
少
年
使
節
団
の
訪
欧
記
『
天
正
遣
欧
使
節
録
』（
一
五
八
六
年
）
で
あ
り
、

サ
ン
ド
（ D

uarte de SA
N

D
E

, 1531-1600 

）
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
し

て
《Le D

iscours de la venue des princes japponnois en Europe, 

tiré d’un aduis venu de Rom
e, 1586(sic) 

》(

六)

が
存
在
し
て
い
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
担
当
で
あ
っ
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

神
父
が
、
少
年
使
節
団
と
共
に
天
正
十
年
の
一
五
八
二
年
二
月
二
十
日
に
日

本
を
出
発
し
、
一
五
八
四
年
四
月
か
ら
一
五
八
六
年
四
月
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
滞
在
を
経
て
、
一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
年
）
七
月
二
十
一
日
に
帰
国
す

る
ま
で
の
見
聞
録
は
、
使
節
団
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
離
れ
て
帰
国
の
途
に
つ
く
、

帰
国
前
の
一
五
八
六
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
発
表
と
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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各
国
で
反
響
を
呼
び
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
も
同
年
に
出
版
さ
れ
た
経
緯
を
持
っ

て
い
る
。
天
正
少
年
使
節
団
の
訪
欧
記
録
は
片
手
に
収
ま
る
程
の
小
冊
子
で

あ
る
。
三
十
頁
目
ま
で
が
使
節
団
の
訪
欧
録
、
三
通
の
書
簡
と
合
わ
せ
て
三

十
八
頁
に
過
ぎ
な
い
。
最
初
に
、
日
本
は
イ
タ
リ
ア
の
三
倍
程
の
面
積
を
有

す
る
島
国
で
あ
る
と
い
っ
た
地
理
的
な
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
西
洋
で
は
一

般
的
な
葡
萄
も
オ
リ
ー
ヴ
も
な
い
国
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
小
さ
な
木
を
指

で
巧
み
に
使
っ
て
食
事
を
す
る
と
い
っ

た
習
慣
に
つ
い
て
、
風
土
・
風
習
に
つ

い
て
、
及
び
、
僧
侶
「
ボ
ン
ズ
」
や
宗

教
に
つ
い
て
、
政
体
帝
国
に
つ
い
て
、

日
本
は
豊
か
で
富
ん
で
お
り
、
人
々
は

礼
儀
正
し
く
高
貴
で
あ
る
と
い

っ
た
印
象
、
背
丈
は
小
柄
で
目

も
小
さ
い
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

少
年
使
節
の
訪
欧
に
つ
い

て
の
記
述
で
は
、
最
初
の
登
場

人
物
が
、
《 R

oi de B
ungo 

》
と

な
っ
て
お
り(

七)

、
九
州
の
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
宗
麟
ら
の
命
で
、

公
式
に
訪
欧
し
た
豊
後
の
若

君
を
始
め
と
す
る
少
年
使
節
が
、
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
メ
デ
ィ
チ
家

の
図
書
館
や
教
会
を
案
内
さ
れ
た
こ
と
、
ロ
ー
マ
で
は
現
行
の
西
暦
を
制
定

し
た
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世
に
謁
見
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
実
録
書
を
も
と
に
、
モ
レ
リ
の
『
歴
史
事
典
』

(Le G
rand D

ictionnaire historique , 1674 )

の
日
本
の
項
目(

八)

が
書

か
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
、
一
六
九
〇
年
か
ら
一
六
九
二
年
ま
で
長
崎
に
滞
在

し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
商
館
付
の
医
師
、
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ

ン
ペ
ル
が
書
い
た
も
の
は
、
死
後
『
日
本
誌
』( The H

istory of Japan, 

1728 ) 

と
し
て
英
語
で
出
版
さ
れ
た
。
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に
は
、
先

の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
の
日
本
論
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
引
用
も
確
認
で

き
る(

九)

。
こ
の
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
重
訳
版
（H

istoire 

naturelle, civile, et ecclésiastique de l’em
pire du Japon, 1729 )

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
人
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法

の
精
神
』( D

e l’esprit des lois, 1748 )

に
お
け
る
日
本
の
記
述
、
ま
た
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
寛
容
論
』
（Traité sur la tolérance , 1763 

）
、
及

び

、

デ

ィ

ド

ロ

ら

に

よ

る

『

百

科

全

書

』(L’Encyclopédie, ou 

D
ictionnaire raisonné des sciences, des arts et des m

étiers, par 

une société de gens de lettres , 1751-1772 ) 

に
お
け
る
「
日
本
」
の

項
目
な
ど
へ
の
影
響
が
、
先
に
挙
げ
た
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
を
背
景
に
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人

の
本
作
品
も
書
か
れ
て
お
り
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父

図 3「天正遣欧使節団肖像画」 
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に
よ
る
天
正
少
年
使
節
の
訪
欧
記
録
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
タ
イ
ト
ル
に
同
じ
く
、

ボ
ー
モ
ン
夫
人
も
作
品
名
に
《 Prince 

》 

を
冠
し
、
ま
た
、
訪
欧
記
録
か

ら
《 R

oi de B
ungo 

》
を
選
ん
で
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
よ
る
豊
後
の

話
は
、
物
語
の
形
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
歴
史
で
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る(

一
〇)

。
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ア
の
日
本
論
に
は
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
、
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
、
ケ
ン
ペ
ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
確
認
で
き
る
た
め(

十
一)

、

シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ア
の
み
な
ら
ず
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ア
の
背
景
に
あ
る
こ
れ
ら
の

日
本
を
も
と
に
ボ
ー
モ
ン
夫
人
が
啓
蒙
の
時
代
に
何
を
見
て
い
る
の
か
作
品

に
沿
っ
て
考
え
た
い
。 

 

三 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
啓
蒙
の
光 

 

㈠ 

神
あ
る
い
は
神
々 

 

 

先
に
見
た
よ
う
に
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
院

で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育
を
受
け
、
指
導
者
と
な
っ
た
の
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
教

育
書
を
書
い
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は

あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
は
な
い
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
で
書
か
れ
た
一
連
の

書
は
、
細
か
な
宗
教
観
に
立
ち
入
ら
ず
、
道
徳
的
な
教
育
書
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
匿
名
に
よ
っ
て
発
表
し
た
『
豊
後
の
守
シ
ヴ

ァ
ン
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
た
め
に
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
日
本

の
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
を
扱
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、『
豊
後
の

守
シ
ヴ
ァ
ン
』
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
シ
ヴ
ァ
ン
が
、
大
名
で
は
な
く

キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
た
作
品
と
さ
れ
て
い
る(

一)

。

日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
、
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
受
け
た
凄

ま
じ
い
迫
害
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
な
ど
に
よ
る

日
本
論
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
啓
蒙
の
時
代
に
、
日
本
を
舞
台
に
し
た
『
豊

後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
に
お
け
る
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
抱
く
宗
教
観
を
、
先
ず
、

神
の
表
現
か
ら
辿
っ
て
み
た
い
。 

 

作
品
内
で
、
最
初
に
神
の
表
現
が
出
て
く
る
の
は
、
豊
後
の
守
の
お
世
継

ぎ
の
御
誕
生
に
、
皆
が
沸
き
か
え
っ
て
い
る
さ
ま
が
描
写
さ
れ
て
い
る
箇
所

で
あ
り
、
神
が
オ
リ
ゲ
ン
ド
ウ
殿
の
望
み
を
叶
え
ら
れ
、
お
世
継
ぎ
が
誕
生

し
た
こ
と
を
示
す
場
面
に
お
い
て
、
《 les D

ieux avaient accordé aux 

vœ
ux du R

oi O
rigendoo, 

》(

二)

と
あ
り
、
神
は
単
数
形
の
《 D

ieu 

》

で
は
な
く
、
複
数
形
の
神
々
《 D

ieux 

》
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
日

本
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
一
神
教
と
は
異
な
り
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
と
同
じ
く
多
神
教
の
国
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
が
複
数
形
で
示
さ
れ

る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
イ
ギ

リ
ス
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
で
読
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
作
品
冒
頭
部
に
お

い
て
示
さ
れ
る
神
の
複
数
性
は
、
異
国
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
続
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く
神
の
表
現
は
同
じ
く
複
数
形
の
神
々
《 D

ieux 

》
で
あ
り
《 la 

providence des D
ieux 

》(

三)

と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

単
数
の
摂
理
に
は
な
い
異
な
る
摂
理
の
下
に
あ
る
国
の
話
で
あ
る
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
複
数
形
の
神
々
の
表
現
は
、
統
治
者
と
し
て
尊
敬

さ
れ
得
る
存
在
と
な
る
た
め
の
意
味
が
語
ら
れ
る
箇
所
に
お
い
て
も
示
さ
れ
、

シ
ヴ
ァ
ン
が
複
数
の
神
々
の
世
界
に
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

[

…] il était donc absolum
ent nécessaire que les D

ieux 

couvrissent les yeux de la m
ultitude d’un voile épais, &

 ne 

lui 
perm

issent 
pas 

d’envisager 
les 

R
ois 

com
m

e 
des 

hom
m

es ordinaires ; destinés à devenir les Pères des 

Peuples, il fallait m
ettre dans le cœ

ur de ces Peuples les 

sentim
ents de respect &

 d’attachem
ent, qui peuvent seuls 

adoucir la nécessité d’être soum
is.  (

四) 

 
 

（
神
々
が
分
厚
い
ベ
ー
ル
で
多
く
の
者
の
目
を
覆
う
こ
と
が
明
ら
か
に

必
要
で
あ
り
、
大
衆
に
諸
王
を
一
般
人
と
し
て
思
い
描
か
せ
る
こ
と
で

は
な
く
、
諸
王
は
皆
の
父
な
る
存
在
と
な
る
べ
く
運
命
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
皆
の
心
に
尊
敬
と
愛
着
の
念
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
須
な
の

で
あ
り
、
そ
う
し
た
思
い
だ
け
が
、
従
う
定
め
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
） 

 

繰
り
返
し
示
さ
れ
る
複
数
形
の
神
々
《 D

ieux 

》
は
、
複
数
形
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
西
欧
の
世
界
観
と
は
異
な
る
国
の
話
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

さ
れ
、
異
な
っ
た
摂
理
が
も
と
に
な
る
国
の
話
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
後
、
神
と
王
と
が
同
一
視
さ
れ
る
国
で
あ
り
、
日
本
は
王
が
人
格

化
し
た
神
と
な
る
人
文
主
義
的
な
思
想
の
も
と
に
あ
る
国
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
《 A peine les R

ois parviennent-ils au Thrône, qu’ils 

deviennent pour nous des D
ieux visibles; 

》(

五)

（ 

玉
座
に
着
く
や

否
や
王
た
ち
は
、
我
々
に
と
っ
て
顕
在
化
し
た
神
々
と
な
る
の
で
あ
る
。
）
と

あ
り
、
複
数
形
で
表
現
さ
れ
た
《 D

ieux 

》
は
《 R

ois 

》
と
結
び
付
け

ら
れ
、《 R

ois 

》
が
神
々
《 D

ieux 

》
を
顕
在
化
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と

が
と
し
て
示
さ
れ
る
。
舞
台
と
な
っ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
は
、
統
治
者
で

あ
る
《 R

ois 

》
が
《 D

ieux 

》
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が
冒
頭
部
で
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
西
欧
に
お
い
て
統
治
者
で
あ
る
「
王
」
が
「
神
」

か
ら
権
力
を
受
け
る
と
考
え
る
立
場
は
教
会
権
力
に
対
す
る
王
権
神
授
説
に

見
ら
れ
る
が
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
示
す
日
本
は
、
唯
一
の
権
利
・
権
力
と
し

て
の
王
権
神
授
説
で
は
な
く
、
複
数
形
の
神
々
が
統
治
者
と
し
て
あ
る
国
で

あ
り
、《 R

ois 

》
が
《 D

ieux 

》
と
結
び
つ
く
国
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
西
欧
の
世
界
観
に
は
な
い
統
治
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
単
数

形
の
神
《 D

ieu 

》
が
示
さ
れ
る
の
は
単
数
で
も
複
数
で
も
な
い
神
の
表
現
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と
な
っ
て
い
る
。 

 

N
on, 

m
on 

Fils ; 
le 

respect 
&

 
l’am

our 
pour 

les 

Puissances, est gravé dans le fond de nos cœ
urs par le 

doigt 
de 

D
ieu 

m
êm

e ; 
il 

est 
aussi 

naturel 
que 

les 

sentim
ents de respect &

 d’am
our pour les Pères. (

六) 

 

（
い
や
、
息
子
よ
。
権
力
に
対
す
る
尊
敬
と
愛
は
、
神
の
御
業
に
よ
っ

て
私
た
ち
の
心
の
奥
底
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
教
父
に
対
す
る

尊
敬
と
愛
の
感
覚
と
同
じ
程
自
然
な
こ
と
な
の
で
す
。
） 

 

神
の
御
業
と
さ
れ
る
統
治
者
へ
の
愛
と
尊
敬
の
念
は
、
教
父
へ
の
尊
敬
と

愛
の
感
情
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
そ
の
感
覚
が
「
自
然
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
中
世
以
来
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
世
界
観
と
対
峙
す
る
「
自
然
」
に
よ

っ
て
、
信
仰
心
や
敬
愛
の
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
自
然
」
の
表
現
は

形
容
詞
で
あ
り
、
宗
教
世
界
と
の
対
峙
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ボ
ー
モ
ン
夫

人
に
お
け
る
「
自
然
」
に
つ
い
て
は
次
節
で
見
て
い
き
た
い
。 

複
数
形
で
の
神
々
が
並
び
立
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
と
は
異
な
る
国

で
、
シ
ヴ
ァ
ン
が
成
長
す
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
立
派
に
成
長
し
た

シ
ヴ
ァ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
回
心
す
る
際
、
神
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教

の
世
界
観
に
あ
る
一
神
教
の
神
と
し
て
、
単
数
の
神
が
登
場
す
る
。 

 

[

…] tâchez de leur apprendre à connaître le véritable 

D
ieu ; qu’ils sachent par votre exem

ple qu’il est une 

R
eligion qui purifie les m

œ
urs, &

 qui procure le bonheur 

de ceux qui la pratiquent ; m
ais souvenez-vous que D

ieu 

veut des cœ
urs qui s’offrent volontairem

ent : 

》(

七) 

（
真
の
神
を
知
ろ
う
と
努
め
、
あ
な
た
の
手
本
に
よ
っ
て
皆
が
知
り
得

る
の
は
宗
教
が
風
習
を
浄
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
の
実
践
に
よ

っ
て
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
神
は
自
ら
の
意
志
で
差
し

出
す
心
を
求
め
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
） 

 

こ
こ
で
、
シ
ヴ
ァ
ン
は
複
数
形
の
神
々
の
も
と
か
ら
西
欧
の
単
数
形
で
示

さ
れ
る
一
神
教
の
世
界
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
こ
の
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』

に
お
け
る
単
数
の
神
と
複
数
の
神
の
表
現
は
、
西
欧
に
お
け
る
神
の
在
り
方

に
お
い
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
、
西
欧
に
お
け
る
単

数
の
神
に
つ
い
て
『
ア
メ
リ
カ
人
、
ま
た
は
、
自
然
の
理
性
に
よ
る
キ
リ
ス

ト
教
の
証
』( Les Am

éricaines ou La Preuve de la religion 

chrétienne par les lum
ières naturelles, 1770 )

の
一
節
に
お
け
る

「
神
の
存
在
」《 

E
xistence de D

ieu 

》
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
節
で
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示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
の
存
在
は
《 C

’est l’am
our. 

》
（
そ
れ
は
、
愛

で
あ
る
。
）(

八)

と
さ
れ
、
愛
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
子
供
に
向
け
た
教
育

書
で
あ
る
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
と
も
ユ
ダ
ヤ
教

と
も
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
ま
た
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
も
捉
え
る
こ

と
の
で
き
る
単
数
形
の
神
に
つ
い
て
、
愛
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
豊
後
の

守
シ
ヴ
ァ
ン
』
で
の
愛
の
概
念
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
四
つ
の
愛
の

概
念
と
は
異
な
り
、《 am

our 
》
の
み
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
作
品
内
で
愛

が
多
用
さ
れ
て
お
り (

九)

、
そ
こ
に
お
い
て
現
れ
る
の
は
単
数
形
に
よ
る
一
神

教
の
神
を
通
す
の
で
は
な
い
愛
に
よ
っ
て
王
子
が
成
長
す
る
過
程
で
あ
る
。

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
、
作
品
に
お
い
て
西
欧
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

信
仰
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ヴ
ァ
ン
の
物
語
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

出
来
事
と
し
て
の
単
数
の
神
へ
の
回
心
で
あ
り
、
連
続
し
た
信
仰
に
よ
る
成

長
物
語
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
単
数
の
神
へ
回
心
し
た
が
ゆ
え
に
、
命
を
落

と
す
シ
ヴ
ァ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
作
品
の
最
後
は
、
シ
ヴ
ァ
ン
が
キ
リ
ス

ト
教
の
神
で
あ
る
単
数
で
の
神
の
前
で
、
幸
せ
に
亡
く
な
っ
た
と
す
る
表
現

と
な
っ
て
い
る
。 

 

Ses jours étaient pleins devant D
ieu, &

 l’on connut à la 

paix &
 à la joie avec laquelle il expira, que c’était m

oins 

une m
ort qu’un passage à une vie bienheureuse. 

》（
一
〇
） 

（
最
後
の
日
々
は
神
の
前
に
充
実
し
て
お
り
、
平
和
と
喜
び
の
う
ち
に

息
を
引
き
取
り
、
死
と
い
う
よ
り
も
幸
福
な
人
生
へ
の
通
過
点
の
よ
う

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
） 

 

『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
に
は

な
い
日
本
に
お
い
て
、
西
欧
に
お
け
る
宗
教
戦
争
と
は
異
な
り
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迫
害
を
受
け
る
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
が

示
さ
れ
て
い
る
。
西
欧
に
お
け
る
一
神
教
の
神
を
相
対
化
す
る
立
場
が
、
神
々

の
国
で
あ
る
日
本
の
歴
史
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

㈡ 

哲
学 

 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
単
数
で
の
神
を
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
を
先
に
確
認

し
た
が
、
神
に
よ
る
宗
教
世
界
と
対
峙
し
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立

以
前
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
知
を
追
及
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
哲
学

を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
確
認
し
た
い
。
最
初
に
示
さ
れ
る
哲
学

者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
に
よ
っ
て
は
神
秘
的
と
み
な
さ
れ
る
錬
金
術

師
と
重
ね
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
本
性
と
し
て
の
《 nature 

》
を

研
究
す
る
哲
学
《 la philosophie de nature 

》
は
古
語
で
錬
金
術
も
意

味
し
て
い
た
た
め
、
錬
金
術
を
な
す
者
と
さ
れ
て
い
る
。 
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C
et hom

m
e avait em

ployé toute sa vie à l’étude de la 

nature qui n’avait plus de voiles pour lui, &
 trouvant dans 

sa N
ièce les plus heureuses dispositions, il l’initia de 

bonne heure dans les M
ystères de la Philosophie. Les 

transm
utation des M

étaux, que le com
m

un des hom
m

es 

regarde com
m

e une chim
ère, furent les prem

iers essais de 

D
ulica, 

》(

十
一) 

 

（
こ
の
男
は
人
生
の
全
て
を
彼
に
と
っ
て
は
も
は
や
謎
の
ベ
ー
ル
を
か

ぶ
っ
て
い
な
い
自
然
の
研
究
に
捧
げ
て
お
り
、
姪
の
中
に
こ
の
上
な

く
恵
ま
れ
た
素
質
を
見
い
だ
し
、
早
く
か
ら
哲
学
の
神
秘
の
世
界
へ

と
導
い
た
。
錬
金
術
は
一
般
的
に
一
種
の
幻
想
と
み
な
さ
れ
て
い
る

が
、
ド
ゥ
リ
カ
に
と
っ
て
最
初
の
試
み
と
な
っ
た
。
） 

   こ
こ
に
示
さ
れ
る
哲
学
は
、
《 nature 

》
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

古
代

ギ
リ

シ
ャ

に
お

け
る

哲
学

、
自

然
哲

学
《 

la philosophie 

naturelle 

》
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
哲
学
者
は
錬
金
術
に
興
味
を
持

つ
錬
金
術
師
で
も
あ
り
、
神
秘
の
世
界
に
ふ
け
る
神
秘
主
義
者
で
も
あ
る
か

の
よ
う
に
描
か
れ
、
空
想
や
実
現
不
可
能
を
意
味
す
る
語
《 chim

ère 

》

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
《 chim

ère 

》
の
形
容
詞
《 chim

érique 

》
は
、

前
章
で
見
た
よ
う
に
幻
想
文
学
を
示
す
上
で
用
い
ら
れ
る
語
と
な
っ
て
い
る
。

《 chim
ère 

》
は
哲
学
と
同
じ
く
ギ
リ
シ
ャ
に
起
源
を
持
ち
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
お
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
の
頭
に
山
羊
の
胴
と
蛇
の
尾
の
あ
る
口
か
ら
火

を
噴
く
生
き
物
、
ま
た
、
ダ
フ
ニ
ス
に
恋
し
た
シ
チ
リ
ア
の
ニ
ン
フ
と
さ
れ

て
お
り
、《 chim

ère 

》
の
国
《 le pays des chim

ères 

》
と
な
る
と
、

現
実
世
界
に
は
な
い
「
夢
の
国
」
「
黄
金
郷
」
の
意
味
に
な
る
。
黄
金
郷
は
、

先
に
見
た
よ
う
に
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
最
初
に
日
本
を
表
現
し
た
黄
金
に

溢
れ
る
国
の
こ
と
で
あ
り
、
以
来
、
日
本
を
記
す
上
で
繰
り
返
し
示
さ
れ
て

き
た
黄
金
に
溢
れ
る
国
を
意
味
す
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
哲
学
者
を
表
現
す

る
際
に
、
錬
金
術
と
併
せ
て
黄
金
郷
の
意
味
を
含
み
持
つ
《 chim

ère 

》

を
用
い
て
表
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
で
現
実
世
界
に
存
在
す

る
日
本
人
を
、
哲
学
者
と
し
て
表
現
し
て
お
り
、
《 Le Philosophe joua 

son rôle à
 m

erveille ; 

》
（
哲
学
者
は
、
素
晴
ら
し
い
役
割
を
果
た
し
た
）

《 Le Philosophe avait coûtum
e d’aller chez la R

eine tous les 

m
atins ; 

》
（
哲
学
者
は
、
毎
朝
、
王
妃
の
と
こ
ろ
に
伺
う
こ
と
を
習
慣
と

し
て
い
た
）
な
ど
、
日
本
人
は
哲
学
者
と
な
っ
て
い
る (

十
二)

。 

キ
リ
ス
ト
教
へ
と
回
心
す
る
シ
ヴ
ァ
ン
以
外
の
日
本
人
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
世
界
観
と
対
峙
す
る
哲
学
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
示
唆

的
で
あ
る
。
黄
金
郷
に
通
じ
る
《 chim

ère 

》
は
、
日
本
に
関
す
る
記
述

の
歴
史
的
背
景
を
も
と
に
し
た
表
現
で
あ
る
と
は
い
え
、
錬
金
術
師
で
も
あ
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る
《 nature 

》
を
研
究
す
る
哲
学
者
と
し
て
日
本
人
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
い
て
宗
教
を
示
す
愛
は
哲
学
と
対
峙
す
る

関
係
と
し
て
、
《 L’am

our est une passion peu connue des 

Philosophes, 
》(

十
三)

（
一
種
の
感
情
で
あ
る
愛
を
、
哲
学
者
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
い
。
）
と
さ
れ
、
宗
教
と
哲
学
と
の
対
比
が
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
回
心

す
る
シ
ヴ
ァ
ン
と
神
秘
的
な
哲
学
者
で
あ
る
他
の
日
本
人
と
の
対
比
で
描
か

れ
て
い
る
。
哲
学
は
愛
に
無
力
で
あ
る
と
し
て 

《 Il parut bien alors 

que 
la 

plus 
austère 

philosophie 
est 

im
puissante 

contre 

l’am
our. 

》(

十
四)

（
と
こ
ろ
で
、
い
か
に
厳
格
な
哲
学
と
い
え
ど
も
愛
に
無

力
で
あ
る
よ
う
だ
。
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ヴ
ァ
ン
の
生
涯
は
、
神
々
の
国

で
あ
り
哲
学
の
国
で
も
あ
る
日
本
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
迫
害
に
よ

っ
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
日
本
の
歴
史
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
の
『
哲
学
書
簡
』( Lettres philosophiques / Lettres 

anglaises, 1734 )

が
禁
書
と
な
る
時
代
に
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
匿
名
で
、

日
本
の
歴
史
に
お
い
て
哲
学
を
表
現
し
て
い
た
。 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
、
哲
学
を
神
秘
の
世
界
に
浸
る
錬
金
術
と
し
て
描
き
、

宗
教
を
批
判
し
て
い
な
い
。
シ
ヴ
ァ
ン
は
立
派
に
成
長
し
た
の
ち
、
キ
リ
ス

ト
教
へ
と
回
心
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
歴
史
を
介
し
て
示
さ

れ
て
い
る
の
は
、
哲
学
者
の
国
で
も
あ
る
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

迫
害
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
哲
学
書
簡
』
と
同
じ
く
、

キ
リ
ス
ト
教
と
哲
学
の
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

㈢ 

《 nature 

》
と
《 lum

ières 

》 

 

神
の
啓
示
を
意
味
す
る
「
光
」
の
《 lum

ière 

》
は
十
八
世
紀
に
意
味

を
広
げ
、
知
性
・
理
性
と
し
て
の
「
啓
蒙
」
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

十
八
世
紀
は
「
様
々
な
光
」
《 lum

ières 

》
に
よ
る
啓
蒙
の
時
代
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
い
て
も
作
品
で
最
初
に
示
さ
れ
る
光
は

複
数
形
に
よ
る
啓
蒙
の
光
と
し
て
の
《 lum

ières 

》
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

シ
ヴ
ァ
ン
が
受
け
た
教
育
と
は
異
な
る
教
育
が
必
要
と
さ
れ
る
箇
所
で
求
め

ら
れ
て
い
る
の
が
《 lum

ières naturelles 

》
と
な
っ
て
お
り
、

《 
nature 

》

を

伴

っ

て

《 
ses 

lum
ières 

naturelles
 

lui 

découvriraient la nécessité de lui faire donner une éducation 

différente de celle qu’il a reçue, 

》(

十
五)

（
自
然
の
知
識
は
、
そ
れ
ま

で
に
習
得
し
た
教
育
と
は
異
な
る
教
育
を
受
け
さ
せ
る
必
要
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
だ
っ
た
）
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
物
事
の
本
性
で
あ
る
自
然

《 nature 

》
は
、
古
く
か
ら
哲
学
者
や
人
文
主
義
者
た
ち
の
研
究
の
対
象

で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
と
し
て
、
ス

ト
ア
派
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
そ
し
て
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
の
時
代
に
な
る
と

歴
史
的
な
観
点
も
導
入
さ
れ
、
ロ
ッ
ク
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ
ー
と
い
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っ
た
思
想
家
に
も
扱
わ
れ
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
哲
学
者
の
研
究
対
象
と
な

っ
て
い
る(

十
六)

。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
示
す
哲
学
も
《 nature 

》
に
関
す
る

自
然
哲
学
と
さ
れ
、
ま
た
、
《 nature 

》
を
神
に
よ
る
創
造
と
は
別
の
観

点
か
ら
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
。
天
賦
の
才
能
を
表
現
す
る
際
も
、
《 La 

nature l’avait doué d’un esprit exellent ; 

》
（
生
ま
れ
つ
き
素
晴
ら

し
い
精
神
を
備
え
て
い
た
。
）(

十
七)

と
さ
れ
、
《 nature 

》
が
精
神
を
与
え

る
位
置
に
あ
る
。
啓
蒙
の
知
と
し
て
の
《 lum

ières 

》
が
、《 nature 

》

と
共
に
示
さ
れ
、
神
の
光
で
は
な
く
啓
蒙
と
し
て
の
自
然
の
光
《 lum

ières 

naturelles 

》
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

シ
ヴ
ァ
ン
は
、
様
々
な
場
所
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
《 lum

ières 

naturelles 

》
で
あ
る
自
然
状
態
で
の
啓
蒙
の
光
を
得
て
成
長
し
て
い
く
が
、

最
終
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
回
心
す
る
。
《 lum

ières 

》
は
理
性
と
し

て
の
啓
蒙
の
光
を
意
味
す
る
が
、
西
欧
に
お
け
る
光
は
宗
教
的
な
背
景
を
持

っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
回
心
す
る
シ
ヴ
ァ
ン
は
、
神
の
光
も
含
ん
だ

様
々
な
啓
蒙
の
光
を
、
自
然
状
態
で
《 lum

ières naturelles 
》
と
し
て

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
対
峙
す
る
神
秘
的
な
哲
学
者
で
は
な
い
こ
と
が

《 m
es sentim

ents pour cet aim
able E

tranger sont de nature à 

n’en point faire m
ystère ; 

》(

十
八)

（
こ
の
好
ま
し
い
異
国
人
に
対
す
る

私
の
印
象
は
自
然
で
少
し
も
神
秘
的
で
は
な
か
っ
た
。
）
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
自
然
哲
学
の
対
象
で
も
あ
る
《 nature 

》
で
あ

る
が
、
哲
学
と
対
峙
す
る
宗
教
へ
と
向
か
う
シ
ヴ
ァ
ン
に
お
け
る

《 nature 

》
は
、
啓
蒙
の
知
に
お
け
る
自
然
状
態
で
あ
り
、
知
が
獲
得
さ

れ
て
い
く
原
点
で
あ
っ
た
。
自
然
状
態
の
《 nature 

》
は
神
秘
の
状
態
に

は
な
い
た
め
、
様
々
な
《 lum

ières 

》
を
受
け
入
れ
得
る
状
態
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
知
が
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
結
果
素
晴
ら
し
い
精

神
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
、
そ
の
最
終
的
な
段
階
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世

界
観
に
お
い
て
は
神
の
采
配
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
《 nature 

》
か
ら
喚

起
さ
れ
る
自
然
状
態
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
起
点
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

作
品
は
、
シ
ヴ
ァ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
あ
る
単
数
で
の
神
の
前
で
、

幸
せ
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
が
、
そ
の

死
は
神
の
前
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
死
そ
の
も
の
は
日
本
の
侍
独
特
の

死
の
在
り
方
で
あ
り
、
腹
部
を
裂
く
切
腹
に
よ
る
死
の
表
現
《 il se fendit 

le ventre 

》（
切
腹
し
た
）（

十
九
）

と
な
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観

に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
否
定
的
な
意
味
を
含
ん
だ
自
ら
に
よ
る
死

の
表
現
で
あ
る
《 suicide 

》
に
よ
っ
て
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
迫
害
に

よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
死
は
日
本
の
歴
史
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ

以
前
の
西
洋
に
お
け
る
日
本
紹
介
で
も
語
ら
れ
て
い
る
豊
後
に
お
け
る
キ
リ

シ
タ
ン
の
史
実
だ
が
、
尊
い
自
ら
の
死
と
さ
れ
る
切
腹
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
観
に
は
な
い
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
先
立
ち
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
『
エ
セ
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ー
』
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
自
ら
に
よ
る
死

を
尊
い
死
と
し
て
い
る
セ
ネ
カ
を
引
用
し
て
紹
介
し
、
具
体
的
な
死
に
方
の

表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、
自
発
的
な
死
を
肯
定
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。 

 

La plus volontaire m
ort, c’est la plus belle.  (

二
〇) 

 
 

（ 

最
も
積
極
的
な
死
、
こ
れ
こ
そ
が
最
も
美
し
い
。
） 

 

ま
た
、
先
に
見
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
の
日
本
論
に
は
、
《 Ils 

s’ouvrent le ventre de la m
anière suivante. 

》（
二
十
一
） ( 

次
の
よ
う

な
方
法
で
切
腹
す
る
。) 

と
し
た
説
明
に
始
ま
り
、
切
腹
の
儀
式
に
つ
い
て

の
図
版
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
説
明
が
図
の
下
に
付
さ
れ
て
い
る
。
中

央
に
正
座
し
て
い
る
者
が
腹
部
を
開
く
切
腹
者
、
切
腹
者
の
背
後
に
刀
を
持

っ
た
介
添
え
人
が
立
ち
、
切
腹
者
の
前
に
切
腹
の
た
め
の
短
刀
を
差
し
出
す

者
が
座
し
、
切
腹
者
を
囲
む
よ
う
に
切
腹
者
の
近
親
者
や
親
し
い
友
が
座
り
、

外
側
に
傍
観
者
が
座
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
用
い
た

《 il se fendit le ventre 

》
と
は
異
な
る
が
、
《 Ils s’ouvrent le 

ventre 

》
と
し
て
腹
部
を
切
る
切
腹
に
よ
っ
て
シ
ヴ
ァ
ン
の
死
を
表
現
し
て

い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
、
修
道
院
の
寄
宿
舎
で
長
ら
く
過
ご
し
、
教
育
書

を
多
く
残
し
て
い
る
が
、
百
科
全
書
が
世
に
出
始
め
、
啓
蒙
の
光
が
射
し
始

め
た
時
代
に
あ
り
、
日
本
の
歴
史
を
通
じ
て
、
神
と
は
別
の
観
点
か
ら

《 nature 

》
を
示
し
、
ま
た
、
自
ら
の
希
求
す
る
光
が
単
数
に
よ
る
絶
対

的
と

さ

れ

る

神

の

光

で

は

な

く

、

豊

か

な

知

を

恵
む

啓

蒙

の

光

《 lum
ières 

》
を
意
味
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。 

 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
よ
る
日
本
の
物
語
は
、
発
表
さ
れ
た
当
時
、
危
険
と
さ

れ
て
い
た
人
文
主
義
思
想
に
通
じ
る
啓
蒙
思
想
書
と
さ
れ
て
も
間
違
い
で
は

な
い
表
現
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
日
本
像
形
成
の
背
景
に
は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
始
ま
る
黄
金
の
国
の
記

述
に
始
ま
り
、
天
正
少
年
使
節
団
の
訪
欧
記
、
ケ
ン
ペ
ル
、
カ
ロ
ン
ら
に
よ

っ
て
記
録
さ
れ
た
日
本
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
、
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
、
モ
レ
リ
、
デ
ィ
ド
ロ
ら
に
よ
る
「
日
本
」
が
存
在
し
た
。
そ
う
し

た
「
日
本
」
像
の
も
と
に
書
か
れ
た
『
豊
後
の
守
シ
ヴ
ァ
ン
』
で
は
、
日
本

が
神
秘
的
な
哲
学
者
た
ち
の
国
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
描
か
れ
て
い
た
。
ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル
が
哲
学
の
書
と
し
て
発
表
し
た
も
の
は
、
教
会
を
攻
撃
す
る
危

険
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
、
禁
書
扱
い
と
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教

へ
と
回
心
す
る
豊
後
の
守
が
死
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
の
歴
史

を
紹
介
す
る
こ
と
は
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
一

神
教
が
支
配
的
な
西
欧
の
世
界
に
お
い
て
、
絶
対
的
、
超
越
的
な
単
数
に
よ

る
神
で
は
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
同
じ
複
数
形
の
神
々
の
国
で
あ
る
日
本

が
描
か
れ
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
が
宗
教
を
理
性
と
と
も
に
捉
え
て
い
る
こ
と
も

見
て
き
た
。
そ
れ
は
光
に
お
い
て
も
単
数
で
の
神
の
光
で
は
な
い
、
複
数
で
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の
様
々
な
理
性
の
光
を
含
み
こ
む
啓
蒙
の
光
で
表
現
さ
れ
、
伝
統
的
な
キ
リ

ス
ト
教
的
基
盤
と
は
異
な
る
自
然
状
態
を
志
向
し
て
い
た
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人

に
よ
る
日
本
の
物
語
は
、
例
え
ば
、
各
国
を
訪
れ
て
成
長
す
る
過
程
を
描
き
、

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
で
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ー
ン
と
し
て
発
展
し
た
自
己
形

成
の
教
養
小
説
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
『
豊
後
の
守
シ

ヴ
ァ
ン
』
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
の
世
界
観
で
は
な
い
、
様
々
な
啓

蒙
の
光
を
示
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
擁
護
し
つ
つ
も
、
日
本
の
歴
史
に
お
け
る

キ
リ
シ
タ
ン
の
運
命
を
示
し
、
十
八
世
紀
の
世
界
を
固
有
の
光
で
照
ら
し
て

い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
み
の
世
界
観
で
は
な
い
様
々
な
視
点
を
含
む
啓
蒙
の

光
の
も
と
で
、
シ
ヴ
ァ
ン
の
生
涯
を
ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
描
い
た
。
十
八
世
紀

の
啓
蒙
の
光
は
、
そ
の
後
の
歴
史
の
中
で
数
々
の
試
練
に
遭
遇
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
今
啓
蒙
の
概
念
が
問
い
返
さ
れ
、
シ
ヴ
ァ
ン
の
物
語
を
通
じ
て

何
を
学
ぶ
か
の
選
択
が
読
む
者
に
任
さ
れ
得
る
状
況
に
お
い
て
、
ボ
ー
モ
ン

夫
人
を
新
た
な
形
で
読
み
解
い
て
い
く
可
能
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
啓
蒙
の
世
紀
と
言
わ
れ
る
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
が
人
文

主
義
的
立
場
を
、
日
本
の
歴
史
、
そ
し
て
、
日
本
独
特
の
死
を
以
っ
て
示
し

て
い
る
。 

 
 

メ
リ
メ
の
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
お
け
る
人
文
主
義
的
な
死
の

表
現
は
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
が
啓
蒙
主
義
者
と
し
て
の
立
場
で
日
本
の
歴
史
に

よ
っ
て
示
し
た
死
の
表
現
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
死
の
表
現
に
漱
石
が
日
本
と
の
類
似
を
見
て
い
た
の
は
、
単
な
る
偶

然
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
リ
メ
の
思
想
的
背
景
と
さ
れ
る
ボ
ー

モ
ン
夫
人
は
、
啓
蒙
主
義
の
立
場
で
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
切
腹
に
よ
る
死

を
表
現
し
て
い
た
。
漱
石
の
直
弟
子
で
あ
る
三
重
吉
は
、
漱
石
が
日
本
を
見

た
メ
リ
メ
作
品
を
再
話
と
し
た
が
、
そ
の
メ
リ
メ
の
背
景
に
は
ボ
ー
モ
ン
夫

人
が
示
し
た
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
死
の
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

第
四
章 

芥
川
と
メ
リ
メ 

―
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

 

  

漱
石
の
木
曜
会
に
参
加
し
、
漱
石
を
最
も
理
解
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い

た
芥
川
龍
之
介
が
、
最
期
に
谷
崎
潤
一
郎
と
の
間
で
展
開
し
た
論
争
は
、「
小

説
の
筋
」
論
争(

一)

と
さ
れ
て
い
る
通
り
、
小
説
の
筋
が
芸
術
的
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
芥
川
の
死
に
よ
っ
て
論
争
は

終
わ
り
を
迎
え
る
。
芥
川
は
自
ら
に
よ
る
死
を
前
に
論
敵
で
あ
っ
た
谷
崎
潤

一
郎
に
宛
て
、
英
訳
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
送
っ
て
い
た(

二)

。

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
私
小
説
・
心
境
小
説
の
文
脈
に
お

け
る
芥
川
の
「
詩
的
精
神
」
か
ら
で
は
な
く
、
芥
川
に
お
け
る
メ
リ
メ
の
『
コ

ロ
ン
バ
』
か
ら
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る(

三)

。
芥
川
に

お
け
る
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
、
先
ず
メ
リ
メ
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の
作
品
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

『
コ
ロ
ン
バ
』
は
、
メ
リ
メ
の
文
学
の
師
で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
教

わ
っ
た
「
見
る
」
に
つ
い
て
、
最
も
追
求
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
メ
リ

メ
が
『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
「
見
る
」
を
追
及
し
て
い
る

の
か
考
察
し
た
い
。 

 

第
一
節 

『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
け
る
「
見
る
」
あ
る
い
は
歴
史
感
覚 

  

《 voir 

》
は
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
見
る
」
に
始
ま
り
、
考
え
方
、

見
解
、
洞
察
力
、
目
的
、
視
線
、
眼
差
し
、
目
、
視
力
、
眺
め
、
絵
、
角
度
、

相
、
窓
な
ど
に
加
え
て
、
見
神
、
幻
視
、
予
見
な
ど
意
味
を
拡
大
し
て
き
た
。

メ
リ
メ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
よ
り
《 voir 

》
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
た
こ

と
は
、
ト
ラ
ア
ー
ル
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
幻
想
的
な
側

面
で
語
ら
れ
て
き
た

（
一
）

。
本
節
で
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
教
わ
っ
た

《 voir 

》
を
、
メ
リ
メ
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
表
現
し
て
い
る
の
か
、
幻

想
的
な
表
現
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
メ
リ
メ
の
目
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
評
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
メ
リ
メ
が
目
、
ま
た

《 voir 

》
を
最
も
追
求
し
て
い
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る
『
コ
ロ
ン
バ
』
を

中
心
に
、
メ
リ
メ
に
お
け
る
「
見
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
サ
ロ
ン
の
絵
画
美

術
批
評
も
含
め
て
考
察
し
た
い
。 

一
八
四
〇
年
は
メ
リ
メ
が
史
伝
の
た
め
の
歴
史
研
究
に
入
り
、
ま
た
、
歴

史
的
記
念
物
監
督
官
と
し
て
各
地
の
視
察
を
終
え
、
具
体
的
な
修
復
に
着
手

し
始
め
た
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
メ
リ
メ
に
お
け
る
歴
史
の
時
代
に
入
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歴
史
は
、
同
じ
く
《 voir 

》
を
源
と
し
て
い
る
た

め
、
Ｈ
・
テ
ー
ヌ
は
歴
史
が
《 voir 

》
に
始
ま
る
こ
と
を
説
い
て
お
り(

二) 

、

Ｊ
・
ル
・
ゴ
フ
も
歴
史
は
見
る
こ
と
に
始
ま
る
と
し
て
い
る

（
三
） 

。
ま
た
、

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
は
Ｐ
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
の
言
説
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と

し
て
掲
げ
、
視
覚
は
歴
史
的
変
化
を
示
す
強
力
な
証
拠
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

四) 

。
メ
リ
メ
に
お
け
る
「
見
る
」
こ
と
を
《 voir 

》
か
ら
考
察
す
る
。 

 

一 

「
見
る
」
の
問
題 

 

 

メ
リ
メ
が
見
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
度
々
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ン
ダ
に
よ
れ
ば
視
覚
が
重
要
な
位

置
を
占
め
る
造
形
芸
術
家
に
喩
え
ら
れ
て
も
い
る(

一)

。
確
認
し
て
お
き
た
い

の
は
、
こ
の
節
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
《 voir 

》
は
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ

ク
の
示
す
と
こ
ろ
と
は
異
な
り(

二)

、
「
見
る
」
と
し
て
メ
リ
メ
が
認
識
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

一
八
三
〇
年
に
初
め
て
訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
良
き
理

解
者
で
あ
り
指
導
者
と
な
る
モ
ン
テ
ィ
ー
ホ
伯
爵
夫
人
と
の
出
会
い
な
ど
、
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メ
リ
メ
に
多
く
の
も
の
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
こ
に
「
見
る
」
に
対
す
る
意

識
も
あ
っ
た
。
一
八
三
〇
年
九
月
四
日
友
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
闘
牛
の
素

晴
ら
し
さ
が
、
《 voir 

》
を
九
回
も
用
い
て
語
ら
れ
、
「
見
る
」
に
対
す
る

明
確
な
意
識
が
確
認
で
き
る(

三)

。
そ
れ
は
ト
ラ
ア
ー
ル
も
示
す
と
こ
ろ
で
あ

り
、
背
景
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
は
、
死
後
出
版
さ
れ
た
『
エ
ゴ
チ
ス
ム
の
回
想
』

（Souvenir d’Egotism
e ,1872 )

で
あ
る
が
、
メ
リ
メ
は
一
八
三
〇
年
十

一
月
十
五
日
《 Revue de Paris 
》
編
集
長
宛
の
書
簡
に
、
旅
行
に
お
い

て
見
る
こ
と
の
義
務
を
自
ら
に
課
し
て
お
り(

四)

、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
示
し
て

い
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
メ
リ
メ
に
「
見
る
」
意
識
を
持
た
せ
た
の

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
す
る
ト
ラ
ア
ー
ル
の
指
摘
は
不
思
議
で
は
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
メ
リ
メ
の
「
見
る
」
意
識
は
、
こ
の
最
初
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
で

変
化
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

二 

「
見
る
」
の
背
景 

  

ス
ペ
イ
ン
で
「
見
る
」
意
識
を
明
確
に
持
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
以
前
に
熱
心
な
十
八
世
紀
思
想
継
承
者
で
あ
っ
た
両
親
の
存
在

も
考
え
ら
れ
る
。
父
レ
オ
ノ
ー
ル
は
美
術
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
父
の
み
な

ら
ず
母
ア
ン
ヌ
も
自
宅
で
デ
ッ
サ
ン
を
教
え
て
い
た
美
術
家
で
あ
っ
た
た
め
、

メ
リ
メ
は
絵
画
と
共
に
育
っ
た
と
言
え
る(

一)

。
こ
う
い
っ
た
環
境
か
ら
、
早

く
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
知
り
合
い
、
視
覚
を
基
本
と
す
る
芸
術
で
あ
る
絵
画
芸

術
に
囲
ま
れ
、
絵
画
に
対
す
る
意
識
の
中
で
絵
画
芸
術
の
制
作
の
場
に
育
っ

た
メ
リ
メ
は
、「
見
る
」
意
識
を
持
つ
こ
と
は
ご
く
自
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
は
、
政
治
体
制
の
度
重
な
る
変
化
に
よ
る
文
化
的
危
機
に
度
々

瀕
し
、
自
ら
の
遺
産
を
破
壊
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀
末

に
経
験
し
た
革
命
直
後
に
、
そ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
歴
史
的
・

芸
術
的
価
値
の
あ
る
文
化
遺
産
を
保
存
す
る
動
き
が
始
ま
る
。
一
八
二
二
年

に
王
立
学
校
に
歴
史
部
門
が
設
立
さ
れ
、
歴
史
書
の
編
纂
が
活
況
と
な
り
、

歴
史
小
説
が
一
年
に
一
〇
〇
以
上
も
創
作
さ
れ
る
な
ど
、
顧
み
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
歴
史
そ
の
も
の
が
構
築
さ
れ
る
中
で
、
一
八
三
〇
年
に
後
に
メ
リ
メ

が
着
任
す
る
こ
と
に
な
る
歴
史
記
念
物
に
関
す
る
ポ
ス
ト
が
創
設
さ
れ(

二)

、

初
代
歴
史
記
念
物
総
監
督
に
、
歴
史
に
詳
し
く
、
芸
術
・
建
築
物
に
関
し
て

既
に
研
究
業
績
の
あ
っ
た
ヴ
ィ
テ
が
就
任
す
る
。
こ
の
歴
史
記
念
物
総
監
督

の
任
務
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
巡
査
し
、
歴
史
上
重
要
な
諸
史
跡
、
美
術
的

価
値
あ
る
諸
記
念
物
を
確
認
、
各
建
物
の
起
源
、
変
遷
、
ま
た
は
消
滅
に
つ

い
て
の
古
証
文
ま
た
は
附
属
物
の
散
逸
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
そ
れ
ら
の

所
在
を
保
管
所
、
文
書
館
、
博
物
館
、
図
書
館
ま
た
は
個
人
蒐
集
に
渉
っ
て

確
か
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ポ
ス
ト
は
僅
か
四
年
で
メ
リ
メ
に
譲
ら
れ
る



６４ 
 

こ
と
に
な
り
、
メ
リ
メ
は
歴
史
記
念
物
監
督
官
と
し
て
「
見
る
」
意
識
が
重

要
な
位
置
を
占
め
る
領
域
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る(

三)

。 

 

三 

一
八
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
見
る
」 

  

メ
リ
メ
の
作
品
に
は
、
五
感
の
試
み
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が(

一)

、

触
覚
を
優
位
に
置
く
、
Ｇ
・
バ
ー
ク
リ
ー
の
視
覚
論
の
立
場
に
は
な
い(

二)

。

こ
こ
で
考
察
す
る
の
は
、
作
品
に
お
け
る
視
覚
の
優
位
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
メ
リ
メ
が
「
見
る
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

㈠ 

「
パ
リ
評
論
編
集
長
宛
ス
ペ
イ
ン
の
手
紙
」 

 

 

『
パ
リ
評
論
』
に
一
八
三
一
年
に
掲
載
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行

記(Lettres adressées d’Espagne au directeur de la 

《 Revue de 

Paris 

》, 1831)

は
、
編
集
長
に
宛
て
ら
れ
た
数
通
の
手
紙
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
題
の
も
と
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
八
二
〇
年
か
ら
一
八
三
〇
年
に
か
け
て
は
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
イ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
か
ら
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
ま
で
、
多
く
の
旅
行
記
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
中
で
メ
リ
メ
は
ス
ペ
イ
ン
の
現
地
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。
第

一
信
（
一
八
三
〇
年
一
〇
月
二
十
五
日
）
は
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
出
さ
れ
た
闘

牛
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
闘
牛
に
つ
い
て
の
詳
し
い

説
明
に
加
え
て
、
書
物
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
情
報
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
形
式

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
見
る
」
に
つ
い
て
す
で
に
意
識
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
闘
牛
場
に
お
い
て
観
客
席
に
い
る
観
客

は
非
常
に
厳
し
い
審
判
者
で
も
あ
り
、
《 les spectateurs, juges 

souverains 

》（
三
）

「
観
客
は
最
高
審
判
者
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
審

判
者
と
し
て
の
「
見
る
」
が
確
認
で
き
る
一
方
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
お
け
る

一
般
的
な
関
係
で
あ
る
「
見
る
―
見
ら
れ
る
」
に
お
け
る
ベ
ク
ト
ル
の
逆
転

が
、
俳
優
マ
イ
ケ
ス
の
逸
話
を
紹
介
す
る
箇
所
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

M
onsieur M

aïquez, lui dit le m
atador, voyez-vous, ce ne 

sont pas ici des m
enteries com

m
e sur vos planches. (

四) 

 
 

（
マ
イ
ケ
ス
さ
ん
、
こ
こ
は
あ
な
た
の
舞
台
上
の
よ
う
に
絵
空
事
で
は

な
い
こ
と
は
、
ご
存
知
で
す
ね
、
と
マ
タ
ド
ー
ル
は
言
っ
た
。
） 

 

俳
優
で
あ
る
マ
イ
ケ
ス
の
野
次
に
対
し
て
、
ア
リ
ー
ナ
に
い
る
闘
牛
士
か

ら
言
葉
が
発
せ
ら
れ
、
観
察
者
で
あ
る
は
ず
の
観
客
席
に
い
る
マ
イ
ケ
ス
が

見
ら
れ
る
側
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
関
係
で
あ
る
主
体

と
客
体
の
関
係
に
逆
転
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
関
係
は
す
ぐ
に
ま
た
逆
転
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し
得
る
も
の
で
あ
る
。
主
体
と
客
体
が
逆
転
す
る
こ
の
関
係
は
演
劇
な
ど
に

お
い
て
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
い
う
非
現
実
的
世
界

に
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
現
実
世
界
で
も
あ
る
闘
牛
に
お
い
て
、
現
実
世
界

と
演
劇
と
い
う
非
現
実
世
界
と
の
間
の
相
互
交
換
が
同
時
に
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
マ
イ
ケ
ス
は
演
劇
と
い
う
非
現
実
世
界
に
属
し
な
が
ら
、

現
実
世
界
の
観
客
と
し
て
の
視
線
を
闘
牛
士
に
向
け
て
い
る
が
、
闘
牛
士
は

闘
牛
と
い
う
現
実
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
の
視
線
を

マ
イ
ケ
ス
に
向
け
て
い
る
。
つ
ま
り
一
般
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
は
異
な
り
、

現
実
世
界
で
あ
り
非
現
実
世
界
で
も
あ
る
闘
牛
の
持
つ
両
世
界
が
闘
牛
士
と

マ
イ
ケ
ス
に
よ
っ
て
相
互
交
換
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
は
ま
た
、

闘
牛
と
い
う
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
持
つ
特
殊
性
に
よ
っ
て(

五)

、
現
実
世
界
の

《 H
istoie 

》
「
歴
史
」
と
非
現
実
世
界
の
《 histoire 

》
「
物
語
」
と
の

相
互
浸
透
が
「
見
る
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

㈡ 

「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
」 

  

『
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
の
美
術
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
」

（ Le M
usée de M

adrid 

）
は
、
メ
リ
メ
に
よ
る
マ
ド
リ
ッ
ド
美
術
館
の

紹
介
文
に
な
っ
て
い
る
。
周
囲
全
体
が
樹
木
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
美
術
館
に

対
す
る
評
価
、
館
長
へ
の
謝
辞
に
続
い
て
、
所
蔵
作
品
に
つ
い
て
の
絵
画
批

評
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
単
な
る
メ
リ
メ
の
嗜
好
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な

い
と
さ
れ
て
い
る(

六)

。
第
一
章
で
も
見
た
が
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
の
『
モ
ナ
リ
ザ
』
や
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
描
く
『
イ
ヴ
』
に
惹
か
れ
、
ラ
フ

ァ
エ
ロ
の
傑
作
『
シ
チ
リ
ア
の
苦
悶
』
に
描
か
れ
た
人
物
の
表
情
が
、
み
な

苦
悩
に
満
ち
て
い
る
こ
と
か
ら
気
に
入
ら
な
い
と
し
、
修
復
の
際
に
描
き
直

さ
れ
た
事
実
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
行
数
が
割
か
れ
て
い
る
の
は
ベ
ラ
ス
ケ

ス
と
ル
ー
ベ
ン
ス
で
あ
り
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
『
青
銅
の
蛇
』
に
描
か
れ
た
瀕

死
の
娘
の
表
情
が
素
晴
ら
し
い
と
評
価
す
る
一
方
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
宮
廷
家

族
の
肖
像
画
は
、
極
め
て
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
表
情

が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
憤
慨
を
顕
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
絵

画
論
に
、
個
人
的
な
批
評
を
加
え
る
こ
と
が
珍
し
い
の
は
ト
ラ
ア
ー
ル
も
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
メ
リ
メ
が
殊
に
表
情
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。 

 

㈢ 

「
旅
行
記
」 

  

メ
リ
メ
は
法
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
一
八
三
一
年
二
月
に
海
軍
省
秘
書
官

と
な
り
、
三
月
に
通
産
建
設
省
会
計
係
長
、
五
月
に
は
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー

ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
を
受
賞
、
一
八
三
二
年
に
内
務
大
臣
官
房
秘
書
課
長
と

参
事
院
請
願
委
員
を
兼
任
と
い
っ
た
経
歴
で
順
調
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
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が
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
苦
手
と
し
て
い
た
た
め
、
意
識
は
外
に
あ
る
世
界
に

向
け
ら
れ
て
い
た(

七)

。
イ
タ
リ
ア
好
き
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
モ
ロ
ッ
コ
や
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
に
旅
す
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
博
物
学
の
研
究
の
た
め
に
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
奥
地
に
植
物
採
集
に
赴
く
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
モ
ン
と
い
っ
た
友

に
囲
ま
れ
、
メ
リ
メ
も
パ
リ
の
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
界
隈
の
外
を
見
る
機
会
に

恵
ま
れ
る
。
一
八
三
四
年
に
新
内
閣
が
組
織
さ
れ
、
ヴ
ィ
テ
が
官
房
秘
書
課

長
に
着
任
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
歴
史
記
念
物
総
監
督
官
の
ポ
ス
ト
は
メ
リ

メ
に
引
き
継
が
れ
る
。
そ
こ
で
、
メ
リ
メ
が
先
ず
意
識
し
た
の
は
「
見
る
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
着
任
し
て
最
初
に
発
表
し
た
『
南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

旅
行
記
』( N

otes d’un Voyage dans le M
idi de la France, 1835)

の
冒
頭
部
序
文
に
確
認
で
き
る
。
《 voir 

》
「
見
る
」
を
強
調
し
、
「
見
る
」

が
い
か
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
か
示
さ
れ
て
い
る(

八)
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

歴
史
家
達
は
歴
史
に
先
ず
《 voir 

》
を
説
い
て
お
り
、
ま
た
、
メ
リ
メ
に

お
い
て
は
《 voir 

》
は
、
旅
に
お
け
る
義
務
で
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
は
歴
史

記
念
物
総
監
と
し
て
、
《 voir 

》
を
自
ら
に
課
し
、
《 voir 

》
と
向
き
合

う
こ
と
に
な
る
。 

 

歴
史
記
念
物
総
監
の
任
務
に
就
き
、
最
初
の
目
的
地
と
し
た
の
は
物
語
柱

頭
彫
刻
に
特
色
の
あ
る
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
聖
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
で
あ
っ
た(

九) 

。

自
由
主
義
者
メ
リ
メ
が
絶
賛
す
る
町
、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
聳
え
立
つ
寺
院
は
、

古
く
か
ら
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
聖
遺
物
で
知
ら
れ
、
昔
か
ら
巡
礼
者
で
絶

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
は
克
明
に
寺
院
の
状
態
を
記
し
つ
つ
、

人
々
を
回
心
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
幸
福
感
や
得
心
で
は
な
く
恐
怖
心

に
よ
る
と
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
人
々
は
自
ら
捉
え
得
る
領
域
以
外
に
あ
る

も
の
を
現
実
に
あ
る
と
は
考
え
ず
、
悪
魔
で
あ
っ
た
り
、
妖
精
で
あ
っ
た
り
、

怪
物
で
あ
っ
た
り
し
た
が
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
は
教
会
建
築

の
柱
頭
彫
刻
に
顕
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
世
は
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
が

関
心
を
寄
せ
た
時
代
で
あ
り
、
メ
リ
メ
も
例
に
も
れ
ず
中
世
が
関
心
の
対
象

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る(

一
〇)

。
中
世

建
築
に
お
い
て
も
、
特
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
聖
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
の
物
語
柱
頭

彫
刻
は
、
修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
悪
で
知
ら
れ
て

い
る
。
教
会
建
築
に
お
い
て
悪
が
最
も
開
花
す
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
に
お
い
て
『
黙

示
録
』
は
重
要
な
モ
チ
ー
フ
を
提
供
し
て
い
た
。『
黙
示
録
』
に
は
、「
見
る
」

が
繰
り
返
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
る(

十
一)

。
こ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
時
代
は
、

幻
視
者
た
ち
を
出
現
さ
せ
た
時
代
で
あ
る
。
多
く
の
視
覚
化
さ
れ
た
眼
を
始

め
と
し
て
メ
リ
メ
は
歴
史
に
刻
ま
れ
た
あ
ら
ゆ
る
眼
を
目
に
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
メ
リ
メ
は
教
会
彫
刻
に
眼
の
魅
力
を
見
て
お
り
、
オ
ー
タ
ン
の

大
聖
堂
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
魅
惑
的
と
し
て
そ
の
眼
の
美
し
さ
に
つ
い
て
記
し

て
い
る(

十
二)

。
教
会
建
築
物
、
特
に
ビ
ザ
ン
チ
ン
に
お
い
て
は
見
る
側
に
向

け
ら
れ
る
眼
は
超
時
間
性
の
中
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
横
を
向
く
眼
は
時

間
軸
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
時
代
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に
は
象
徴
に
よ
る
可
視
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
歴

史
に
刻
ま
れ
た
眼
、
そ
し
て
「
見
る
」
と
メ
リ
メ
は
対
峙
す
る
。 

 

四 

一
八
四
〇
年
に
お
け
る
「
見
る
」 

 

 

歴
史
記
念
物
総
監
の
仕
事
と
し
て
成
し
た
全
四
巻
の
旅
行
記
は
、
い
わ
ば

各
都
市
の
素
描
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
八
三
四
年
に
始
ま
る
視
察
を
経
て
、

メ
リ
メ
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
一
八
二
七
年
に
発
表
し
た

『
グ
ズ
ラ
』( La G

uzla )

に
一
八
四
〇
年
に
書
き
加
え
ら
れ
た
序
文
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
が
、
「
地
方
色
」
《 couleur 

locale 

》
の
言
葉
と
「
地
方
色
」
自
体
を
創
り
出
し
た
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

赴
き
確
か
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
意
識
に
変
化

が
生
じ
、
実
際
に
訪
れ
て
見
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
『
コ
ロ
ン
バ
』
は
書
か

れ
て
い
る
。
同
時
期
の
メ
リ
メ
に
お
け
る
「
見
る
」
意
識
に
つ
い
て
サ
ロ
ン

評
を
確
認
し
た
い
。 

 

㈠ 

「
一
八
三
九
年
の
サ
ロ
ン
」 

  

『
両
世
界
評
論
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
一
八
三
九
年
の
サ
ロ
ン
」
に
は
、

サ
ロ
ン
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
作
品
の
公
開
方
法
、
審
査
及
び
審
査
員
や
出

品
に
つ
い
て
の
提
言
が
な
さ
れ
る
が(

一)

、
出
展
作
品
に
つ
い
て
の
批
評
で
あ

る
メ
リ
メ
の
絵
画
論
は
デ
ィ
ド
ロ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
一
八

三
〇
年
の
「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
」
に
見
た
絵
画
批
評
と
同
じ
く
、
美
術

に
対
す
る
嗜
好
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
正
確
さ
に
欠
け
る
と
さ
れ
て
い

る
が(

二)

、
メ
リ
メ
の
「
見
る
」
意
識
が
確
認
で
き
る
。 

 

一
八
三
〇
年
の
絵
画
論
で
は
、
表
情
を
重
ん
じ
て
い
た
メ
リ
メ
で
あ
る
が
、

こ
の
サ
ロ
ン
評
で
は
、
そ
の
意
識
が
眼
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
友
で
あ
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
十
九
世
紀
に
お
け
る

最
も
偉
大
な
画
家
で
あ
る
こ
と
に
異
論
の
余
地
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
出

品
さ
れ
た
二
作
品
に
関
し
て
は
、
眼
に
表
情
が
な
い
と
す
る
理
由
に
よ
っ
て
、

メ
リ
メ
は
か
な
り
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。『
死
に
瀕
す
る
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
』( Cléopâtre se préparant à la m

ort )

に
対
し
、
メ
リ
メ
が
注
視

す
る
の
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
が
毒
へ
び
を
見
る
力
で
あ
り
、
そ
の
表
現
に
お
い

て
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
は
自
滅
行
為
で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
演
劇
で
は
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
役
の
女
優
に
伝
統

的
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
毒
へ
び
を
一
定
時
間
凝
視
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

ド
ラ
ク
ロ
ワ
作
品
に
お
け
る
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
に
、
そ
れ
が
見
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
眼
の
表
情
が
作
品
の
主
要
な
敗
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

眼
は
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
眼
が
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
す
べ
て
の

作
品
に
共
通
す
る
欠
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
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(H
am

let contem
plant le crâne de Yorick )

に
関
し
て
も
、
絵
画
に
描

か
れ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
眼
が
ほ
と
ん
ど
下
絵
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。メ
リ
メ
は
絵
画
作
品
が
鑑
賞
者
に
印
象
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

決
し
て
素
描
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
眼
の

表
現
に
お
い
て
厳
し
い
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
リ
メ
は
絵
画
作
品

は
鑑
賞
者
の
眼
を
通
し
て
画
家
の
精
神
と
結
び
つ
く
こ
と
を
示
し
、
ヴ
ェ
ル

ネ
の
作
品
に
つ
い
て
、
絵
画
作
品
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
中
世
の
青
年
た
ち

と
鑑
賞
者
で
あ
る
パ
リ
の
ご
婦
人
方
と
の
間
で
相
互
に
見
詰
め
合
う
眼
差
し

の
関
係
を
見
て
い
る
。
絵
画
を
前
に
し
て
自
ら
が
見
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、

主
体
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
客
体
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
眼
を
挙
げ
、
絵
画
作
品
の
眼
は
単
に
眼
で
あ
る
だ

け
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
ち
ら
を
見
る
眼
差
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
一
八
三
〇
年
の
「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美
術
館
」
で
取
り
上
げ
て
い

た
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
宮
廷
家
族
の
肖
像
画
は
表
情
が
な
い
と
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
、
宮
廷
家
族
の
眼
が
メ
リ
メ
の
求
め
た
鑑
賞
者
に
働
き
か
け
る
眼
で

は
な
く
、
単
な
る
眼
で
し
か
な
か
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
メ
リ
メ

は
見
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
眼
に
働
き
か
け
る
力
を
求
め
、
絵
画

作
品
に
そ
の
眼
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 
㈡ 

『
コ
ロ
ン
バ
』
の
眼 

  

復
讐
の
風
習
が
展
開
さ
れ
て
い
る
作
品
『
コ
ロ
ン
バ
』
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人

が
美
し
き
島
と
呼
び
、ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
生
ま
れ
た
地
と
し
て
知
ら
れ
る
、

地
中
海
に
浮
か
ぶ
島
、
コ
ル
シ
カ
島
が
舞
台
で
あ
る
。
メ
リ
メ
に
先
立
ち
、

一
八
三
〇
年
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
『
復
讐
』(La Vendetta )

と
題
し
て
、
コ

ル
シ
カ
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
が
、
メ
リ
メ
の
場
合
は
実
話

を
も
と
に
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る(

三)

。
コ
ル
シ
カ
島
に
約
二
ヶ
月
間
滞
在

し(

四)

、
書
簡
に
も
コ
ロ
ン
バ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
コ
ロ
ン
バ
・
カ
ラ
ベ
リ
や

射
撃
の
名
手
ジ
ェ
ロ
ー
ム
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る(

五)

。
ま
た
、

ロ
レ
ン
ツ
ィ
・
ブ
ラ
デ
ィ
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ン
バ
の
娘
カ
ト
リ
ー
ヌ
に
魅
せ

ら
れ
た
メ
リ
メ
は
求
婚
す
る
が
、
断
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る(

六)

。 

 

こ
の
よ
う
に
、
実
話
を
も
と
に
し
て
創
ら
れ
た
作
品
『
コ
ロ
ン
バ
』
は
、

悪
魔
的
な
眼
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
眼
は
、《 m

auvais œ
il 

》
と
重
ね
て
論
じ
ら
れ
て
も
い
る

が
こ
の
悪
魔
的
な
眼
に
対
す
る
意
識
は
、
初
期
作
品
に
お
い
て
す
で
に
多
く

認
め
ら
れ
、
『
グ
ズ
ラ
』( La G

uzla ou Choix de poésies illyriques 

recueillies dans la D
alm

atie, la Croatie et l’H
erzégovine, 1827 )

は
眼
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
作
品
集
と
な
っ
て
い
る(

七)

。
超
自
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然
的
な
も
の
は
ロ
マ
ン
派
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
題
材
で
あ
り
、
メ
リ
メ
に

お
い
て
は
、
ゲ
ー
テ
や
バ
イ
ロ
ン
と
い
っ
た
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

八)

。

ま
た
、
メ
リ
メ
が
思
い
を
寄
せ
て
決
闘
ま
で
す
る
に
至
っ
た
ラ
コ
ス
ト
伯
爵

夫
人
は
、『
シ
ャ
ル
ル
九
世
年
代
記
』( Chronique du tem

ps de Charles 

IX
, 1829)

に
お
け
る
テ
ュ
ル
ギ
ス
伯
爵
夫
人
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
描
写
に
お
い
て
も
、
眼
の
表
情
の
描
写
に
多
く
費
や
さ
れ
、
伯
爵
夫
人

の
魅
力
が
眼
と
な
っ
て
い
る(

九)

。
そ
の
背
景
に
は
観
相
学
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
が(

一
〇)

、
時
代
背
景
と
は
別
に
眼
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
源
に
は
メ
リ

メ
自
身
の
眼
の
あ
り
方
と
関
係
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
心
の
窓
と
も

魂
の
窓
と
も
言
わ
れ
る
眼
は
、
デ
カ
ル
ト
に
よ
る
と
最
高
の
器
官
と
な
り
、

最
も
情
念
が
表
出
す
る
場
で
あ
り
情
念
を
隠
す
場
で
あ
る
と
さ
れ
る
が(

十
一)

、

メ
リ
メ
を
良
く
知
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
エ
ゴ
チ
ス
ム
の
思
い
出
』
に
は
、

メ
リ
メ
に
初
め
て
会
っ
た
時
の
印
象
に
よ
る
と
眼
に
表
情
が
な
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る(

十
二)

。
そ
の
印
象
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の

友
で
あ
る
サ
ッ
ト
ン
・
シ
ャ
ー
プ
の
婚
約
者
ソ
フ
ィ
ー
・
デ
ュ
ボ
ー
セ
ル
や

ア
ン
ス
ロ
夫
人
も
同
様
の
印
象
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら(

十
三)

、
作
品
に
多

く
見
ら
れ
る
表
情
豊
か
な
眼
は
、
メ
リ
メ
自
身
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

眼
に
対
す
る
意
識
は
、
作
品
・
批
評
以
外
に
、
書
簡
に
も
多
々
見
受
け
ら
れ

る(

十
四)

。
そ
の
背
景
に
ジ
ェ
ニ
ー
・
ダ
カ
ン
の
存
在
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る(

十
五)

。
ジ
ェ
ニ
ー
・
ダ
カ
ン
は
、
身
に
付
け
る
も
の
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

眼
と
美
し
い
言
葉
で
自
ら
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
メ
リ
メ
が
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
、
一
八
四
〇
年
の
書
簡
に
確
認
で
き
る(

十
六)

。
従
っ
て
、

メ
リ
メ
の
眼
に
対
す
る
意
識
は
一
八
三
一
年
に
始
ま
る
ジ
ェ
ニ
ー
・
ダ
カ
ン

と
の
往
復
書
簡
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

㈢ 

復
讐
を
巡
る
眼 

  

作
品
『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
い
て
、
リ
デ
ィ
ア
嬢
は
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
大
佐
の

父
と
共
に
コ
ル
シ
カ
を
訪
れ
る
旅
行
者
で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、

《 m
iss Lydia 

》
の
英
語
表
記
に
よ
っ
て
、
完
全
に
コ
ル
シ
カ
の
外
に
位

置
す
る
こ
と
が
最
初
に
示
さ
れ
る(

十
七) 

。
メ
リ
メ
に
お
い
て
、
旅
行
者
は

《 voir 

》
「
見
る
」
者
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
学
ん
で
い
た
。

リ
デ
ィ
ア
嬢
は
、
十
九
世
紀
当
時
の
読
み
手
側
の
世
界
に
い
る
者
と
し
て
表

現
さ
れ
、
コ
ル
シ
カ
島
に
お
い
て
コ
ル
シ
カ
の
風
習
を
外
か
ら
見
る
視
点
と

し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
リ
デ
ィ
ア
嬢
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
あ
る
ラ
フ
ァ

エ
ロ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
変
容
』( La Transfiguration )

に
も
心
を
動
か
さ

ず(
四
十
三)

、
ロ
ー
マ
と
ナ
ポ
リ
の
間
に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
街
セ
グ
ニ
の
キ

ク
ロ
プ
ス
門
、
す
な
わ
ち
神
話
に
あ
る
一
つ
目
小
僧
の
門
の
素
描
画
を
手
放

し
、
こ
の
キ
ク
ロ
プ
ス
の
眼
の
門
に
代
る
「
見
る
」
対
象
を
求
め
て
コ
ル
シ
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カ
を
訪
れ
て
い
る(

十
八)

。
そ
の
リ
デ
ィ
ア
嬢
の
眼
は
、
コ
ル
シ
カ
の
風
習
を

成
す
べ
き
オ
ル
ソ
か
ら
見
た
描
写
に
よ
る
と
、
青
色
が
繰
り
返
さ
れ
、
聖
母

マ
リ
ア
を
象
徴
す
る
空
よ
り
も
澄
ん
だ
青
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る(

十
九)

。

リ
デ
ィ
ア
嬢
は
、
復
讐
を
阻
止
し
、
オ
ル
ソ
を
コ
ル
シ
カ
の
風
習
の
外
へ
と

向
か
わ
せ
る
こ
と
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
。
コ
ル
シ
カ
の
風
習
を
巡
っ
て
、

復
讐
を
成
す
べ
き
存
在
で
あ
る
オ
ル
ソ
は
、
自
ら
を
復
讐
か
ら
遠
ざ
け
よ
う

と
す
る
時
、
こ
の
リ
デ
ィ
ア
嬢
の
眼
を
求
め
て
い
る
た
め
、
リ
デ
ィ
ア
嬢
の

眼
は
、
コ
ル
シ
カ
の
外
へ
と
オ
ル
ソ
の
心
を
向
け
さ
せ
る
コ
ル
シ
カ
の
外
の

世
界
を
意
味
し
て
い
る
。
オ
ル
ソ
に
と
っ
て
リ
デ
ィ
ア
嬢
の
眼
は
、
コ
ル
シ

カ
の
外
の
世
界
の
文
化
的
記
号
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ル
ソ
の
眼
は
リ
デ
ィ
ア

嬢
の
目
を
通
し
、
《 fort grands yeux 

》
「
と
て
も
大
き
な
眼
」
と
さ
れ

て
い
る(

二
〇)

。
《 grand 

》
は
、
眼
の
大
き
さ
に
お
い
て
「
大
き
な
」
を
意

味
す
る
が
、
質
的
に
「
立
派
な
」
も
意
味
す
る
。
オ
ル
ソ
は
リ
デ
ィ
ア
嬢
に

お
け
る
「
コ
ル
シ
カ
物
語
」
の
主
人
公
足
り
得
る
と
さ
れ
る
が(

二
十
一)

、
そ
れ

が
、
先
ず
眼
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
リ
デ

ィ
ア
嬢
の
眼
に
対
し
、
コ
ル
シ
カ
の
外
の
世
界
を
知
ら
な
い
オ
ル
ソ
の
妹
で

あ
る
コ
ロ
ン
バ
の
眼
は
、
深
ま
り
ゆ
く
蒼
で
表
現
さ
れ
て
い
る(

二
十
二)

。
キ
リ

ス
ト
教
の
世
界
観
で
は
、
天
に
対
し
て
下
方
は
地
獄
で
あ
る
た
め
、
コ
ロ
ン

バ
の
眼
は
先
に
見
た
悪
魔
の
眼
と
重
ね
ら
れ
た
り
も
す
る
が
、
天
に
対
し
て

下
方
に
向
か
っ
て
深
ま
り
ゆ
く
蒼
色
は
、
海
の
色
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
、
海
は
母
と
音
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
相
互
に
交
換
す
る
意
味
を
暗
示

し
、
含
み
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
コ
ロ
ン
バ
の
蒼
い
眼
は
、
オ
ル
ソ
に
と

っ
て
母
な
る
海
の
蒼
、
す
な
わ
ち
コ
ル
シ
カ
の
本
能
へ
と
向
か
わ
せ
る
眼
で

あ
る
こ
と
を
、
眼
の
表
現
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
実
際
、

作
品
に
お
い
て
オ
ル
ソ
は
コ
ロ
ン
バ
の
眼
に
よ
っ
て
復
讐
へ
と
向
か
う
こ
と

に
な
る
。
コ
ロ
ン
バ
に
お
い
て
、
コ
ル
シ
カ
の
外
の
世
界
に
あ
る
価
値
は
意

味
を
な
さ
な
い
が
、
唯
一
、
ダ
ン
テ
の
地
獄
篇
に
心
を
動
か
し
、
オ
ル
ソ
の

前
に
「
見
る
」
存
在
と
し
て
あ
り
、
コ
ロ
ン
バ
の
眼
は
常
に
コ
ル
シ
カ
の
風

習
を
促
し
、
オ
ル
ソ
へ
と
向
け
ら
れ
る
。
コ
ロ
ン
バ
の
眼
に
は
、
悪
魔
的
な

も
の
が
次
々
と
重
ね
ら
れ
、
復
讐
の
深
淵
へ
と
向
か
わ
せ
る
眼
へ
と
至
っ
て

い
る(

二
十
三)

。
オ
ル
ソ
に
向
け
ら
れ
る
眼
は
、
こ
の
コ
ロ
ン
バ
の
コ
ル
シ
カ
の

眼
で
あ
り
、
風
習
を
促
す
眼
で
あ
り
、
リ
デ
ィ
ア
嬢
の
外
の
世
界
観
へ
と
向

か
う
眼
で
あ
り
、
全
て
の
眼
が
復
讐
と
し
て
オ
ル
ソ
ー
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
が
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
『
ル
ソ
ー
、

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
を
裁
く
―
対
話
』
に
つ
い
て
の
論
で
示
し
た
監
視
と
記

号(

二
十
四)

、
す
な
わ
ち
、
あ
る
の
は
記
号
の
み
で
、
い
ず
れ
も
言
葉
で
は
な
く
、

記
号
と
し
て
の
復
讐
が
見
る
こ
と
を
通
し
て
オ
ル
ソ
に
向
け
ら
れ
、
遺
品
の

数
々
、
空
間
、
鳴
り
響
く
鐘
の
音
、
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
物
が
オ
ル
ソ
に
と

っ
て
復
讐
の
記
号
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
と
し
て
の
復
讐
は
、
オ
ル
ソ
の

中
で
主
体
的
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
成
し
遂
げ
ら
れ
、
オ
ル
ソ
に
お
い
て
記
号
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と
し
て
あ
っ
た
眼
や
言
葉
や
あ
ら
ゆ
る
物
は
、
記
号
と
し
て
の
意
味
を
失
う
。 

 
㈣  
《 Il faut voir 

》 

  

コ
ル
シ
カ
に
お
け
る
復
讐
の
風
習
を
記
号
か
ら
見
て
き
た
が
、
記
号
と
し

て
の
意
味
を
失
っ
た
あ
と
の
作
品
最
終
部
に
お
い
て
、
メ
リ
メ
は
《 voir 

》

を
追
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ル
シ
カ
島
で
の
復
讐
が
成
し
遂
げ
ら

れ
た
あ
と
、
コ
ロ
ン
バ
は
旅
行
者
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
農
家
に
い
た
コ
ル

シ
カ
島
出
身
の
老
夫
に
対
し
、《 Il faut voir 

》
と
発
話
し
て
い
る(

二
十
五)

。

《 Il faut voir 

》
は
、
メ
リ
メ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
学
ん
だ
旅
に
お
け

る
義
務
で
あ
り
、「
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に
「
さ

て
、
ど
う
だ
か
」「
確
か
め
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
の
意
味
を
持
つ
。
コ

ロ
ン
バ
が
老
夫
に
言
葉
を
か
け
た
時
、
老
夫
が
復
讐
の
原
因
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
、
コ
ロ
ン
バ
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
農
婦
が
コ
ル
シ
カ
の

言
葉
で
老
夫
に
声
を
掛
け
た
ら
よ
い
と
の
提
案
に
対
す
る
返
事
と
し
て
「
さ

て
、
ど
う
だ
か
」
と
し
て
答
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ン
バ
に
お
い
て
は
、
復
讐

に
於
い
て
「
確
か
め
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
を
意
味
し
、
老
夫
に
対
し

て
は
、「
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ロ

ン
バ
に
よ
っ
て
コ
ル
シ
カ
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
老
夫
に
と
っ
て
良
い

の
か
ど
う
か
に
お
い
て
も
「
確
か
め
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、

ま
た
、
復
讐
に
お
い
て
「
見
る
」
存
在
で
あ
っ
た
コ
ロ
ン
バ
は
「
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、
コ
ロ
ン
バ
の
眼
を
老
夫
が
「
見
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
《 Il faut voir 

》
は
、
コ
ロ
ン
バ
に
お
け
る
義

務
で
あ
る
と
同
時
に
、
老
夫
に
お
け
る
義
務
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
バ
に

と
っ
て
は
、
互
い
に
眼
差
し
を
向
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
意
味
を

成
す
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ン
バ
の
眼
は
、「
見
る
」
主
体
で
あ
る
と
共
に
、「
見

ら
れ
る
」
客
体
と
し
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
ら
ず
、
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
客

体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
主
体
と

客
体
と
が
相
互
浸
食
的
で
か
つ
相
互
変
転
的
な
Ｍ
・
ポ
ン
テ
ィ
の
言
う
可
逆

性
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
《 Il faut voir 

》
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
学
ん
だ
旅
行
者
の
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
旅
行
者
す

な
わ
ち
見
る
者
で
あ
る
リ
デ
ィ
ア
嬢
と
読
者
に
よ
り
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
コ
ロ
ン
バ
が
、
発
話
の
形
で
《 Il faut voir 

》
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、

見
る
者
と
し
て
の
リ
デ
ィ
ア
嬢
、
そ
し
て
共
に
あ
る
読
者
が
逆
に
コ
ロ
ン
バ

に
よ
っ
て
見
返
さ
れ
て
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
表
現
と

な
っ
て
い
る
。
見
る
者
と
見
ら
れ
る
者
と
が
絶
え
ず
互
い
に
入
れ
替
わ
り
、

読
者
は
客
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
読
者
は
コ
ロ
ン
バ
の
眼
差
し
に
よ
っ

て
、
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
客
体
化
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最
初

に
、
見
る
者
で
あ
っ
た
リ
デ
ィ
ア
嬢
は
コ
ル
シ
カ
の
風
習
を
成
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
高
貴
で
あ
る
と
す
る
こ
と
を
自
ら
に
課
し
て
い
た
。
こ
こ
で
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メ
リ
メ
の
歴
史
小
説
で
あ
る
『
シ
ャ
ル
ル
九
世
治
年
代
記
』
の
序
文
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。
メ
リ
メ
は
一
つ
の
行
為
に
対
す
る
判
断
に
は
様
々
な
も
の

が
あ
り
、
自
ら
の
判
断
が
決
し
て
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
い
る(

二
十
六)

。

逸
話
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
い
て
、
読
者
と
共
に
あ

る
リ
デ
ィ
ア
嬢
の
眼
は
、
コ
ル
シ
カ
の
風
習
か
ら
遠
ざ
け
る
も
の
と
し
て
あ

っ
た
。
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
れ
は
正
し
い
行
為
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
、
こ
ち
ら
を
見
返
す
コ
ロ
ン
バ
の
眼
が
語
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
島
と
い
う
空
間
は
独
立
し
た
価
値
基
準
を
持
ち
、
時
と
し
て
、
そ
の

価
値
基
準
は
転
倒
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
十
八
世
紀
に
お
い
て
主
と
し

て
虚
構
の
世
界
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た(

二
十
七)

。
メ
リ
メ
は
コ
ロ
ン
バ
の

眼
に
よ
っ
て
そ
れ
を
読
者
に
問
い
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
度
々
訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
次
第
に
パ
リ
と
変
わ
り
な
く
な
る
こ
と
を

メ
リ
メ
は
嘆
い
て
い
る(

二
十
八)

。
歴
史
記
念
物
総
監
と
し
て
メ
リ
メ
は
歴
史
遺

産
の
保
存
を
手
掛
け
た
が
、
風
俗
・
風
習
を
保
存
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
発
表
し
た
一
八
四
〇
年

は
、
歴
史
記
念
物
総
監
と
し
て
の
最
後
の
視
察
旅
行
記
『
コ
ル
シ
カ
島
の
旅

行
記
』( N

otes d’un voyage en Corse )

を
発
表
し
た
年
で
あ
る
が
、
視

察
に
際
し
、
旅
行
記
の
冒
頭
に
お
い
て
先
ず
《 voir 

》
を
示
し
、
そ
の
意

識
を
持
っ
て
フ
ラ
ン
ス
全
土
を
見
て
廻
る
任
務
を
終
え
た
年
で
も
あ
る
。
メ

リ
メ
が
『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
い
て
示
し
た
《 voir 

》
は
、
歴
史
記
念
物
総

監
と
し
て
見
た
《 voir 

》
、
そ
し
て
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
メ
リ
メ
の
眼
そ
の

も
の
に
対
す
る
意
識
、
そ
の
す
べ
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
追
及
し
た
作
品
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
教
会
建
築
に
お
い
て
、
見
る
側
に
向
け
ら
れ
る

眼
は
超
時
間
性
の
中
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
コ
ロ
ン
バ
の
眼
は
時

間
性
を
超
え
て
、
直
接
読
む
側
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。 

 

「
見
る
」
そ
し
て
眼
そ
の
も
の
に
対
す
る
意
識
が
最
も
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
一
八
四
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
『
コ
ロ
ン
バ
』
か
ら
、
メ
リ
メ
に

お
け
る
見
る
こ
と
の
意
味
あ
る
い
は
歴
史
感
覚
を
考
察
し
た
。
そ
れ
は
、
決

し
て
一
方
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
検
証
し
た
。
Ｇ
・
ラ
ン
ソ
ン
は
、
メ

リ
メ
の
作
品
が
最
も
《 l’art pour l’art 

》
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
に
一

致
す
る
と
し
て
い
る(

二
十
九)

。
十
九
世
紀
初
頭
に
活
発
と
な
る
ロ
マ
ン
主
義
運

動
に
あ
っ
た
唯
美
主
義
の
こ
の
理
念
は
二
十
世
紀
に
生
き
た
ア
ン
ド
レ
・
マ

ル
ロ
ー
が
最
も
強
く
受
け
継
い
で
い
る
と
さ
れ(

三
〇)

、
ま
た
、
歴
史
記
念
物

総
監
と
し
て
メ
リ
メ
が
成
し
た
こ
と
は
、
周
り
の
景
観
を
含
め
て
残
す
マ
ル

ロ
ー
法
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
次
に
、
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
、

芥
川
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。 

 
第
二
節 

芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎 
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芥
川
龍
之
介
は
、
成
瀬
正
一(

一)

と
共
に
帝
劇
の
演
奏
会
の
会
場
で
、
久
米

正
雄
に
教
わ
り
、
谷
崎
潤
一
郎
を
初
め
て
目
に
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

 
成
瀬
と
二
人
で
帝
劇
の
フ
イ
ル
・
ハ
ア
モ
ニ
イ
會
を
聞
き
に
行
つ
た
。

（
中
略
）
久
米
は
そ
の
人
の
姿
を
見
る
と
、
我
々
の
耳
へ
口
を
つ
け
る

や
う
に
し
て
、
「
谷
崎
潤
一
郎
だ
ぜ
」
と
敎
へ
て
く
れ
た
。
（
中
略
）
谷

崎
潤
一
郎
論
を
少
し
や
つ
た
。
當
時
谷
崎
氏
は
、
在
來
氏
が
開
拓
し
て

來
た
、
妖
氣
靉
靆
た
る
耽
美
主
義
の
畠
に
、（
中
略
）
文
字
通
り
底
氣
味

の
惡
いFleurs du M

al

を
育
て
ゝ
ゐ
た
。
（
中
略
）
餘
に
享
樂
的
な

餘
裕
が
あ
り
過
ぎ
た
。(

二) 

 

こ
の
文
章
は
、
大
正
八
年
に
芥
川
が
四
、
五
年
前
を
振
り
返
っ
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
大
正
三
、
四
年
頃
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
大

正
三
年
に
大
学
進
学
し
て
い
る
芥
川
が
、
後
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
な
る
成

瀬
正
一
と
共
に
見
た
谷
崎
は
、
す
で
に
文
壇
で
名
を
馳
せ
た
文
人
で
あ
り
、

享
楽
的
で
妖
気
漂
う
底
気
味
悪
い
耽
美
主
義
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
谷
崎
潤
一

郎
と
芥
川
龍
之
介
が
、
初
め
て
面
識
を
持
つ
の
は
、
一
九
一
七
年
の
一
月
、

芥
川
が
谷
崎
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
た
時
に
始
ま
る
。 

 

今
年
の
正
月
に
芥
川
君
が
二
三
人
の
友
達
と
一
緒
に
僕
の
と
こ
ろ
へ
訪

ね
て
来
て
呉
れ
た
。
そ
の
時
初
め
て
会
つ
た
。(

三) 

 

谷
崎
は
明
治
十
九
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
明
治
二
十
五
年
生
ま
れ
の
芥
川
か

ら
見
る
と
六
歳
年
上
に
あ
た
る
。
文
壇
に
お
い
て
も
、
谷
崎
は
和
辻
哲
郎
ら

と
第
二
次
『
新
思
潮
』
を
再
創
刊
し
て
い
る
た
め
、
第
三
次
・
第
四
次
『
新

思
潮
』
を
久
米
正
雄
ら
と
再
創
刊
し
て
い
る
芥
川
に
先
ん
じ
て
い
る
。
従
っ

て
、
谷
崎
は
年
齢
と
文
壇
に
お
け
る
活
躍
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
芥
川
に
先

行
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。
芥
川
が
谷
崎
の
作
品
に
持
っ
て
い
た
印
象
は
、「
底

気
味
の
悪
い
」「
餘
に
享
楽
的
な
余
裕
が
あ
り
過
ぎ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
芥
川
が
谷
崎
に
つ
い
て
初
め
て
書
き
記
し
て
い
る
「
良
工
苦

心
―
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
文
章
―
」(

四)

に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
谷
崎
が
日
本
の

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
つ
ま
り
古
典
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
博
学
ぶ
り

も
挙
げ
ら
れ
、
谷
崎
の
文
章
が
「
非
常
に
豊
麗
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

「
餘
に
享
楽
的
な
余
裕
が
あ
り
過
ぎ
た
」
ま
た
「
非
常
に
豊
穣
」
と
す
る
こ

れ
ら
の
芥
川
の
谷
崎
に
対
す
る
批
評
表
現
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
芥
川
は
谷

崎
の
表
現
が
過
剰
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
谷
崎
に
対
す
る
芥
川
の

批
評
は
、
同
じ
く
大
正
八
年
の
時
点
で
「
鬼
才
」
や
「
天
下
第
一
の
奇
文
」(

五)
と
称
さ
れ
、
谷
崎
の
表
現
世
界
は
芥
川
に
と
っ
て
奇
異
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
谷
崎
に
対
す
る
芥
川
の
批
判
的
表
現
は
年
を
追
う
ご
と
に

辛
辣
に
な
っ
て
ゆ
き
、
大
正
十
五
年
に
は
谷
崎
作
品
を
、「
世
界
中
で
一
番
汚
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い
こ
と
を
書
い
た
小
説
」(

六)

と
し
た
酷
評
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
年
一

月
の
「
新
潮
合
評
会
」
で
は
、
谷
崎
作
品
を
藝
術
的
で
な
い
と
批
判
し
、
論

争
を
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。 

芥
川
は
、
こ
の
よ
う
に
文
壇
に
お
け
る
谷
崎
と
は
立
場
を
異
に
し
て
は
い

る
も
の
の
、
お
互
い
の
家
を
訪
ね
合
う
間
柄
で
あ
り(

七)

、
谷
崎
の
作
品
を
も

と
に
し
て
自
ら
の
作
品
を
書
い
て
お
り(

八)

、
谷
崎
の
短
歌
の
好
み
も
知
っ
て

い
た(

九)

。
論
争
中
も
、
大
阪
で
行
わ
れ
た
講
演
会
の
日
の
夜
に
、
芥
川
は
谷

崎
邸
に
泊
ま
っ
て
お
り
、
翌
日
も
一
緒
に
人
形
芝
居
を
見
に
行
っ
た
り
し
て

い
る(

一
〇)

。
従
っ
て
、
芥
川
と
谷
崎
と
の
間
の
論
争
は
、
言
わ
ば
親
し
い
間

柄
に
お
け
る
身
内
の
論
争
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

話
の
筋
と
云
ふ
も
の
が
藝
術
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
云
ふ
問
題
、
純
藝

術
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
が
、
非
常
に
疑
問
だ
と
思
ふ
。(

十

一) 

 

こ
の
芥
川
の
谷
崎
に
対
す
る
新
潮
合
評
会
で
の
発
言
が
論
争
の
発
端
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
話
の
筋
が
問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
の
作
品
『
籔

の
中
』
を
批
判
し
た
上
で
、
谷
崎
作
品
の
話
の
筋
が
芸
術
的
な
も
の
か
ど
う

か
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
谷
崎
は
「
饒
舌
録
」
と
題
し
て
、
一

方
、
芥
川
は
「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
」
と
題
し
、
雑
誌
『
改
造
』

誌
上
に
お
い
て
互
い
に
論
を
重
ね
る
。
芥
川
は
最
初
に
「
話
の
筋
」
の
芸
術

性
に
疑
問
を
呈
し
て
は
い
る
が
、
論
争
と
な
る
「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸

的
な
」
の
冒
頭
で
は
、
「
「
話
」
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
を
最
上
の
も
の
と
は

思
つ
て
ゐ
な
い
。
」
と
し
て
話
の
筋
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
芥
川
が

作
品
に
求
め
る
の
は
「
小
説
の
筋
」
で
は
な
く
、
「
詩
的
精
神
」
に
あ
る
。 

 

ス
タ
ン
ダ
ア
ル
の
諸
作
の
中
に
漲
り
渡
つ
た
詩
的
精
神
は
ス
タ
ン
ダ
ア

ル
に
し
て
始
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
以
前
の
唯

一
の
ラ
ル
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
メ
リ
メ
エ
さ
へ
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
に
一
籌
を

輸
し
た
の
は
こ
の
問
題
に
盡
き
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
僕
が
谷
崎
潤
一
郎

氏
に
望
み
た
い
も
の
は
畢
竟
唯
こ
の
問
題
だ
け
で
あ
る
。(

十
二) 

 

こ
う
し
て
芥
川
が
谷
崎
に
求
め
て
い
る
の
は
「
詩
的
精
神
」
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
そ
の
「
詩
的
精
神
」
に
つ
い
て
谷
崎
に
問
わ
れ
た
芥
川
は
、

「
最
も
広
い
意
味
で
の
抒
情
詩
」
で
あ
る
と
答
え
て
し
ま
っ
た
事
実
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
芥
川
は
「
詩
的
精
神
」
の
浄
火
が
作
品
の
価

値
を
決
め
る
と
し
て
い
る(

十
三)

。
こ
の
芥
川
の
「
詩
的
精
神
」
、
ま
た
「
小
説

の
筋
」
に
つ
い
て
は
、
新
潮
合
評
会
に
お
け
る
谷
崎
批
判
の
後
、『
改
造
』
上

で
谷
崎
に
答
え
る
形
で
論
争
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
、
論
争
の
場
と
は
異
な

っ
た
『
演
劇
新
潮
』(

十
四)

の
演
劇
論
に
お
い
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。
芥
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川
は
「
戯
曲
的
興
味
の
多
い
芝
居
に
は
今
は
も
う
飽
き
あ
き
し
て
い
る
。
僕

は
出
来
る
だ
け
筋
を
省
い
た
、
空
気
の
よ
う
に
自
由
な
芝
居
を
見
た
い
。
」
と

し
、
筋
に
重
き
を
置
か
な
い
演
劇
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、「
僕
は
今
は
、
小

説
に
も
か
う
い
う
要
求
を
感
じ
て
い
る
。
勿
論
僕
の
言
う
所
は
筋
の
な
い
小

説
ば
か
り
書
け
と
い
う
の
で
は
な
い
。
同
時
に
又
、
筋
の
な
い
小
説
を
最
高

の
も
の
と
言
う
の
で
も
な
い
。
」
と
し
て
、
小
説
に
求
め
る
も
の
を
「
筋
の
な

い
小
説
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、「
筋
の
な
い
小
説
」
が
最
高
の
も
の

と
言
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
る
。「
た
だ
、
筋
ら
し
い
筋
の

な
い
小
説
に
出
会
い
た
い
」
と
し
て
ル
ナ
ア
ル
を
例
に
挙
げ
、
綿
密
な
観
察

の
上
に
立
っ
た
「
詩
的
精
神
」
の
所
有
者
だ
け
が
僅
か
に
成
就
出
来
る
仕
事

を
し
て
い
る
と
し
、
「
も
っ
と
沢
山
のidea
を
」
と
言
い
た
い
気
持
ち
を
日

本
の
文
壇
に
対
し
て
い
つ
も
持
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
芥
川
は
新
た

な
作
品
世
界
を
求
め
て
当
時
の
文
壇
を
批
判
し
た
の
で
あ
り
、
「
詩
的
精
神
」

が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
演
劇
に
も
同
じ
世
界
観
を
求
め
、
小
説
に
同
じ
く

「
詩
的
精
神
」を
持
つ
も
の
の
み
が
成
し
得
る
世
界
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
芥
川
が
作
品
に
求
め
る
「
詩
的
精
神
」
は
、
谷
崎
と
の
論
争

で
芥
川
が
提
示
し
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
芥
川
が
谷
崎
に
求
め
て
い
る
の
は

「
詩
的
精
神
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
論
争
で
「
詩
的
精
神
」
を
示
す
際

に
、
芥
川
は
メ
リ
メ
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
メ
リ
メ
を

フ
ロ
ベ
ー
ル
以
前
の
唯
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
し
た

上
で
、
そ
の
メ
リ
メ
さ
え
も
力
の
及
ば
な
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
し
て
初
め
て

得
ら
れ
る
「
詩
的
精
神
」
を
谷
崎
に
望
ん
で
い
る
。
芥
川
は
作
品
に
お
い
て

大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
こ
の
「
詩
的
精
神
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

論
争
は
谷
崎
の
誤
解
で
あ
っ
た
と
吉
田
精
一
は
し
て
い
る(

十
五)

。
芥
川
が
谷

崎
に
送
っ
た
最
後
の
小
説
が
『
コ
ロ
ン
バ
』
と
な
っ
た
こ
と
は
、
単
な
る
偶

然
に
過
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
芥
川
は
「
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
読
む
べ
く

ん
ば
、
作
者
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
エ
と
共
に
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
作
る
心
を

以
っ
て
せ
よ
。
」(

十
六)

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
芥
川
と
メ
リ
メ
に

つ
い
て
見
た
い
。 

 

第
三
節 

芥
川
と
メ
リ
メ 

 

芥
川
作
品
に
お
け
る
海
外
文
学
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
比
較
文
学
の
幕
開

け
と
共
に
早
く
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
日
本
比
較
文
学
会
の
『
比
較

文
学
』
第
一
巻
（
昭
和
三
十
三
年
）
に
は
、
大
島
正
に
よ
る
「
芥
川
龍
之
介

とE
l conde Lucanor

」(

一)

で
芥
川
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
古
典
の
影
響
分
析

が
見
ら
れ
、
ま
た
、
同
巻
資
料
の
項
目
で
は
、
木
内
や
ち
よ
・
宝
林
和
子
・

太
田
三
郎
ら
に
よ
る
「
芥
川
龍
之
介
と
外
国
作
家
の
関
係
―
統
計
的
調
査
―
」

に
お
い
て
、
芥
川
と
海
外
の
作
家
に
つ
い
て
、
国
別
、
作
家
別
の
詳
し
い
統

計
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る(

二)

。
よ
く
引
か
れ
る
分
類
だ
が
、
全
著
作
（
書
簡
、
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日
記
等
も
含
む
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
作
家
（
作
品
名
も
含
む
）
別
で
、

頻
度
の
高
い
順
に
挙
げ
る
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
〔
一
四
五
〕
、
ゲ
ー
テ
〔
一
〇
三
〕
、

ポ
オ
〔
九
十
四
〕
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
〔
七
十
四
〕
、
イ
プ
セ
ン
〔
六
十
七
〕
、

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
〔
六
十
七
〕
、
に
続
い
て
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
〔
六
十
〕

と
な
っ
て
い
る
。
国
別
と
な
る
と
フ
ラ
ン
ス
が
最
も
多
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
別
で
は
最
初
に
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
〔
六
十
一
〕
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
数
字
は
作
家
別
で
の
数
字
と
異
な
る
た
め
誤
植
と
思
わ
れ
る
が
、

続
い
て
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
〔
四
十
四
〕
、
フ
ロ
ベ
エ
ル
〔
三
十
九
〕
、
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
〔
三
十
七
〕
、
メ
リ
メ
〔
三
十
六
〕
、
ロ
テ
ィ
〔
三
十
三
〕
の
順
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
メ
リ
メ
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
ロ
テ
ィ
の
間

の
頻
度
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
芥
川
に
お
い
て
最
も
影
響
の
あ

っ
た
国
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
海
外
文
学
、
ま
た
メ
リ
メ
受
容
に
つ
い
て
は
、
芥

川
の
府
立
三
中
時
代
の
英
語
教
師
、
廣
瀬
雄
か
ら
貸
し
与
え
ら
れ
た
英
訳
書

に
始
ま
る
事
実
を
、
文
藝
春
秋
社
に
い
た
澤
村
三
木
男
が
「
芥
川
と
菊
池
の

友
情
」
と
し
て
岩
波
書
店
の
全
集
月
報(

三)

に
示
し
て
い
る
。
作
家
を
志
す
よ

う
に
な
っ
た
芥
川
は
、
西
洋
小
説
の
翻
訳
に
よ
っ
て
筆
な
ら
し
を
し
て
い
た

時
代
に
あ
っ
て
、
多
く
の
海
外
文
学
が
あ
る
中
、
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス

や
ゴ
ー
チ
エ
な
ど
、
英
訳
版
仏
文
学
の
翻
訳
で
文
筆
活
動
を
始
め
て
い
た
。

芥
川
が
言
及
し
て
い
る
海
外
作
家
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
ポ
オ
に
始
ま
り

ワ
イ
ル
ド
、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゲ
ー
テ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
学
生
時
代
に

最
も
感
動
し
た
作
品
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』

で
あ
り
、
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
ま
で
読
み
ふ
け
っ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し

て
い
る(

四)

。
初
め
て
親
し
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
文
学
が
ド
ー
デ
で
あ
り
、
ア
ナ
ト

ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
讃
辞
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
本
の
装
丁
と
内
容
の

美
し
さ
に
対
す
る
称
賛
、
ま
た
、
作
品
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
読
み
の
ル
ビ
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
の
引
用
な
ど
が
確
認
で
き
る(

五)

。 

 

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
文
学
へ
の
憧
憬
は
芥
川
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

芥
川
の
一
高
時
代
か
ら
の
友
で
あ
っ
た
成
瀬
正
一
は
、
後
に
フ
ラ
ン
ス
文
学

研
究
者
と
し
て
九
州
大
学
法
文
学
部
の
教
授
に
な
り
、「
浪
漫
思
想
先
駆
者
と

し
て
の
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
」
を
講
義
し
て
い
る

（
六
）

。
先
に
見

た
よ
う
に
、
帝
劇
で
芥
川
と
一
緒
に
谷
崎
を
初
め
て
目
に
し
て
い
る
芥
川
の

親
し
い
友
で
あ
っ
た
成
瀬
正
一
は
、
芥
川
の
勧
め
も
あ
っ
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
に
傾
倒
し
、
芥
川
に
お
け
る
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
が
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
後
も
熱
は
冷
め
や
ら
ず
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
会
い
に
ス
イ
ス
の

レ
マ
ン
湖
畔
ま
で
訪
ね
、
紀
行
文
「
或
夏
の
午
後
―
ロ
オ
ラ
ン
と
の
一
日
」(

七)

等
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
成
瀬
正
一
と
共
に
、
芥
川
は
在
学
中
に
久
米
正

雄
、
松
岡
譲
ら
と
『
新
思
潮
』
発
行
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
の
『
ト
ル
ス
ト
イ
』
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ

（
八
）

。
ま
た
、
芥
川
の
フ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
関
心
は
文
学
の
み
で
は
な
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
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ゴ
ー
ギ
ャ
ン
や
ル
ノ
ア
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
や
マ
テ
ィ
ス
な
ど
フ
ラ
ン
ス
絵
画
芸

術
に
関
す
る
言
及
も
確
認
で
き
る
た
め(

九)

、
芥
川
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
芸
術
、

い
ず
れ
に
も
親
し
ん
で
い
た
と
結
論
で
き
る
。 

芥
川
に
お
け
る
メ
リ
メ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、『
偸
盗
』（
大
正
六
年
）
、『
袈

裟
と
盛
遠
』（
大
正
七
年
）
、『
秋
』（
大
正
九
年
）
、『
黒
衣
聖
母
』（
大
正
九
年
）
、

『
或
恋
愛
小
説
』
（
大
正
十
三
年
）
、
『
湖
南
の
扇
』
（
大
正
十
五
年
）
、
『
カ
ル

メ
ン
』
（
大
正
十
五
年
）
（
ロ
シ
ア
か
ら
来
日
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
「
カ

ル
メ
ン
」
を
も
と
に
し
た
作
品
で
あ
る
た
め
メ
リ
メ
作
品
の
二
次
的
作
品
）
、

『
歯
車
』（
昭
和
二
年
）
な
ど
に
お
い
て
、
多
々
指
摘
さ
れ
て
き
て
お
り(

一
〇)

、

芥
川
に
お
け
る
メ
リ
メ
の
影
響
は
少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る(

十
一)

。 

そ
の
芥
川
龍
之
介
に
お
い
て
最
初
に
確
認
で
き
る
メ
リ
メ
へ
の
言
及
は
、

作
品
『
開
化
の
良
人
』
に
お
け
る
「
口
の
悪
い
メ
リ
メ
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

あ
の
口
の
悪
い
メ
リ
メ
と
云
ふ
や
つ
は
、
側
に
ゐ
た
デ
ユ
マ
か
誰
か
に

『
お
い
、
誰
が
一
体
日
本
人
を
あ
ん
な
途
方
も
な
く
長
い
刀
に
縛
り
つ

け
た
の
だ
ら
う
』
と
云
つ
た
さ
う
だ
ぜ
。
君
な
ん
ぞ
は
気
を
つ
け
な
い

と
、
す
ぐ
に
メ
リ
メ
の
毒
舌
で
こ
き
下
さ
れ
る
仲
間
ら
し
い
な
。(

十
二) 

 

メ
リ
メ
の
作
品
で
は
な
く
固
有
名
詞
と
し
て
の
メ
リ
メ
の
発
言
が
作
品

に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
、
メ
リ
メ
が
目
に
し

た
日
本
人
武
士
の
姿
に
関
す
る
発
言
が
発
話
の
形
で
作
品
内
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
メ
リ
メ
は
万
博
で
日
本
人
を
見
か
け
て
い
る
た
め
、
そ
の
時
の
話
と

思
わ
れ
る
が
、
芥
川
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス
人
か
ら
見
た
日
本
人
、
メ
リ
メ
の
視
点
で
語
ら
れ
た
十
九
世
紀
に
パ
リ
を

訪
れ
た
帯
刀
の
日
本
人
が
芥
川
の
作
品
内
で
再
表
現
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て

見
受
け
ら
れ
る
メ
リ
メ
へ
の
言
及
も
メ
リ
メ
の
作
品
で
は
な
く
オ
ペ
ラ
化
さ

れ
た
「
カ
ル
メ
ン
」
の
音
楽
と
な
っ
て
い
る(

十
三)

。「
カ
ル
メ
ン
」
に
関
し
て

は
ロ
シ
ア
の
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
が
来
日
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
見
に
行

っ
た
事
実
が
日
記
に
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

芸
術
が
文
学
作
品
の
み
で
は
な
く
、
様
々
な
形
で
受
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
た
事
実
を
伺
わ
せ
る
。
芥
川
は
メ
リ
メ
と
い
う
存
在
を
文
学
作
品
、

言
説
、
舞
台
と
い
っ
た
様
々
な
形
で
受
容
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
大
正

八
年
頃
に
は
、
芥
川
の
メ
リ
メ
に
対
す
る
明
確
な
関
心
が
見
え
始
め
る
。 

  
 

一
年
前
か
ら
静
か
な
力
の
あ
る
書
物
に
最
も
心
を
惹
か
れ
る
や
う
に
な

つ
て
ゐ
る
。
但
、
静
か
な
だ
け
で
力
の
な
い
も
の
に
は
餘
り
興
味
が
な

い
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル

・

・

・

・

・

や

メ
リ
メ
エ

・

・

・

・

や
日
本
物
で

西
鶴

・

・

な
ど
の
小
説

は
こ
の
點
で
今
の
僕
に
は
面
白
く
も
あ
り
、
又

た
め

、

、

に
も
な
る
本
で
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あ
る
。(

強
調
は
芥
川
に
よ
る) (

十
四) 

 
他
の
作
家
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
メ
リ
メ
は
、
こ
こ

で
芥
川
自
身
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
時
に
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
意
識
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
大
正
九
年
に
、
芥
川
が
そ
れ
ま
で
親
し
ん
で
い
た
ゴ
ー
チ
エ
か

ら
は
離
れ
、
メ
リ
メ
を
「
不
朽
」
の
作
品
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
も
確
認

で
き
る(

十
五)

。
ま
た
大
正
十
一
年
に
は
、
芥
川
の
親
し
い
友
、
菊
池
寛
の
全

集
第
三
巻
の
序
文
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
メ
リ
メ
を
比
較
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
は
メ
リ
メ
よ
り
も
偉
大
で
は
あ
る
が
、
メ
リ
メ
は
芸
術
家
で
あ
り
、
作
品

に
渾
成
の
趣
を
與
え
る
才
能
に
よ
り
長
け
て
い
る
と
し
た
評
価
を
く
だ
し
て

い
る(

十
六)

。『
鏡
花
全
集
』
に
際
し
て
も
、
鏡
花
に
対
す
る
最
大
級
の
賛
辞
と

し
て
仏
蘭
西
浪
漫
主
義
の
諸
大
家
に
比
す
る
と
し
、
質
の
高
さ
に
お
い
て
メ

リ
メ
の
名
を
挙
げ
て
い
る(

十
七)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
芥
川
に
お
け
る
メ
リ

メ
の
評
価
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

芥
川
が
メ
リ
メ
を
高
く
評
価
し
た
事
実
は
死
の
前
に
展
開
さ
れ
始
め
た

谷
崎
潤
一
郎
と
の
論
争
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
芥
川
は
フ
ロ
ベ
ー
ル
以

前
に
お
け
る
唯
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
メ
リ
メ
を
位
置
付
け
た
上
で

「
詩
的
精
神
」を
谷
崎
に
求
め
た
様
子
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
芥
川
龍
之
介
が
死
の
前
に
谷
崎
に
送
っ
た
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』

を
見
て
い
き
た
い
。 

 

第
四
節 

芥
川
と
『
コ
ロ
ン
バ
』 

 

メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
芥
川
の
『
湖
南
の

扇
』
は
、
吉
田
精
一
に
よ
る
と
、「
小
説
と
し
て
よ
り
も
、
旅
行
紀
の
一
節
と

い
つ
た
や
う
な
淡
々
と
し
た
味
が
あ
り
」(

一)

と
さ
れ
て
い
る
通
り
、
旅
先
で

の
事
件
を
も
と
に
し
た
作
品
で
あ
り
、
芥
川
が
実
際
に
訪
れ
た
中
国
が
舞
台

と
な
っ
て
い
る
。
芥
川
が
亡
く
な
っ
た
二
年
後
に
堀
辰
雄
が
卒
業
論
文
と
し

て
書
い
た
「
芥
川
龍
之
介
論
」
に
よ
る
と
、
芥
川
は
『
湖
南
の
扇
』
を
書
く

た
め
に
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
何
度
も
読
み
返
し
た
こ
と
を
堀
辰
雄
に
話
し
て
い

た
と
あ
る(

二)

。
従
っ
て
、
『
湖
南
の
扇
』
の
典
拠
が
『
コ
ロ
ン
バ
』
に
あ
る

事
実
を
芥
川
自
身
が
明
ら
か
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
芥
川
は
メ
リ
メ
に

同
じ
く
実
際
に
自
ら
が
訪
れ
た
地
に
ま
つ
わ
る
話
を
作
品
化
し
て
お
り
、
両

作
品
は
旅
先
に
お
け
る
話
と
い
う
設
定
、
ま
た
強
い
個
性
を
持
っ
た
旅
先
で

出
会
っ
た
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
芥
川
が
谷
崎

と
の
論
争
に
お
い
て
示
し
て
い
る
の
は
「
詩
的
精
神
」
で
あ
る
た
め
、
以
下

で
は
そ
の
意
識
を
辿
り
た
い
。 
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一 

仏
蘭
西
ロ
マ
ン
主
義 

 
試
み
に
先
生
等
身
の
著
作
を
以
つ
て
仏
蘭
西
羅
漫
主
義
の
諸
大
家
に
比

せ
ん
か
、
質
は
撃
天
七
寶
の
柱
、
メ
リ
メ
エ
の
巧
を
凌
駕
す
可
く
、
量

は
抜
地
無
憂
の
樹
、
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
大
に
肩
随
す
可
し
。(

一) 

  

こ
れ
は
『
鏡
花
全
集
』
の
巻
末
広
告
で
あ
る
た
め
、
多
少
、
誇
張
し
た
表

現
と
な
っ
て
い
る
が
、
芥
川
龍
之
介
は
泉
鏡
花
を
最
大
限
に
評
価
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
仏
蘭
西
羅
漫
主
義
の
諸
大
家
に
比
せ
ん
か
」
と
し
た
表
現
を
用
い

て
メ
リ
メ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
芥
川
が
評
価
す
る
メ
リ
メ
を
仏
蘭
西

ロ
マ
ン
主
義
の
側
面
か
ら
見
た
い
と
思
う
。 

 

メ
リ
メ
は
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
作
り
出
し
た
と
す
る
地

方
色
、
す
な
わ
ち
各
地
の
風
習
・
風
俗
の
描
写
を
自
ら
に
課
し
て
お
り
、『
コ

ロ
ン
バ
』
に
先
立
つ
コ
ル
シ
カ
島
を
舞
台
に
し
た
作
品
、『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル

コ
ー
ネ
』
に
は
、
副
題
に
「
コ
ル
シ
カ
の
風
習
・
風
俗
」
と
付
け
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
見
た
通
り
で
あ
る(

二)

。
メ
リ
メ
に
お
け
る
地
方

色
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

繰
り
返
す
こ
と
は
避
け
た
い
が
、
コ
ル
シ
カ
特
有
の
風
習
が
描
か
れ
た
『
コ

ロ
ン
バ
』
は
、
コ
ル
シ
カ
の
風
習
・
風
俗
が
特
徴
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る(

三)

。

こ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
へ
と
至
る
メ
リ
メ
の
文
筆
活
動
の
初
期
に
お
い
て
指
摘

さ
れ
る
の
は
、
電
気
の
法
則
を
発
見
し
た
ア
ン
ペ
ー
ル
の
息
子
、
ジ
ャ
ン
＝

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ペ
ー
ル
と
共
に
、
大
学
の
法
学
部
に
進
学
し
て
す
ぐ
に
手

掛
け
た
イ
ギ
リ
ス
作
品
の
翻
訳
で
あ
る(

四)

。
芥
川
も
文
壇
を
志
し
、
最
初
に

手
慣
ら
し
と
し
て
翻
訳
を
し
て
い
る
た
め
、
メ
リ
メ
と
同
じ
順
序
を
経
て
文

壇
へ
と
至
っ
て
い
る
。
メ
リ
メ
は
英
文
学
へ
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に

な
る
が
、
翻
訳
以
前
に
母
方
の
曾
祖
母
で
あ
る
ボ
ー
モ
ン
夫
人
が
イ
ギ
リ
ス

に
暮
ら
し
た
こ
と
や
、
父
レ
オ
ノ
ー
ル
の
仕
事
の
関
係
で
ロ
ン
ド
ン
に
暮
ら

し
た
事
実
な
ど
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
に
目
が
向
か
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に

育
っ
て
い
た
。
ロ
マ
ン
主
義
が
育
つ
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
メ
リ
メ
に

限
ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
文
化
的
・
政
治
的
交
流
が
活
発

と
な
っ
て
い
た
状
況
も
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
芥
川
も
漱
石
に
同
じ
く
明

治
の
文
明
開
花
以
来
、
日
本
に
海
外
の
文
学
作
品
・
海
外
文
化
の
情
報
が
入

っ
て
き
て
い
た
時
代
に
生
き
て
お
り
、
メ
リ
メ
と
似
た
状
況
に
あ
っ
た
。
明

治
四
十
三
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
白
樺
』
は
、
冒
頭
に
「
「
そ
れ
か
ら
」
の

著
者
夏
目
漱
石
氏
は
」
と
す
る
武
者
小
路
実
篤
の
漱
石
論
に
始
ま
っ
た
雑
誌

で
あ
り
、
西
洋
の
文
学
・
芸
術
作
品
を
紹
介
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
日
本
は
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
し
た
時
代
に

あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
芥
川
も
漱
石
に
同
じ
く
メ
リ
メ
と
似
た
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
メ
リ
メ
は
逸
話
を
も
と
に
作
品
化
し
て
い
る

が
、
芥
川
も
源
と
な
る
逸
話
や
古
典
文
学
を
、
自
分
が
生
き
た
時
代
に
相
応
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し
い
形
で
表
現
し
て
い
る
。
芥
川
は
各
地
の
固
有
の
風
習
・
風
俗
を
表
現
す

る
仏
蘭
西
ロ
マ
ン
主
義
を
最
大
限
に
賛
美
し
、
と
り
わ
け
メ
リ
メ
を
評
価
し

て
い
た
が
、
逸
話
を
も
と
に
し
て
作
品
化
す
る
姿
勢
に
お
い
て
も
メ
リ
メ
に

等
し
か
っ
た
。 

 

二 

見
る 

  

漱
石
は
一
高
時
代
に
《 E

yes 
》
と
さ
れ
て
い
た
が
、
芥
川
も
ま
た
「
見

る
」
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
第
四
次
『
新
思
潮
』
は
、
漱
石
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
芥
川
が
久
米
正
雄
、
松
岡
譲
、
成
瀬
正
一
、
菊
池
寛
ら
と
共
に

出
す
こ
と
に
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
が

（
一
）

、
筆
慣
ら
し
に
翻
訳
を
し
て
い
る

時
期
に
は
、
久
米
正
雄
は
、
ゴ
ー
チ
エ
作
品
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
に

よ
る
英
訳
か
ら
の
重
訳
で
、
新
潮
社
の
「
新
潮
文
庫
」
第
十
編
と
し
て
『
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
の
一
夜
』（
大
正
三
年
一
〇
月
）
を
出
し
て
お
り

（
二
）

、
芥
川
龍

之
介
も
名
前
を
出
さ
ず
に
訳
出
し
て
い
る
。
芥
川
が
担
当
し
た
作
品
は
、
目

に
特
徴
を
持
ち
、
女
神
の
よ
う
で
も
あ
り
女
王
の
よ
う
で
も
あ
る
ク
ラ
リ
モ

ン
ド
が
描
か
れ
た
作
品
『
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
』
と
な
っ
て
い
る
。
久
米
正
雄
に

よ
る
と
、
ゴ
ー
チ
エ
の
幻
想
的
物
語
の
絵
画
的
幽
艶
な
る
世
界
を
邦
訳
し
た

作
品
と
さ
れ
て
お
り
、
芥
川
が
担
当
し
た
『
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
』
に
は
、
運
命

を
変
え
る
ほ
ど
の
「
目
」
を
持
っ
た
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
が
描
か
れ
、「
見
る
」
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

其
眼
は
又
絶
え
ず
矢
の
や
う
に
光
を
射
て
ゐ
る
。
そ
し
て
わ
た
し
は
確

に
、
そ
の
光
が
わ
し
の
心
の
臓
に
這
入
っ
た
の
を

見
た

、

、

。
わ
し
は
其

眼
に
輝
い
て
ゐ
る
火
が
、
天
上
か
ら
來
た
の
か
、
地
獄
か
ら
來
た
の
か

を
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
確
に
、
其
二
つ
の
中
の
ど
ち
ら
か

ら
か
來
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
天
使
か
、
さ
も
な
く
ば
惡
魔
で
あ
る
。

そ
し
て
恐
ら
く
は
又
兩
方
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
（
強
調
は
芥
川
に
よ
る
）

(

三) 

  

こ
の
目
を
持
ち
、
自
ら
を
「
美
」
で
あ
り
「
若
さ
」
で
あ
り
「
生
命
」
で

あ
る
と
す
る
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
は
、「
死
」
し
て
も
な
お
「
美
」
で
あ
り
、
夢
か

誠
か
幻
想
的
な
世
界
が
、
フ
ァ
ム
フ
ァ
タ
ル
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
特
異

な
目
と
共
に
描
か
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
カ
ル
メ
ン
』
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
偸
盗
』（
大
正
六
年
）
は
、
自
ら
の
評
で
は
芳
し
い
出

来
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が

（
四
）

、
眼
差
し
一
つ
で
身
を
亡
ぼ
し
た
男
た
ち

が
描
か
れ
て
い
る
。 

  
 

あ
の
女
の
眼
ざ
し
一
つ
で
、
身
を
亡
ぼ
し
た
男
の
數
は
、
こ
の
炎
天
に
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ひ
る
が
へ
る
燕
の
數
よ
り
も
、
澤
山
あ
る
。
現
に
か
う
云
ふ
己
で
さ
へ
、

唯
一
度
、
あ
の
女
を
見
た
ば
か
り
で
、
と
う
と
う
今
の
や
う
に
、
身
を

堕
し
た
。(

五) 

  

ま
た
、
三
島
由
紀
夫
へ
影
響
を
与
え
る
『
地
獄
変
』（
大
正
七
年
）
は
、
芸

術
至
上
主
義
か
ら
捉
え
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
が
、「
見
た
も
の
で
な
け

れ
ば
描
け
な
い
」
と
す
る
絵
描
き
が
登
場
し
、
様
々
な
目
が
表
現
さ
れ
た
作

品
に
も
な
っ
て
い
る

（
六
）

。
芥
川
は
目
に
特
徴
を
持
つ
ゴ
ー
チ
エ
作
品
を
担

当
し
、
メ
リ
メ
の
影
響
の
も
と
に
目
に
力
を
持
つ
作
品
を
執
筆
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
フ
ァ
ム
フ
ァ
タ
ル
と
し
て
の
眼
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
初
期
の

創
作
傾
向
が
「
目
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
芥
川
は

目
を
好
ん
で
お
り
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
文
章
を
模
範
と
し
て
お
り
、
そ
れ

を
漱
石
の
文
章
に
見
て
い
る
。 

  
 

景
色
がvisualize

（
眼
に
見
る
や
う
に
）
さ
れ
て
來
る
文
章
が
好
き
だ
。

（
中
略
）
そ
の
摑
ま
へ
方
の
適
確
さ
が
、
夏
目
漱

、

、

、

石、

氏
の
文
章
で
は

非
常
に
獨
得
で
あ
つ
て
、
し
か
も
優
れ
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
漱、

石、

氏、

の
作
品
に
は
随
所
に
さ
う
し
た
私
の
好
き
な
文
章
を
発
見
す
る
こ
と
が

出
來
る
。
（
強
調
は
芥
川
に
よ
る
）（

七
） 

  

こ
の
よ
う
に
、
眼
ま
た
目
に
見
え
る
よ
う
な
文
章
を
好
む
芥
川
に
よ
っ
て

『
悪
魔
』
（
大
正
七
年
）
や
『
藪
の
中
』
（
大
正
十
一
年
）
な
ど
、
目
が
特
徴

的
に
描
か
れ
た
作
品
は
多
々
あ
り(

八)

、
ま
た
、
怪
奇
的
作
品
の
翻
訳
と
見
ら

れ
る
「
眼
」
な
ど
も
あ
る(

九)

。
芥
川
が
目
と
見
る
こ
と
に
対
し
て
意
識
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
芥
川
は
、
自
ら
の
詩

を
目
玉
の
大
き
い
靑
蛙
に
例
え
て
い
る
。 

 

目
玉
ば
か
り
大
き
い
靑
蛙
！ 

お
れ
の
詩
は
お
前
だ
。(

一
〇) 

 

芥
川
は
見
る
存
在
と
し
て
の
青
蛙
が
自
ら
の
詩
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
芥
川
に
お
け
る
詩
は
、
見
る
行
為
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
は
如
何
な
る
文
章
を
模
範
と
す
べ
き
か
で
、
目
に

見
え
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
文
章
が
好
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、『
コ
ロ
ン
バ
』

は
、
メ
リ
メ
が
見
る
こ
と
を
徹
底
し
て
追
求
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
芥
川
が
論
争
中
に
谷
崎
に
送
っ
た
『
コ
ロ
ン

バ
』
は
、
芥
川
が
求
め
た
見
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。 

芥
川
の
印
象
が
語
ら
れ
た
も
の
に
、
芥
川
自
身
の
目
に
つ
い
て
記
さ
れ
た



８２ 
 

も
の
が
あ
る
。
東
洋
史
が
専
門
で
芥
川
の
同
級
生
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

か
ら
叙
勲
さ
れ
て
い
る
石
田
幹
之
助
が
語
っ
て
い
た
こ
と
を
、
丸
谷
才
一
が

「
思
い
出
」
と
し
て
書
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

「
凉
し
い
感
じ
の
人
で
し
た
。
殊
に
目
の
感
じ
が
さ
う
で
し
た
ね
。
あ

ん
な
に
目
の
き
れ
い
な
人
に
は
、
そ
の
後
、
會
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
」
と
言
っ
た
。（

十
一
） 

 

三 

死 

 

芥
川
は
二
十
歳
に
な
る
前
の
明
治
四
十
四
年
頃
か
ら
、
す
で
に
死
の
問
題

を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き(

一)

、
そ
の
後
も
、
神
経
衰
弱
、
親
類
に

あ
る
狂
気
に
加
え
、
親
し
い
友
、
宇
野
浩
二
の
発
狂
な
ど
が
あ
り
、
「
遺
書
」

も
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
死
を
間
近
に
控
え
た
状
況
に
あ
っ
た
。
作
品
に

お
い
て
も
、
大
正
三
年
の
『
大
川
の
水
』
に
お
け
る
括
弧
つ
き
の
「
死
」(

二)

に
始
ま
り
、『
羅
生
門
』
で
は
客
体
と
し
て
の
死
骸(

三)

、『
ひ
ょ
っ
と
こ
』
で

は
あ
っ
け
な
い
死(

四)

、『
偸
盗
』
で
は
ぞ
ん
ざ
い
な
死(

五)

、
ま
た
、
殺
人
（
『
南

瓜
』
）
に
つ
い
て(

六)

、
自
殺
（
『
温
泉
便
り
』
）
な
ど(

七)

、
様
々
な
角
度
か
ら

死
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

自
ら
死
を
選
ぶ
昭
和
二
年
に
、
芥
川
は
『
河
童
』
に
お
い
て
積
極
的
な
死

を
表
現
す
る
に
至
っ
て
い
る(

八)

。
ま
た
、
遺
稿
と
な
る
『
侏
儒
の
言
葉
』
で

は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
を
引
い
て
「
自
殺
」
を
語
っ
て
い
る(

九)

。
同
じ
く
遺
稿
と

な
っ
た
『
歯
車
』(

一
〇)

は
、『
侏
儒
の
言
葉
』
に
お
け
る
死
に
等
し
い
自
殺
に

始
ま
る
作
品
で
あ
る
。
第
二
章
は
、『
コ
ロ
ン
バ
』
の
テ
ー
マ
と
重
な
る
「
復

讐
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
あ
る
カ
フ
ェ
で
珈
琲
と
共
に
読
ま

れ
る
も
の
と
し
て
『
メ
リ
メ
エ
の
書
簡
集
』
が
用
い
ら
れ
、
メ
リ
メ
の
書
簡

集
に
小
説
と
同
じ
鋭
い
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
見
て
、
そ
れ
に
影
響
を
受
け
る
弱

い
僕
が
示
さ
れ
て
い
る(

十
一)

。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
を
引
い
て
死
が
語
ら
れ
て
い

る
『
侏
儒
の
言
葉
』
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
集
成
し
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

い
く
つ
も
の
題
の
も
と
に
芥
川
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
短
い
文
章
で
記
さ
れ
て

い
る
。『
歯
車
』
は
、
芥
川
が
死
と
直
面
し
て
い
た
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
事
実
遺
稿
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
『
侏
儒
の
言
葉
』

で
示
さ
れ
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
通
じ
る
自
死
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
死
が

示
さ
れ
た
『
歯
車
』
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
背
景
に
は
メ
リ
メ
の
書
簡
集
が
あ

っ
た
。 

 

メ
リ
メ
は
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
『
カ
ル
メ
ン
』
を
始
め
と
し
た
作
品
に

お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
に
は
な
い
個
別
の
死
を
表
現
し
て
い
る
。
例

え
ば
、『
コ
ロ
ン
バ
』
に
先
立
つ
コ
ル
シ
カ
を
舞
台
と
し
た
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ

ル
コ
ー
ネ
』
は
、
名
誉
あ
る
尊
い
死
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
が
示
し
た
自
由
主
義

的
な
死
が
表
現
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る(

十
二)

。
芥
川
龍
之
介
は
漱
石
門
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下
に
あ
っ
た
が
、
漱
石
は
そ
の
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
日
本
に
通

じ
る
死
を
見
て
い
た(

十
三)

。
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
と
は
異
な
る
自
由
主
義

的
立
場
で
示
さ
れ
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
お
け
る
死
に
通
じ
る
日
本
の
死
が
表

現
さ
れ
た
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
は
、『
コ
ロ
ン
バ
』
と
同
じ
コ
ル
シ

カ
島
を
舞
台
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
『
コ
ロ
ン
バ
』
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

コ
ル
シ
カ
島
の
風
習
と
し
て
の
個
別
の
死
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
の
背
景
に
は

『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
通
じ

る
死
が
あ
っ
た
。
芥
川
が
最
期
に
至
っ
た
死
観
は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
お
け
る

死
と
な
っ
た
が
、
そ
の
死
に
通
じ
る
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
を
背
景

に
し
た
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
、
芥
川
は
最
期
に
谷
崎
に
送
っ
て
い
る
。 

 

若
し
「
コ
ロ
ン
バ
」
を
讀
む
べ
く
ん
ば
、
作
者
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ

エ
と
共
に
「
コ
ロ
ン
バ
」
を
作
る
心
を
以
て
せ
よ
。
等
閑
に
面
白
が
る

の
み
に
了
る
こ
と
勿
れ
。(

十
四) 

 

芥
川
が
谷
崎
に
向
け
て
最
期
に
示
し
た
の
は
、
自
ら
の
死
観
が
示
さ
れ
て

い
る
メ
リ
メ
の
表
現
し
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
通
じ
る
死
を
背
景
に
し
た
作
品

で
あ
っ
た
。
芥
川
の
遺
稿
と
な
っ
た
『
歯
車
』
に
は
、
死
ぬ
間
際
に
影
響
を

受
け
た
『
メ
リ
メ
エ
の
書
簡
集
』
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
作
品
で
は
な

く
、
メ
リ
メ
作
品
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ニ
イ
ダ
カ
ン
が
、
メ
リ
メ
に
送

っ
た
書
簡
に
始
ま
る
往
復
書
簡
の
う
ち
、
メ
リ
メ
の
書
簡
の
み
が
集
め
ら
れ

た
書
簡
集
で
あ
る
。
芥
川
が
メ
リ
メ
に
初
め
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
作
品

で
は
な
く
メ
リ
メ
自
身
の
言
説
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
、
仏
蘭
西
ロ
マ
ン
主
義

者
と
し
て
の
メ
リ
メ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
作
品
の
み
な
ら
ず
、
メ
リ

メ
の
言
説
が
最
期
ま
で
芥
川
の
胸
中
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
芥
川
最
期
の

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
死
観
で
あ
る
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
通
じ
る
死
を
背
景
に
し
た

作
品
、
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
、
死
ぬ
前
に
、
谷
崎
へ
送
っ
た
こ
と
に

な
る
。 

芥
川
は
精
神
衰
弱
、
身
内
に
見
る
狂
気
、
友
の
発
狂
、
ま
た
、
昭
和
二
年

四
月
に
は
菊
池
寛
宛
の
遺
書
を
書
き
、
谷
崎
潤
一
郎
へ
『
コ
ロ
ン
バ
』
を
送

っ
て
い
た
。『
コ
ロ
ン
バ
』
を
論
争
に
お
け
る
谷
崎
の
言
う
「
小
説
の
筋
」
で

見
る
と
、
復
讐
劇
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
よ
う
に
、『
コ
ロ
ン
バ
』
は
芥
川
の
求
め
た
眼
、
見
る
に
つ
い
て
メ
リ

メ
が
追
求
し
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
メ
リ
メ
が
メ
リ
メ
が
仏
蘭
西
ロ
マ
ン

主
義
者
と
し
て
示
し
た
「
地
方
色
」
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
通
じ
る
死
を
表
現
し

た
作
品
で
あ
っ
た
。
芥
川
が
谷
崎
に
送
っ
た
の
は
、
こ
の
「
詩
的
精
神
」
と

し
て
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
で
あ
り
、「
小
説
の
筋
」
と
し
て
の
復
讐
劇
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
が
谷
崎
に
送
っ
た
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
は
、

単
な
る
偶
然
で
は
な
く
芥
川
の
言
う
「
詩
的
精
神
」
を
示
す
た
め
に
不
可
欠

な
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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芥
川
は
谷
崎
と
の
論
争
の
間
に
死
を
選
ん
で
い
る
が
、
そ
の
死
が
谷
崎
の

誕
生
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
谷
崎
は
「
芥
川
君
と
私
」(

十
五)

と
し
て
論
争
を

闘
わ
せ
た
『
改
造
』
で
語
っ
て
い
る
。
谷
崎
は
、
芥
川
亡
き
あ
と
、『
文
藝
春

秋
』
芥
川
龍
之
介
追
悼
篇
に
て
、「
い
た
ま
し
き
人
」
と
題
し
、
故
人
と
な
っ

た
芥
川
に
対
し
て
申
し
訳
の
言
葉
も
な
い
と
回
想
し
て
い
る
。
芥
川
が
最
期

に
友
達
へ
の
形
見
分
け
の
つ
も
り
で
『
即
興
詩
人
』
、
英
訳
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
、

「
仏
蘭
西
語
の
印
度
の
佛
像
集
」
を
送
っ
て
き
た
の
に
、
谷
崎
は
誤
解
し
、

再
び
食
っ
て
か
か
り
、
故
人
の
霊
に
合
わ
す
顔
も
な
い
こ
と
を
し
た
と
明
か

し
て
い
る
。 

芥
川
は
、
遺
稿
と
な
っ
た
『
侏
儒
の
言
葉
』
の
序
に
、
「
必
ず
し
も
自
分

の
思
想
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
「
一
本
の
草

で
は
な
く
、
行
く
筋
も
の
つ
る
を
伸
ば
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
つ
る
草
」

と
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
芥
川
に
お
け
る
い
く
筋
も
伸
び
る
つ
る
草

の
一
本
で
あ
る
メ
リ
メ
を
導
き
手
と
し
て
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
考
察
し
た
。

芥
川
が
最
期
に
友
と
し
て
の
谷
崎
に
送
っ
た
の
は
、
芥
川
の
言
う
「
詩
的
精

神
」
と
し
て
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
五
章 

堀
辰
雄
と
メ
リ
メ 

―
芥
川
の
死
の
観
点
か
ら 

 

 

堀
辰
雄
（
明
治
三
十
七
年-

昭
和
二
十
八
年
）
の
作
品
『
風
立
ち
ぬ
』
（
昭

和
十
一
年
～
昭
和
十
三
年
）（

一
）

は
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
（Paul VA

LÉ
RY, 

1871-1945

）
の
詩
集
『
海
辺
の
墓
地
』
（Le Cim

etière m
arin, 1920

）

の
一
節
《 Le vent se lève, il faut tenter de vivre. 

》
の
堀
辰
雄
に

よ
る
訳
詩
文
「
風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も
」
の
頭
の
部
分
が
作
品
名
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
名
「
風
立
ち
ぬ
」
は
、
作
品
集
の
題
名
や
映
画
の

タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
日
の
日
本
に
お
い

て
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
原
詩
以
上
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
堀
辰

雄
の
こ
う
し
た
意
識
的
に
外
国
文
学
を
摂
取
す
る
態
度
の
背
景
に
は
、
ジ
ッ

ド
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
美
術
や
音
楽
に
も
造
詣
の
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
デ

ュ
・
ボ
ス( C

harles D
u B

O
S, 1822-1939) 

（
二
）

『
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ィ
ド

と
の
対
話
』( Le D

ialogue avec André G
ide, 1929 ) 

（
三
）

に
触
れ
て

堀
辰
雄
は
語
っ
て
い
る
。
堀
辰
雄
は
ジ
ィ
ド
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
け
る
ゲ

ー
テ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
や
ロ
シ
ア
文
学
の
影
響

は
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
文
学
の
影
響
以
上
に
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

「
最
も
よ
い
フ
ラ
ン
ス
的
な
頭
腦
は
出
来
る
だ
け
外
國
文
學
の
影
響
を
受
け

入
れ
、
そ
れ
を
よ
く
消
化
し
う
る
頭
腦
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と

（
四
）

、

加
え
て
、
よ
い
頭
脳
は
外
国
文
学
を
よ
く
利
用
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る

（
五
）

。
更
に
、
堀
辰
雄
は
ジ
ィ
ド
の
言
う
「
最
も
よ
い
フ
ラ
ン
ス
的
な
頭
脳
」

を
「
最
も
よ
い
日
本
的
な
頭
脳
」
に
置
き
換
え
た
ら
、
ジ
ッ
ド
の
言
葉
が
よ

り
的
確
に
な
る
と
し
て
い
る
。『
風
立
ち
ぬ
』
は
、
こ
の
ジ
ィ
ド
に
倣
い
、
ヴ
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ァ
レ
リ
ー
の
『
海
辺
の
墓
地
』
を
日
本
的
に
消
化
し
た
結
果
と
見
て
と
る
こ

と
の
で
き
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
辰
雄
の
関
心
が
向
け

ら
れ
た
対
象
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
始
め
と
し
て
、
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
の
作
品

と
な
っ
て
い
る

（
六
）

。
堀
辰
雄
を
師
と
仰
ぐ
中
村
眞
一
郎
に
よ
る
と

（
七
）

、
堀

辰
雄
は
コ
ク
ト
ー
文
学
の
日
本
へ
の
導
入
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

通
り

（
八
）

、
コ
ク
ト
ー
作
品
の
翻
訳
を
多
く
手
掛
け
て
い
る
。
堀
辰
雄
は
コ

ク
ト
ー
が
翻
訳
と
い
う
行
為
を
「
手
術
」
と
し
て
積
極
的
に
捉
え
て
い
た
こ

と
を
挙
げ
、
コ
ク
ト
ー
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
翻
訳
に
独
自
の
価
値
を
み
て
お
り
、
翻
訳
が
言
語

か
ら
言
語
へ
の
転
換
で
は
な
く
、
死
ん
だ
言
葉
を
生
き
た
言
葉
に
換
え
て
作

品
を
若
返
ら
せ
る
と
し
て
、
コ
ク
ト
ー
に
同
じ
く
翻
訳
に
対
し
て
積
極
的
な

捉
え
方
を
し
て
い
る

（
九
）

。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
澁
澤
龍
彦
の
「
堀
辰

雄
と
コ
ク
ト
ー
」
を
始
め
と
し
て
、
堀
辰
雄
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
関

係
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た

（
一
〇
）

。
堀
辰
雄
が
積
極
的
な
翻
訳
者
で
あ
っ
た
こ

と
は
自
ら
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
外
国
文
学
を
積
極
的
に
摂
取

す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
堀
辰
雄
は
表
現
者
で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
私
淑
し

て
い
た
芥
川
龍
之
介
の
死
に
際
し
て
、
レ
ク
イ
エ
ム
と
さ
れ
る
作
品
『
聖
家

族
』(

昭
和
五
年)

を
発
表
し
て
い
る
。『
聖
家
族
』
に
は
、
芥
川
が
好
み
、
ま

た
、
芥
川
の
影
響
の
も
と
で
堀
辰
雄
に
お
い
て
も
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
メ
リ
メ
の
書
簡
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
章
で
は
、

メ
リ
メ
を
通
し
て
堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
の
問
題
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
節 

堀
辰
雄
と
フ
ラ
ン
ス 

  

堀
辰
雄
に
お
け
る
メ
リ
メ
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
ず
、
堀
辰
雄
と

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
堀
辰
雄
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
が

明
確
に
確
認
で
き
る
の
は
、
最
初
の
書
簡
と
さ
れ
て
い
る
神
西
清
（
明
治
三

十
六
年
‐
昭
和
三
十
二
年
）
に
宛
て
ら
れ
た
葉
書
で
あ
り
、
一
高
の
同
じ
寄

宿
舎
で
友
と
な
っ
た
神
西
清
へ
の
《 M

on cher Jinzai 

》
「
信
愛
な
る
神

西
く
ん
」（

一
）

と
認
め
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
友
人
宛
書
簡
の
書
き
出
し
の
形
式
で
は
一
般
的
な
表
現
だ

が
、
受
け
取
る
側
と
な
る
神
西
清
の
理
解
が
前
提
に
あ
る
書
式
と
な
っ
て
い

る
。
神
西
清
に
宛
て
ら
れ
た
こ
の
最
初
の
葉
書
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
出

会
っ
た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
と
そ
れ
を
共
有
で
き
る
友
を
得
た
喜
び
、
ま
た
、

そ
れ
ら
を
文
章
で
伝
え
ら
れ
る
喜
び
な
ど
、
多
く
の
喜
び
に
溢
れ
て
い
る
。

堀
辰
雄
は
、
大
正
十
年
に
第
一
高
等
学
校
理
科
乙
類
へ
入
学
、
神
西
清
は
そ

の
前
年
大
正
九
年
に
理
科
甲
類
に
入
学
し
て
お
り
、
同
じ
寄
宿
舎
で
知
り
合

っ
て
以
来
、
こ
の
書
き
出
し
に
あ
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
を
介
し
て
生
涯
の
信

愛
な
る
友
と
な
っ
て
い
る
。
堀
辰
雄
に
お
け
る
神
西
清
、
及
び
、
堀
辰
雄
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
位
置
が
示
さ
れ
た
最
初
の
葉
書
に
は
、
書
き
出
し
に
続
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い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  
 

神
西
清
！ 

 
 

佛
蘭
西
の
匂
ひ
高
い
詩
人
よ
！ 

古
風
な
る

な
み
だ

、

、

、

の
詩
人
よ
！ 

藝
術
そ
の
も
の
の
様
な
純
粋
の
詩
人
よ
！ 

 
 

 

詩
の
た
め
に
、
私
は
君
を
讃
美
し
、
祝
福
す
る
。（

二
） 

 

大
正
十
二
年
三
月
十
七
日
付
の
こ
の
葉
書
に
は
、
冒
頭
一
行
目
で
神
西
清

の
名
が
感
嘆
符
付
き
で
挙
げ
ら
れ
、
続
い
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
詩
人
」

で
あ
る
こ
と
が
三
た
び
感
嘆
符
付
で
重
ね
て
示
さ
れ
て
い
る
。
筆
頭
に
、
神

西
清
が
フ
ラ
ン
ス
の
香
り
高
き
詩
人
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
詩
を
褒
め

称
え
、
讃
美
賞
賛
し
て
い
る
。
神
西
清
と
知
遇
を
得
た
喜
び
に
溢
れ
る
堀
辰

雄
は
、
そ
の
思
い
を
こ
の
最
初
の
葉
書
で
率
直
に
伝
え
て
い
る
。
堀
辰
雄
は

話
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
意
思
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
文
章
に

託
す
こ
と
が
自
分
に
は
適
し
て
い
る
こ
と
を
、
書
簡
外
第
一
信
と
敢
え
て
記

し
た
こ
の
葉
書
に
示
し
、
自
ら
の
思
い
を
文
章
に
託
す
決
意
を
神
西
清
に
宛

て
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
葉
書
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
最
大
限
の
評
価
と

讃
美
と
共
に
、
美
し
く
芳
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
言
語
は
、

英
語
や
ド
イ
ツ
語
で
は
な
く
日
本
語
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
語
の
美
し
さ
に

つ
い
て
も
歓
喜
の
も
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
美
し
い
日
本
語
を
音
楽
的

絵
画
的
な
存
在
に
成
し
得
る
の
は
自
分
た
ち
で
あ
り
、
言
葉
の
美
に
囚
わ
れ

た
自
ら
の
精
神
と
肉
体
を
美
と
詩
と
芸
術
の
た
め
に
捧
げ
る
と
し
、
言
葉
へ

の
憧
憬
と
誇
り
は
「
美B

E
A

U
TÉ

の
う
ち
に
在
る
！
」
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
神
西
清
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
外
第
一
信
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
日

本
語
に
よ
る
美
と
詩
と
芸
術
に
お
け
る
堀
辰
雄
の
初
心
や
自
負
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。 

堀
辰
雄
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
の
問
題
は
、
こ
の
後
、
翻
訳
や

自
ら
の
作
品
世
界
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
最
初
期
に
お
け
る
飾
ら
ぬ
思

い
は
、
も
っ
ぱ
ら
友
で
あ
る
神
西
清
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
書

簡
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

僕
は
す
つ
か
りM

aurice B
arrès 

に
熱
中
し
さ
う
だ
。
今
夜
か
ら 

“ U
n Jardin sur l’O

ronte “ 

に
嚙
り
つ
か
う
と
思
ふ
。
（
略
）
こ
れ

が
濟
ん
だ
らA

ndré G
ide

だ
。
そ
れ
と
もJean C

octeau 

に
し
よ

う
か
な
。
…
…
ど
う
だ
い
。
た
い
し
た
も
ん
だ
ら
う
。（

三
） 

 
こ
こ
に
は
モ
ー
リ
ス
・
バ
レ
ス
や
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
、
ま
た
ジ
ャ
ン
・

コ
ク
ト
ー
に
す
で
に
魅
せ
ら
れ
た
堀
辰
雄
の
姿
が
あ
り
、
こ
の
他
、
軽
井
沢

で
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
に
勤
し
む
神
西
清
に
ね
ぎ
ら
い
の
書
簡
を
送
っ
た
り
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（
四
）

、
ま
た
あ
る
時
は
作
家
に
な
る
難
し
さ
を
ラ
ン
ボ
ウ
に
例
え
つ
つ

（
五
）

、

ラ
ン
ボ
ウ
論
を
書
い
た
報
告
を
し
た
り

（
六
）

、
プ
ル
ー
ス
ト
を
も
の
に
す
る

よ
う
に
書
き
送
り

（
七
）

、
論
の
催
促
を
し
た
り
と

（
八
）

、
神
西
清
と
の
間
で
取

り
交
わ
さ
れ
る
書
簡
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
介
し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
堀

辰
雄
が
見
受
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
当
初
か
ら
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
み
を
見

て
い
た
訳
で
は
な
く
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『D

orian G
ray

の
畫
像
』

（
九
）

を
読
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
神
西
清
に
勧
め
た
り
も
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
一
高
で
は
共
に
ド
イ
ツ
語
の
ク
ラ
ス
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

関
し
て
は
独
学
で
あ
っ
た
た
め
、
互
い
の
間
に
お
い
て
共
通
す
る
意
味
の
あ

る
対
象
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
高
時
代
の
後
、
堀
辰

雄
は
国
文
科
へ
進
学
し
、
神
西
清
は
ロ
シ
ア
語
を
専
門
と
し
て
二
葉
亭
四
迷

の
跡
を
継
ぐ
道
を
歩
ん
で
い
る
が
、
あ
る
時
は
、
京
都
の
寺
町
通
り
の
京
屋

と
い
う
本
屋
で
、
ジ
ッ
ド
全
集
と
並
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
《 La 

R
evue de Littérature C

om
parée 

》(

比
較
文
学
評
論)
の
「
プ
ウ
シ
キ

ン
特
輯
號
」
を
見
付
け
て
神
西
清
の
た
め
に
手
配
を
整
え
る
な
ど
、
そ
の
関

係
は
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る

（
一
〇
）

。 

こ
う
し
た
神
西
清
に
始
ま
る
堀
辰
雄
の
フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
交
流
は
、
芥

川
龍
之
介
の
他
、
小
林
秀
雄

（
十
一
）

や
芥
川
龍
之
介
の
甥
に
あ
た
る
葛
卷
義

敏
（
十
二
）

、
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
矢
内
原
伊
作
や

（
十
三
）

、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
控
え

た
遠
藤
周
作

（
十
四
）

、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
専
門
と
す
る
中
村
眞
一
郎
や
福
永
武

彦
（
十
五
）

、
河
盛
好
藏
や
三
好
達
治
な
ど
、
多
く
に
囲
ま
れ
た
中
で
育
ま
れ
て

お
り

（
十
六
）

、
堀
自
身
の
フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
言
説
も
多
く
、
モ
ー
リ
ア
ッ
ク

を
愛
読
書
と
し
て
い
た
こ
と
や

（
十
七
）

、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求

め
て
』
を
生
涯
読
み
続
け
た
い
と
し
て
い
た
こ
と

（
十
八
）

、
日
本
の
古
典
に
ラ

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
に
学
ぶ
ラ
デ
ィ
ゲ
を
想
起
し
て
い
た
り

（
十
九
）

、
フ
ラ
ン

ス
の
芸
術
雑
誌
に
ラ
デ
ィ
ゲ
の
肖
像
画
を
見
つ
け
た
り
す
る
な
ど

（
二
〇
）

、
作

品
の
外
に
も
溢
れ
て
い
る
。 

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
コ
ク
ト
ー
が
翻
訳
を
「
手
術
」
と
し
て
積
極
的
に

捉
え
て
お
り
、
コ
ク
ト
ー
の
詩
に
死
を
見
て
い
た
堀
辰
雄
は

（
二
十
一
）

、『
驢
馬
』

創
刊
号
（
大
正
十
五
年
四
月
）
を
始
め
、『
虹
』
や
『
関
西
文
藝
』
と
い
っ
た

雑
誌
に
、
昭
和
四
年
に
か
け
て
多
く
の
コ
ク
ト
ー
作
品
の
翻
訳
を
発
表
し
て

い
た
他
、
堀
辰
雄
の
手
掛
け
た
翻
訳
作
品
と
し
て
は
コ
ク
ト
ー
の
他
、
ア
ポ

リ
ネ
エ
ル
、
ア
ン
ド
レ
・
サ
ル
モ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
コ
ブ
、
カ
ル
コ
、

ル
ナ
ア
ル
、
ラ
ン
ボ
オ
、
メ
リ
メ
、
ユ
ウ
ジ
ェ
ニ
イ
・
ド
・
ゲ
ラ
ン
、
ノ
ワ

イ
ユ
伯
爵
夫
人
、
ま
た
、
晩
年
フ
ラ
ン
ス
に
暮
ら
し
た
リ
ル
ケ
な
ど
、
時
に
、

河
盛
好
藏
の
教
示
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た

（
二
十
二
）

。 

 

第
二
節 

芥
川
と
堀
辰
雄 
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一 

堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川 

  

堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
は
、
堀
辰
雄
の
言
葉
で
次
の
よ

う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

芥
川
龍
之
介
は
僕
の
最
も
い
い
先
生
だ
っ
た
。（

一
） 

  

こ
の
『
新
潮
』（
昭
和
五
年
二
月
号
）
掲
載
の
堀
辰
雄
「
藝
術
の
た
め
の
藝

術
に
つ
い
て
」
の
一
文
に
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
の
在
り
方
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
芥
川
は
、
堀
辰
雄

に
と
っ
て
「
最
も
い
い
先
生
」
で
あ
っ
た
。
芥
川
と
堀
辰
雄
と
の
間
の
師
弟

関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
室
生
犀
星
の
『
杏
っ
子
』（
一
九
五
六
‐
一
九

五
七
）
、
ま
た
、『
我
が
愛
す
る
詩
人
の
伝
記
』（
一
九
五
八
）
に
あ
る
よ
う
に
、

大
正
十
二
年
、
当
時
、
田
端
に
住
ん
で
い
た
室
生
犀
星
が
、
隣
に
住
む
府
立

第
三
中
学
校
に
勤
め
る
家
の
者
か
ら
、
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
堀
辰
雄
を
芥

川
に
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
ま
れ
た
時
と
さ
れ
て
い
る

（
二
）

。
萩
原
朔
太

郎
に
よ
る
と
、
芥
川
龍
之
介
と
は
「
君
子
の
交
り
」
で
あ
っ
た
室
生
犀
星
の

紹
介
に
よ
っ
て

（
三
）

、
堀
辰
雄
は
芥
川
と
の
面
会
が
許
さ
れ
る
。
芥
川
は
自

ら
を
慕
っ
て
自
分
の
元
を
訪
れ
た
堀
辰
雄
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
は
日
を
置
か
ず
堀
に
宛
て
ら
れ
た
芥
川
の
書
簡
に
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

そ
の
ま
ま
ず
ん
ず
ん
お
進
み
な
さ
い

（
四
） 

 

こ
の
「
ず
ん
ず
ん
お
進
み
な
さ
い
」
と
い
う
表
現
が
芥
川
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
と
言
う
と
、
進
藤
純
孝
ら
も
指
摘
す
る
よ
う

に
（
五
）

、
芥
川
龍
之
介
が
ま
だ
東
大
生
で
あ
っ
た
大
正
五
年
に
発
表
し
た
『
鼻
』

が
、
夏
目
漱
石
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
時
、
漱
石
か
ら
受
け
取
っ
た
書
簡
に

あ
っ
た
表
現
で
あ
る
た
め

（
六
）

、
芥
川
が
漱
石
か
ら
貰
っ
た
有
難
い
言
葉
で

あ
っ
た
。
そ
の
漱
石
に
よ
る
表
現
を
芥
川
は
最
初
に
堀
辰
雄
へ
送
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
芥
川
龍
之
介
が
漱
石
に
対
す
る
自
ら
を
堀
辰
雄
に
重
ね
て
見
て
い
た

と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

（
七
）

。
芥
川
は
、
漱
石
の
表
現
に
続
い
て
「
（
但

し
わ
た
し
は
詩
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
」
と
書
き
加
え
、
堀
辰
雄
に
送
っ
て
い

る
。
神
西
清
や
萩
原
朔
太
郎
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
芥
川
は
詩
を
熱
望
し
て

い
た
小
説
家
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
現
れ
た
詩
を
解
す
る
堀
と
は
す
ぐ
互

い
に
安
心
し
て
詩
の
話
が
で
き
る
「
詩
友
」
の
関
係
と
な
っ
た

（
八
）

。
堀
辰

雄
は
芥
川
の
軽
井
沢
で
の
予
定
を
把
握
し

（
九
）

、
師
で
あ
る
芥
川
に
小
品
『
風

景
』
の
初
稿
や
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
に
目
を
通
し
て
も
ら
い

（
一
〇
）

、
あ

る
時
は
、
堀
辰
雄
の
父
が
送
っ
た
桜
餅
の
お
礼
状
を
芥
川
か
ら
受
け
取
っ
た

り
（
十
一
）

、
芥
川
の
傍
ら
で
芥
川
の
影
響
の
も
と
に
絵
画
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
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と
、
芥
川
と
堀
辰
雄
の
間
で
師
弟
関
係
は
育
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
直
接
的

な
師
弟
関
係
は
、
芥
川
の
死
に
よ
っ
て
突
然
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
り
、

堀
辰
雄
は
芥
川
の
死
と
向
き
合
う
。 

 

二 

堀
辰
雄
「
芥
川
龍
之
介
論
」 

 

芥
川
の
死
後
、
堀
辰
雄
は
芥
川
の
死
の
傍
ら
で
苛
々
と
過
ご
し
て
い
た
が

（
一
）

、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
の
編
集
に
携
わ
り

（
二
）

、
昭
和
四
年
に
は
困
難

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
卒
業
論
文
の
「
芥
川
龍
之
介
論
―
芸
術
家
と
し
て
の

彼
を
論
ず
―
」
に
お
い
て
芥
川
と
向
き
合
っ
て
い
る

（
三
）

。
堀
辰
雄
は
、
自

分
自
身
を
冷
静
に
見
る
批
評
家
に
極
め
て
近
い
位
置
に
自
ら
を
置
く
こ
と
を

課
し
、
芥
川
の
作
品
的
価
値
や
文
学
史
的
位
置
付
け
を
目
的
と
す
る
の
で
は

な
く
、
芥
川
芸
術
の
堀
辰
雄
自
ら
へ
の
根
の
下
ろ
し
方
、
ま
た
、
芥
川
の
悲

劇
的
な
死
の
探
求
を
目
的
と
し
た
論
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
に
お
け
る

芥
川
を
昇
華
す
る
道
を
選
ん
で
い
る
。 

 

芥
川
龍
之
介
は
僕
の
眼
を
「
死
人
の
眼
を
閉
ぢ
る
」
や
う
に
靜
か
に
開

け
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は

そ
の

、

、

眼、

で
ゲ
エ
テ
や
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
の
豊

か
な
美
し
さ
を
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
や
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
の
苦
痛
に
似

た
美
し
さ
を
、
そ
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
や
志
賀
直
哉
の
極
度
の
美
し
さ
を
見

て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
又
、
僕
は

そ
の

、

、

眼、

で
芥
川
龍
之
介

自
身
の
作
品
を
も
見
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。（

四
）（

強
調
は
堀
に
よ
る
） 

 

芥
川
龍
之
介
没
後
の
堀
辰
雄
に
お
け
る
具
体
的
な
芥
川
論
と
な
る
卒
業

論
文
は
十
四
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
章
に
お
い
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
堀
辰
雄
は
芥
川
に
よ
っ
て
芸
術
の
眼
が
開
か
れ
た
と
明
言
し

て
い
る
。
堀
辰
雄
の
衣
鉢
を
継
ぐ
と
さ
れ
る
福
永
武
彦
も
指
摘
す
る
通
り

（
五
）

、

芥
川
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
堀
辰
雄
の
眼
は
、
こ
の
時
点
で
芥
川
の
死
を
内
蔵

し
て
い
る

（
六
）

。
同
じ
く
堀
辰
雄
を
師
と
仰
ぐ
中
村
眞
一
郎
は
、
堀
辰
雄
の

作
品
に
絶
え
ず
芥
川
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
が

（
七
）

、
作
品
を
創

出
す
る
の
は
表
現
者
と
し
て
の
堀
辰
雄
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
る
と
し
て
い
る

の
は
、
芥
川
の
眼
で
芥
川
作
品
を
見
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
表
現
者
で

あ
る
芥
川
の
死
を
内
蔵
し
た
美
的
感
覚
に
よ
っ
て
作
品
世
界
を
創
ろ
う
と
す

る
堀
辰
雄
の
意
識
の
確
認
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

芥
川
の
「
眼
」
を
持
ち
つ
つ
も
「
僕
は
芥
川
龍
之
介
の
諸
作
品
の
中
で
最

も
晩
年
の
作
品
を
愛
し
ま
す
。
」（

八
）

と
し
て
観
念
的
な
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

堀
辰
雄
は
芥
川
の
初
期
作
品
の
み
が
賞
讃
さ
れ
て
い
た
批
評
に
対
し
て
、
晩

年
作
品
の
価
値
を
求
め
る
こ
と
を
論
文
の
主
旨
と
し
て
定
め
て
い
る
。
先
ず
、



９０ 
 

芥
川
の
生
い
立
ち
を
辿
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
本
か
ら
学
ぶ
「
本
か
ら
現
実

へ
」
が
芥
川
に
お
い
て
は
真
理
で
あ
り
、
後
年
の
「
藝
術
に
依
っ
て
藝
術
を

作
り
だ
す
」
作
家
と
し
て
芥
川
を
位
置
付
け
た
上
で
、
芥
川
の
創
作
態
度
に

つ
い
て
、「
彼
は
遂
に
彼
固
有
の
傑
作
を
持
た
な
か
つ
た
と
斷
言
し
て
よ
い
。
」

と
し
て
、
作
品
創
出
の
源
を
常
に
外
に
求
め
た
と
断
言
し
て
い
る

（
九
）

。
芥

川
の
初
期
に
お
い
て
は
、
ポ
オ
や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
い
っ
た
海
外
作
品
を
「
冷

た
い
石
」
と
し
て
心
臓
の
中
に
投
げ
込
み
、『
鼻
』
に
お
い
て
は
『
今
昔
物
語
』

と
い
っ
た
日
本
の
古
典
作
品
な
ど
、
海
外
や
古
典
と
い
っ
た
自
ら
の
外
に
題

材
を
求
め
る
態
度
に
お
い
て
メ
リ
メ
に
も
向
い
、『
湖
南
の
扇
』
が
メ
リ
メ
の

『
コ
ロ
ン
バ
』
に
拠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
他
章
で
触
れ
た
通
り
芥
川
が
堀

辰
雄
に
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
、『
偸
盗
』
の
『
カ
ル
メ
ン
』
、

『
黒
衣
聖
母
』
の
『
イ
ル
の
ヴ
イ
ナ
ス
』
、
『
或
恋
愛
小
説
』
の
『
神
父
オ
オ

バ
ン
』
な
ど
を
挙
げ
、
芥
川
が
メ
リ
メ
気
質
で
あ
り
な
が
ら
、
告
白
型
の
ス

ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
に
近
づ
い
た
が
ゆ
え
に
晩
年
の
悲
劇
を
迎
え
た
と
堀
辰
雄

は
分
析
し
て
い
る

（
一
〇
）

。 

芥
川
龍
之
介
の
死
は
、
谷
崎
潤
一
郎
と
の
間
で
展
開
さ
れ
て
い
た
「
小
説

の
筋
」
の
論
争
中
で
あ
っ
た

（
十
一
）

。
堀
辰
雄
は
「
文
藝
的
な
餘
り
に
文
藝
的

な
」
の
冒
頭
に
お
い
て
の
了
解
、
芥
川
の
言
う
「
筋
の
な
い
小
説
」
を
最
も

詩
に
近
い
小
説
で
あ
り
、「
善
く
見
る
目
」
と
「
感
じ
易
い
心
」
と
だ
け
で
仕

上
げ
た
小
説
と
し
て
い
る

（
十
二
）

。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
芥
川
の
文
体

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
言
葉
を
換
え
て
説
明
さ
れ
、「
眼
と

心
と
の
摑
ん
だ
も
の
を
正
確
に
表
現
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
絵
画
的
美
し
さ

と
音
楽
的
美
し
さ
、
目
と
耳
に
同
時
に
訴
え
る
美
の
表
現
で
あ
る
と
し
て
い

る
（
十
三
）

。
ま
た
具
体
的
に
「
繪
具
の
み
が
殆
ど
デ
ツ
サ
ン
な
し
に
仕
上
げ
て

ゐ
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
一
枚
の
畫
」
を
挙
げ
、
こ
の
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
一
枚
の
畫
」

の
よ
う
に
仕
上
げ
ら
れ
た
「
話
」
ら
し
い
「
話
」
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な

い
作
品
『
蜃
気
楼
』（
昭
和
二
年
）
を
、
あ
ら
ゆ
る
小
説
中
で
最
も
詩
に
近
い

小
説
と
し
て
、
作
品
に
漂
う
死
に
似
た
戦
慄
す
べ
き
魅
力
と
死
の
暗
示
を
見

て
い
る

（
十
四
）

。
堀
辰
雄
に
よ
る
と
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
絵
画
を
破
壊
し
た
よ
う
に

小
説
を
破
壊
し
た
ル
ナ
ア
ル
に
対
す
る
芥
川
の
敬
慕
の
念
が
挙
げ
ら
れ

（
十
五
）

、

セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画
に
用
い
ら
れ
た
絵
具
は
、
芥
川
作
品
に
お
け
る
詩
に
近
い

「
筋
の
な
い
小
説
」
に
お
い
て
は
神
経
で
あ
り
、
神
経
を
絵
具
に
し
て
描
い

た
と
さ
れ
る
。 

「
小
説
の
筋
」
論
争
で
芥
川
が
用
い
た
表
現
「
詩
的
精
神
」
に
つ
い
て
も
、

堀
辰
雄
は
詩
と
詩
人
に
関
す
る
考
察
で
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
数
学
者
ア
ン

リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
の
美
し
い
言
葉
に
よ
っ
て
賞
美
さ
れ
る
建
築
を
例
え
に
挙

げ
、
詩
人
は
建
築
家
の
よ
う
に
計
算
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し

（
十
六
）

、
詩

は
宗
教
的
精
神
に
酷
似
し
た
詩
的
精
神
に
よ
っ
て
感
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

と
し
た
上
で
、 
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詩
的
精
神
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
僕
ら
に
電
流
の
や
う

に
し
か
作
用
し
な
い
も
の
で
あ
る
。（

十
七
） 

 

と
し
て
堀
辰
雄
は
詩
的
精
神
に
つ
い
て
定
義
付
け
を
行
い
な
が
ら
、『
玄
鶴
山

房
』（
昭
和
二
年
一
月
）
に
建
築
を
思
わ
せ
る
構
成
的
な
美
し
さ
を
見
て
、『
河

童
』（
昭
和
二
年
三
月
）
に
論
争
後
で
あ
り
な
が
ら
も
理
論
を
越
え
た
芸
術
家

の
う
ち
な
る
力
を
見
て
、
『
齒
車
』
（
昭
和
二
年
六
月
）
に
相
反
す
る
両
極
の

同
存
、
遺
稿
と
な
る
真
の
絶
筆
で
あ
る
『
西
方
の
人
』
に
精
神
的
産
物
、
作

家
で
は
な
い
芥
川
龍
之
介
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
を
詩
人
で
あ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
見
て
い
た
と
し
て
い
る
。 

 

芥
川
の
晩
年
に
関
わ
り
を
持
っ
た
堀
辰
雄
が
、
芥
川
の
晩
年
の
作
品
を
卒

業
論
文
に
お
い
て
論
じ
る
上
で
、
表
現
者
と
し
て
の
芥
川
の
気
質
を
メ
リ
メ

に
等
し
い
位
置
で
捉
え
て
い
た
。
メ
リ
メ
に
等
し
い
と
し
た
芥
川
の
表
現
者

と
し
て
の
眼
は
、
芥
川
の
死
を
内
包
し
た
堀
辰
雄
の
眼
で
も
あ
る
と
堀
辰
雄

は
自
認
し
て
い
る
。
表
現
者
と
し
て
の
堀
辰
雄
に
お
け
る
メ
リ
メ
を
次
に
見

る
。 

 

三 

堀
辰
雄
と
メ
リ
メ 

  
 

短
篇
作
家
と
し
て
私
の
就
中
好
き
な
の
は
、
露
西
亜
で
は
プ
ウ
シ
キ
ン
、

獨
逸
で
は
ク
ラ
イ
ス
ト
、
佛
蘭
西
で
は
先
づ
メ
リ
メ
エ
に
指
を
折
り
た

い
。（
中
略
）
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
姿
が
、
私
は
短
篇
小
説
の
規
準
の
や
う
な

も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
ゐ
る
。（

一
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
短
編
作
家
と
し
て
メ
リ
メ
を
挙
げ
る
堀
辰
雄

は
『
驢
馬
』（
大
正
十
五
年
‐
昭
和
三
年
）
時
代
、
窪
川
鶴
次
郎
ら
に
フ
ラ
ン

ス
文
学
を
教
え
る
に
際
し
て
、
メ
リ
メ
の
『
エ
ト
ル
リ
ア
の
壺
』( Le Vase 

étrusque, 1830 )

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
た

（
二
）

。
堀
辰
雄
は
芥
川
の
影
響

で
メ
リ
メ
に
近
づ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
文
学
に
初
め
て
本
気
で
取
り
組
ん
だ

作
品
の
筆
頭
に
メ
リ
メ
が
あ
っ
た
こ
と
、
自
ら
の
文
学
が
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
に
依
拠
す
る
こ
と
を
、
堀
辰
雄
が
翻
訳
を
担
当
し
た
河
出
書
房
『
プ
ロ
ス

ペ
ル
・
メ
リ
メ
全
集
』（
昭
和
十
四
年
二
月
）
所
収
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア

小
路
』( Il Viccolo di M

adam
a Lucrezia, 1846 )

の
発
表
に
あ
た
っ
て

明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

  
 

 

こ
の
短
篇
小
説
に
私
が
は
じ
め
て
接
し
た
の
は
、
ま
だ
若
い
學
生
の

頃
で
、
芥
川
龍
之
介
の
影
響
で
メ
リ
メ
エ
や
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
な
ど
の
作

品
を
最
も
好
ん
で
讀
ん
で
居
つ
た
時
分
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ナ
ト
オ

ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
は
餘
り
好
ま
ず
、
メ
リ
メ
エ
や
ス
タ
ン
ダ
ア
ル

な
ど
の
作
品
に
よ
つ
て
私
は
は
じ
め
て
文
學
と
い
ふ
も
の
を
本
気
に
な
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つ
て
勉
強
し
た
、
―
さ
う
い
ふ
と
こ
ろ
に
私
の
文
學
の
性
格
の
や
う
な

も
の
が
あ
ら
う
。
そ
の
後
、
私
の
關
心
は
次
か
ら
次
へ
と
他
の
詩
人
や

作
家
た
ち
に
向
ひ
、
此
の
二
人
の
私
に
最
初
の
影
響
を
與
へ
た
大
い
な

る
作
家
た
ち
に
對
し
て
は
い
ま
だ
一
度
も
敬
意
を
表
す
る
機
會
を
持
た

な
か
つ
た
こ
と
が
私
に
と
つ
て
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
二
三

年
前
、「
メ
リ
メ
エ
全
集
」
が
河
出
書
房
か
ら
刊
行
せ
ら
れ
る
際
、
私
に

も
何
か
譯
せ
と
云
つ
て
來
た
。
他
の
作
家
な
ら
と
も
か
く
も
、
メ
リ
メ

エ
の
事
な
ら
、
何
と
で
も
し
て
一
篇
位
は
譯
し
て
見
た
い
と
思
ひ
、
私

は
自
分
に
適
當
な
も
の
と
し
て
「
イ
フ
の
ヴ
ィ
ナ
ス
」
か
「
マ
ダ
マ
・

ル
ク
レ
チ
ア
小
路
」
の
い
づ
れ
か
の
一
つ
を
望
ん
だ
。「
マ
ダ
マ
・
ル
ク

レ
チ
ア
小
路
」
が
私
に
委
嘱
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
一
昨
年
の
冬
、

湘
南
逗
子
の
、
海
に
面
し
た
、
蔦
の
か
ら
ん
だ
鎧
戸
の
あ
る
、
一
友
人

の
別
莊
を
借
り
て
、
靜
か
に
病
を
養
ひ
な
が
ら
、
こ
の
作
品
を
日
課
の

一
つ
の
や
う
に
し
て
譯
し
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
四
一
年
八
月
三
日

（
三
） 

 

こ
の
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
』
が
堀
辰
雄
の
か
ね
て
か
ら
の
愛
誦

篇
で
あ
っ
た
こ
と
は
神
西
清
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
四
）

。
堀
辰
雄
は
翻

訳
作
品
が
発
表
さ
れ
た
際
に
佐
藤
春
夫
へ
謹
呈
し
て
お
り
、
翻
訳
作
品
に
価

値
を
認
め
て
い
た
堀
辰
雄
に
と
っ
て
メ
リ
メ
作
品
の
翻
訳
も
ま
た
意
味
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
五
）

。 

メ
リ
メ
の
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
』
は
、
自
分
の
作
品
の
盗
作
と

し
て
煩
く
言
う
ノ
デ
ィ
エ
に
遠
慮
し
て
生
前
は
発
表
せ
ず
、
メ
リ
メ
の
死
後

発
見
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
』
の
「
ル

ク
レ
チ
ア
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
マ
キ
ャ
ベ
リ
の
『
君
主
論
』
に
お
い
て
冷

酷
な
統
治
者
の
代
表
的
存
在
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
ボ
ル
ジ
ア
家
出
身
の
ル

ク
レ
ツ
ィ
ア
・
ボ
ル
ジ
ア
（ B

O
R

G
IA

, Lucrezia, 1480-1519 ) 

と
考

え
ら
れ
、
作
中
で
老
婆
に
よ
っ
て
そ
の
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
舞
台
は
メ

リ
メ
の
執
筆
時
に
は
現
代
と
な
る
十
九
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
あ
り
、
父
の
頼
み

に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
に
侯
爵
夫
人
を
訊
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
青
年
の

話
と
な
っ
て
い
る
。
聖
マ
ル
コ
広
場
の
傍
ら
に
あ
る
侯
爵
夫
人
邸
を
訪
れ
た

青
年
は
、
父
の
書
斎
に
飾
ら
れ
た
婦
人
の
肖
像
画
に
似
た
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
と
さ
れ
る
婦
人
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
た
応
接
室
で
、

肖
像
画
の
目
が
閉
じ
た
話
や
彫
像
に
殺
さ
れ
た
逸
話
を
耳
に
し
た
後
、
ル
ク

レ
チ
ア
通
り
で
か
す
か
な
女
の
声
と
共
に
窓
部
屋
か
ら
薔
薇
の
花
が
投
げ
ら

れ
、
老
婆
に
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
に
纏
わ
る
話
な
ど
を
聞
く
。
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
シ
レ
ー
ヌ
（
セ
イ
レ
ー
ン
）
に
例
え
ら
れ
た
美
し
い

娘
ル
ク
レ
チ
ア
が
、
窓
部
屋
に
若
者
を
招
き
入
れ
て
は
命
を
奪
っ
た
た
め
亡

霊
が
出
る
と
い
う
話
を
青
年
は
老
婆
か
ら
知
る
。
中
庭
に
薔
薇
の
木
の
あ
る
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廃
墟
と
化
し
た
十
五
世
紀
仕
様
の
ク
レ
チ
ア
邸
の
窓
部
屋
で
、
埃
の
な
い
長

椅
子
を
目
に
し
た
青
年
に
次
々
と
超
自
然
的
な
事
が
起
こ
る
。
最
後
に
ル
ク

レ
チ
ア
夫
人
が
登
場
し
、
事
の
次
第
が
明
ら
か
と
な
る
話
と
な
っ
て
い
る
。 

堀
辰
雄
は
、
こ
の
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
』
の
翻
訳
を
担
当
し
て

る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
自
ら
の
作
品
『
あ
ひ
び
き
』（
昭
和
六
年
十
二
月
）
に
、

そ
の
一
場
面
を
借
り
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る

（
六
）

。『
あ
ひ
び
き
』
の
初
出

は
、
春
陽
堂
『
文
科
』
第
参
號
（
昭
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
で
、
そ
の

後
、『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』（
江
川
書
房
、
昭
和
八
年
二
月
）
、『
風
立
ち
ぬ
』

（
新
潮
社
、
新
選
純
文
學
叢
書
、
昭
和
十
二
年
六
月
）『
堀
辰
雄
作
品
集
第
一
・

聖
家
族
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
）
、
『
あ
ひ
び
き
』
（
文
藝
春
秋

新
社
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
文
学
好

き
な
「
少
年
」
と
少
し
お
ま
せ
な
「
少
女
」
と
の
間
の
「
あ
ひ
び
き
」
に
つ

い
て
の
話
で
あ
り
、
空
家
と
な
っ
た
絵
の
よ
う
な
洋
館
の
庭
先
が
舞
台
と
な

っ
て
い
る
。 

福
永
武
彦
は
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
メ
リ
メ
に
つ
い
て
、
堀
辰
雄
の
「
読
書

一
九
二
五
年
夏
軽
井
沢
に
て
」
メ
モ
に
、
メ
リ
メ
が
一
番
大
き
な
関
心
を
惹

い
て
い
た
と
見
て
お
り
、
『
晩
夏
』
（
昭
和
十
六
年
）
の
ノ
ー
ト
に
お
い
て
も

特
に
影
響
し
た
の
は
メ
リ
メ
で
あ
る
と
し
、『
あ
ひ
び
き
』
に
つ
い
て
は
対
話

と
情
景
設
定
を
メ
リ
メ
に
負
っ
た
と
し
て
、
堀
辰
雄
が
自
ら
明
か
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
含
め
て
見
て
と
っ
て
い
る
よ
う
に

（
七
）

、
薔
薇
の
あ
る
庭
園
、
空

家
と
な
っ
た
洋
館
、
恋
愛
、
夢
の
中
の
よ
う
な
情
景
か
ら
最
後
に
現
実
に
戻

る
と
い
っ
た
設
定
に
加
え
て
、「
少
年
」
と
「
少
女
」
の
対
話
に
、
直
に
メ
リ

メ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

君
、
メ
リ
メ
エ
と
い
ふ
人
の
小
説
を
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
る
？

（
八
） 

  

こ
の
よ
う
に
メ
リ
メ
エ
（
メ
リ
メ
）
の
小
説
を
好
む
「
少
年
」
が
「
少
女
」

に
問
い
か
け
、
メ
リ
メ
を
知
ら
な
い
「
少
女
」
に
、「
少
年
」
は
『
マ
ダ
ム
・

ル
ク
レ
エ
ス
街
』
と
し
て
、
の
ち
に
堀
辰
雄
が
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小

路
』
と
題
し
た
作
品
を
紹
介
し
、
昔
の
イ
タ
リ
ア
で
の
お
姫
様
の
恋
に
想
い

を
馳
せ
る
二
人
は
顔
を
赤
ら
め
る
「
五
月
の
或
る
午
後
」
の
話
と
な
っ
て
い

る
。 実

在
し
た
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
は
、
メ
リ
メ
が
作
品
内
で
現
実
に
存
在
す
る
ル

ク
レ
ツ
ィ
ア
と
し
て
描
き
、
ま
た
、
作
品
内
で
ボ
ル
ジ
ア
家
の
歴
史
的
逸
話

が
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
堀
辰
雄
に
お
い
て
も
作
品
内
で
現
実
に
存
在
す
る
「
少

女
」
が
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
の
言
動
に
重
ね
ら
れ
、
ま
た
、
作
品
内
で
「
少
年
」

が
語
る
実
在
す
る
メ
リ
メ
作
品
を
通
じ
て
、
更
な
る
入
れ
子
構
造
と
し
て
ル

ク
レ
ツ
ィ
ア
が
描
か
れ
て
い
る
。
数
々
の
逸
話
を
歴
史
上
に
残
す
ボ
ル
ジ
ア

家
の
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
は
、
メ
リ
メ
作
品
を
通
じ
て
堀
辰
雄
に
直
接
的
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
メ
リ
メ
を
取
り
入
れ
た
堀
辰
雄
の
作
品
に
よ
っ
て
二
〇
世
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紀
以
降
の
日
本
に
再
び
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
メ

リ
メ
は
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
を
セ
イ
レ
ー
ン
に
例
え
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話

に
登
場
す
る
セ
イ
レ
ー
ン
は
声
で
男
性
を
惑
わ
し
て
命
を
奪
う
こ
と
で
知
ら

れ
、
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
や
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
な

ど
に
も
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
の
特
徴
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
実

在
し
た
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
は
セ
イ
レ
ー
ン
に
同
じ
く
文
学
や
芸
術
に
多
々
表
現

さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
通
じ
る
メ
リ
メ

の
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
を
堀
辰
雄
は
『
あ
ひ
び
き
』
を
通
じ
て
直
接
受
け
継
い
で

い
る
こ
と
に
な
る
。 

作
品
中
に
メ
リ
メ
や
メ
リ
メ
の
作
品
を
表
現
す
る
方
法
は
堀
辰
雄
の
師

で
あ
る
芥
川
に
見
ら
れ
る
手
法
だ
が
、
そ
の
芥
川
が
師
と
仰
い
だ
漱
石
の
用

い
た
方
法
で
も
あ
っ
た
。
堀
辰
雄
は
『
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
』
の
他

に
、
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
神
西
清
と
共
に
メ
リ
メ
作
品
の

翻
訳
出
版
も
進
め
て
い
た

（
九
）

。
次
に
芥
川
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
作
品
と
さ
れ

る
『
聖
家
族
』
を
見
る
。 

 

第
三
節 

『
聖
家
族
』 

 

戦
前
の
学
生
時
代
に
周
り
か
ら
軽
蔑
さ
れ
な
が
ら
も
堀
辰
雄
を
「
先
生
」

と
仰
い
だ
中
村
真
一
郎
に
よ
る
と

（
一
）

、『
改
造
』
第
十
二
卷
第
十
一
號
（
昭

和
五
年
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
『
聖
家
族
』
は
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
文
学
的

出
発
の
記
念
的
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
前
期
の
頂
上
の
作
品
と
さ
れ
、
堀
に

お
け
る
芥
川
問
題
が
主
題
そ
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
二
）

。『
聖
家
族
』

が
堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
問
題
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
の
は
中
村
真
一
郎
の

み
で
は
な
く
、
三
好
行
雄
等
も
同
様
に
『
聖
家
族
』
に
堀
辰
雄
が
芥
川
の
正

当
な
後
継
者
の
立
証
を
見
て
い
る

（
三
）

。
堀
辰
雄
は
『
聖
家
族
』
を
発
表
す

る
際
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
作
品
を
書
い
た
と
自
認
す
る
作
品
に
位
置
付
け

（
四
）

、
小
林
秀
雄
の
勧
め
で
『
聖
家
族
』
限
定
版
を
出
す
に
あ
た
っ
て
は
芥

川
龍
之
介
先
生
の
霊
前
に
さ
さ
げ
た
い
と
し
て
芥
川
へ
の
思
い
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
が

（
五
）

、
江
川
書
房
か
ら
の
限
定
版
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

『
聖
家
族
』
の
よ
う
な
作
品
は
書
か
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
す
る
後
悔
の
念

を
月
報
に
書
い
て
い
る

（
六
）

。
そ
う
か
と
思
う
と
、
昭
和
十
四
年
に
新
潮
社

か
ら
選
集
を
出
版
す
る
際
に
は
題
名
を
『
聖
家
族
』
と
付
け
る
な
ど
、
作
品

に
対
す
る
気
持
ち
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一 

『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』 

  
『
聖
家
族
』
の
下
敷
き
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』

（
昭
和
二
年
）
は
、
堀
辰
雄
が
「
と
に
か
く
自
分
ら
し
い
も
の
が
始
め
て
出

來
た
」（

一
）

と
す
る
最
初
の
作
品
で
あ
り
、
読
ん
で
い
た
メ
リ
メ
を
吉
村
鐵
太
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郎
に
吹
き
込
ん
で
い
た
大
正
十
四
年
に
、
軽
井
沢
で
過
ご
し
た
夏
の
思
い
出

を
も
と
に
し
て
綴
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
散
文
詩
『
ス
ウ

プ
と
雲
』
へ
の
思
い
か
ら
成
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
明
ら
か
に
し
て

い
る
た
め

（
二
）

、
フ
ラ
ン
ス
詩
が
堀
辰
雄
に
最
初
の
作
品
を
も
た
ら
し
た
こ

と
に
な
る
。
三
島
由
紀
夫
は
堀
辰
雄
の
作
品
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
エ
ス
プ

リ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
作
家
た
ち
の
影
響
を
見
て
い
る
が

（
三
）

、
そ
れ
は
堀
自

身
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
は
、
軽
井
沢
の
「
ス
テ
エ
シ
ヨ
ン
」
に
停
ま
る

漆
黒
の
自
動
車
か
ら
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
娘
が
降
り
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
軽
井
沢
は
今
で
は
東
京
か
ら
も
便
利
な
賑
や
か
な

街
と
化
し
て
い
る
が
、
明
治
期
に
海
外
か
ら
来
た
外
国
人
が
軽
井
沢
に
別
荘

を
持
ち
始
め
、
そ
の
後
、
海
外
か
ら
の
来
賓
の
た
め
の
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ

た
り
、
作
品
が
書
か
れ
た
当
時
の
軽
井
沢
は
、「
ハ
イ
カ
ラ
」
で
落
ち
着
い
た

別
荘
街
で
あ
っ
た
。
作
品
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
美
し
さ
を
持
つ
「
彼
女
」
に
、

こ
っ
そ
り
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
」
と
名
づ
け
た
「
彼
」
が
語
る
軽
井
沢
で

の
他
愛
な
い
日
常
風
景
で
あ
り
、
彼
女
と
彼
女
の
母
、
男
爵
の
御
嬢
さ
ん
、

西
洋
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
、
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
の
小
説
を
思
わ
せ

る
上
品
な
青
年
、
音
楽
、
カ
ン
バ
ス
の
絵
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
抜
く
よ
う
な
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
音
、
な
ど
と
共
に
、
彼
の
「
心
像

イ
マ
ア
ヂ
ュ

」
に
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の

僞
畫
」
が
描
か
れ
る
様
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

堀
辰
雄
の
作
品
は
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
始
め
と
し
て
多
く
は
短
編

と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
短
編
作
品
に
つ
い
て
、
三
島
由
紀
夫
は
日
本
の

短
篇
小
説
が
独
自
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ

る
短
歌
や
俳
句
と
い
っ
た
短
文
に
高
い
芸
術
性
を
発
現
さ
せ
て
き
た
歴
史
を

挙
げ
、
西
洋
に
お
け
る
詩
と
同
じ
芸
術
的
位
置
が
短
編
小
説
に
与
え
ら
れ
た

と
し
て
お
り
、
詩
人
的
才
能
あ
る
作
家
が
、
作
品
に
詩
的
結
晶
を
実
現
さ
せ

て
い
る
例
と
し
て
堀
辰
雄
を
挙
げ
て
い
る

（
四
）

。
そ
こ
で
三
島
由
紀
夫
は
、

堀
辰
雄
の
作
品
か
ら
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
選
び
、「
文
章
の
明
晰
さ
に

仮
装
さ
れ
た
感
覚
の
詩
」
と
表
現
し
て
い
る

（
五
）

。
堀
辰
雄
は
自
分
ら
し
い

最
初
の
作
品
と
な
っ
た
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
書
き
上
げ
た
時
、
嬉
し

さ
の
あ
ま
り
原
稿
を
持
っ
て
芥
川
龍
之
介
と
室
生
犀
星
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て

読
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』

は
ま
た
芥
川
に
見
て
も
ら
っ
た
最
後
の
原
稿
と
な
っ
て
い
る

（
六
）

。『
ル
ウ
ベ

ン
ス
の
僞
畫
』
は
、
三
島
由
紀
夫
に
よ
る
と
堀
辰
雄
の
詩
的
結
晶
を
実
現
さ

せ
た
「
感
覚
の
詩
」
で
あ
る
た
め
、
詩
を
好
ん
だ
芥
川
の
言
う
小
説
に
お
け

る
「
詩
的
精
神
」
は
、
芥
川
を
師
と
仰
ぐ
堀
辰
雄
の
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
芥
川
と
の
最
期
の
思
い
出
と
な
る

作
品
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
の
後
、
芥
川
を
亡
く
し
た
堀
辰
雄
は
『
聖
家

族
』
を
書
く
。 
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二 

『
聖
家
族
』 

 
死
が
あ
た
か
も
一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
。（

一
） 

  

作
品
『
聖
家
族
』
の
冒
頭
は
、
こ
の
よ
う
に
「
死
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。

『
聖
家
族
』
が
芥
川
に
対
す
る
堀
辰
雄
の
レ
ク
イ
エ
ム
作
品
と
さ
れ
る
由
縁

と
な
る
芥
川
の
「
死
」
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
あ
と
説
明
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
死
」
が
最
初
に
明
確
に
示
さ
れ
、
作
品
の
幕
が
開
け

ら
れ
て
い
る
。
芥
川
の
死
後
、
表
現
者
と
し
て
閉
じ
て
い
た
堀
辰
雄
の
眼
は
、

自
分
ら
し
い
作
品
で
あ
る
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
経
て
、『
聖
家
族
』
に

お
い
て
よ
う
や
く
本
格
的
に
開
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
自
ら
明
か
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

物
語
は
、
亡
く
な
っ
た
九
鬼
の
家
を
訪
ね
て
来
た
細
木
夫
人
が
、
か
つ
て

九
鬼
が
生
き
て
い
た
頃
に
は
十
五
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
二
十
歳
と
な
っ
た
青

年
と
の
、
九
鬼
の
「
死
」
を
介
し
て
の
再
会
か
ら
始
ま
る
。
芥
川
と
さ
れ
る

九
鬼
の
不
自
然
な
突
然
の
死
に
よ
っ
て
、
堀
辰
雄
と
さ
れ
る
青
年
河
野
扁
理

は
、
九
鬼
の
蔵
書
の
整
理
を
頼
ま
れ
る
。
或
る
日
、
青
年
は
一
冊
の
洋
書
の

間
に
女
の
筆
跡
ら
し
い
文
字
で
書
き
込
ま
れ
た
紙
片
を
見
付
け
る
。
物
語
の

鍵
と
な
る
こ
の
洋
書
を
青
年
が
覚
え
て
お
こ
う
と
表
紙
を
見
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
が
『
メ
リ
メ
の
書
簡
集
』
で
あ
り
、
青
年
は
紙
片
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た

「
―
ど
ち
ら
が
相
手
を
よ
り
多
く
苦
し
ま
す
こ
と
が
出
來
る
か
、
私
た
ち
は

試
し
て
見
ま
せ
う
…
…
」
を
し
ば
ら
く
口
癖
の
よ
う
に
繰
り
返
す
。 

『
メ
リ
メ
の
書
簡
集
』
は
、
メ
リ
メ
の
愛
読
者
ジ
ェ
ニ
イ
・
ダ
カ
ン
か
ら

受
け
取
っ
た
言
わ
ば
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
始
ま
り
で
、
メ
リ
メ
と
ジ
ェ
ニ
イ
・

ダ
カ
ン
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
う
ち
、
メ
リ
メ
の
書
い
た
も
の
だ
け

が
集
め
ら
れ
た
書
簡
集
で
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
の
晩
年
の
作
に
も
影
響
を
与

え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
お
い
て
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

そ
の
『
メ
リ
メ
の
書
簡
集
』
か
ら
芥
川
が
選
び
採
っ
た
一
文
が
、
紙
片
に
書

き
込
ま
れ
た
一
文
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
作
品
『
聖
家
族
』
の
エ
ピ
ロ

ー
グ
と
し
て
『
メ
リ
メ
の
書
簡
集
』
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
リ
メ
の
一

文
が
、『
聖
家
族
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
順
を
追
っ

て
見
て
行
き
た
い
。 

作
品
の
冒
頭
部
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
一
文
が
記
さ
れ
た
紙

片
は
、
青
年
の
も
と
に
届
い
た
美
し
い
封
筒
に
あ
る
筆
跡
か
ら
細
木
夫
人
の

も
の
と
分
か
り
、『
メ
リ
メ
の
書
簡
集
』
は
九
鬼
と
細
木
夫
人
の
物
語
と
し
て

輪
郭
を
見
せ
始
め
る
。
細
木
夫
人
の
娘
絹
子
が
、
本
郷
の
古
書
店
で
手
に
取

っ
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
画
集
に
九
鬼
の
蔵
書
印
を
見
付
け
、
亡
く
な
っ
た
九
鬼

か
ら
青
年
が
貰
い
受
け
て
い
た
画
集
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
或
る
晩
、
青
年

の
夢
に
九
鬼
が
登
場
し
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
画
集
の
「
聖
家
族
」
が
細
木
夫
人

と
娘
絹
子
に
重
ね
ら
れ
る
。
堀
辰
雄
は
『
聖
家
族
』
の
中
で
、
諸
人
物
の
頭
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上
か
ら
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
光
線
の
よ
う
な
も
の
を
投
げ
よ
う
と
試
み
、
そ
の
光

と
影
の
中
で
様
々
な
人
物
を
出
来
る
だ
け
巧
妙
に
動
か
そ
う
と
し
た
と
し
て

い
る

（
二
）

。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
光
線
の
あ
て
ら
れ
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
『
聖
家
族
』

に
お
い
て
、
最
初
に
人
物
を
動
か
し
て
い
る
の
が
メ
リ
メ
の
書
簡
の
一
文
で

あ
り
、『
聖
家
族
』
は
芥
川
の
見
た
メ
リ
メ
の
一
文
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。

メ
リ
メ
の
一
文
は
、
九
鬼
と
細
木
夫
人
と
の
間
に
あ
っ
た
苦
し
み
で
あ
り
、

九
鬼
の
死
と
苦
し
み
を
内
蔵
し
た
青
年
の
こ
こ
ろ
で
あ
り
、「
聖
家
族
」
に
重

ね
ら
れ
た
細
木
夫
人
に
対
す
る
青
年
の
こ
こ
ろ
の
苦
し
み
と
し
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
芥
川
の
選
び
取
っ
た
メ
リ
メ
の
一
文
は
、
下
敷
き
と
な
っ
た
作
品

『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
経
て
『
聖
家
族
』
に
お
い
て
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
聖

家
族
」
が
堀
辰
雄
の
描
く
「
聖
家
族
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

彼
の
生
の
な
か
に
は
九
鬼
の
死
が
緯
の
や
う
に
織
り
ま
ざ
つ
て
ゐ
る
こ

と
を
、
そ
し
て
そ
れ
が
彼
を
し
て
死
に
見
入
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
が
や

う
や
く
分
る
や
う
な
不
幸
な
青
年
に
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
を

（
三
） 

  

堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
の
問
題
は
『
聖
家
族
』
の
細
木
夫
人
を
借
り
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
細
木
夫
人
と
娘
絹
子
は
、
最
後
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵

画
『
聖
家
族
』
に
重
ね
ら
れ
て
作
品
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
る
。
堀
辰
雄
は
初
心

で
絵
画
的
作
品
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を
神
西
清
に
伝
え
て
い
た
。
横
光

利
一
の
序
文
に
は
、「
聖
家
族
は
内
部
が
外
部
と
同
様
に
恰
も
肉
眼
で
見
得
ら

れ
る
對
象
で
あ
る
か
の
如
く
明
瞭
に
わ
た
し
達
の
現
實
の
内
部
を
示
し
て
く

れ
た
最
初
の
新
し
い
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
」
と
あ
る

（
四
）

。
堀
辰
雄
は
、『
ル

ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』
を
経
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
「
聖
家
族
」
に
お
い
て
『
メ
リ

メ
の
書
簡
集
』
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
光
線
を
あ
て
る
こ
と
よ
っ
て
、
初
心
を
実

現
さ
せ
て
い
る
。 

 

芥
川
の
選
び
取
っ
た
メ
リ
メ
の
一
文
は
、
『
聖
家
族
』
に
同
じ
く
、
『
死
の

素
描
』（
昭
和
五
年
）
に
お
い
て
「
ロ
マ
ン
」
展
開
の
発
条
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し

（
五
）

、
そ
の
他
『
物
語
の
女
』（
昭
和
九
年
）『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』（
昭

和
十
三
年
‐
昭
和
十
四
年
）
『
菜
穂
子
』
（
昭
和
十
六
年
）
『
風
立
ち
ぬ
』
（
昭

和
十
一
年
‐
昭
和
十
二
年
）
の
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
六
）

。 

こ
れ
ら
の
作
品
の
序
章
的
作
品
と
し
て
『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
画
』
と
『
聖

家
族
』
と
の
間
に
位
置
す
る
『
不
器
用
な
天
使
』
は
、
昭
和
三
年
夏
稿
、
昭

和
四
年
二
月
発
行
『
文
藝
春
秋
』
第
七
巻
第
二
號
に
、『
無
器
用
な
天
使
』
と

し
て
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
メ
リ
メ
の
一
文
に
通
じ
る
心
の
苦
痛
が
主

題
と
な
っ
て
い
る
。
僕
の
友
で
あ
る
槇
が
天
使
と
す
る
「
カ
フ
ェ
・
シ
ヤ
ノ

ア
ル
」
の
彼
女
は
、
槇
を
死
ぬ
よ
う
に
苦
し
ま
せ
、
か
つ
僕
を
槇
以
上
に
苦

し
ま
せ
る
話
で
あ
り
、
天
使
と
僕
と
の
間
は
苦
痛
で
表
現
さ
れ
、
槇
と
僕
の

天
使
に
対
す
る
感
情
は
、
苦
痛
に
よ
っ
て
尺
度
が
計
ら
れ
る
。
天
使
と
僕
と
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槇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
痛
は
、
槇
の
苦
痛
が
僕
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最

後
に
三
つ
の
苦
痛
が
混
じ
り
合
い
、
話
は
終
わ
る
。『
聖
家
族
』
を
経
た
『
死

の
素
描
』
は
、
白
衣
の
天
使
と
入
院
中
の
僕
と
の
話
で
あ
り
、
僕
と
彼
女
の

最
初
の
約
束
が
、「
ど
ち
ら
が
相
手
を
よ
り
多
く
苦
し
ま
せ
る
こ
と
が
出
來
る

か
や
つ
て
見
よ
う
」（

七
）

と
あ
り
、
「
愛
し
合
ふ
こ
と
は
、
結
局
、
苦
し
め
合

ふ
こ
と
で
あ
る
の
を
感
じ
た
。
」（

八
）

と
し
て
芥
川
が
選
ん
だ
メ
リ
メ
書
簡
集

に
あ
る
一
文
が
作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、『
物
語
の
女
』
は
紫
式

部
日
記
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
が
掲
げ
ら
れ
た
日
記
の
形
式
が
と
ら
れ
た
作
品
で
あ

る
が
、
芥
川
の
選
ん
だ
メ
リ
メ
の
一
文
に
通
じ
る
心
の
「
苦
し
み
」（

九
）

に
つ

い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
作
品
冒
頭
部
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
道
綱
の
母
の
語
る
御
文
に
始
ま
る
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
は
、「
ど
こ
か

の
女
の
も
と
へ
送
る
お
つ
も
り
だ
つ
た
御
文
」（

一
〇
）

に
苦
し
み
、
「
私
の
苦

し
み
を
そ
つ
く
り
そ
の
ま
ま
味
は
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
」（

十
一
）

と
の
思
い

や
「
私
の
苦
し
み
よ
り
か
い
ま
少
し
餘
計
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
事
だ
ら
う
」（

十

二
）

と
し
た
表
現
に
お
い
て
、
メ
リ
メ
書
簡
集
に
あ
る
心
の
苦
し
み
が
、
平
安

期
の
心
の
苦
し
み
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
菜
穂
子
』
も
『
か
げ
ろ
ふ
の
日

記
』
に
同
じ
く
、
読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
日
記
で
あ
り
、
時
代
は
平
安

か
ら
現
代
へ
と
移
り
、
同
じ
く
メ
リ
メ
の
一
文
に
通
じ
る
心
の
苦
悩
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

『
風
立
ち
ぬ
』
も
ま
た
心
の
苦
し
み
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
堀
辰

雄
の
新
た
な
作
品
集
で
あ
る
『
聖
家
族
』
に
お
け
る
『
風
立
ち
ぬ
』
の
位
置

付
け
か
ら
、
独
立
し
た
個
別
の
作
品
で
は
得
ら
れ
な
い
、
作
品
間
で
重
層
化

し
た
苦
し
み
が
共
鳴
し
、
新
た
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
役
割
が
与
え
ら
れ

た
位
置
を
担
っ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
堀
辰
雄
が
意
図
し
た
『
聖
家
族
』

に
お
け
る
『
風
立
ち
ぬ
』
を
見
た
い
。 

 

三 

『
聖
家
族
』
「
序
」
と
し
て
の
「
風
立
ち
ぬ
」 

 

堀
辰
雄
が
改
め
て
『
聖
家
族
』
と
題
し
、
「
昭
和
名
作
選
集
８
」
と
し
て

新
潮
社
か
ら
昭
和
十
四
年
に
発
表
し
た
作
品
集
に
は
『
風
立
ち
ぬ
』
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、「
序
」
に
は
「
風
立
ち
ぬ
」
の
原
詩
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
『
海
辺
の
墓
地
』
の
一
節
が
直
訳
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

風
が
立
つ
た
。
…
…
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 
 

大
き
な
風
が
私
の
書
物
を
ひ
る
が
え
し
、 

 
 

浪
を
岩
の
上
に
千
々
に
碎
い
た
。 

 
 

私
の
膝
の
上
の
ま
ぶ
し
い
頁
よ
、
飛
び
去
る
が
い
い
。 

 
 

そ
し
て
浪
よ
、
お
前
は
活
潑
な
跳
躍
を
し
て
、 

 
 

船
が
鳩
た
ち
の
や
う
に
浮
ん
で
ゐ
る
靜
か
な
海
面
を
擾
す
が
い
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヴ
ァ
レ
リ
イ
『
海
べ
の
墓
地
』（

一
） 
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堀
辰
雄
に
お
け
る
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
、
ヴ
ァ
レ
リ

ー
が
若
い
頃
に
出
し
て
い
た
同
人
雑
誌
を
購
入
し
た
り

（
二
）

、
自
分
た
ち
の

雑
誌
『
四
季
』
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
の
学
生
時
代
寄
稿
し
た

詩
の
訳
を
鈴
木
信
太
郎
先
生
に
頂
く
な
ど

（
三
）

、
多
々
認
め
ら
れ
る
。 

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
南
仏
の
地
中
海
沿
岸
の
町
セ
ッ
ト
に
生
ま
れ
、

十
代
の
頃
に
セ
ッ
ト
か
ら
程
近
い
モ
ン
ペ
リ
エ
に
移
り
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学

法
学
部
を
卒
業
し
て
作
家
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
モ
ン
ペ
リ
エ
第
三

大
学
（
文
学
部
）
は
、
別
名
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
大
学
と
呼
ば
れ
、
百
科

全
書
派
な
ど
十
八
世
紀
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
生
ま

れ
た
海
辺
の
町
セ
ッ
ト
に
は
小
高
い
丘
の
上
に
海
を
望
む
見
晴
ら
し
の
良
い

墓
地
が
あ
り
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
そ
こ
に
永
眠
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
詠

い
知
っ
て
い
た
海
辺
の
墓
地
の
「
風
」
《 Le vent  

》
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の

生
ま
れ
故
郷
セ
ッ
ト
の
風
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
は
ま
た
、
ヴ
ァ
レ
リ

ー
が
永
遠
に
眠
る
町
の
風
に
も
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
詠
み
、
ま
た
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
眠
る
地
中
海

沿
岸
の
セ
ッ
ト
の
町
の
風
に
よ
っ
て
、
堀
辰
雄
は
『
風
立
ち
ぬ
』
を
誕
生
さ

せ
て
い
る
。
堀
辰
雄
の
『
風
立
ち
ぬ
』
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
《 Le vent  

》

あ
っ
て
の
「
風
」
で
あ
る
こ
と
が
新
潮
社
版
で
よ
り
明
確
に
意
識
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
が
、
新
潮
社
版
で
は
『
聖
家
族
』
が
作
品
集
の
題
名
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
風
」
を
持
つ
『
海
べ
の
墓
地
』
を
献
辞
と
し
た

『
聖
家
族
』
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
風
」
に
つ
い
て
は
、
堀
辰

雄
が
用
い
る
前
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル(Jacques R

IV
IÈ

R
E

, 

1866-1925 ) 

が
未
完
作
品
『
フ
ロ
ー
ラ
ン
ス
』( Florence, 1935 ) 

の
エ

ピ
グ
ラ
フ
に 

、
《 Le vent se lève, il faut tenter de vivre. 

》
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
堀
辰
雄
は
『
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に
て
』（
昭
和
十
一
年
六

月
）
に
示
し
な
が
ら
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
少
し
も
書
け
て
い
な
い
と
批
評
し

て
い
る
た
め
、
堀
辰
雄
は
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
着
目
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
《 Le 

vent  

》
を
用
い
て
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
は
な
く
、
題
名
と
し
て
書
き
ま
と
め

た
作
品
が
『
風
立
ち
ぬ
』
で
あ
り
、
改
め
て
献
辞
と
し
て
意
識
し
た
の
が
、

新
潮
社
版
『
聖
家
族
』
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

堀
辰
雄
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
た
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
を
批
判

し
な
が
ら
も
、
そ
の
手
法
を
手
本
と
し
て
い
た
。
堀
辰
雄
に
お
け
る
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
「
風
」
は
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
を
経
た
「
風
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、

「
風
」
は
堀
辰
雄
に
お
い
て
創
作
初
期
の
頃
か
ら
詩
の
源
泉
に
あ
っ
た
。 

 

「
詩
」 

 
僕
は
歩
い
て
ゐ
た 

 

 
 

風
の
な
か
を 
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風
は
僕
の
皮
膚
に
し
み
こ
む 

  
 

こ
の
皮
膚
の
下
に
は 

 
 

骨
の
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
が
あ
る
と
い
ふ
の
に 

 
 

風
が
不
意
に
そ
れ
を 

 
 

鳴
ら
し
は
せ
ぬ
か 

 
 

 
 

（
「
詩
」
、
『
驢
馬
』
第
十
號
、
昭
和
二
年
三
月
） 

 

「
風
」
は
古
来
日
本
で
は
神
格
化
さ
れ
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
す

で
に
登
場
し
て
お
り
、
自
然
を
尊
ぶ
俳
句
に
詠
ま
れ
、
歌
の
世
界
に
お
い
て

季
語
と
さ
れ
て
き
た
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
で
「
風
」
を
語
り
、
ま
た
、

外
来
文
化
で
あ
る
仏
教
的
解
釈
の
も
と
で
、
江
戸
期
に
は
琳
派
に
も
影
響
を

与
え
た
俵
谷
宗
達
に
よ
る
風
神
雷
神
図
屏
風
を
始
め
と
し
て
、
絵
画
・
彫
刻

と
し
て
も
表
現
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
に
よ
る
『
風
の
又
三
郎
』

や
昔
話
な
ど
、「
風
」
は
様
々
な
分
野
で
幅
広
い
対
象
に
向
け
て
表
現
さ
れ
て

き
た
。
一
方
、
西
洋
に
お
い
て
も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
「
風
」
は
神
格

化
さ
れ
神
話
と
な
り
、
壺
絵
・
彫
刻
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に
お

い
て
は
古
代
ロ
ー
マ
神
話
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
様
々
な
形
で
芸
術
文
化

を
花
開
か
せ
、
西
風
の
神
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
女
神
フ
ロ
ー
ラ
や
西
風
に
運

ば
れ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
絵
画
芸
術
と
し
て
表
現
さ
れ
た
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の

『
春
』（ Prim

avera, 1482 

）
は
、
今
日
も
な
お
世
界
中
を
魅
了
し
続
け

て
い
る
。「
風
」
は
古
よ
り
広
く
思
考
・
芸
術
の
源
泉
と
な
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
、
そ
う
し
た
中
で
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
風
」
が
吹
き
、
堀
辰
雄
に
よ
る
「
風
」

も
誕
生
し
て
い
る
。 

『
風
立
ち
ぬ
』
は
、
堀
辰
雄
が
「
急
に
思
ひ
立
つ
て
書
い
た
作
品
」（

四
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
二
年
三
月
に
『
驢
馬
』
第
十
号
に
「
詩
」
が
発
表

さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
堀
辰
雄
は
「
風
」
に
詩
風
を
吹
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

様
々
な
表
象
の
源
泉
と
な
っ
て
き
た
「
風
」
は
も
と
も
と
堀
辰
雄
の
内
に
既

に
あ
り
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
不
意
に
「
僕
」
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
を
鳴
ら
し

た
作
品
が
『
風
立
ち
ぬ
』
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
死
」（

五
）

の
悲
し
み
の
中
で
書
い
た
と
も
さ
れ
る
『
風
立
ち
ぬ
』
の
原
詩
ヴ

ァ
レ
リ
ー
の
『
海
辺
の
墓
地
』
を
「
序
」
に
示
し
た
選
集
に
、
堀
辰
雄
は
改

め
て
『
聖
家
族
』
と
題
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
死
」
と
「
風
」

を
『
聖
家
族
』
は
併
せ
持
つ
こ
と
に
な
り
、
レ
ク
イ
エ
ム
と
し
て
の
作
品
『
聖

家
族
』
は
、『
風
立
ち
ぬ
』
に
よ
っ
て
複
層
的
な
「
死
」
と
「
風
」
に
包
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。 

『
風
立
ち
ぬ
』
は
、
「
序
曲
」
「
春
」
「
風
立
ち
ぬ
」
「
冬
」
「
死
の
か
げ
の

谷
」
の
五
篇
か
ら
成
り
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
死
と
隣
り
合
っ
た
空
間
に

お
け
る
節
子
と
私
と
の
日
々
が
綴
ら
れ
て
い
る
。「
序
曲
」
か
ら
始
ま
る
作
品
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に
は
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
が
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
用
い
た
一
文
が
、
同
じ
く
エ
ピ

グ
ラ
フ
と
し
て
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
名
と
共
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 
《 

Le 
vent 

se 
lève, 

il 
faut 

tenter 
de 

vivre. 
PAU

L 

VALERY 
》（

六
） 

 

原
文
で
示
さ
れ
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
、
「
序
曲
」
に
始
ま
る
作
品
の
冒
頭
部

に
お
い
て
、
「
私
」
が
口
に
す
る
一
文
と
し
て
再
び
登
場
す
る
。 

 

風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も
。（

七
） 

 

ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
一
文
が
堀
辰
雄
に
よ
る
一
文
と
な
り
、
作
品
名
と
あ
い
ま

っ
て
こ
の
一
文
が
作
品
全
体
に
響
き
、
浸
透
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
で
の
日
々
は
節
子
と
私
と
の
「
私
達
の
い
く
ぶ
ん
死
の
味
の
す

る
生
の
幸
福
」（

八
）

の
日
々
で
あ
り
、
相
手
を
思
う
が
あ
ま
り
「
病
人
の
い
ぢ

ら
し
い
氣
持
が
、
私
の
心
を
し
め
つ
け
て
ゐ
た
。
」（

九
）

と
し
た
心
の
苦
し
み

が
描
か
れ
て
い
る
。
互
い
を
思
う
心
の
苦
し
み
は
作
品
全
体
に
最
後
ま
で
通

底
し
て
在
り
、
芥
川
の
選
び
取
っ
た
メ
リ
メ
の
一
文
が
作
品
の
根
底
に
流
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
作
品
に
お
い
て
節
子
と
私
を
つ
な
げ
て
い
る
の
は
、

自
然
を
見
る
「
眼
」
で
あ
り
、
美
し
い
と
思
え
る
の
は
「
死
」
を
内
蔵
し
た

節
子
の
「
眼
」（

一
〇
）

を
通
し
て
私
が
見
る
自
然
で
あ
り

（
十
一
）

、
そ
こ
に
「
私

達
の
幸
福
そ
の
も
の
の
完
全
な
繪
」（

十
二
）

を
見
て
い
る
。
堀
辰
雄
は
芥
川
か

ら
見
る
意
識
を
学
び
、
芥
川
の
「
眼
」
で
見
る
こ
と
を
自
ら
に
課
し
、
そ
の

「
眼
」
は
創
作
者
と
し
て
の
「
眼
」
で
も
あ
る
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
芥
川

が
メ
リ
メ
に
見
た
も
の
で
あ
っ
た
。
堀
辰
雄
が
『
風
立
ち
ぬ
』
を
改
め
て
『
聖

家
族
』
の
「
序
」
の
位
置
に
置
い
た
の
は
、
堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
へ
の
レ

ク
イ
エ
ム
作
品
と
し
て
『
風
立
ち
ぬ
』
を
位
置
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川
の
問
題
に
つ
い
て
メ
リ
メ
を
通
し
て
見
て
き
た
。

そ
こ
に
は
、
先
ず
、
神
西
清
の
存
在
が
あ
っ
た
。
神
西
清
の
遺
稿
は
『
堀
辰

雄
全
集
第
七
巻
』
月
報
第
七
号
（
新
潮
社
、
昭
和
三
十
二
年
五
月
）
で
あ
る
。

堀
辰
雄
は
神
西
清
と
の
間
で
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
を
介
し
て
交
友
関
係
を
育
ん

だ
が
、
神
西
清
に
と
っ
て
も
生
涯
の
締
め
括
り
は
堀
辰
雄
と
な
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
を
介
し
た
堀
辰
雄
の
恵
ま
れ
た
環
境
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
書
簡
を
寄

せ
て
い
た
中
村
眞
一
郎
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
語
で
、
「
清
少
納
言
」
論
を
書
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
パ
リ
で
、
小
説
家
の
レ
イ
モ
ン
・
ク
ノ
ー R

aym
ond Q

uenoau 

( 

こ
れ
は
、n

・r

・f 

系
の
若
い
作
家
の
中
で
は
、
超
現
實
主
義
的
な
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ス
タ
イ
ル
の
仲
ゝ
い
い
作
家
で
す) 

が
、
各
國
の
現
代
作
家
の
書
い
た
、

夫
ゝ
の
國
の
古
典
論
の
原
稿
を
集
め
て
、
「
世
界
の
大
作
家
」
と
云
ふ 

hom
m

age 

の
本
を
作
る
た
め
の
寄
稿
で
す
。（

十
三
） 

  

師
で
あ
る
堀
辰
雄
に
宛
て
ら
れ
た
中
村
眞
一
郎
の
書
簡
に
は
、
作
品
世
界

の
外
に
あ
る
現
実
の
フ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
、
レ
イ
モ
ン
・
ク

ノ
ー( R

aym
ond Q

ueneau, 1903-1976 ) 

に
よ
る
古
典
論
の
「
世
界
の

大
作
家
」
の
た
め
に
「
清
少
納
言
」
論
を
書
く
中
村
眞
一
郎
が
い
る
。
明
治

期
以
降
、
専
ら
、
欧
州
に
学
ん
で
き
た
日
本
の
欧
州
に
対
す
る
位
置
の
変
化

が
直
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
書
簡
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
眞
一
郎
の
表
現
者
と

し
て
の
古
典
に
対
す
る
意
識
は
、
師
で
あ
る
堀
辰
雄
が
芥
川
か
ら
学
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
芥
川
が
漱
石
か
ら
評
価
さ
れ
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。

堀
辰
雄
は
病
気
を
す
る
と
、
芥
川
龍
之
介
が
論
敵
の
谷
崎
へ
最
後
に
送
っ
た

作
品
で
も
あ
る
『
即
興
詩
人
』
を
手
に
取
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
た

（
十

四
）

。
ま
た
、
夢
で
芥
川
龍
之
介
が
師
と
し
て
諭
し
て
い
た
こ
と
を
残
し
て
い

る
。 

 

「
哲
學
の
本
は
、
君
―
」
芥
川
龍
之
介
さ
ん
ら
し
い
人
が
私
に
向
つ
て

い
つ
た
「
夜
汽
車
の
な
か
で
讀
む
も
の
だ
よ
。
」
い
か
に
も
唐
突
な
言
葉

だ
つ
た
。
そ
れ
は
夢
の
中
で
あ
つ
た
。（

十
五
） 

  

堀
辰
雄
に
は
、
師
で
あ
り
「
詩
友
」
で
あ
っ
た
芥
川
が
堀
辰
雄
の
作
品
世

界
の
内
外
に
存
在
し
て
い
た
。
芥
川
の
眼
は
メ
リ
メ
の
眼
で
見
る
事
で
も
あ

り
、
そ
の
眼
を
堀
辰
雄
は
受
け
継
い
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

第
六
章 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
死
あ
る
い
は
美 

―
模
範
と
し
て
の
メ
リ
メ 

 

  

三
島
由
紀
夫
は
、
芥
川
の
『
地
獄
変
』
（
大
正
六
年
）
を
戯
曲
『
地
獄
変
』

（
昭
和
三
〇
年
）
と
し
、
ま
た
、
三
島
の
戯
曲
『
鹿
鳴
館
』（
昭
和
三
十
一
年
）

は
芥
川
の
『
舞
踏
会
』（
大
正
九
年
）
に
着
想
を
得
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

（
一
）

。

芥
川
作
品
を
意
識
し
て
創
作
活
動
を
展
開
す
る
三
島
由
紀
夫
は
、
平
安
朝
の

女
流
文
学
で
あ
る
「
か
な
」
文
字
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
が
日
本
の
純
粋
な

文
学
を
代
表
す
る
こ
と
を
述
べ
た
『
文
章
読
本
』
に
お
い
て
、
川
端
康
成
の

短
編
と
対
比
す
る
形
で
、
西
洋
の
短
篇
小
説
の
模
範
と
し
て
、
メ
リ
メ
の
『
ト

レ
ド
の
真
珠
』(La Perle de Tolède, 1829 )

を
挙
げ
て
い
る(

一)

。
ま
た
、

昭
和
四
十
四
年
に
発
表
し
た
「
小
説
と
は
何
か
」(

二)

に
お
い
て
、『
マ
テ
オ
・

フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
（M

ateo Falcone, 1829

）
を
古
典
的
短
篇
小
説
の
お
手

本
と
し
て
い
る
。 

三
島
由
紀
夫
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
位
置
に
メ
リ
メ
を
置
い
た
の
か
。

三
島
由
紀
夫
が
取
り
上
げ
る
メ
リ
メ
作
品
は
い
ず
れ
も
「
死
」
そ
し
て
「
美
」
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が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
、
メ
リ
メ
享
受
の
側
面
か
ら
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
「
死
」
と
「
美
」

の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
節 

三
島
由
紀
夫
と
フ
ラ
ン
ス
文
学 

 

三
島
由
紀
夫
は
、
堀
口
大
学
訳
に
よ
る
ラ
デ
ィ
ゲ
の
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の

舞
踏
会
』(Le Bal du Com

te d’O
rgel, 1924)

に
強
い
関
心
を
持
っ
た
こ

と
を
度
々
明
ら
か
に
し
て
い
た
が(

一)
、
近
年
発
見
さ
れ
た
恩
師
清
水
文
雄
に

宛
て
、
昭
和
十
六
年
に
書
か
れ
た
未
発
送
書
簡
に
は
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
『
肉
体

の
悪
魔
』
（Le D

iable au corps, 1923

）
の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る(

二)

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ラ
デ
ィ
ゲ
は
三
島

由
紀
夫
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
ま
ず
三
島
由
紀

夫
に
お
け
る
ラ
デ
ィ
ゲ
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

三
島
由
紀
夫
に
と
っ
て
ラ
デ
ィ
ゲ
は
教
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら

発
見
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
り(

三)

、
ラ
デ
ィ
ゲ
に
つ
い
て
多
々
述
べ
て

い
る
が
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
ラ
デ
ィ

ゲ
全
集
』
に
、「
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
」
と
題
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は(

四)

、
「
多
か
れ
少
な
か
れ
天
才
で
な
い
と
こ
ろ
の
、
浪
漫
派
詩
人
と
い
ふ

も
の
は
想
像
し
に
く
い
。
」
と
し
て
「
浪
漫
派
詩
人
」
が
す
べ
か
ら
く
「
天
才
」

で
あ
る
と
し
、「
小
説
」
に
関
し
て
は
ラ
デ
ィ
ゲ
が
「
天
才
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
。 

 

そ
れ
は
正
に
少
年
時
代
の
私
の
聖
書
で
あ
つ
た
。〔
中
略
〕
し
か
し
少
年

の
私
を
は
じ
め
に
惹
き
つ
け
た
も
の
は
、
人
間
心
理
へ
の
透
徹
し
た
作

者
の
目
よ
り
も
、
訳
文
の
湛
へ
て
ゐ
る
独
特
の
乾
燥
し
た
エ
レ
ガ
ン
ス

で
あ
つ
た
。(

五) 

 

こ
の
昭
和
三
十
八
年
の
時
点
で
少
年
時
代
を
振
り
返
っ
て
述
べ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
作
品
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
作
者
ラ
デ
ィ
ゲ
の
目
よ
り
も
、

訳
出
さ
れ
た
文
章
の
湛
え
て
い
る
「
独
特
の
乾
燥
し
た
エ
レ
ガ
ン
ス
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
島
由
紀
夫
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
意
識

を
昭
和
十
七
年
の
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、 

 

原
書
の
賛
否
如
何
、
有
名
無
名
如
何
を
問
は
ず
、
如
何
に
美
し
い
完
璧

な
日
本
語
に
移
さ
れ
た
か
、
い
か
な
る
程
度
に
日
本
の
言
霊
の
流
れ
の

な
か
に
融
け
入
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か(

六) 

 
と
書
い
て
お
り
、
従
来
か
ら
古
典
的
名
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
上
田
敏
の
『
海

潮
音
』
、
永
井
荷
風
の
『
珊
瑚
集
』
を
挙
げ
、
そ
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
良
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訳
」
と
し
て
、
堀
口
大
学
訳
の
『
ラ
デ
ィ
ゲ 

ド
ル
ヂ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』

と
並
べ
て
河
出
書
房
版
『
メ
リ
メ
全
集
』
、
正
し
く
は
『
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ

メ
全
集
』
に
つ
い
て
、「
（
概
し
て
良
好
）
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
先
の

『
文
章
読
本
』
に
お
い
て
も
「
翻
訳
の
文
章
」
と
題
し
て
三
島
由
紀
夫
の
翻

訳
論
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
杉
捷
夫
の
翻
訳
が
、
簡
潔
さ
と
日
本
語
の

見
事
な
正
確
さ
と
で
、
志
賀
直
哉
の
文
章
に
比
す
る
と
し
て
、
メ
リ
メ
の
『
マ

テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
の
翻
訳
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
島

由
紀
夫
は
翻
訳
文
の
湛
え
る
エ
レ
ガ
ン
ス
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
デ
ィ
ゲ

に
惹
か
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
メ
リ
メ
作
品
に
つ
い
て
も
こ
こ
に
見
ら
れ
る

翻
訳
論
か
ら
す
る
と
、
翻
訳
の
文
章
の
見
事
さ
が
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
メ

リ
メ
の
位
置
付
け
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

三
島
由
紀
夫
が
高
く
評
価
す
る
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
の
『
ド
ル
ジ
ェ
ル

伯
の
舞
踏
会
』
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
の
『
ク
レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
（La 

Princesse de Clèves, 1678

）
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
恋
愛
物

語
で
あ
り
、
三
島
由
紀
夫
は
こ
の
作
品
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
作
品
創

出
の
源
と
な
り
作
家
と
し
て
の
目
標
と
な
っ
た
と
し
て
い
た(

七)

。
そ
の
『
ク

レ
ー
ヴ
の
奥
方
』
の
作
者
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
に
つ
い
て
は
、 

 

ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
オ
公
爵
、
サ
ン
ト
・
ブ
ゥ
ヴ
、
時
下
つ
て
プ
ロ
ス

ペ
ル
・
メ
リ
メ
エ
の
線
上
に
姿
を
現
は
し
、
そ
の
不
吉
な
先
蹤
と
な
つ

た
。(

八) 

 

と
し
、
文
学
的
位
置
付
け
に
お
い
て
メ
リ
メ
と
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
夫
人
と
を

同
じ
線
上
に
見
て
い
る
。
従
っ
て
、
ラ
デ
ィ
ゲ
と
メ
リ
メ
を
同
じ
線
上
に
見

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
参
考
作
品
に
分
類
さ
れ
詳
細
は
不
明
で
あ
る

「
ラ
デ
ィ
ゲ
」
と
題
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
に
お
い
て
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
性
格

を
「
メ
リ
メ
的
」
と
表
現
し
て
い
る(

九)

。
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
で
は
な
い

が
、
三
島
由
紀
夫
が
神
の
ご
と
く
に
崇
拝
し
「
天
才
」
と
す
る
ラ
デ
ィ
ゲ
を

形
容
す
る
の
に
メ
リ
メ
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
文
学
的
位
置
付
け
、
ま
た
作
者
と
し
て
の
位
置
付
け
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
三
島
由
紀
夫
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
ラ
デ
ィ
ゲ
と
メ
リ
メ
と
は
、

遠
か
ら
ぬ
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
の
よ
う
な
言
葉
も
見
ら
れ
る
。 

 

―
就
中
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
「
肉
体
の
悪
魔
」
を
愛
読
し
て
を
り
ま
し
て
、

そ
ん
な
も
の
を
か
き
た
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。〔
中
略
〕
ラ
デ
ィ

ゲ
を
天
下
唯
一
の
神
さ
ま
の
や
う
に
考
へ
て
し
ま
つ
て(

一
〇) 

 
と
こ
ろ
で
近
年
発
見
さ
れ
た
、
恩
師
清
水
文
雄
に
宛
て
昭
和
十
六
年
九
月

に
書
か
れ
て
い
た
こ
の
未
発
送
書
簡
に
は
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
『
肉
体
の
悪
魔
』
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の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
と
し
て
『
公
園
前
』
を
書
い
た
と
し
て
い
る
。

ラ
デ
ィ
ゲ
の
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
に
先
立
つ
『
肉
体
の
悪
魔
』
に

心
を
動
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
書
簡
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ラ

デ
ィ
ゲ
を
語
る
時
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

『
肉
体
の
悪
魔
』
以
上
に
『
ド
ル
ジ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
に
心
を
動
か
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
書
簡
で
は
『
肉
体
の
悪
魔
』

の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
と
し
て
作
品
を
書
い
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

そ
の
『
肉
体
の
悪
魔
』
の
冒
頭
部
に
は
、「
カ
ル
メ
ン
」
と
い
う
名
の
清
潔
な

感
じ
の
す
る
少
女
が
登
場
す
る
。
こ
の
「
カ
ル
メ
ン
」
は
メ
リ
メ
の
作
品
『
カ

ル
メ
ン
』（Carm

en, 1845

）
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る

（
十
一
）

。
三
島
由
紀

夫
が
最
初
に
読
ん
だ
時
点
で
、
こ
の
「
カ
ル
メ
ン
」
に
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ

ン
』
へ
の
思
い
が
及
ん
だ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
三
島
由
紀
夫
の
蔵
書
に
は
昭
和
十
三
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
た
『
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
全
集
』
が
あ
り
、
そ
の
『
メ
リ
メ
全
集
』

に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
昭
和
十
七
年
の
時
点
で
批
評
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
を
こ
の
前
後
に
そ
こ
に
見
て
い
た
こ
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
節 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
メ
リ
メ 

 

三
島
由
紀
夫
が
ど
の
よ
う
に
し
て
メ
リ
メ
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。
幼
少
期
の
三
島
由
紀
夫
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と

さ
れ
る
祖
母
が
泉
鏡
花
を
好
ん
で
読
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
三
島
由
紀
夫
も

幼
い
頃
か
ら
鏡
花
に
親
し
ん
で
い
た
と
し
て
い
る
た
め
、
メ
リ
メ
好
き
で
知

ら
れ
る
鏡
花
を
通
じ
て
メ
リ
メ
の
世
界
観
に
幼
く
し
て
触
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
直
接
的
な
受
容
と
し
て
は
鈴
木
三
重
吉
の
世
界
童
話
集
を
読

ん
で
い
た
と
し
て
い
る
た
め(

一)

、
三
島
由
紀
夫
が
初
め
て
目
に
し
た
メ
リ
メ

作
品
は
、『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
の
三
重
吉
に
よ
る
再
話
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
は
先
に
触

れ
た
よ
う
に
、
三
島
由
紀
夫
に
お
い
て
「
お
手
本
」
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
り
、

繰
り
返
し
三
島
由
紀
夫
が
言
及
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

メ
リ
メ
の
影
響
を
辿
っ
て
み
る
と
、
三
島
由
紀
夫
が
創
作
活
動
を
始
め
て

間
も
な
い
学
習
院
の
学
生
で
あ
っ
た
昭
和
十
四
年
に
発
表
さ
れ
た
作
品
『
館
』

に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
に
登
場
す
る
プ
ロ
ス
ペ
ロ
の

名
に
似
て
非
な
る
、「
ぷ
ろ
す
ぺ
る
公
爵
」
と
い
う
名
の
非
常
に
残
忍
な
公
爵

が
登
場
す
る
。
こ
の
公
爵
は
、
物
を
盗
る
と
極
刑
に
処
す
る
法
律
を
定
め
た

と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
三
島
由
紀
夫
が
「
良
訳
」
と
し
て
い
る
『
メ

リ
メ
全
集
』
、
正
し
く
は
『
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
始
め

た
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
で
、
前
年
の
昭
和
十
三
年
に
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル

コ
ネ
』『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
が
含
ま
れ
た
第
二
巻
が
出
て
お
り
、
昭
和
十
四
年
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一
月
に
は
『
イ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』（ La Vénus d’Ille, 1837

）『
カ
ル
メ

ン
』『
コ
ロ
ン
バ
』
が
収
め
ら
れ
た
第
三
巻
が
出
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
の
蔵

書
に
あ
り
「
メ
リ
メ
作
品
を
愛
読
し
て
い
た
」
と
し
、
ま
た
メ
リ
メ
作
品
に

多
々
冷
酷
さ
を
見
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り(

二)

、
こ
の
残
忍
な
「
ぷ
ろ
す
ぺ

る
公
爵
」
と
い
う
登
場
人
物
の
名
前
を
設
定
す
る
背
景
に
、
こ
の
『
プ
ロ
ス

ペ
ル
・
メ
リ
メ
全
集
』
の
存
在
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

三
島
由
紀
夫
に
お
い
て
最
初
に
明
確
に
メ
リ
メ
へ
の
言
及
が
確
認
で
き

る
の
は
、
昭
和
十
七
年
九
月
に
書
か
れ
、「
参
考
作
品
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る

翻
訳
論
で
あ
り
、
こ
の
『
メ
リ
メ
全
集
』
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
先
程
、

三
島
由
紀
夫
に
お
い
て
ラ
デ
ィ
ゲ
と
メ
リ
メ
の
位
置
が
遠
く
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
が
、
ラ
デ
ィ
ゲ
と
同
じ
く
メ
リ
メ
も
教
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
作
品
に
お
い
て
も

メ
リ
メ
を
引
用
し
て
い
る
。
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

発
表
さ
れ
た
『
夜
の
仕
度
』(

三)

に
登
場
す
る
。 

 

彼
は
頼
子
の
兄
の
書
棚
か
ら
取
出
し
た
メ
リ
メ
の
シ
ャ
ル
ル
九
世
年
代

記
を
読
ん
で
い
た
。(

四) 

 

『
シ
ャ
ル
ル
九
世
年
代
記
』
が
最
初
の
作
品
で
あ
る
。『
夜
の
仕
度
』
は
、

交
際
の
き
っ
か
け
を
女
性
が
作
る
と
い
う
物
語
だ
が
、
そ
こ
に
使
わ
れ
た
メ

リ
メ
作
品
『
シ
ャ
ル
ル
九
世
年
代
記
』（Chronique du règne de Charles 

IX,  
1829

）
は
、
メ
リ
メ
が
晩
年
ま
で
書
簡
の
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
女
性
、
ジ
ェ
ニ
イ
・
ダ
カ
ン
（Jenny D

A
C

Q
U

IN
, 1811-1895

）

が
初
め
て
メ
リ
メ
に
書
簡
を
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
兄
弟
で
新
教
と
旧
教
の
宗
教
的
対
立
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
話
で
あ

り
、
宗
教
的
対
立
の
悲
劇
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
作
品
が
往

復
書
簡
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三
島
由
紀

夫
の
蔵
書
に
あ
る
春
陽
堂
版
の
『
メ
リ
メ
の
手
紙
』（
昭
和
八
年
七
月
）
の
「
は

し
が
き
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
の
『
夜
の
仕
度
』
に
お
け
る

頼
子
と
青
年
の
物
語
は
こ
の
逸
話
に
重
な
る
た
め
、
逸
話
を
作
品
化
し
た
も

の
が
『
夜
の
仕
度
』
で
あ
る
こ
と
を
『
シ
ャ
ル
ル
九
世
年
代
記
』
が
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
な
る
メ
リ
メ
の
引
用
作
品
『
純
白
の
夜
』(

五)

は
、
銀
行
家
の
娘
、
郁
子

を
め
ぐ
る
恋
愛
物
語
だ
が
、
ジ
ェ
ニ
イ
・
ダ
カ
ン
と
メ
リ
メ
と
の
往
復
書
簡

に
あ
る
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

恋
愛
と
は
、
勿
論
、
仏フ

蘭ラ

ン

西ス

の
詩
人
が
言
つ
た
や
う
に
一
つ
の
拷
問

で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
よ
り
多
く
相
手
を
苦
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
試

し
て
み
ま
せ
う
、
と
メ
リ
メ
が
そ
の
女
友
達
へ
出
し
た
手
紙
の
な
か
で

書
い
て
ゐ
る
。(

六) 
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こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
メ
リ
メ
の
言
葉
は
、
春
陽
堂
版
『
メ
リ
メ
の
手

紙
』
か
ら
の
も
の
で
あ
る(

七)

。
メ
リ
メ
に
つ
い
て
の
三
島
由
紀
夫
の
言
及
は

多
々
あ
る
が
、
自
決
前
、
ラ
デ
ィ
ゲ
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
唯
一

の
書
と
な
っ
て
い
た
山
本
常
朝
の
『
葉
隠
』
に
つ
い
て
述
べ
る
上
で
も
メ
リ

メ
が
引
用
さ
れ
て
い
る(

八)

。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
メ
リ
メ
の
言
葉
は
、

同
じ
く
『
メ
リ
メ
の
手
紙
』
か
ら
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
メ
リ
メ
の
言
う

細
部
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
武
士
道
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
決
に
至
る
最
期
の
時
に
及
ぶ

ま
で
メ
リ
メ
の
占
め
る
位
置
が
三
島
由
紀
夫
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
節 

「
死
」
と
「
美
」 

 

一 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
「
死
」
と
「
美
」 

 

三
島
作
品
に
「
死
」
と
「
美
」
を
辿
ろ
う
と
す
る
と
、
全
作
品
に
及
ぶ
こ

と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
三
島
由
紀
夫
は
、
文
壇
に
登
場
す
る
以
前
か

ら
、
「
死
」
と
「
美
」
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
死
」
に
つ
い
て
は
時
代
的
背
景
に
よ
り
、
ご
く
身
近
な
問
題
で
あ
っ
た
と

さ
れ
、
三
島
由
紀
夫
自
身
が
後
に
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
早
く
に
戦
死

す
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ラ
デ
ィ
ゲ
の
向
こ
う
を
張
っ
て
ラ
デ
ィ

ゲ
の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
と
し
て
い
た(

一)

。 

最
初
に
「
死
」
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
の
は
平
岡
小
虎
と
し
て
学
習
院
時

代
に
創
作
し
た
詩
集
「
こ
だ
ま
」
に
確
認
で
き(

二)

、
ま
た
、
最
初
の
「
美
」

は
、
平
岡
公
威
と
し
て
の
作
品
集
「
公
威
詩
集
１
」
に
確
認
で
き
る(

三)

。
そ

こ
に
見
ら
れ
る
文
壇
に
登
場
す
る
以
前
に
お
け
る
「
死
」
と
「
美
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
、
「
死
」
は
女
性
と
共
に
語
ら
れ
、
「
美
」
は
遠
い
存
在
と
さ

れ
る
な
ど
、
主
体
と
は
離
れ
た
存
在
で
あ
り
、
完
全
に
客
体
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
島
由
紀
夫
と
し
て
文
壇
に
登
場
す
る
に
及
び
、

作
品
に
お
い
て
、
「
死
」
と
「
美
」
が
徐
々
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。 

三
島
由
紀
夫
と
し
て
の
最
初
の
作
品
『
盗
賊
』
に
お
い
て
最
初
に
見
ら
れ

る
「
美
」
は
焼
失
す
る
炎
の
美
で
あ
る
が(

四)

、
第
一
章
は
「
物
語
の
発
端
」

(

五)

と
題
さ
れ
、
エ
ピ
グ
ラ
ム
に
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
ド
リ
ア
ン
・

グ
レ
イ
』
（The Picture of D

orian G
ray, 1890

）
が
使
わ
れ
、
青
年
、

明
秀
が
「
美
し
い
子
」
と
書
い
て
「
よ
し
こ
」
と
読
む
令
嬢
に
思
い
を
寄
せ
、

「
美
」
に
惹
か
れ
る
青
年
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
作
品
は

第
二
章
が
第
一
章
に
先
立
っ
て
書
か
れ
て
お
り(

六)

、
テ
ー
マ
が
「
死
」
と
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
島
由
紀
夫
と
し
て
の
作
品
の
最
初
の
テ
ー
マ
は
「
死
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
内
で
最
初
に
「
死
」
が
出
て

く
る
の
は
、
次
の
一
節
で
あ
る
。 
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一
度
は
あ
れ
ほ
ど
確
乎
と
し
た
も
の
の
や
う
に
み
え
た
死
の
決
心
を
、

と
き
た
ま
忘
れ
て
ゐ
る
瞬
間
が
あ
る(

七) 

 

心
中
と
し
て
「
死
」
が
完
成
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
『
仮
面

の
告
白
』
で
は
、
作
品
冒
頭
部
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
カ

ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
第
三
篇
の
第
三
に
お
け
る
「
美
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。 

 

美
―
美
と
い
ふ
奴
は
恐
ろ
し
い
怕
か
な
い
も
ん
だ
よ
！
〔
中
略
〕
理
性

の
目
で
汚
辱
と
見
え
る
も
の
が
、
感
情
の
目
に
は
立
派
な
美
と
見
え
る

ん
だ
か
ら
な
あ
。
一
体

悪
行

ソ

ド

ム

の
中
に
美
が
あ
る
の
か
し
ら
ん
？(

八) 

 

従
っ
て
、
『
盗
賊
』
で
、
先
ず
「
死
」
が
あ
り
、
次
に
「
美
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
こ
と
に
な
り
、
三
島
由
紀
夫
に
と
っ
て
の
作
品
創
出
に
お
い
て
最
初

の
テ
ー
マ
が
「
死
」
そ
し
て
「
美
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
、
「
死
」
と
「
美
」
は
、
作
品
に
お
い
て
、
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
る
。 

 

古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
理
想
は
、
美
し
く
生
き
、
美
し
く
死
ぬ
こ
と
で
あ

つ
た
。
わ
が
武
士
道
の
理
想
も
そ
こ
に
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。(

九) 

 

こ
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
の
「
美
」
と
「
死
」
を
日
本
の
武
士
道
に
重
ね
、

「
美
」
と
共
に
「
死
」
を
見
て
お
り
、
武
士
道
の
理
想
と
し
て
「
美
し
い
死
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
的
身
体
の
「
美
」
、
「
美
」
の
一
回

性
、
と
い
っ
た
「
美
」
へ
と
収
斂
し
て
ゆ
き
、
「
死
」
と
「
美
」
の
同
時
性
、

闘
牛
士
・
武
士
道
に
お
け
る
「
死
」
そ
し
て
「
美
」
へ
と
至
っ
て
い
る(

一
〇)

。 

 

二 

メ
リ
メ
と
い
う
「
模
範
」 

 

一
方
、
メ
リ
メ
は
作
品
を
創
作
し
始
め
て
間
も
な
い
最
初
の
ス
ペ
イ
ン
旅

行
の
時
に
、
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
「
死
」
及
び
「
美
」
の
観
念
の
世
界
に

あ
る
闘
牛
と
出
会
っ
て
い
る
。
闘
牛
士
の
世
界
は
、
演
劇
の
よ
う
な
虚
構
の

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
世
界
で
あ
る
と
同
時
に
、
闘
牛
の
死
あ
る
い
は
、
闘
牛
士

の
死
と
い
う
現
実
世
界
に
属
す
る
「
死
」
が
結
末
と
し
て
あ
る
た
め
、
そ
こ

に
は
虚
構
世
界
と
現
実
世
界
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
闘

牛
に
お
い
て
「
死
」
が
崇
高
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
美
し
い
「
死
」
が
望

ま
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
を
舞
台
と
し
、
闘
牛
士
が
登
場
す
る
メ
リ
メ
作
品
で
は

『
カ
ル
メ
ン
』
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
三
島
由
紀
夫
が

初
め
て
強
く
心
を
動
か
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
書
き
た
い
と
し
た
ラ
デ

ィ
ゲ
作
品
『
肉
体
の
悪
魔
』
の
冒
頭
部
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
「
カ
ル
メ
ン
」
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で
あ
る
。 

三
島
由
紀
夫
が
西
洋
の
短
篇
小
説
の
模
範
と
し
て
挙
げ
て
い
る
メ
リ
メ

作
品
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
も
ま
た
ス
ペ
イ
ン
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

作
品
は
メ
リ
メ
が
参
加
し
て
い
た
ミ
ュ
ッ
セ
の
サ
ロ
ン
で
読
ま
れ
て
い
た

『
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
物
語
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
時
期
に
創
作
さ
れ

た
作
品
で
あ
る
。 

先
ず
、
ど
ち
ら
か
甲
乙
つ
け
が
た
い
《 

朝
日 

》
と
《 

夕
日 

》
、
次
に

《 

オ
リ
ー
ヴ 

》
と
《 

ア
ー
モ
ン
ド 

》
、
そ
し
て
、《 

ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
人 

》

と
《 

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
人 

》
が
挙
げ
ら
れ
た
後
、
原
文
で
は
最
上
級
が
使
わ

れ
、
最
も
美
し
い
女
性
と
し
て
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
村
の
オ
ー
ロ
ラ
、
そ
れ
が
「
ト

レ
ド
の
真
珠
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
 

 
Q

ui m
e dira si le soleil est plus beau à son lever qu’à son 

coucher ?  Q
ui m

e dira de l’olivier ou de l’am
andier lequel 

est 
le 

plus 
beau 

des 
arbres ? 

 
Q

ui 
m

e 
dira qui 

du 

Valencien ou de l’A
ndalous est le plus brave ?  Q

ui m
e 

dira quelle est la plus belle des fem
m

es ?  Je vous dirai 

quelle est la plus belle des fem
m

es : c’est A
urore de Vargas, 

la perle de Tolède.

（
一
） 

 
 

（
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
か
、
太
陽
は
沈
む
夕
日
よ
り
昇
る
朝
日
が
美

し
い
と
。
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
か
、
樹
木
で
オ
リ
ー
ヴ
と
ア
ー
モ
ン

ド
の
ど
ち
ら
が
美
し
い
と
。
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
か
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ

ア
人
と
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
人
の
ど
ち
ら
が
勇
敢
と
。
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ

う
か
、
最
も
美
し
い
女
性
が
誰
か
と
。
私
は
君
に
言
お
う
、
最
も
美
し

い
女
性
は
誰
か
と
。
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
村
の
オ
ー
ロ
ラ
、
ト
レ
ド

の
真
珠
で
あ
る
。
） 

 

こ
の
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
を
巡
っ
て
決
闘
が
行
わ
れ
、
闘
い
に
敗
れ
て
今

に
も
死
な
ん
と
す
る
最
後
の
時
に
及
ん
で
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
の
顔
は
白
刃

で
傷
を
つ
け
ら
れ
、
物
語
り
は
終
わ
り
を
迎
え
る
。 

  
 E

lle s’est approchée sans défiance ; m
ais il a ranim

é ses 

forces, et du tranchant de son sabre il balafre ce visage si 

beau.

（
二
） 

 

（
ト
レ
ド
の
真
珠
は
疑
い
も
せ
ず
に
近
づ
い
た
、
が
、
男
は
力
を
振
り

絞
り
、
サ
ー
ベ
ル
の
刃
先
で
切
り
傷
を
付
け
た
、
こ
の
顔
の
あ
ま
り
の

美
に
。
） 

 
原
文
で
最
後
の
語
は
、《 beau 

》
す
な
わ
ち
「
美
」
と
な
っ
て
い
る
。「
美
」

で
あ
る
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
を
巡
る
決
闘
に
お
い
て
、
「
死
」
と
共
に
「
美
」
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が
消
失
し
作
品
は
終
わ
り
を
迎
え
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
は
、
こ
の
『
ト
レ

ド
の
真
珠
』
を
西
洋
の
短
編
小
説
の
模
範
と
し
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
の
志

向
す
る
「
死
」
と
「
美
」
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
わ
れ
、
消
失
す
る
「
美
」

と
「
死
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
消
失
す
る
「
美
」
は
、
三
島
由
紀
夫
の
『
金

閣
寺
』
に
お
い
て
、
焼
失
す
る
「
美
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
短
編
小
説
の
お
手
本
と
さ
れ
て
い
る
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』

は
メ
リ
メ
に
お
け
る
モ
ラ
ル
の
時
代
と
さ
れ
る
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ

り
、
裏
切
り
行
為
を
な
し
た
息
子
に
対
し
、
神
に
代
っ
て
父
自
ら
が
死
の
判

断
を
下
す
、
メ
リ
メ
の
人
文
主
義
的
立
場
が
示
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
た

こ
と
は
、
第
二
章
で
見
た
通
り
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
背
景
に
あ
る
と
さ
れ

る
母
方
の
曾
祖
母
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
よ
る
日
本
に
つ
い
て
の
作
品
も
見
て
き

た
。
三
島
由
紀
夫
が
最
終
的
に
辿
り
着
く
こ
と
に
な
る
武
士
道
に
お
け
る

「
死
」
、
道
徳
的
「
美
」
が
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
あ
る
こ
と
を
三

島
由
紀
夫
が
見
た
こ
と
に
よ
り
、
作
品
は
「
お
手
本
」
と
さ
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
三
島
由
紀
夫
が
自
決
前
に
唯
一
の
書
と
し
た
『
葉
隠
』
に
お
け
る

「
死
」
す
な
わ
ち
「
美
」
は
メ
リ
メ
に
お
け
る
モ
ラ
ル
の
時
代
に
発
表
さ
れ

た
作
品
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に
お
け
る
武
士
道
的
「
死
」
あ
る
い

は
「
美
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
お
け
る
「
死
」
と

共
に
消
失
す
る
一
回
性
の
「
美
」
は
武
士
道
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、『
葉
隠
』

を
語
る
上
で
メ
リ
メ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
メ
リ

メ
作
品
が
「
模
範
」
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

『
憂
国
』 

 

こ
こ
に
た
だ
一
つ
残
る
本
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
山
本
常
朝
の
「
葉
隠
」

で
あ
る
。（

一
） 

 

三
島
由
紀
夫
が
自
決
前
に
唯
一
の
書
と
し
た
こ
の
「
葉
隠
」
は
、
佐
賀
の

鍋
島
藩
士
、
山
本
常
朝
（
一
六
五
九
‐
一
七
一
九
）
に
よ
る
も
の
で
、
公
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
同
藩
の
田
代
陣
基
（
一
六
七
八

‐
一
七
四
八
）
の
筆
録
の
写
本
が
残
る
の
み
で
、
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
が
、
武
士
道
に
つ
い
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
葉
隠
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
三
島
由
紀
夫
の
『
葉
隠

入
門
』
に
お
い
て
、
メ
リ
メ
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
の
は
第
九
項
で
あ
り
、

続
く
第
十
項
は
、
次
の
書
き
出
し
と
な
っ
て
い
る
。 

  

第
九
項
で
述
べ
た
、
日
々
に
覚
悟
を
き
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
大
き
な

思
想
の
根
源
は
、
「
葉
隠
」
に
と
つ
て
は
武
士
道
に
お
い
て
死
ぬ
こ
と

で
あ
つ
た
。（

二
） 
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こ
こ
に
、
第
九
項
は
「
葉
隠
」
に
お
い
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
冒
頭
部

「
武
士
道
と
い
ふ
は
、
死
ぬ
事
と
見
付
け
た
り
」（

三
）

が
思
想
の
根
源
に
あ
る

項
目
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
島
由
紀
夫
が
最
終
的
に
辿
り
着
い

た
武
士
道
に
お
け
る
「
死
」
、
「
葉
隠
」
に
お
け
る
「
死
」
を
語
る
上
で
メ
リ

メ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
三
島
由
紀
夫
が
理
想
と
し
た
「
死
」

は
、
メ
リ
メ
と
共
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
武

士
道
に
お
け
る
「
死
」
を
主
題
と
し
た
三
島
作
品
に
『
憂
国
』（

四
）

（
昭
和
三

十
六
年
）
が
あ
る
。
二
・
二
六
事
件
に
あ
た
り
「
自
決
」
の
決
意
を
し
た
中

尉
と
そ
の
妻
の
最
期
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
人
は
「
美
男
美
女
」（

五
）

で
あ
り
、

「
健
康
的
な
肉
体
」（

六
）

と
い
う
設
定
は
、
三
島
由
紀
夫
が
理
想
と
す
る
ギ
リ

シ
ャ
的
「
美
」
で
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
も
甲
乙
つ
け
難
い
「
美
男
」
「
美
女
」

の
最
も
美
し
い
表
現
と
し
て
の
営
み
が
描
か
れ
た
の
ち
、
い
ず
れ
も
が
、「
自

決
」
と
い
う
三
島
由
紀
夫
が
最
終
的
に
辿
り
着
い
た
理
想
的
な
尊
い
「
死
」

を
迎
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
に
よ
っ
て
「
模
範
」
と
さ
れ

た
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
お
け
る
二
項
対
立
の
構
図
、
そ
こ
に
あ
る
「
死
」

と
「
美
」
、
ま
た
、
「
お
手
本
」
と
さ
れ
た
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
に

あ
る
尊
い
「
死
」
が
『
憂
国
』
に
お
い
て
三
島
由
紀
夫
の
理
想
と
す
る
世
界

観
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
は
次
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。 

  
 

僕
は
芥
川
龍
之
介
や
、
現
代
巨
匠
の
作
品
に
（
偶
然
の
一
致
か
も
知
れ

な
い
が
）
メ
リ
メ
の
大
き
な
影
響
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
、

人
に
知
ら
れ
ぬ
メ
リ
メ
の
濾
過
は
、
幸
運
に
し
て
末
梢
的
に
非
ず
し
て

精
神
的
に
無
理
な
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。（

七
） 

  

こ
れ
は
ま
た
、
三
島
由
紀
夫
自
身
の
作
品
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。 

ラ
デ
ィ
ゲ
に
惹
か
れ
た
三
島
由
紀
夫
が
、
い
か
に
し
て
メ
リ
メ
作
品
を
受

容
し
、
模
範
と
す
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の
も
と
に
は

メ
リ
メ
自
身
の
自
由
主
義
的
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
世
界
、
メ
リ
メ
の
母
に
よ
る

家
庭
教
育
の
も
と
に
な
る
母
方
の
曾
祖
母
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
日
本
を
舞
台
に

し
た
作
品
な
ど
が
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
に
お
け
る
「
死
」
あ
る
い
は
「
美
」
は

三
島
由
紀
夫
の
理
想
と
し
た
武
士
道
に
お
け
る
「
死
」
あ
る
い
は
「
美
」
に

通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
島
作
品
に
は
「
死
」
と
「
美
」
が
溢
れ
、
そ
れ

は
創
作
し
始
め
て
間
も
な
い
段
階
で
は
遠
く
離
れ
た
客
体
と
し
て
存
在
し
て

い
た
が
、
徐
々
に
主
体
的
な
も
の
と
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
メ
リ
メ
が

作
品
世
界
で
示
し
た
「
死
」
と
「
美
」
の
一
回
性
、
同
時
性
の
世
界
観
を
、

三
島
由
紀
夫
は
最
終
的
に
現
実
世
界
で
主
体
的
な
も
の
と
す
る
に
至
っ
た
。 

三
島
由
紀
夫
は
谷
崎
潤
一
郎
論
に
お
い
て
、 

 
美
を
実
現
す
る
に
は
、
現
実
を
変
容
さ
せ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
。(

八) 
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と
書
い
て
い
る
。
メ
リ
メ
作
品
に
見
ら
れ
る
虚
構
世
界
に
お
け
る
「
死
」
と

「
美
」
を
現
実
世
界
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
、
物
語
世
界
の
記
述
と
現
実
世
界

の
記
述
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
ど
ち
ら
も
《 histoire 

》
と
表
記

さ
れ
る
が
、
小
文
字
の
《 histoire 

》
で
あ
る
「
物
語
世
界
」
と
大
文
字

の
《 H

istoire 

》
で
あ
る
「
現
実
の
歴
史
」
と
の
一
致
は
、
三
島
由
紀
夫

と
平
岡
公
威
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
メ
リ
メ
作
品
に
あ
っ
た
武
士

道
に
通
じ
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
世
界
、『
葉
隠
』
に
あ
る
「
死
」
す
な
わ

ち
「
美
」
を
現
実
世
界
に
お
い
て
主
体
的
な
も
の
と
し
た
の
が
「
自
決
」
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
死
」
と
「
美
」
が
現
実
世
界
で
一
致
す
る
こ
と
に
な

り
、
三
島
由
紀
夫
の
理
想
と
す
る
世
界
観
が
完
成
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 
 

 

明
治
期
に
始
ま
る
文
明
開
化
は
、
近
代
日
本
の
文
学
の
場
に
お
い
て
如
何

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
鷗
外
に
よ
っ
て
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
メ
リ

メ
を
通
し
て
、
夏
目
漱
石
、
泉
鏡
花
、
鈴
木
三
重
吉
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰

雄
、
三
島
由
紀
夫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
か
た
で
近
代
の
文
学
空
間
を
成
し

て
き
た
様
を
見
た
。 

鷗
外
と
同
じ
く
日
本
の
近
代
を
担
っ
て
い
た
漱
石
が
、
英
国
留
学
か
ら
帰

国
し
て
間
も
な
い
時
期
に
書
い
た
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、
近
代
文
学
の

幕
開
け
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、
西
洋
に
あ
る
言
葉
や
概
念
を
日
本
の
「
近
代
」

に
移
し
替
え
る
過
程
が
示
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
漱
石
が
新
た
な
文
化
形

成
の
糸
口
と
し
て
メ
リ
メ
作
品
に
着
目
し
た
の
は
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場

面
で
あ
り
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
の
「
近
代
」
の
一
端
を
辿
る
こ
と

に
な
っ
た
。
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
は
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
ロ
マ
ン
主
義

者
た
ち
に
よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
「
地
方
色
」
と
し
て
あ
り
、
固
有
の

文
化
に
溢
れ
て
い
た
。
漱
石
は
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
に
西
洋
固
有
の

文
化
を
見
て
お
り
、
鐘
の
音
や
習
慣
に
よ
り
本
質
を
見
失
う
過
ち
、
ま
た
、

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
を
背
景
と
し
た
絵
画
芸
術
や
芸
術
表
現
に
お
け
る

本
来
あ
る
べ
き
意
味
表
出
の
逆
転
現
象
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
美
女
の
裸
体

や
公
衆
浴
場
を
見
出
し
、
日
本
の
文
化
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
置
き
換
え
る
手

法
を
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
。
漱
石
に
と
っ
て
「
鐘

の
音
」
は
正
岡
子
規
と
の
思
い
出
の
対
象
で
も
あ
っ
た
が
、
哲
学
者
独
仙
に

『
碧
巌
録
』
提
唱
の
位
置
で
『
カ
ル
メ
ン
』
の
「
鐘
の
音
」
の
話
を
語
ら
せ
、

対
し
て
、
出
鱈
目
を
言
う
美
学
者
迷
亭
に
「
鐘
」
な
ら
ぬ
「
お
金
」
の
話
を

日
本
独
自
の
落
語
に
お
け
る
お
ち
と
し
て
語
ら
せ
て
い
た
。
ま
た
、
西
洋
の

文
化
芸
術
に
影
響
を
持
ち
、
そ
の
源
泉
と
も
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
神
話
を
絵
画
芸
術
と
し
て
表
現
し
た
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
に
お
け

る
『
デ
ィ
ア
ナ
と
ニ
ン
フ
た
ち
の
水
浴
』
に
対
し
、
日
本
独
自
の
俳
句
を
劇
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と
し
て
考
案
し
た
俳
劇
に
よ
っ
て
美
女
の
水
浴
を
表
現
し
、
同
じ
位
相
で
芸

術
に
お
け
る
裸
体
表
現
に
よ
り
、
本
来
あ
る
べ
き
意
味
表
出
の
逆
転
現
象
を

展
開
し
て
い
た
。
西
洋
の
公
衆
浴
場
に
お
い
て
は
銭
湯
に
よ
っ
て
日
本
の
文

化
風
俗
を
表
現
し
、
公
衆
浴
場
を
目
に
す
る
「
猫
」
の
視
点
は
、『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
に
お
い
て
も
男
湯
を
目
に
す
る
吾
輩
で
あ
る
猫
の
視
点
で
表
現
さ

れ
て
い
た
。『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
場
面
の
猫
で
も
あ
る
吾
輩
を
、
夏
目
漱
石

は
『
古
事
記
』
の
太
安
万
侶
の
位
置
に
お
き
、『
古
事
記
』
の
「
朕
」
に
対
応

す
る
珍
野
苦
紗
弥
の
周
り
で
起
こ
る
出
来
事
を
、
明
治
期
に
新
た
に
表
現
し

た
作
品
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
メ

リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
は
、
多
く
の
点
に
お
い
て
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の

作
品
構
成
そ
の
も
の
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
漱
石
は
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
「
猫
」
の
視
点
に
よ

っ
て
日
本
の
近
代
文
学
空
間
の
幕
開
け
を
成
し
た
と
も
言
え
る
。 

メ
リ
メ
は
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
「
地
方
色
」
で
あ
る
固
有
の
文
化
を
表

現
す
る
と
共
に
人
文
主
義
的
思
想
の
世
界
観
に
よ
っ
て
文
学
空
間
を
成
し
て

い
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、
日
本
が
「
近
代
」
以
前
か
ら
志
向

し
て
き
た
禅
的
世
界
観
に
呼
応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
漱
石
は
メ
リ
メ
の

人
文
主
義
的
世
界
観
に
通
じ
る
禅
的
世
界
観
を
、
金
沢
出
身
の
友
、
米
山
保

三
郎
に
よ
っ
て
禅
師
で
あ
り
哲
学
者
で
あ
る
独
仙
と
し
て
描
き
、
文
明
開
化

に
よ
っ
て
西
洋
か
ら
自
然
の
概
念
が
も
た
ら
さ
れ
た
明
治
期
に
、
「
自
然

じ

ね

ん

」

で
あ
り
な
が
ら
哲
学
者
と
し
て
あ
る
独
仙
に
よ
っ
て
日
本
の
「
近
代
」
を
表

象
し
て
い
た
。
漱
石
は
、
漢
才
に
代
る
洋
才
と
し
て
の
メ
リ
メ
に
よ
っ
て
、

近
代
の
文
学
空
間
に
お
け
る
黎
明
期
の
一
端
を
築
い
て
い
た
。 

泉
鏡
花
は
漱
石
の
よ
う
に
留
学
を
課
せ
ら
れ
日
本
独
自
の
近
代
を
担
っ

て
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
近
代
日
本
に
課
せ
ら
れ
た
西
洋
と
い
う
課
題
と
無

理
矢
理
に
対
峙
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
鏡
花
は
メ
リ
メ
と
出
会
い
、
メ

リ
メ
作
品
を
殊
に
好
ん
で
い
た
。
共
に
幻
想
文
学
と
位
置
付
け
ら
れ
る
作
品

を
書
き
、
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
受
容

と
は
異
な
る
角
度
か
ら
考
察
し
た
が
、
鏡
花
と
メ
リ
メ
は
、
芸
術
的
モ
チ
ー

フ
と
し
て
水
浴
の
美
女
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
と
し
て

共
通
し
た
表
現
方
法
を
採
っ
て
い
た
。
鏡
花
と
メ
リ
メ
は
異
な
る
文
化
的
背

景
に
あ
り
な
が
ら
、
追
究
し
た
問
題
は
等
し
く
、
同
じ
文
学
空
間
に
あ
っ
た
。

鏡
花
に
と
っ
て
メ
リ
メ
は
近
代
日
本
の
課
題
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、
漱

石
も
見
て
い
た
日
本
に
通
じ
る
メ
リ
メ
の
人
文
主
義
的
世
界
観
に
自
ら
の
目

指
す
同
じ
芸
術
空
間
を
見
て
い
た
。
メ
リ
メ
が
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
ロ
マ
ン

主
義
者
と
し
て
表
現
し
た
固
有
の
文
化
・
芸
術
で
あ
る
「
地
方
色
」
は
、
鏡

花
が
自
ら
の
作
品
世
界
に
課
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
鏡
花
と
メ
リ
メ
は
、

共
通
し
た
芸
術
空
間
を
共
有
し
て
い
た
。
異
な
る
文
化
的
背
景
に
お
け
る
同

じ
芸
術
空
間
は
、
同
じ
国
に
お
け
る
異
な
っ
た
芸
術
空
間
よ
り
も
通
い
合
う

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鏡
花
が
メ
リ
メ
を
好
ん
だ
の
は
、
同
じ
芸
術
空
間
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を
共
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
メ
リ
メ
の
文
学
世
界
を
努
力
な
く
し
て
理

解
し
得
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鏡
花
に
お
け
る
メ
リ
メ
は
、
文
化
的
背
景
を

越
え
て
通
じ
合
う
文
学
世
界
空
間
に
お
け
る
「
近
代
」
の
発
見
で
あ
り
出
会

い
で
あ
っ
た
。 

鈴
木
三
重
吉
は
漱
石
門
下
生
と
し
て
、
漱
石
に
同
じ
く
近
代
日
本
の
課
題

と
し
て
メ
リ
メ
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
に
つ
い
て

は
、
自
ら
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
を
漱
石
の
解

釈
に
等
し
い
解
釈
に
よ
っ
て
日
本
文
化
に
置
き
換
え
た
再
話
と
、
原
作
に
忠

実
で
あ
り
な
が
ら
作
品
最
終
部
に
お
け
る
死
の
表
現
を
改
変
し
た
再
話
が
あ

り
、
三
重
吉
は
メ
リ
メ
作
品
の
解
釈
や
表
現
に
お
い
て
受
容
対
象
を
考
慮
し

な
が
ら
「
近
代
」
と
向
き
合
っ
て
い
た
。
児
童
を
対
象
と
し
た
メ
リ
メ
作
品

の
再
話
化
は
、
鏡
花
が
手
放
し
で
共
有
し
得
た
芸
術
世
界
と
は
異
な
る
文
化

受
容
の
問
題
を
は
ら
む
こ
と
に
な
り
、
場
所
や
時
代
の
置
き
換
え
、
翻
訳
に

留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
表
現
自
体
を
変
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
三

重
吉
の
再
話
は
表
面
的
に
は
メ
リ
メ
の
原
作
と
異
な
る
結
末
を
迎
え
る
形
が

採
ら
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
十
九
世
紀
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
表
現
し
て

い
た
。
三
重
吉
が
漱
石
か
ら
受
け
継
い
だ
メ
リ
メ
の
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ

ー
ネ
』
は
、
三
重
吉
以
降
の
近
代
文
学
空
間
に
お
い
て
も
意
味
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
漱
石
に
よ
っ
て
近
代
日
本
に
見
出
さ
れ
た
メ
リ
メ
は
、
三

重
吉
に
よ
っ
て
次
な
る
近
代
の
文
学
空
間
に
受
け
継
が
れ
た
。 

鈴
木
三
重
吉
と
同
じ
く
漱
石
門
下
に
あ
っ
た
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
メ

リ
メ
を
巡
っ
て
は
、
谷
崎
潤
一
郎
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
「
小
説
の
筋
」
論

争
か
ら
の
分
析
を
試
み
た
。
芥
川
が
自
ら
の
死
の
直
前
に
谷
崎
に
送
っ
た
メ

リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
は
「
見
る
」
意
識
が
最
も
顕
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
作
品
で
あ
り
、
芥
川
が
自
ら
を
表
現
し
た
「
見
る
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る

作
品
で
あ
っ
た
。
芥
川
が
「
小
説
の
筋
」
論
争
で
示
そ
う
と
し
た
「
詩
的
精

神
」
と
し
て
の
作
品
が
メ
リ
メ
の
『
コ
ロ
ン
バ
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
検
証
し
た
。 

芥
川
を
師
と
仰
い
だ
堀
辰
雄
に
お
け
る
メ
リ
メ
に
つ
い
て
は
、
堀
が
対
峙

す
る
こ
と
に
な
っ
た
芥
川
の
死
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
堀
は
、
メ
リ
メ
に

通
じ
る
「
見
る
」
存
在
で
あ
っ
た
芥
川
の
目
を
自
ら
の
目
と
し
、
芥
川
の
選

び
取
っ
た
メ
リ
メ
を
自
ら
の
作
品
と
化
す
こ
と
に
よ
っ
て
堀
は
芥
川
の
死
を

乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
見
た
。 

漱
石
に
近
代
知
識
人
の
創
始
を
見
て
い
た
三
島
由
紀
夫
は
、
漱
石
門
下
の

芥
川
に
よ
る
作
品
を
も
と
に
自
ら
の
作
品
を
展
開
す
る
一
方
、
芥
川
か
ら
堀

辰
雄
に
受
け
継
が
れ
た
メ
リ
メ
に
模
範
的
位
置
を
与
え
、
文
学
的
位
置
付
け

及
び
作
家
の
位
置
付
け
に
お
い
て
メ
リ
メ
を
高
く
評
価
し
、
三
島
作
品
へ
の

影
響
が
明
確
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
三
島
由
紀
夫
に
と
っ
て
自
ら
の

死
に
も
関
わ
る
と
さ
れ
る
『
憂
国
』
に
お
い
て
も
「
死
」
と
「
美
」
を
メ
リ

メ
に
負
っ
て
模
範
と
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。 
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こ
こ
に
見
て
き
た
漱
石
を
始
め
と
し
て
、
三
重
吉
、
芥
川
、
堀
、
三
島
ら

は
、
西
洋
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
近
代
日
本
が
対
峙
し
た
対
象
と
し
て

西
洋
の
メ
リ
メ
を
自
ら
の
文
学
世
界
に
お
い
て
昇
華
し
、「
近
代
」
を
担
っ
て

文
学
空
間
を
形
成
し
て
い
た
。
メ
リ
メ
の
考
察
に
伴
っ
て
「
死
」
を
見
る
こ

と
に
も
な
っ
た
が
、「
死
」
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
哲
学
の
対
象
で
あ

り
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
る
と
哲
学
は
死
の
練
習
と
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
の
キ
リ

ス
ト
教
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
生
も
死
も
神
の
支
配
の
う
ち
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、メ
リ
メ
は
人
文
主
義
的
な
自
由
主
義
思
想
家
と
し
て
の
「
死
」

を
描
い
て
い
た
。
そ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
思
想
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
端

緒
に
虚
無
を
置
く
禅
的
世
界
に
も
通
じ
、
こ
こ
に
見
て
き
た
作
品
世
界
と
呼

応
し
て
い
た
。
漱
石
を
始
め
と
し
て
メ
リ
メ
の
文
学
空
間
を
自
ら
の
作
品
世

界
に
表
現
し
た
背
景
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
思
想
に
通
じ
る
人
文
主
義
的

思
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
た
ど
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
夏
目
漱
石
の
『
こ
ゝ
ろ
』

の
出
版
に
始
ま
る
岩
波
書
店
に
よ
っ
て
、
漱
石
最
期
の
風
景
が
語
ら
れ
た
も

の
が
あ
る
。 

 

と
に
か
く
非
常
に
霧
の
深
い
晩
で
、
風
は
そ
う
な
い
が
寒
い
晩
だ
っ
た
。

喜
久
井
町
か
ら
お
り
て
漱
石
の
門
の
前
に
出
る
と
、
い
つ
も
閉
っ
て
い

る
門
が
開
い
て
い
て
、
そ
こ
に
人
力
車
が
四
、
五
台
あ
っ
て
、
そ
の
人

力
車
が
い
ま
に
も
動
き
出
す
よ
う
に
、
車
夫
が
み
な
提
灯
を
つ
け
て
待

っ
て
い
る
。
な
ん
か
お
祝
い
で
も
あ
っ
た
の
か
し
ら
ん
と
思
っ
て
、
そ

の
ま
ま
通
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
ら
翌
日
の
新
聞
に
、
夕
べ
死
ん

だ
と
あ
っ
た
。(

一)
 

  

漱
石
の
死
の
風
景
に
語
ら
れ
た
車
夫
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
い
て

吾
輩
が
腕
っ
ぷ
し
で
一
目
置
く
黒
の
家
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
漱
石
が
亡

く
な
っ
て
百
年
が
経
つ
今
日
、
車
夫
を
街
角
で
見
掛
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
。
日
本
が
欧
米
に
学
ん
だ
自
動
車
は
、
今
で
は
日
本
が
世
界
シ
ェ
ア
の
第

一
位
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
蒸
気
機
関
車
に
代
わ
っ
て
日
本
が
開
発
し

た
新
幹
線
は
、
二
〇
世
紀
に
世
界
一
の
速
度
を
記
録
し
た
。
日
本
の
科
学
技

術
は
、
現
在
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
世
界
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
自
然
を
尊
ぶ
文
化
を
持
つ
日
本
は
、
建
築
を
含
め
た
芸
術
文

化
に
お
い
て
世
界
的
な
評
価
受
け
て
い
る
。
技
術
が
最
優
先
さ
れ
、
世
界
中

が
画
一
的
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
溢
れ
か
え
っ
た
二
〇
世
紀
を
経
て
、
世
界
は

今
固
有
の
文
化
を
見
詰
め
直
し
始
め
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
十
九
世
紀
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
メ
リ
メ
ら
ロ
マ
ン
主
義
者
が
提
唱
し
て
い
た
「
地
方
色
」

の
姿
勢
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
漱
石
は
、

西
洋
の
圧
倒
的
な
近
代
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
日
本
固
有
の
文
化
を

守
り
つ
つ
、
そ
こ
に
も
た
ら
さ
れ
る
西
洋
文
化
と
折
り
合
い
を
付
け
た
結
果

を
自
ら
の
作
品
世
界
に
示
し
て
い
た
。
メ
リ
メ
を
通
し
て
、
夏
目
漱
石
を
始



１１６ 
 

め
、
泉
鏡
花
、
鈴
木
三
重
吉
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰
雄
、
三
島
由
紀
夫
か
ら

近
代
文
学
空
間
を
見
て
き
た
が
、
最
後
に
見
た
三
島
由
紀
夫
が
軍
服
を
着
て

自
決
し
た
の
は
、
日
本
が
世
界
に
並
び
初
の
万
国
博
覧
会
を
開
催
し
た
一
九

七
〇
年
の
秋
で
あ
っ
た
。
三
島
由
紀
夫
の
自
決
は
近
代
文
学
空
間
に
対
す
る

殉
死
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

日
本
は
昔
か
ら
外
来
文
化
を
礎
と
し
て
自
ら
の
文
化
を
築
い
て
き
た
。
正

倉
院
御
物
の
品
々
に
は
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
と
日
本
文
化
と
の
見

事
な
融
合
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
々
と
共
に
伝
来
し
た
仏
教
文
化
は
、

日
本
独
自
の
禅
文
化
を
築
く
に
至
り
、
現
在
は
宗
教
的
な
枠
組
み
を
超
え
て

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
に
詠
わ
れ
る
祇
園
精

舎
は
仏
教
の
聖
地
で
あ
り
、
京
都
の
夏
の
伝
統
行
事
と
し
て
町
に
伝
わ
る
祇

園
祭
の
山
鉾
は
、
世
界
の
染
織
物
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
外
来
文
化
を
有
難
く

受
け
入
れ
、
自
ら
の
も
の
と
化
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
文
化
は
形
を
成

し
て
き
た
。
近
代
の
日
本
に
お
い
て
メ
リ
メ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
受
け
入
れ

ら
れ
、
文
学
空
間
を
成
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
出
来
た
と

思
う
。 
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   注 

 

序 

章 

は
じ
め
に 

 

（
一
） 

森
鷗
外
「
今
の
諸
家
の
小
説
論
を
読
み
て
」『
柵
草
紙
』
第
二
号
、
明

治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
初
出
、『
鷗
外
全
集
第
二
十
二
巻
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
八
月
、
七
九
頁
。
江
口
清
「
森
鷗
外
と
メ
リ
メ
」

『
田
園
調
布
学
園
大
学
紀
要
』
第
12
号
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
一
‐

三
十
二
頁
。 

（
二
） 

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
レ
オ
ノ
ー
ル
・
メ
リ
メ
（ Jean - François 

-Léonor M
É

R
IM

É
E

, 1757-1836 

）
ウ
ー
ル
県
ブ
ロ
イ
生
ま
れ
、

エ
コ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
美
術
教
授
、
エ
コ
ー
ル
デ
ボ
ザ
ー
ル
理
事

等
を
務
め
る
。
古
典
派
に
属
す
る
美
術
家
、
美
術
研
究
者
。
レ
オ
ノ
ー

ル
の
父
が
議
会
弁
護
士
、
財
務
官
等
に
就
い
て
い
た
た
め
、
メ
リ
メ
に

法
学
部
進
学
を
勧
め
て
い
る
。 

（
三
） 

ア
ン
ヌ
＝
ル
イ
ー
ズ
・
モ
ロ
ー
（ A

nne-Louise M
O

R
E

A
U

, 

1775-1852

）
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
生
ま
れ
、
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
が
愛

読
書
の
美
術
家
と
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の
孫
娘
。 

（
四
） 

ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝
デ
ュ
ク( E

ugène E
m

m
anuel V

IO
LLE

T – le 

– D
uc, 1814-1879 

）
メ
リ
メ
の
も
と
で
歴
史
的
建
築
物
の
修
復
を
手

掛
け
た
建
築
家
、
建
築
理
論
家
。 

（
五
） 

『
美
女
と
野
獣
』(La Belle et la Bête, 1756 )

は
、
古
代
ロ
ー
マ

神
話
の
『
ア
ム
ー
ル
と
プ
シ
ケ
』
が
源
泉
と
も
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
物
語
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人
以

前
に
、
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
夫
人( V

ILLE
N

E
U

V
E

, G
abrielle-Suzanne 

de, 1695-1755 )

に
よ
り
一
七
四
〇
年
に
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。
十
九

世
紀
に
ラ
ヴ
ェ
ル
が
ピ
ア
ノ
組
曲
（
一
九
〇
八-

一
九
一
〇
年)

、
バ
レ
エ

音
楽(

一
九
一
二
年)

と
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
の
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
に

よ
る
映
画
作
品(

一
九
四
六
年)

、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
よ
る
映
画

作
品
（
一
九
九
一
年
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品(

一
九
九
一
年)

な
ど
は
ボ

ー
モ
ン
夫
人
の
作
品
を
原
作
と
し
て
い
る
。 

（
六
） 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
（LE

PR
IN

C
E

 de B
E

A
U

M
O

N
T, M

arie-Jeanne, 

1711-1780 

）
多
く
の
教
育
書
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
教
育
者
。 

（
七
） 

佐
々
木
昭
夫
「
鷗
外
と
メ
リ
メ
」『
比
較
文
學
研
究
』
一
〇
号
、
東
大

比
較
文
学
会
、
一
九
六
五
年
三
月
、
一
‐
五
十
四
頁
。
藤
波
水
処
訳
『
マ

テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ヌ
』『
帝
国
文
学
』
一
九
一
一
年
九
月
。
大
島
義
夫
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
訳
『
マ
テ
オ
フ
ァ
ル
コ
ネ
』
序
文
、
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
対
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訳
詳
注
叢
書
１
』
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
、
一
九
二
八
年
二
月
。
『
比

較
文
学
』
第
二
十
一
巻
、
日
本
比
較
文
学
会
、
一
九
七
八
年
、
六
十
一

‐
七
十
七
頁
。 

（
八
） 

江
口
清
の
メ
リ
メ
論
は
（
一
）
に
示
し
た
「
森
鷗
外
と
メ
リ
メ
」
の
他
、

「
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ペ
ー
ル
と
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
メ
リ
メ
」『
田

園
調
布
学
園
大
学
紀
要
』
第
４
号
、
一
九
七
一
年
九
月
、
一
‐
十
九
頁
。

「
メ
リ
メ
と
竜
之
介
・
試
論
」
『
文
学
』
第
47
巻
第
12
号
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
十
二
月
、
四
十
五
‐
五
十
六
頁
、
「
メ
リ
メ
と
漱
石
、
そ
し

て
鏡
花
と
」『
田
園
調
布
学
園
大
学
紀
要
』
第
14
号
、
一
九
八
一
年
九
月
、

二
十
三
‐
三
十
八
頁
な
ど
。
江
口
清
訳
に
よ
る
メ
リ
メ
作
品
と
し
て
は
、

『
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ギ
ヨ
ー
』
（
『
メ
リ
メ
選
集
１
巻
』
創
元
社
、
昭
和
二

十
九
年
）
、
『
カ
テ
ィ
リ
ナ
の
陰
謀
加
担
者
の
処
刑
』
（
『
二
重
の
誤
解
』

改
造
社
、
昭
和
十
五
年
）
、
『
カ
ル
メ
ン
』
三
笠
書
房
、
昭
和
二
十
七
年
、

『
カ
ル
メ
ン
』（
『
メ
リ
メ
選
集
１
巻
』
創
元
社
、
昭
和
二
十
九
年
）
他
。

杉
捷
夫
訳
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』(

『
エ
ト
ル
リ
ア
の
壺
』
岩
波
文
庫
、

岩
波
書
店
、
昭
和
三
年)

、『
カ
ル
メ
ン
』
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和

四
年
、
『
コ
ロ
ン
バ
』
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
年
、
他
。 

 

第
一
章  

漱
石
と
メ
リ
メ 

―
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
『
カ
ル
メ
ン
』

の
水
浴 

  

こ
の
章
は
、
二
〇
〇
八
年
第
四
十
四
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
で
の
発
表

を
も
と
に
し
た
「
『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景
」
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
論
集
』

第
四
十
四
号
、
及
び
、
二
〇
〇
九
年
春
季
日
本
比
較
文
学
会
九
州
支
部
会
で

の
発
表
を
も
と
に
し
た
「
漱
石
と
メ
リ
メ
―
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け

る
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴
―
」『C

O
M

PA
R

ATIO

』vol.15

に
加
筆
し
て
い

る
。 

 

夏
目
漱
石
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
『
漱
石
全
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
五
年

十
二
月
‐
平
成
十
六
年
十
月
に
よ
る
。 

古
典
文
学
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三

十
二
年
九
月
‐
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
よ
る
。 

 

（
一
） 

「
現
代
日
本
の
開
化
」（
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
の
講
演
、
明
治
四
十

四
年
八
月
、
於
：
和
歌
山
）
『
漱
石
全
集 

第
十
六
巻
』
、
四
三
八
頁
。 

（
二
） 

「
マ
ー
ド
ッ
ク
先
生
の
日
本
歴
史
」
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
明
治
四

十
四
年
三
月
十
六
日
、
十
七
日
）
初
出
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
、
三

五
五
頁
。 

（
三
） 
「
新
知
識
人
論
」
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
六
巻
』
三
十

九
頁
。 
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（
四
） 

洗
練
さ
れ
た
文
章
を
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
見
て
い
る
小
西
甚
一

は
、
習
作
で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史Ⅴ

』
講

談
社
、
一
九
九
二
年
版
、
三
二
一
‐
三
四
三
頁
。 

 

第
一
節 

『
カ
ル
メ
ン
』 

に
お
け
る
風
景 

  (

一) 

サ
ン
ト
・
ブ
ー
ヴ
に
よ
る
指
摘
が
知
ら
れ
て
い
る
。
（Le M

oniteur 

universel, 7 février 1853.
）M

É
R

IM
É

E
, Prosper, Théâtre de 

Clara G
azul : rom

ans et nouvelles, B
ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 1978. p.1566. (

以
下
、T.C.R.N

.

と

略
称
す
る
。) 

 

一 

ス
ペ
イ
ン
へ
の
意
識 

 (

一)  M
O

R
N

E
T, D

aniel, La pensée française au XVIII e siècle, 

11
e éd. , Paris, A

rm
and C

olin, 1965, c1926. 

(

二)  T.C.R.N
., p.LX

. 

（
三
）La 7

 e com
tesse de M

O
N

TIJO
, M

aria M
anuela K

irkpatrick 

de C
loseburn y de G

revignée(es) (1794-1879)

、
次
女M

aria 

E
ugenia 

lgnacia 
A

ugustina 
de 

Palafox-Partocrrero 
de 

G
uzm

án y K
irkpatrick (1826-1920)

はN
apoléonIII

妃
。
メ
リ

メ
の
作
品
創
出
に
お
け
る
モ
ン
テ
ィ
ー
ホ
伯
爵
夫
人
の
存
在
は
大
き
い
。 

（
四
） 

T.C.R.N
., p.1558. 

（
五
） 

一
八
三
〇
年
九
月
四
日
セ
ヴ
ィ
リ
ア
か
らA

lbert STE
PFE

R

宛

書
簡
、M

É
R

IM
É

E
, Prosper, Correspondance générale , 

établie 
et 

annotée 
par 

M
aurice 

Parturier 
avec 

la 

collaboration de Pierre Josserand et Jean M
allion. t-I, 

Paris, Le D
ivan, 1941. p.72. (

以
下
、C.G

.M
.

と
略
称
す
る
。) 

（
六
） C.G

.M
., t-I, p.72. 

（
七
） T.C.R.N

., pp.1381-1386. 

 

二 

風
景 

 

（

一

） 
 M

A
R

C
E

L, 
O

dile, 

《 
Le 

paysage com
m

e 

《 
bien 

com
m

un 

》dans le projets de territoire 

》, Paysage visible, 

paysage invisible, la construction poétique du lieu , sous la 

direction d’O
dile M

arcel, Les C
ahiers de la com

pagnie du 

paysage 5, Lonrai, N
orm

andie, C
ham

p Vallon, 2008, p.6.

に

お
い
て
、A

ugustin B
E

R
Q

U
E

の
《 paysage 

》
に
つ
い
て
の
見

方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
『
日
本
の
風
景
・
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西
欧
の
景
観
』
篠
田
勝
英
訳
、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
〇
年
、
六

月
、
十
一
頁
。 

（
二
） 
『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
一
〇
美
術
史
・
精
神
史
論
考
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
五
年
十
二
月
。 

（
三
） 

《 Le paysage 

》
に
つ
い
て
、
各
辞
書
は
以
下
の
よ
う
な
定
義
を

与
え
て
い
る
。 

- Partie d’un pays que la nature présente à l’œ
il qui la 

regarde. ( Le RO
BERT, p.67 )  

- Vue d’ensem
ble, qu’offre la nature, d’une étendue de pays, 

d’une région.( Trésor , p.1231) 

- 
E

tendue 
de 

pays, 
suite 

naturelle 
que 

l’œ
il 

peut 

em
brasser dans son ensem

ble.

（G
. Larousse, p.4100

） 

- D
escription littéraire de quelque site ou aspect naturel. 

（Le RO
BERT, p.67

） 

- D
escription de la nature dans une œ

uvre littéraire. 

( Trésor, p.1232 )  

Le RO
BERT 

：D
ictionnaire Le RO

BERT, D
ictionnaire 

alphabétique et analogique de la langue française , par 

Paul 
R

O
B

E
R

T 
, 

les 
m

ot 
et 

les 
associations 

d’idées, 

O
uvrage couronné par l’A

cadém
ie française, t-V, Paris, Le 

R
O

B
E

R
T, 1976. 

  
G

. Larousse

：G
rand Larousse de la langue française en 

sept  volum
es, t-V, Paris, Librairie Larousse, 1976.  

Trésor 

：Trésor de la langue française : D
ictionnaire 

alphabétique de la langue du XIX
e et du XX

e siècles 

(1789-1960), C
entre N

ational de la R
echerche Scientifique, 

Institut N
ational de la Langue Française N

ancy, t-XII, 

Paris, G
allim

ard, 1986. 

（
四
） 

板
垣
鷹
穗
『
表
現
と
背
景
』
改
造
社
、
大
正
十
三
年
六
月
。
ケ
ネ

ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
丸
山
修
吉
・
大

河
内
賢
治 

訳
、
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
106
、
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
。 

（
五
） 

Le RO
BERT, t-V, 1976. p.67. 

（
六
） 

R
O

U
SSE

A
U

,Jean-Jacques, Les rêveries du prem
ener 

solitaire, Paris, C
lassiques G

arnier, 1960, p.61. 

（
七
） 

 L’Artiste, journal de la littérature et des beaux-arts, 

t-1, G
enève, Slatkine R

eprints, 1972, p.74. 
（
八
） 

 

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ガ
ン
ト
ナ
ー
著
『
レ
オ
ナ
ル
ド
の
色
彩
』
中
村
二
柄

訳
，
岩
崎
美
術
社
，
一
九
七
五
年
、
一
〇
五-

一
三
四
頁
。「
絵
画
論
」

と
さ
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
遺
稿
の
写
本
原
本
は
現
在
ヴ
ァ
チ
カ
ン
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の
教
皇
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、GA

N
TN

E
R

, Joseph,

《D
ie 

Farben im
 W

erke Leonardos

》, hrsg. v. Sandoz A
. G

., 

B
asel 1969

の
論
で
は
，PE

D
R

E
TTI, C

arlo, 

《Le note di 

Leonardo da Vinci nei m
onoscriti inediti a M

adrid 

》, 

V
IIIa Lettura Vinciana (1968), Firenze, 1969.

な
ど
，
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
お
け
る
風
景
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

る
。 

（
九
）    L’Artiste, Ibid., p.75. 

（
一
〇
）  Ibid., p.75. 

（
十
一
）  

須
田
国
太
郎
の
担
当
執
筆
、
『
西
洋
美
術
辞
典
』
今
泉
篤
男
・
山

田
智
三
郎
編
、
東
京
堂
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
、
六
二
一
頁
。 

（
十
二
） 

L’Artiste, Ibid., p.75. 

（
十
三
） 

高
津
春
繁
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九

六
〇
年
二
月
、
参
照
。 

（
十
四
） TR

A
H

A
R

D
, Pierre, La Jeunesse de Prosper M

érim
ée 

(1803-1834), t-II, Paris , C
ham

pion, 1925, pp.220-221.

（
以
下
、J.M

.

と
略
称
す
る
。
） 

 

三 

『
カ
ル
メ
ン
』
に
お
け
る
風
景 

 

（
一
） 

T.C.R.N
., p.937. 

（
二
） 
Ibid., p.937. 

（
三
） 

Ibid., pp.1568-1569. 

（
四
） 

Ibid., p.1. 

（
五
） 

J.M
., t-II, pp.200-219. 

（
六
） 

C.G
.M

., t-I, p.76. 

（

七

） 
C

E
RVA

N
TE

S SA
AV

E
D

R
A

, M
iguel de, L’ingénieux 

hidalgo 
D

on 
Q

uichotte 
de 

la 
M

anche ; 
N

ouvelles 

exem
plaires. 

D
on 

Q
uichotte 

traduction 
par 

C
ésar 

O
udin &

 François R
osset, R

evcue, corrigée &
 annotée 

par Jean C
assou, N

ouvelles exem
plaires, traduction et 

notes par Jean C
assou, B

ibliothèque de la Pléiade, 

Paris, G
allim

ard, 2001.p.1515. 

（
八
） 

Ibid. p.600.

だ
が
、
メ
リ
メ
が
参
考
に
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

T.C.R.N
., pp.1568-1569.

を
参
照
。 

（
九
）  T.C.R.N

., p.LIX
. La G

uzla ou Choix de poésies illyriques 

recueillies dans la D
alm

atie, la Croatie et l’H
erzégovine.

のLa G
uzla

がle Théâtre de Clara G
azul

の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で

あ
る
と
ゲ
ー
テ
が
見
抜
い
て
い
る
。 

（
一
〇
） 

T.C.R.N
., p.938. 
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（
十
一
） 

Ibid., p.938. 
（
十
二
） 

Ibid., p.938. 
（
十
三
） 

Ibid., p.938.  

（
十
四
） 

Ibid., p.938. 

（
十
五
） 

Ibid., p.938. 

（
十
六
） 

一
八
三
〇
年
十
一
月
十
五
日
付
。La Revue de Paris , t-X

X
IV, 

Slatkine reprints, G
enève, 1972, pp.93-106. 

（
十
七
） 

T.C.R.N
., p.938. 

（
十
八
） 

ジ
ョ
ク
ー
ル
（C

H
E

VA
LIE

R
 de JA

U
C

O
U

R
T, Louis, 

1704-1794

）
が
『
百
科
全
書
』
で
担
当
し
て
い
る
《 E

tat de 

N
ature 

》
の
項
目
に
よ
る
と
、
自
然
状
態
と
は
個
人
の
完
全
に
自

由
な
状
態
の
こ
と
を
さ
す
。 

（
十
九
） 

T.C.R.N
., p.956. 

（
二
〇
） 

Ibid., p.940. 

（
二
十
一
） Ibid., p.948. 

（
二
十
二
） R

E
Q

U
E

N
A

, C
larisse,

《 A
utour de La V

énus d’Ille et 

de ‘C
arm

en’ de Prosper M
érim

ée : Le Thèm
e de l’eau et 

de l’altitude

》, Revue d’histoire littéraire de la France, 

101.6, Paris, Presses universitaire de France, 2001, 

pp.1591- 1610. 

（
二
十
三
）  

高
津
春
繁
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一

九
六
〇
年
二
月
、
参
照
。 

（
二
十
四
） 

《 C
arm

en avait l’hum
eur com

m
e est le tem

ps chez 

nous. 

》T.C.R.N
., p.970. 

（
二
十
五
） Ibid., p. 960. 

（
二
十
六
） Ibid., p. 949. 

（
二
十
七
） Ibid., p. 949. 

（
二
十
八
） Ibid., p. 957.  

（
二
十
九
） Ibid., p. 987. 

（
三
〇
）  Ibid., p. 988. 

 第
二
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
独
仙
の
『
カ
ル
メ
ン
』 

 

一 

天
然
居
士
、
米
山
保
三
郎
―
八
木
独
仙 

 (

一)  

「
木
屑
録
」
『
漱
石
全
集 

第
十
八
巻
』
五
一
一
‐
五
六
九
頁
。
米

山
保
三
郎
に
つ
い
て
の
段
は
、
五
四
四
‐
五
四
五
頁
。
米
山
保
三

郎
（
明
治
二
年
‐
三
十
年
）
は
、
漱
石
の
第
一
高
等
中
学
校
予
科

以
来
の
友
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
大
学
院
で
「
空
間
論
」
研

究
中
に
病
没
。
漱
石
を
文
学
へ
向
か
わ
せ
た
人
物
。「
そ
れ
こ
そ
真
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性
変
物
で
常
に
宇
宙
が
ど
う
の
、（
略
）
例
の
如
く
哲
学
者
の
名
前

を
聞
か
さ
れ
た
挙
句
の
果
て
に
君
は
何
に
な
る
と
尋
ね
る
か
ら

（
略
）
其
時
か
れ
は
日
本
で
ど
ん
な
に
腕
を
揮
つ
た
つ
て
、
セ
ン

ト
、
ポ
ー
ル
ズ
の
大
寺
院
の
や
う
な
建
築
を
天
下
後
世
に
残
す
こ

と
は
出
来
な
い
ぢ
や
な
い
か
と
か
何
と
か
言
つ
て
、
盛
ん
な
る
大

論
議
を
吐
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
文
学
の
方
が
生
命
が
あ

る
と
言
つ
た
。
（
略
）
自
分
は
こ
れ
に
敬
服
し
た
。
」
談
話
「
時
機

が
来
て
ゐ
る
ん
だ
」『
文
学
世
界
』
博
文
館
、
三
巻
十
二
号
、
明
治

四
十
一
年
九
月
十
五
日
、『
漱
石
全
集 

第
二
十
五
巻
』
二
八
一
頁
。

『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
九
二
頁
。
米
山
保
三
郎
と
漱
石
に
つ

い
て
は
、
大
久
保
純
一
郎
『
漱
石
と
そ
の
思
想
』
荒
竹
出
版
、
昭

和
四
十
九
年
十
二
月
、
に
詳
し
い
。 

(

二)  
 

米
山
保
三
郎
の
兄
、
米
山
熊
次
郎
へ
贈
っ
た
明
治
四
十
二
年
四
月

七
日
付
の
句
、
『
漱
石
全
集 

第
二
十
巻
』
二
十
頁
。 

(

三)  
 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
三
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
八
十
九
頁
。 

(

四)  
 

「
曾
呂
崎
は
あ
れ
で
も
僕
の
親
友
な
ん
だ
か
ら
な
」
『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
〔
三
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
九
十
一
頁
。 

(

五)  
 

明
治
期
に
お
け
る
日
本
語
の
問
題
を
江
戸
期
の
口
語
体
に
遡
り
、

明
治
政
府
の
平
易
な
文
章
へ
の
移
行
、
小
説
に
お
け
る
口
語
文
へ

の
山
田
美
妙
ら
に
よ
る
着
手
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
募
集
日
記
か
ら
藤

井
定
和
の
論
な
ど
、
幅
広
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
貞
美
「
『
「
日
本
文
学
」
の
成
立
』
、
作
品
社
、
二
〇
〇
九

年
、
二
八
五
‐
三
四
二
頁
参
照
の
こ
と
。 

(

六)  
 

『
新
小
説
』
第
十
四
年
第
六
巻
、
明
治
四
十
二
年
六
月
、
二
六
二

頁
、
『
漱
石
全
集 

第
二
十
五
巻
』
五
八
一
‐
五
八
二
頁
。 

(

七)  
 

「
只
顔
の
長
い
上
に
、
山
羊
の
様
な
髭
を
生
や
し
て
居
る
四
十
前

後
の
男
と
云
へ
ば
よ
か
ら
う
。
迷
亭
の
美
学
者
た
る
に
対
し
て
、

吾
輩
は
此
男
を
哲
学
者
と
呼
ぶ
積
り
で
あ
る
。
な
ぜ
、
哲
学
者
と

云
ふ
と
、
何
も
迷
亭
の
様
に
自
分
で
振
り
散
ら
す
か
ら
で
は
な
い
、

只
主
人
と
対
話
す
る
時
の
様
子
を
拝
見
し
て
居
る
と
如
何
に
も
哲

学
者
ら
し
く
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
八
〕

『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
五
二
頁
。 

(

八)  
 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
八
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
五
三
頁
。 

(

九)  
 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
八
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
五
六
頁
。

東
西
比
較
文
明
論
に
つ
い
て
は
、
同
頁
の
注
解
（
六
三
八
頁
）
に

よ
る
。
「
東
西
ノ
開
化
」
は
『
漱
石
全
集 

第
二
十
一
巻
』
八
八
‐

八
九
頁
。
「
ノ
ー
トⅡ

‐
２
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

(
十)  

  

講
演
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
、
於
：
東
京
美
術
学
校
、
明
治
四

〇
年
四
月
七
日
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
〇
年
五
月
四
日
‐
六

月
四
日
掲
載
。
主
客
合
一
的
な
も
の
と
し
て
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
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『
漱
石
全
集
第
十
六
巻
』
六
七
七
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

(
十
一)  

 

「
碧
巌
を
提
唱
す
山
内
の
夜
ぞ
長
き
」
明
治
二
十
九
年
九
月
、『
漱

石
全
集 

第
十
六
巻
』
一
六
四
頁
。 

(

十
二)  

 
談
話
「
色
気
を
去
れ
よ
」
小
川
煙
村
・
倉
光
空
喝
共
編
『
名
士
禅
』

柳
枝
軒
書
店
、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
八
日
、『
漱
石
全
集 

第
二

十
五
巻
』
三
八
三
頁
。 

(

十
三)  

 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
十
一
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
三
六

頁
。 

(

十
四)  

 

「
電
光
影
裏
に
春
風
を
斬
る
」「
消
極
的
の
修
養
で
安
心
を
得
ろ
」

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
八
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
五
七
‐
三

五
八
頁
な
ど
。 

(

十
五)  

 

「
禅
の
機
鋒
は
崚
峭
な
も
の
で
、
所
謂
石
火
の
機
と
な
る
と
怖
い

位
早
く
物
に
応
ず
る
事
が
出
来
る
。
」
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
九
〕

『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
九
一
頁
。
「
「
白
隠
和
尚
の
「
大
道
ち

よ
ぼ
く
れ
」
を
教
わ
る
」
『
漱
石
全
集 

二
十
五
巻
』
三
八
三
頁
。 

(

十
六)  

 

「
山
會
と
稱
へ
る
の
は
、
子
規
が
文
章
に
は
山
が
な
け
れ
ば
い
か

ん
と
い
ふ
事
を
い
つ
た
の
が
初
め
で
、（
中
略
）
そ
の
山
と
い
ふ
の

は
、
主
と
し
て
滑
稽
な
事
が
多
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

聞
い
て
ゐ
る
者
が
、
覺
え
ず
噴
き
出
す
と
い
つ
た
、
そ
れ
が
恰
も

落
語
家
が
高
座
に
上
つ
て
話
を
す
る
自
分
に
、
聴
衆
が
ド
ッ
と
笑

ふ
、
そ
の
笑
ふ
と
こ
ろ
が
卽
ち
話
に
山
が
あ
る
。
そ
の
落
語
の
山

の
や
う
な
山
が
、
文
章
に
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
い
ふ
子
規
の
主

張
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」
高
濱
虚
子
『
俳
句
の
五
十
年
』
中

央
公
論
社
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
、
『
定
本
高
濱
虚
子
全
集 

第
十

三
巻
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
、
一
〇
五
‐
一
〇
六
頁
。 

 

二 

「
自
然

じ

ね

ん

」
と
自
然

し

ぜ

ん 

 

（
一
） 

「
自
然
（
し
ぜ
ん
・
じ
ね
ん
）
」
に
つ
い
て
は
、
『
哲
学
辞
典
』
岩
波

書
店
、
一
九
九
八
年
三
月
、
六
三
六
‐
六
四
一
頁
。 

（
二
） 

『
下
村
寅
太
郎
全
集
一
〇 

美
術
史
・
精
神
史
論
考
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
五
年
十
二
月
。 

(

三)  

第
二
十
三
回
文
学
談
話
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
『
哲
学
雑

誌
』
哲
学
雑
誌
社
、
第
八
巻
第
七
十
三
号
、
明
治
二
十
六
年
三
月
か
ら

第
八
巻
第
七
十
六
号
、
明
治
二
十
六
年
六
月
ま
で
の
四
回
に
分
け
て
発

表
さ
れ
た
。
『
漱
石
全
集
第
十
四
巻
』
二
十
一
頁
～
六
〇
頁
。 

（
四
） 

『
漱
石
全
集
第
十
三
巻
』
五
七
九
頁
、
参
照
。 

(
五
） 

「
第
十
六
章
近
代
の
風
景
」
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
『M

odern Painters
風
景
の
思
想
と
モ
ラ
ル
【
近
代
絵
画
論
・
風
景
編
】
』
内
藤
史
朗
訳
、
法

藏
館
、
二
〇
〇
二
年
七
月
。 
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（
六
） 

『
文
学
論
』「
第
一
編 

第
三
章
」『
漱
石
全
集
第
十
四
巻
』
一
一
七
頁
。 

（
七
） 

「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」
『
漱
石
全
集
第
十
三
巻
』

六
〇
頁
。 

（
八
） 

『
三
四
郎
』「
三
」
、
初
出
『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明

治
四
十
一
年
九
月
一
日
～
十
二
月
二
十
九
日
『
漱
石
全
集
第
五
巻
』
三

〇
五
頁
。 

（
九
） 

石
井
正
雄
『
研
究
社
英
米
文
學
評
傳
叢
書 

ラ
ス
キ
ン
』
研
究
社
、

昭
和
十
一
年
七
月
三
十
二
頁
。 

（
一
〇
） 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』「
五
」『
漱
石
全
集
第
二
巻
』
二
九
四
‐
二
九
五
頁
。 

（
十
一
） 

『
草
枕
』
「
三
」
、
初
出
『
新
小
説
』
春
陽
堂
、
第
十
一
年
第
九
巻
、

『
漱
石
全
集
第
三
巻
』
三
十
四
頁
。 

（
十
二
） 

サ
ム
・
ス
マ
イ
ル
ズ
『
タ
ー
ナ
ー 

モ
ダ
ン
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
誕

生
』
荒
川
裕
子
訳
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
四
十
六
頁
。 

（
十
二
） 

「
コ
ン
ラ
ツ
ド
の
描
き
た
る
自
然
に
就
て
」『
国
民
新
聞
』（
明
治
四

十
二
年
一
月
三
〇
日
）
『
漱
石
全
集
第
十
六
巻
』
二
五
七
頁
。 

 

第
三
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴 

 

一 

「
習
慣
に
迷
は
さ
れ
の
御
話
し
」
の
東
と
西 

 

（
一
） 

漱
石
が
、
松
山
の
中
学
で
教
員
を
し
て
い
た
時
、「
鐘
つ
け
ば
銀
杏

散
る
な
り
建
長
寺
」
（
『
海
南
新
聞
』
一
八
八
五
年
九
月
六
日
）
と
い

う
句
を
詠
み
、
子
規
は
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
（
『
海

南
新
聞
』
同
年
十
一
月
八
日
）
と
詠
ん
で
お
り
、
子
規
の
句
の
成
立

に
漱
石
の
句
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
漱
石
全
集 

第
十

七
巻
』
十
八
‐
十
九
頁
。 

（
二
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
十
一
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
四
一

‐
五
四
二
頁
。 

 

二 

水
浴
の
東
と
西 

―
芸
術
表
現
に
よ
る
逆
転 

 

（
一
） T.C.R.N

., p.949. 

（
二
） 

『
漱
石
全
集
第
十
九
巻
』
一
七
八
‐
一
七
九
頁
。 

(

三
） 

「C
arm

en

ナ
ル
ジ
プ
シ
ー
の
性
格
ガ
ウ
マ
ク
描
（
写
）
サ
レ
タ
ル

所
ガ

草

草

紙
ノ

及

バ
ザ

ル

所
ナ
リ

」
（

蔵
書

Little French 

M
asterpieces

へ
の
書
き
込
み
）『
漱
石
全
集 

第
二
十
七
巻
』
二
二
九

頁
。 

（
四
） 

「
黄
表
紙
洒
落
本
集
」『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
五
十
九
巻
』
七
‐

十
六
頁
。 

（
五
） 

「
黄
表
紙
洒
落
本
集
」『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
五
十
九
巻
』
十
七
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頁
。 

（
六
） 

武
藤
禎
夫
「
笑
話
の
作
者
に
つ
い
て
」
『
日
本
古
典
文
學
大
系
月
報

第
二
期
』
昭
和
四
十
一
年
七
月
、
三
頁
。 

（
七
） 

「
江
戸
笑
話
集
」『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
一
〇
〇
巻
』
三
‐
十
五

頁
。 

（
八
） 

漢
籍
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』
筑
摩
書
房
、
昭

和
六
十
三
年
九
月
、
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
鑑
賞 

中
国
の
古
典
⑫ 

文

選
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
十
二
月
、
興
膳
宏
「
文
心
雕
龍
」
『
世

界
古
典
文
学
全
集 

第
二
十
五
巻
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
十
二

月
、
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史Ⅰ
‐Ⅴ

』
講
談
社
、
一
九
八
六
年
一

〇
月
、
「
梁
塵
秘
抄
」
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
七

十
三
巻
』
三
一
五
‐
三
三
三
頁
。 

（
九
） 

「
俳
句
趣
味
の
劇
と
云
ふ
の
を
詰
め
て
俳
劇
の
二
字
に
し
た
の
さ
」

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
六
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
二
五
六
頁
。 

（
一
〇)  

高
濱
虚
子
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
、
明
治
三
十
八
年

八
月
、
『
漱
石
全
集 

第
一
六
巻
』
一
六
七
頁
。 

（
十
一
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
六
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
二
五
六
‐
二

五
七
頁
。 

（
十
二
） 

「
白
馬
会
」
は
黒
田
清
輝
が
中
心
と
な
り
、
明
治
美
術
会
を
脱
会
し

た
会
員
ら
に
よ
り
明
治
二
十
九
年
に
結
成
さ
れ
た
自
由
な
会
。 

（
十
三
） 

『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
六
一
九
頁
。 

(

十
四
） 

「
純
美
感
」（
「
文
学
論
」
第
二
編 

文
学
的
内
容
の
数
量
的
変
化 

第

三
章 

ｆ
に
伴
ふ
幻
惑
）
『
文
学
論
』
大
倉
書
店
、
明
治
四
十
年
五
月

七
日
、
『
漱
石
全
集 

第
十
四
巻
』
一
九
七
頁
。 

（
十
五
） 

「
紙
片
」
資
料
『
漱
石
全
集 

第
二
十
一
巻
』
一
四
二
頁
、
二
〇
八

頁
。 

（
十
六
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
十
一
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
四
一
頁
。 

 

三 

公
衆
浴
場
に
お
け
る
東
と
西 

 

(

一
） 

芥
川
龍
之
介
「
漱
石
先
生
の
話
」
改
造
社
主
催
青
森
講
演
『
東
奥
日

報
』
東
奥
日
報
社
、
昭
和
二
年
五
月
二
十
四
‐
二
十
七
日
、
『
漱
石
全

集 

別
巻
』
三
三
六
頁
。 

（
二
） 

宮
尾
し
げ
を
「
『
浮
世
風
呂
』
の
こ
と
」『
日
本
古
典
文
學
大
系
月
報

５
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
、
四
頁
。 

（
三
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
一
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
頁
。 

(

四
） 

「
春
は
あ
け
ぼ
の
、
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
あ
ら
ひ
粉
に
、
（
中

略
）
ほ
そ
く
た
な
び
き
た
る
女
湯
の
あ
り
さ
ま
、
」
『
浮
世
風
呂
三
編
』

『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
六
十
三
巻
』
一
七
六
頁
。 

（
五
） 

「
捨
て
る
」
の
意
味
の
関
西
方
言
で
あ
る
「
ほ
か
す
」
の
つ
ま
っ
た
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表
現
の
「
放
下
込
ん
だ
」
な
ど
。『
浮
世
風
呂 

二
編
』
、
同
右
、
一
四

二
頁
。 

（
六
） 
「
鮓
を
す
も
じ
。
肴
を
さ
も
じ
と
お
云
ひ
だ
か
ら
。
」
と
し
て
女
房
言

葉
に
始
ま
る
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
『
浮
世
風
呂 

三
編
』
、
同
右
、

二
二
五
頁
。 

（
七
）  

摂
津
の
伊
丹
の
銘
酒
で
あ
る
「
剱
菱
五
」
な
ど
。
『
浮
世
風
呂 

三

編
』
、
同
右
、
二
〇
一
頁
。 

（
八
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
四
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
一
六
三
頁
。 

（
九
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
五
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
二
一
四
頁
。 

（
一
〇
）
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
七
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
二
八
九
頁
。 

（
十
一
）
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
七
〕
『
漱
石
全
集 
第
一
巻
』
二
八
四
頁
。 

（
十
二
）
「
熟
監
る
に
、
銭
湯
ほ
ど
捷
徑
の
教
諭
な
る
は
な
し
。
其
故
如
何
と

な
れ
ば
、
賢
愚
邪
正
貧
福
貴
賎
、
湯
を
浴
ん
と
て
裸
形
に
な
る
は
、
天

地
自
然
の
道
理
、
釈
迦
も
孔
子
も
於
三
も
権
助
も
、
産
ま
れ
た
ま
ゝ
の

容
に
て
、
惜
い
欲
い
も
西
の
海
、
さ
ら
り
と
無
欲
の
形
な
り
。
」
式
亭

三
馬
「
浮
世
風
呂
大
意
」『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
六
十
三
巻
』
、
四

十
七
頁
。 

（
十
三
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』〔
十
一
〕『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
五
四
〇

頁
。 

（
十
四
） 

古
川
久
『
漱
石
の
書
簡
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
、

九
十
三
頁
。
ま
た
、
漱
石
自
身
も
「
『
猫
』
な
ど
は
予
自
身
の
興
の
浮

ぶ
ま
ゝ
に
勝
手
な
も
の
を
出
し
て
ド
ン
〱
書
い
て
行
つ
た
の
で
骨
は

折
れ
な
か
つ
た
」
と
し
て
い
る
。
「
文
体
の
一
長
一
短
」
『
日
本
及
日

本
人
』
六
八
九
号
、
大
正
五
年
九
月
二
十
日
、『
漱
石
全
集 

第
二
十

五
巻
』
四
五
七
頁
。
落
語
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
古
川
久
『
夏
目
漱

石
―
仏
教
・
漢
文
学
と
の
関
連
』
佛
乃
世
界
社
、
昭
和
四
十
七
年
四

月
、
五
頁
。 

（
十
五
） 

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』（ SW

IFT, Jonathan, 

G
ulliver’s travels, 1726

）
、
ス
タ
ー
ン
の
『
紳
士
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・

シ
ャ
ン
デ
ィ
の
生
涯
』( STE

R
N

E
, Laurence, The life and 

opinions of Tristram
 Shandy, gentlem

an, 1759-1767 )

、
ホ

フ
マ
ン
の
『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』(H

O
FFM

A
N

N
, E

rnst 

Theodor A
m

adeus, Lebensansichten des K
aters M

urr, 

1820-22 )

や
、
桃
川
如
燕
の
講
談
『
百
猫
伝
』
（
明
治
十
八
年
）
な

ど
。 

（
十
六
） 

新
関
公
子
「
夏
目
漱
石
に
愛
さ
れ
た
青
木
繁
」
『
現
代
の
眼
』
五

三
八
号
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
〇
三
年
二
・
三

月
号
、
四
‐
六
頁
。
新
関
公
子
「
夏
目
漱
石
と
美
術 

青
木
繁
と
い

う
才
能
の
発
見
」『
文
藝
春
秋
特
別
版 

夏
目
漱
石
と
明
治
日
本
』
文

藝
春
秋
社
、
平
成
十
六
年
十
二
月
臨
時
増
刊
号
、
一
二
二
‐
一
二
三
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頁
。 

（
十
七
） 

『
古
事
記
』
『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
一
巻
』
四
十
二
頁
。 

（
十
八
） 
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
一
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
頁
。 

（
十
九
） 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
〔
一
〕
『
漱
石
全
集 

第
一
巻
』
三
頁
。 

（
二
〇
） 

『
古
事
記
』
『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
一
巻
』
四
十
八
頁
。 

（
二
十
一
） 

『
古
事
記
』
『
日
本
古
典
文
學
大
系 

第
一
巻
』
四
十
四
頁
。 

（
二
十
二
） 

和
辻
哲
郎
「
漱
石
の
人
物
」
『
新
潮
』
第
四
十
七
巻
第
十
二
号
、

新
潮
社
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
一
日
、『
漱
石
全
集 

別
巻
』
三
六

四
頁
。 

（
二
十
三
） 

米
山
保
三
郎
と
漱
石
が
所
属
し
て
い
た
東
大
の
哲
学
会
に
西
田

幾
多
郎
が
選
科
生
と
し
て
入
会
し
た
時
、
漱
石
は
編
集
委
員
を
担
当

し
て
い
た
。
「
夜
夏
目
氏
の
「
吾
輩
は
猫
で
ご
ざ
る
、
ま
だ
名
は
な

い
」
を
讀
む
」（
明
治
三
十
八
年
一
月
十
日
付
日
記
）『
西
田
幾
多
郎

全
集 

別
巻
一
』
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
一
三
一
頁
。 

 

第
二
章 

鏡
花
と
メ
リ
メ 

 

（
一
） 

須
田
千
里
「
泉
鏡
花
と
中
国
文
学
」
『
国
語
国
文
』
第
五
五
巻
十
一

号
、
一
九
八
六
年
十
一
月
、
二
十
九
‐
四
十
七
頁
。
研
究
代
表
者
須
田

千
里
「
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
近
世
文
学
、
特
に
草
双
紙

に
つ
い
て
の
研
究
」
平
成
十
四
年
～
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
十
八
年
五
月
。 

（
二
） 

柏
木
隆
雄
「
二
人
の
怪
異
作
家
―
泉
鏡
花
に
見
る
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ

リ
メ
―
」『G

allia X
II

』
一
九
七
二
年
、
四
十
一
‐
六
十
一
頁
。
柏
木

隆
雄
「
妖
異
の
語
り
方
―
泉
鏡
花
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
」
『
幻
想
空
間
の

東
西
―
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
通
し
て
み
た
泉
鏡
花
』
十
月
社
、
一
九
九
〇

年
一
月
、
二
四
四
‐
二
四
七
頁
。 

（
三
） 

脇
明
子
「
運
命

フ

ァ

ム

・

のフ

ァ

女タ

ル

と
の
決
別
」『
鏡
花
全
集
第
二
十
二
巻
』（
月

報
第
二
十
二
）
昭
和
五
〇
年
八
月
、
四
‐
七
頁
。 

（
四
） 

村
松
定
孝
『
あ
ぢ
さ
ゐ
供
養
頌
―
わ
が
泉
鏡
花
―
』
新
潮
社
、
昭
和

六
十
三
年
六
月
、
十
三
頁
。 

（
五
） 

幻
想
文
学
キ
ー
ワ
ー
ド
「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
」
『
幻
想
文
学
の

手
帳
』
學
燈
社
、
一
九
八
九
年
三
月
、
二
十
七
頁
。 

（
六
） 

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
『
幻
想
文
学
』
中
島
さ
お

り
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
三
年
五
月
、
九
十
二
頁
。 

（
七
） 

同
右
、
五
〇
‐
五
十
一
頁
。 

（
八
） 

同
右
、
九
‐
十
一
頁
。 

（
九
） 

須
永
朝
彦
「
た
と
へ
ば
京
伝
―
略
説
・
江
戸
の
怪
談
と
伝
奇
」
『
幻

想
文
学
の
手
帳
』
前
掲
書
、
二
一
二
‐
二
一
六
頁
。 

（
一
〇
） 

注
（
五
）
、
ま
た
、
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
『
肉
体
と
死
と
悪
魔
』
倉
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智
恒
夫
他
訳
、
国
書
刊
行
会
、
二
四
五
‐
二
五
八
頁
。 

 
（
十
一
） 

マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
、
前
掲
書
、
二
五
一
頁
。 

（
十
二
） 

村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
事
典
』
有
精
堂
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
四

‐
五
頁
。 

（
十
三
） 

吉
田
精
一
『
吉
田
精
一
著
作
集
第
十
巻
』
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
六

年
一
月
、
九
十
八
頁
。 

（
十
四
） 

古
川
久
『
能
の
世
界
』
社
会
思
想
研
究
会
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
、

一
二
七
頁
。 

（
十
五
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
五
七
九
頁
。 

（
十
六
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
五
七
四
‐
五
七
五
頁
。 

（
十
七
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
五
八
八
頁
。 

（
十
八
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
五
八
九
頁
。 

（
十
九
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
五
九
九
頁
。 

（
二
〇
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
六
〇
六
頁
。 

（
二
十
一
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
六
〇
七
頁
。 

（
二
十
二
） 

『
鏡
花
全
集 

第
五
巻
』
、
六
一
〇
頁
。 

（
二
十
三
） 

吉
田
精
一
、
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。 

 

第
三
章 

鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
受
容 

―
死
の
問
題
を
中
心
に
し
て 

 

こ
の
章
は
、
二
〇
〇
六
年
度
秋
季
日
本
比
較
文
学
会
九
州
支
部
会
で
の
発

表
を
も
と
に
し
た
「
鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
受
容
―
死
の
問
題
を
中

心
に
し
て
―
」『C

O
M

PA
R

ATIO

』vol.11

、
及
び
、
二
〇
一
二
年
第
四
十

九
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
た
「
ボ
ー
モ
ン
夫
人
の

日
本
へ
の
ま
な
ざ
し
、
あ
る
い
は
、
啓
蒙
の
光
『
豊
後
の

守か

み

シ
ヴ
ァ
ン
』
」

『
フ
ラ
ン
ス
文
学
論
集
』
第
五
十
三
号
を
も
と
に
、
加
筆
し
て
い
る
。 

 

（
一
） 

「
西
洋
人
と
違
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
哀
れ
に
も
殆
未
だ
嘗

て
、
子
供
の
た
め
に
純
麗
な
読
み
物
を
授
け
る
、
真
の
芸
術
家
の
存
在

を
誇
り
得
た
例
が
な
い
」
（
「
「
赤
い
鳥
」
の

標
榜
語

モ

ッ

ト

ー

」
）
『
赤
い
鳥 

創

刊
号
』
一
九
一
八
年
七
月
。 

（
二
） 

三
重
吉
は
、
西
洋
の
作
品
は
逐
字
訳
よ
り
も
再
話
の
方
が
効
果
は
高

い
と
し
て
い
た
。 

（
三
） 

佐
藤
宗
子
「
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』
の
改
作
―
鈴
木
三
重
吉

訳
「
父
」
―
」（
『
比
較
文
學
研
究
』
第
三
十
八
号
（
一
九
八
〇
年
九
月
）

九
十
八
‐
一
〇
八
頁
、
佐
藤
宗
子
「
「
赤
い
鳥
」
に
お
け
る
二
つ
の
“
マ

テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
”
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
日
本
児
童
文
学
』
第
二
九

一
号
（
一
九
七
九
年
九
月
）
一
二
〇-

一
三
〇
頁
な
ど
。 

 

第
一
節 
メ
リ
メ
受
容
の
背
景 
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（
一
） 

泉
鏡
花
に
お
け
る
メ
リ
メ
に
つ
い
て
は
村
松
定
孝
『
定
本
泉
鏡
花
研

究
』
有
精
堂
、
一
九
九
六
年
三
月
、
に
詳
し
い
が
、
鏡
花
の
メ
リ
メ
に

対
す
る
評
価
は
高
か
っ
た
と
さ
れ
る
。 

（
二
） 

「
だ
つ
て
、
メ
リ
メ
の
本
を

借（
か

）

し
ち
ま
つ
て
一
寸
調
べ
ら
れ
な
い
で
す
も
の
」

『
野
分
』
『
漱
石
全
集 

第
三
巻
』
三
六
四
頁
。 

（
三
） 

「
広
島
の
柿
と
厳
島
の
貝
を
頂
戴
。
」
明
治
三
十
八
年
十
一
月
一
日

鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
四
二
一
頁
。 

（
四
） 

「
非
常
に
旨
い
で
す
よ
。
」
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
鈴
木
三
重

吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
四
二
二
頁
。 

（
五
） 

「
君
は
僕
の
胃
病
を
直
し
て
や
り
た
い
と
仰
や
る
御
親
切
は
難
有
い

が
僕
よ
り
君
の
神
経
痛
の
方
が
大
事
で
す
よ
早
く
治
療
を
し
て
来
年

は
必
ず
出
て
御
出
な
さ
い
。
」
明
治
三
十
八
年
十
一
月
九
日
鈴
木
三
重

吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
四
二
六
頁
。 

（
六
） 

「
三
重
吉
君
万
歳
だ
。
そ
こ
で
千
鳥
を
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
へ
出
さ
う
と
思

ふ
が
多
分
御
異
存
は
な
い
だ
ら
う
。
」
明
治
三
十
九
年
四
月
十
一
日
鈴

木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
四
八
八
‐
四
八
九
頁
。 

（
七
） 

明
治
三
十
九
年
四
月
十
一
日
高
浜
虚
子
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二

十
二
巻
』
四
九
〇
頁
。
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
治
三
十
九
年
五
月
の
巻
頭

に
掲
載
さ
れ
る
。 

（
八
） 

明
治
三
十
九
年
四
月
十
四
日
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第 

二
十
二
巻
』
四
九
一
頁
。 

（
九
） 

「
僕
も
是
で
鼻
が
高
い
。
」
明
治
三
十
九
年
五
月
三
日
鈴
木
三
重
吉

宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
四
九
七
頁
。 

（
一
〇
） 

『
文
鳥
』
「
大
阪
朝
日
新
聞
」(

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
‐
六

月
二
十
一
日)

『
漱
石
全
集 

第
十
二
巻
』
七
十
九
‐
九
十
八
頁
。 

（
十
一
） 

明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
六
日
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
六
〇
五
‐
六
〇
六
頁
。 

（
十
二
） 

「
よ
き
家
あ
ら
ば
見
当
り
次
第
教
へ
て
下
さ
れ
」
明
治
三
十
九
年

十
二
月
九
日
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
六

三
九
頁
。 

（
十
三
） 

「
天
気
な
ら
ば
二
十
七
日
転
宅
の
筈
ど
う
か
手
伝
い
に
来
て
く
れ

玉
へ
。
」
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
『
漱

石
全
集 

第
二
十
二
巻
』
六
五
〇
頁
。 

（
十
四
） 

大
正
元
年
九
月
六
日
林
原
耕
三
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第
二
十
四
巻
』

八
十
二
頁
。 

（
十
五
） 

明
治
三
十
八
年
九
月
十
一
日
中
川
秀
太
郎
宛
書
簡
『
漱
石
全
集 

第

二
十
二
巻
』
四
〇
四
‐
四
〇
五
頁
。 

（
十
六
） 
明
治
四
十
二
年
七
月
二
十
九
日
「
日
記
四
」
『
漱
石
全
集 

第
二
十

巻
』
六
十
三
頁
。 
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（
十
七
） 

 

明
治
四
十
二
年
四
月
十
二
日
、
十
四
日
「
日
記
四
」『
漱
石
全
集 

第

二
十
巻
』
二
十
二
‐
二
十
三
頁
。 

（
十
八
） 

「
賑
や
か
な
日
曜
を
過
す
。
」
（
明
治
四
十
三
年
六
月
十
八
日
、
八

月
二
十
六
日
、
十
月
十
六
日
）「
日
記
六
」『
漱
石
全
集 

第
二
十
巻
』 

一
六
〇
頁
、
一
九
六
頁
、
二
三
二
頁
な
ど
。 

（
十
九
） 

 

明
治
四
十
四
年
十
二
月
八
日
「
日
記
一
〇
」『
漱
石
全
集 

第
二
十

巻
』
三
六
二
頁
。 

（
二
〇
） 

『
漱
石
全
集 

第
十
一
巻
』
六
九
一
頁
。 

（
二
十
一
） 

明
治
四
十
四
年
六
月
十
三
日
「
日
記
九
」
『
漱
石
全
集 

第
二
十

巻
』
三
一
五
‐
三
一
六
頁
。『
漱
石
全
集 

第
十
一
巻
』
七
十
一
頁
。 

 

第
二
節 

鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
受
容 

 

（
一
） 

蔵
書Little French M

asterpieces 1, Trans by G
.B

, Ives, 

N
ew

 York, G
.P.Putnam

’s Sons,1903.

のM
ateo Falocone

へ

の
書
き
込
み
。「
―
此
悲
劇
はsituation

ヲ
以
テ
勝
ル
。
結
構
モ
マ
ト

マ
ツ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
日
本
人
ハ
コ
ン
ナ
際
ド
イ
モ
ノ
ヲ
カ
ク
コ
ト
ガ
ス

キ
ナ
レ
ド
モ
、
大
概
ハ
メ
ロ
ド
ラ
マ
ミ
テ
終
ル
ナ
リ
。
此
編
ハ
是
デ
充

分
〔
ナ
〕
レ
ド
モ
主
人
公
ノ
性
格
ニ
前
後
ノ
照
応
ト
発
展
ナ
キ
為
メ
、

最
後
の
一
曲
ニ
於
テ
必
勢(

・
・)

ト
云
フ
大
活
力
ヲ
認
ム
ル
能
ハ
ズ
。

因
果
ヲ
脱
却
シ
テ
突
然
其
主
人
公
ガ
義
烈
ナ
振
舞
ヲ
シ
タ
リ
悲
壮
ナ

行
為
ヲ
や
ル
コ
ト
ハ
日
本
ノ
昔
ノ
作
者
ノ
常
ニ
ナ
シ
タ
所
ナ
リ
。
此
篇

モ
此
点
ニ
於
テ
彼
我
相
似
タ
リ
。
」「
○
是
モ
日
本
ノ
戦
国
時
代
ニ
ア
ル

話
ナ
リ
」「
○
是
モ
多
少
日
本
的
デ
ア
ル
」『
漱
石
全
集 

第
二
十
七
巻
』

二
三
〇
‐
二
三
一
頁
。 

（
二
） 

原
作Sans fam

ille (1878)

は
『
家
な
き
子
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

（
三
） 

昭
和
七
年
五
月
二
日
付
、
堀
歌
子
宛
書
簡
『
鈴
木
三
重
吉
全
集 

第
六

巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
七
月
、
五
八
九
頁
。 

（
四
） 

三
重
吉
「
赤
い
鳥
」
の
会
『
三
重
吉
「
赤
い
鳥
」
通
信
』
第
六
号
三
重
吉
生
誕 

百
年
記
念
号
、
一
九
八
二
年
六
月
、
五
頁
。 

（
五
） 

兄
宛
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
二
日
付
）
『
漱
石
全
集 

第
六
巻
』

八
頁
。 

（
六
） 

森
三
郎
「
お
く
み
と
『
由
利
旗
江
』
」
（
遺
稿
）
、
前
掲
誌
第
二
十
九
号
、
一

九
九
四
年
六
月
、
八
頁
。 

（
七
） 

鈴
木
す
ず
「
育
母
ハ
マ
」
、
前
掲
誌
第
三
十
一
号
、
一
九
九
五
年
三

月
、
三
頁
。 

（
八
） 

松
岡
譲
宛
書
簡
（
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
八
日
付
）
『
漱
石
全
集
別

巻
』
三
六
一
頁
。 

（
九
） 
青
楓
宛
表
紙
に
関
す
る
書
簡
（
大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
付
）
『
漱

石
全
集
別
巻
』
九
十
一
頁
。「
ハ
イ
カ
ラ
」
は
英
語
の
《 high collar 

》
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つ
ま
り
正
装
の
時
着
用
し
た
高
い
襟
か
ら
出
た
言
葉
。
明
治
三
十
二
年

頃
よ
り
用
い
ら
れ
、
流
行
語
と
な
っ
て
い
た
。 

（
一
〇
） 

小
宮
豊
隆
宛
書
簡
（
昭
和
三
年
二
月
二
日
付
）
『
漱
石
全
集
別
巻
』

二
二
三
頁
。 

（
十
一
） 

清
水
良
雄
宛
書
簡
（
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
日
付
）『
漱
石
全
集
別

巻
』
三
〇
五
頁
。 

（
十
二
） 

清
水
良
雄
宛
書
簡
（
昭
和
十
一
年
二
月
六
日
付
）『
漱
石
全
集
別
巻
』

三
四
七
頁
。 

 

第
三
節 

三
重
吉
の
メ
リ
メ
受
容 

 

（
一
） 

桑
原
三
郎
に
よ
る
と
、
谷
崎
潤
一
郎
の
没
後
全
集
か
ら
省
か
れ
た
『
敵

討
』（
大
正
七
年
）
は
鈴
木
三
重
吉
『
珊
瑚
』（
大
正
八
年
）
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
別
巻
』
文
泉
堂
書
店
、
一
九
七
五

年
九
月
、
二
十
二
頁
。 

 

第
四
節 

「
死
」
あ
る
い
は
「
生
」 

 

（
一
） 

『
赤
い
鳥
』
第
一
巻
第
五
号
、
一
九
一
八
年
十
一
月
、
七
七
頁
、
第

二
巻
第
三
号
、
一
九
一
九
年
三
月
、
七
十
八
頁
他
。 

（
二
） 

福
井
研
介
「
大
正
期
の
思
想
と
文
化
―
『
赤
い
鳥
』
を
中
心
と
し
て

ー
」
に
お
い
て
与
田
凖
一
に
よ
る
論
を
挙
げ
て
示
し
て
い
る
。『
『
赤
い

鳥
』
と
鈴
木
三
重
吉
』
赤
い
鳥
の
会
編
、
小
峰
書
店
、
一
九
八
三
年
七

月
、
三
十
三
頁
。 

（
三
） 

新
渡
戸
稲
造
著
、
矢
内
原
忠
雄
訳
『
武
士
道
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

六
年
七
月
、
二
十
五
頁
。 

（
四
） 

同
右
、
九
十
七
‐
一
一
〇
頁
。 

（
五
） 

グ
レ
ニ
ス
・
ハ
ワ
ー
ス
『
死
を
考
え
る
事
典
』
荒
木
正
純
監
訳
、
東

洋
書
林
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
二
三
五
‐
二
四
三
頁
。
ま
た
、G

rand 

dictionnaire universel du XIX
e siècle, t-11,  par Pierre 

Larousse, Paris, A
dm

inistration du G
rand dictionnaire 

universel, 1865, pp.1216-1217.

他
。 

（
六
） 

T.C.R.N
., p.452. 

（
七
） 

M
O

N
TA

IG
N

E
, M

ichel de, Les Essais, B
ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 2007, pp.368-381. 

（
八
） 

M
ontaigne

の
影
響
に
つ
い
て
は
度
々
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

J.M
., t-1,p.60, pp.268-273. t-2,p.30,p.36.

な
ど
。
副
題
及
び
ギ

リ
シ
ャ
語
の
書
き
込
み
等
に
つ
い
て
はT.C.R.N

., pp.1314-1320. 
（
九
） 
「
文
章
雑
和
」
『
漱
石
全
集
第
五
巻
』
一
二
四
‐
一
二
五
頁
。 
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第
五
節 

メ
リ
メ
の
十
八
世
紀
思
想
的
背
景
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
け
る
日
本 

 
（
現
代
表
記
と
し
て
い
る
が
、
適
宜
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
尊
重
し
た
表
記
と
し

て
い
る
。
） 

 

（
一
） 

J.M
., t-I, p.3., D

A
R

C
O

S, Xavier, Prosper M
érim

ée, Paris, 

Flam
m

arion, 1998, p.16.  

（
二
） LE

PR
IN

C
E

 de B
E

A
U

M
O

N
T, Jeanne-M

arie, Civan, roi de 

Bungo : histoire japonnoise(sic) ou tableau de l’ éducation 

d’un 
Prince, 

Introduction 
par 

A
lix 

S. 
D

eguise, 

R
éim

pression 
de 

l’édition 
de 

Londres, 
N

ourse,1758, 

G
enève, Slatkine R

eprints, 1998.

〔
以
下
、C.R.B.

と
略
称
す

る
。
〕
を
底
本
に
し
た
。
こ
の
序
文
（p.V

II

）
に
お
い
て
、
一
九
五
二

年
のRevue de littérature com

parée 

に
掲
載
さ
れ
たFernand 

B
A

LD
E

N
SPE

R
G

E
R

の
論
考
が
も
と
に
な
っ
て
、
ボ
ー
モ
ン
夫
人

に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
原
題

は
全
て
大
文
字
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、Nouvelles du XVIII e siècle, 

textes choisis, presents et annotés par H
enri C

O
U

LE
T, 

B
ibliothèque de la Pléiade, Paris, G

allim
ard, 2002, p.1391.

に
お
い
て
、
副
題
は
《 histoire 

》
と
小
文
字
で
示
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ー
モ
ン
夫
人
は
作
品
内
で
、
本
作
品
は
歴
史
で
あ
る
と
し
て
お
り
、

日
本
の
歴
史
的
史
実
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
シ
ヴ
ァ
ン
に
関
し
て
は
史

実
を
も
と
に
し
た
物
語
に
よ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
教
育 

 

（
一
） 

D
ictionnaire de la langue française, de É

m
ile LITTR

É
, 

nouvelle 
édition, 

Paris, 
éditions 

universitaires, 
1958, 

p.1077. 

（
二
） 

C.R.B., I-p.958. 

（
三
） 

R
E

Y
N

A
U

D
, M

arie-A
ntoinette, M

adam
e Le Prince de 

Beaum
ont, 

Vie 
et 

œ
uvre 

d’éducarice, 
Paris, 

É
dition 

Publibook, 2002.

〔
以
下
、M

.P.B.

と
略
称
す
る
。
〕
に
詳
し
い
。 

（
四
） 

N
ouvelles du XVIII e siècle, textes choisis, présentés et 

annotés par H
enri C

O
U

LE
T, B

ibliothèque de la Pléiade, 

Paris, G
allim

ard, 2002, p.1391. 

（
五
） 

M
.P.B., p.23.  

（
六
） 

修
道
院
付
属
の
寄
宿
舎
学
校
に
つ
い
て
は
、A

R
IÈ

S, Philippe, 

L’enfant et la vie fam
iliale sous l’ancien régim

e, Paris, 

Plon, 1960.

を
参
照
。 
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（
七
） 

Lettre en réponse à l’Auteur de l’Année M
erveilleuse, 

N
ancy, Thom

as, éditeur, 1745. 

他
参
照
。 

（
八
） 

SPIN
K

, John S., 

《Projets d’éducation

》, dans Jean 

-Jacques 
R

O
U

SSE
A

U
, 

Œ
uvres 

com
plètes 

IV, 
Ém

ile, 

éducation-m
orale - botanique, B

ibliothèque de la Pléiade, 

Paris,G
allim

ard, 
1969, 

pp.X
V

III-XX
V

I, 
B

U
R

G
E

LIN
, 

Pierre, 

《

 
E

m
ile 

et 
l’éducation 

》

, 
Ibid., 

pp.LX
X

X
V

III-C
LII, 

教
育
者
と
し
て
の
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
の
記
述

参
照
。 

（
九
） 

H
A

LÉ
V

I, R
an, Le Savoir du prince : du M

oyen Âge aux 

lum
ières, sous la direction de R

an H
arévi, l’esprit de la 

cité, Paris, Fayard, 2002. 

中
世
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
教
育
に

つ
い
て
は
、
こ
の
論
集
を
参
照
。 

（
一
〇
） 

C
O

R
N

E
TTE

, Joël,

《 Le Savoir des E
nfants du R

oi sous 

la M
onarchie absolue 

》, Ibid.,pp.111-117. 

（
十
一
） 

M
O

N
TA

IG
N

E
, M

ichel de, Les Essais, É
dition de 1595, 

Texte établi et annoté par Jean B
alsam

o, M
ichel M

agnien 

et C
atherine M

agnien-Sim
onin, édition des

《 N
ote de 

Lecture 

》et des

《 Sentences Peintes 

》établie par A
lain 

Legros, B
ibliothèque de la Pléiade, Paris, G

allim
ard, 

2007., 

《 D
e l’affection des peres aux enfants 

》II-C
h.V

III, 

pp.403- 424,

《 D
’un enfant m

onstrueux 

》II-C
h.X

XX
, 

pp.748- 750, 

《D
e la ressem

blance des enfans aux peres 

》

II-C
h.X

X
X

V
II, pp.796-826.(sic) 

な
ど
参
照
。 

（
十
二
） 

C
A

R
O

N
, François, Le puissant royaum

e du Japon : La 

description 
de 

François 
Caron(1636), 

introduction, 

traduction &
 notes de Jacques &

 M
arianne PR

O
U

ST, 

Paris, C
handeigne, 2003, pp.138-140.

、
第
十
九
問
が
子
供
の

教
育
に
つ
い
て
の
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
名
誉
を
重
ん
じ
る
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
（
一

六
〇
〇-

一
六
七
四
）
は
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
館
長
と
し
て
約
二

〇
年
間
日
本
に
滞
在
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
船
フ
リ
ー
デ
号
が
豊
後
に
漂
着

し
た
年
の
一
六
〇
〇
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
生
ま
れ
、
後
に
オ
ラ
ン
ダ

に
移
住
、
一
六
一
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
船
に
料
理
助
手
と

し
て
乗
船
、
一
六
二
六
年
に
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
助
手
長
と
な
り
、

日
本
語
を
修
得
。
一
六
三
六
年
に
バ
タ
ビ
ア
新
商
務
総
監
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
・
ル
カ
ス
ゾ
ー
ン
の
質
問
に
応
じ
て
本
書
を
執
筆
、
一
六
四
五
年
オ

ラ
ン
ダ
に
て
出
版
、
全
三
十
一
の
質
問
に
対
す
る
答
え
の
形
式
と
な
っ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
、
題
目
頁
に
切
腹
の
図
版
、
図
解
が
あ
る

一
六
六
一
年
版
を
も
と
に
し
て
い
る
。
第
一
問
冒
頭
で
日
本
が
島
国
で
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あ
る
こ
と
、
第
二
問
で
加
賀
を
筆
頭
に
各
藩
の
石
高
、
第
九
問
で
処
刑

方
法
が
あ
り
、
切
腹
が
名
誉
あ
る
死
で
あ
る
こ
と
、
微
罪
で
あ
っ
て
も

死
罪
と
な
り
、
殊
に
盗
み
に
関
し
て
は
厳
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
十
五
問
で
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
受
け
る
拷
問
に
つ
い
て
記

さ
れ
、
第
二
十
一
問
で
は
名
誉
を
維
持
す
る
た
め
に
悦
ん
で
命
を
捨
て

る
国
民
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
第
二
十
六
問
で
日
本
は
金
・
銀
・
銅
・

鉛
な
ど
を
多
量
に
産
出
す
る
国
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
、

二
〇
〇
三
年
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
付
さ
れ
て
い
る
表
紙
カ
バ
ー
図
版
に
、

馬
上
の
中
川
殿
が
お
伴
を
携
え
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二 

ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
日
本 

 

（
一
） 

A
lix S. D

E
G

U
ISE

,C.R.B., pp.V
III -XX

V
II. 

（
二
） 

PR
O

U
ST, Jacques, 

《 D
iderot et le Japon : prem

ière 

rencontre 

》

, 
Thém

atique 
et 

rêve 
d’un 

éternel 

globe-trotter, M
élanges offerts à Shinichi Ichikaw

a, éd. 

Par 
S.Fuji, 

Y.Sum
i, 

S.Tada, 
Tokio, 

2003, 
pp.3-11.  

L’Europe au prism
e du Japon, XVI e-XVIII e sièle

：entre 

hum
anism

e, 
contre 

-réform
e 

et 
lum

ières, 
Paris, 

B
ibliothèque A

. M
ichel, 1997.  

山
本
淳
一
訳
『
十
六-

十
八
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
：
日
本
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
見
る
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
。 

（
三
） 

『
十
八
世
紀
に
お
け
る
他
者
の
イ
メ
ー
ジ
』
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、

二
〇
〇
六
年
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
タ
イ
ト
ル
は
、L’im

age de l’autre au 

XVIII e siècle

：vue de l’Asie et de l’Europe. 

（
四
） 

 PO
LO

, M
arco, Le livre de M

arco Polo, citoyen de Venise, 

conseiller privé et com
m

issaire im
périal de K

houbilaï 

-K
haân, rédigé en français sous sa dictée en 1298 par 

R
usticien de Pise ; publié pour la prem

ière fois d’après 

trois m
anuscrits inedits de la B

ibliothèque im
périale de 

Paris, présentant la rédaction prim
itive du livre, revue 

par M
arc Pol lui-m

êm
e et donnée par lui, en 1307, à 

Thiébault 
et 

C
époy, 

accom
pagnée 

des 
variantes, 

de 

l’explication des m
ots hors d’usage, et de C

om
m

entaires 

géographiques 
et 

historiques, 
tirés 

des 
écrivains 

orientaux, 
principalem

ent 
chinois, 

avec 
une 

carte 

générale de l’A
sie par M

.G
. Pauthier, 1 ptie, 2 ptie, Paris, 

Libraire, 
de 

Firm
in 

D
idot 

Frères, 
Fils, 

1865, 
t-II, 

pp.537-545.  
日
本
に
つ
い
て
は
《 Sypangu est une isle en Levant 

》
と
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始
ま
っ
て
お
り
、
国
民
に
つ
い
て
は
《 Les gens sont blancs et de 

belle m
anière. 

》
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。(Ibid., t-II, pp.537-545.)  

（
五
） 
大
塚
幸
男
『
比
較
文
学
原
論
』
白
水
社
、
一
九
七
七
年
六
月
、
二
二

六
頁
。  

（
六
） 

 SA
N

D
E

, D
uarte de, Le D

iscours de la venue des princes 

japponnois en Europe, tiré d’un aduis venu de Rom
e, 

auquel 
est 

contenue 
la 

description 
de 

leur 
pays, 

coustum
es &

 m
anière de vivre, avec ce qui leur est 

advenu 
en 

chem
in 

des 
qu’ils 

sont 
departis 

de 
leur 

R
oyaum

es, insgnes à leur arrivée en E
urope, &

 à R
om

e : 

ensem
ble de l’obeissance prestée à sa saincteté, de la part 

de leurs R
oys &

 Seigneurs, l’année M
.D

.LX
X

X
V. Traduit 

nouvellem
ent d’Italien en François, à Paris, C

hez Federic 

M
orel Im

prim
eur ordinaire du R

oy, avec privilege dudict 

Seigneur, 1586. (sic) 

（
七
） 

C
aron.op.cit.,p.7. 

（
八
） M

O
R

É
R

I, Louis, Le grand dictionnaire historique, ou, Le 

m
élange curieux de l’histoire sacrée et profane, t-IV, Paris, 

C
hez Jean-B

aptiste C
oignard, Im

prim
eur ordinaire du 

R
oi, &

 de l’A
cadém

ie Française, 1725, pp.727-729. 

（
九
） 

K
Æ

M
PFE

R
, E

ngelbert, H
istoire naturelle, civile, et 

ecclésiastique 
de 

l’em
pire 

du 
Japon : 

C
om

posée 
en 

allem
and 

par 
E

ngelbert 
K

Æ
M

PFE
R

, 
D

octeur 
en 

M
edecine à Lem

gow
 ; et traduite en français sur la 

version 
anglaise 

de 
Jean-G

aspar 
SC

H
E

U
C

H
ZE

R
, 

M
em

bre de la Societé R
oyale, &

 du C
ollege des M

edecins, 

à Londres, I-III, A
m

sterdam
, C

hez H
erm

an U
ytw

erf, 1732, 

I -pp.285-309,t-II, pp.223-263. 

（
一
〇
） C.R.B., I-p.62. 

（
十
一
）C

H
A

R
LE

V
O

IX
, Pierre François-Xavier de, H

istoire et 

description générale du Japon, où l’on trouvera tout ce 

qu’on a pu apprendre de la nature &
 des productions du 

pays, du caractère &
 des coûtum

es des habitants, du 

gouvernem
ent &

 du com
m

erce, des révolutions arrivées 

dans l’em
pire &

 dans la religion &
 l’exam

en de tous les 

auteurs, qui ont écrit sur le m
êm

e sujet : avec les fastes 

chronologiques de la découverte du nouveau m
onde : 

enrichie 
de 

figures 
en 

taille-douce, 
par 

le 
père 

de 

C
harlevoix 

de 
la 

com
pagne 

de 
Jesus, 

Paris, 
chez 

Julien-M
ichel G

andouin, 1736, p.2, pp.12-13,pp.49-50, 
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p.228,

な
ど
参
照
。 

 
三 
ボ
ー
モ
ン
夫
人
と
啓
蒙
の
光 

 

（

一

） 
B

O
U

LE
R

IE
, Florence, 

《 C
ivan, roi de B

ungo de 

M
adam

e Leprince de B
eaum

ont ou quand un japonais 

sert de m
odèle au princes chrétiens 

》, Acculturations 

dans 
les 

époques 
d’internationalisation , 

K
um

am
oto 

 

U
niversity, 2007, pp.3-17. 

（
二
） C.R.B., I-pp.1-2. 

（
三
） C.R.B., I-p.2.  

こ
の
箇
所
を
含
め
て
冒
頭
部
３
頁
で
５
回
複
数
形

の
神
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

（
四
） C.R.B., I-p.2. 

（
五
） C.R.B., I-p.3. 

（
六
） C.R.B., I-pp.119-120. 

（
七
） C.R.B., I-p.165. 

（
八
） 

《 E
xistence de D

ieu 

》, dans Les Am
éricaines ou La 

Preuve 
de 

la 
religion 

chrétienne 
par 

les 
lum

ières 

naturelles, 1770. M
.P.B. p.382. 

（
九
） 

C.R.B.,  I-p.15, p.16, p.18, p.19, p.22, p.41, p.63, p.82, 

p.83, p.98, p.102, p.104, pp.119-120, 

他
。 

（
一
〇
） C.R.B., II-p.178.  

（
十
一
） C.R.B., I-p.8.  

（
十
二
） C.R.B., I-p.24, p.31, p.49. 

（
十
三
） C.R.B., I-p.19. 

（
十
四
） C.R.B., I-p.18. 

（
十
五
） C.R.B., I-p.7. 

（
十
六
）  E

H
R

A
R

D
, Jean, L’Idée de N

ature en France dans la 

prem
ière 

m
oitié 

du 
XVIII e 

siècle, 
G

enève-Paris, 

Slatkine, 1981. 

（
十
七
） C.R.B., I-p.39.  

（
十
八
） C.R.B., I-p.17. 

（
十
九
） C.R.B., II-pp.150-151.  

（

二

〇

） M
O

N
TA

IG
N

E
,

《 
C

oustum
e 

de 
l’Isle 

de 
C

ea 

》

( M
O

N
TA

IG
N

E
, Ibid., p.369.) 

（
二
十
一
） C

aron.op.cit., p.115. 

 
第
四
章 

芥
川
と
メ
リ
メ 

―
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

 

こ
の
第
三
章
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
度
、
大
浦
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康
介
班
長
「
日
本
の
文
学
理
論
・
芸
術
理
論
」
共
同
研
究
班
に
お
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
、
谷
崎
・
芥
川
論
争
を
も
と
に
、
日
本
比
較
文
学
会
九
州
支
部

二
〇
一
一
年
度
秋
季
大
会
で
の
口
頭
発
表
に
よ
る
「
芥
川
と
メ
リ
メ
―
「
小

説
の
筋
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て
―
」『C

O
M

PA
R

ATIO

』vol.16

に
加
筆
し
て

い
る
。 

 

 

全
集
は
、
芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
二

年
七
月
‐
昭
和
五
十
三
年
七
月
を
用
い
た
。 

 

（
一
） 

至
文
堂
『
近
代
文
学
論
争
事
典
』
昭
和
三
十
七
年
版
の
表
現
を
用
い

た
。
昭
和
二
年
二
月
号
『
新
潮
』
に
お
け
る
「
創
作
合
評
」
で
、
芥
川

が
谷
崎
潤
一
郎
の
『
日
本
に
於
け
る
ク
リ
ッ
プ
リ
ン
事
件
』
を
評
し
、

小
説
の
筋
が
芸
術
的
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
を
呈
し
た
こ
と
が
発
端

と
な
っ
て
い
る
。 

（
二
） 

「
さ
う
か
う
す
る
う
ち
今
度
は
又
英
譯
の
メ
リ
メ
の
「
コ
ロ
ム
バ
」

を
贈
つ
て
來
た
。
」
、
谷
崎
潤
一
郎
「
い
た
ま
し
き
人
」
、
『
文
藝
春
秋
』

（
芥
川
龍
之
介
追
悼
篇
）
、
昭
和
二
年
九
月
、
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第

二
十
二
巻
』
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
、
二
二
七
‐
二
二

九
頁
。 

（
三
） 

芥
川
に
お
け
る
「
詩
的
精
神
」
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
田
鎖
数
馬
「
芥 

川
龍
之
介
と
「
詩
的
精
神
」
」
『
国
語
国
文
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学 

国
文
学
研
究
室
編
、
第
七
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
十
七
‐
三
十 

九
頁
に
詳
し
い
。 

 

第
一
節 

『
コ
ロ
ン
バ
』
に
お
け
る
「
見
る
」
あ
る
い
は
歴
史
感
覚 

 

（
一
） 

J.M
., t-II, pp.196-197. 

（
二
） 

TA
IN

E
, H

ippolyte, H
istoire de la Littérature Anglaise, 

Paris, H
achette, 1899, p.-X

. 

《 voir 

》
は
、
原
文
で
強
調
さ
れ

て
い
る
。 

（

三

）

 
Le 

G
O

FF, 
Jacques, 

H
istoire 

et 
m

ém
oire, 

Paris, 

G
allim

ard, 1988, pp.179-180. 

（
四
） 

C
R

A
RY, Jonathan, Techniques of the observer on vision 

and m
odernity in the nineteen century, The M

IT Press, 

London 
E

ngland, 
1992, 

p.5. 
Paul 

Virilio, 
L’horizon 

négatif : essai de drom
oscopie, Paris, G

alilée, 1984, p.18. 

 
一 

「
見
る
」
の
問
題 

 

（
一
） 

B
E

N
D

A
, Julien, Essai sur l’Esthétique de la présente 
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société française, Paris, E
m

ile-Paul, 1919, p.40. J.W
. 

H
ovenkam

p, M
érim

ée et la couleur local, Paris, Société, 

Les belles lettres, 1928, p.76.  

（
二
） 

C
O

N
D

ILLA
C

, E
tienne B

onnet, Traité des sensation, 

Paris, Librairie A
rthèm

e Fayard, 1984, p.170. 

（
三
） 

《 A propos de taureaux sachez que c’est le plus beau 

spectacle que l’on puisse voir. [

…] M
oi qui vous parle qui 

ne puis voir saigner un m
alade sans éprouver une 

ém
otion désagréable, j’ai été voir les taureaux seulem

ent 

pour l’acquit de m
a conscience, afin de voir tout ce qu’il y 

a d’ étrange à voir.

》 (C.G
.M

., t-I, p.72. ) 

（
四
） 

《 E
n pays étranger on est obligé de tout voir, [

…]

》

（Revue 
de 

Paris, 
G

enève,Slatkine 
reprints, 

1972, 

t-X
X

IV, p.93 

） 

 

二 

「
見
る
」
の
背
景 

 

（
一
） 

常
に
絵
画
と
共
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、P. TR

A
H

A
R

D

を

始
め
と
し
て
必
ず
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

（
二
） 

G
U

IZO
T, François Pierre G

uillaum
e, M

ém
oires pour 

servir à l’histoire de m
on tem

ps, t-IV, Paris, M
ichel Lévy 

Frères, 
1859. 

pp.385-389 
(R

apport 
de 

G
uizot 

à 

Louis-Philippe, 21 octobre 1830. ) 

（
三
） 

N
O

R
A

, Pierre, Les Lieux de M
ém

oire, sous la diretion de  

Pierre N
ora, Paris, G

allim
ard, 1986, pp.569-645. 

 

三 

一
八
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
見
る
」 

 

（
一
） 

J.W
. H

O
V

E
N

K
A

M
P, O

p. Cit., pp.75-77. 

（
二
） 

B
E

R
K

LE
Y, G

eorge, 

《An Essay tow
ards a N

ew
 Theory of  

Vision 

》(1709), A new
 theory of vision and other w

ritings,  

London, J.M
. D

ent, 1910. 

下
条
信
輔
、
植
村
恒
一
郎
、
一
之
瀬
正 

樹
『
視
覚
新
論
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年 

（
三
） T.C.R.N

., p.558.  

（
四
） T.C.R.N

., p.563. 

（
五
） 

Tadeusz K
O

W
ZA

N
 

もLittérature et spectacle

に
お
い
て

闘
牛
は
演
劇
な
ど
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
は
本
質
的
に
異
な
る
と
し
て

い
る
。 

（
六
） 

TR
A

H
A

R
D

, O
p.Cit., pp.75-77. 

（
七
） 

C.G
.M

., t-I, p.175. 
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（
八
） 

《 Il est souvent difficile de voir,

》Notes d’un Voyage dans 

le M
idi de la France, É

dition A
dam

 B
rio, 1989,

〔
以
下
、

N
.V.M

.F.

〕p.X
X

V
III.

及
びC.G

.M
., t-II, p.50.

な
ど
。（
強
調
は

原
文
に
よ
る
） 

（
九
） 

一
〇
九
六
年
に
着
工
、
八
年
後
に
竣
工
し
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
寺

院
。
視
察
最
初
の
目
的
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
八
三
四
年
七
月
九

日A
uguste G

rasset
宛
書
簡
に
あ
り
、Viollet-le-D
uc

を
起
用

し
て
一
八
四
〇
年
に
最
初
に
修
復
を
手
掛
け
た
の
も
こ
の
寺
院
で
あ

る
。
一
九
七
九
年
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
一
〇
） 

T.C.R.N
., p.-X

XV
III. 

及
びC.G
. M

., t-II, p.50. 

ま
た
、

Essai sur l’Architecture Religieuse du M
oyen Âge(1843) 

N
otice sur les peintures de l’ église de Saint-Savin(1845)

な
ど
。 

（
十
一
） 

ヴ
ェ
ズ
レ
ー
の
聖
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
は
、
視
線
に
触
れ
た
者
を
全

て
死
に
至
ら
し
め
るB

asillic

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
エ
ミ
ー
ル
・

マ
ー
ル
に
よ
る
と
、
南
仏
の
中
世
ロ
マ
ネ
ス
ク
芸
術
の
源
に
は

B
eatus

に
よ
るApocalypse

の
写
本
の
模
倣
写
本
が
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
本
に
は
一
面
眼
に
覆
わ
れ
た
四

つ
の
生
き
物
が
描
か
れ
て
い
る
。M

Â
LE

, É
m

ile, L’Art religieux 

du XIIe siècle en France , Paris, Libraire C
olin, 1922, 

pp.4-17, pp.332-340. 

（
十
二
） N

.V.M
.F., pp.52-53, p.71, p.111, p.157, 

他
。 

 

四 

一
八
四
〇
年
に
お
け
る
「
見
る
」 

 

（
一
） 

《 Salon de 1839 

》, in Revue des D
eux M

ondes, t-XV
III, 

pp.83-103, pp.239-258. 

（
二
） 

TR
A

H
A

R
D

, O
p.Cit.,t-II, pp.63-71. 

及
び

PA
U

PH
LE

T , 

A
lber,

《 M
érim

ée critique d’art en 1839 

》, Les Annales 

rom
antiques, 

1907, 
t-IV, 

pp.49-64, 
pp.81-106, 

pp.161-184. 

（
三
） T.C.R.N

., p1505., Patrick B
erthier, Prosper M

érim
ée 

Colom
ba, G

allim
ard, 1992. 

（
四
） 

PA
R

TU
R

IE
R

, M
aurice,

《 Itinéraire de M
érim

ée en 

C
orse 

》, Paris, M
ercure de France, 1936. 

（
五
） 

TR
A

H
A

R
D

, O
p.Cit.,t-II, pp.288-289. 

（

六

）

 
LO

R
E

N
ZI 

de 
B

R
A

D
I, 

M
ichel, La vraie Colom

ba, 

Im
prim

é en France (A
jaccio), La M

arge, 1990, p.125. 

LO
R

E
N

ZI de B
R

A
D

I, M
ichel, (1865-1945)

コ
ル
シ
カ
生
ま
れ
、

パ
リ
で
活
動
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
作
家
。La vrai Colom

ba 



１４１ 
 

(1922)

を
始
め
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
賞
を
多
数
受

賞
し
て
い
る
。La Corse inconnue (1927) Veillée Corses 

(1930) Les m
isères de N

apoléon (1934)

な
ど
。 

（
七
） Sur le m

auvais œ
il, La M

ort de Thom
as II, Roi de Bosnie,  

Chant de m
ort, Le Fusil enchanté, Sur le Vam

pirism
e 

な

ど
。 

（
八
） 

TR
A

H
A

R
D

, O
p.Cit., t- I, p.248. 

（
九
） T.C.R.N

., pp.320-321. 

（

一

〇

）

 
Johann 

C
aspar 

LAVATE
R

 
( 

1741-1801 
)

の

Physiognom
ische 

Fragm
ente, 

zur 
Beförderung 

der 

M
enschenkenntniβ und

 
M

enschenliebe (1775-1778) 

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
流
行
し
た
。M

érim
ée

に
お
い
て
も
一
八

三
〇
年
十
一
月
十
五
日Revue de Paris
編
集
長
宛
書
簡
に

《 Physionom
ie 

》
が
確
認
で
き
る
。（Revue de Paris, 1831, 

t-X
X

II, p.92.

） 

（
十
一
） 

D
E

SC
A

R
TE

S, R
ené, Œ

uvre de D
escartes XI, Paris, 

Librairie Philosophique J. Vrin, 1986. 

（
十
二
） 

 STE
N

D
H

A
L, Souvenirs d’ égotism

e, N
ouelle édition, 

C
ercle du bibliophile, G

enève, 1970, pp.124-125. 

（
十
三
） 

C.G
.M

., t-I, pp.37-38. 

（
十
四
） 

Ibid., t-I, p.202,p.225, p.227, p.310, p.332, p.335, p.340. 

他
。 

（
十
五
） 

Jeanne- François (Jenny) D
A

C
Q

U
IN

 (1811-1895) 

メ
リ

メ
に
イ
ギ
リ
ス
人
愛
読
者
と
し
て
書
簡
を
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
。

メ
リ
メ
と
の
往
復
書
簡
は
、
晩
年
ま
で
続
い
て
い
る
。 

（
十
六)   C.G

.M
., t-II, pp.37-38. 

（
十
七
）  T.C.R.N

., p.759. 

（
十
八
）  T.C.R.N

., p.759. 

（
十
九
）  T.C.R.N

., p.853. 

（
二
〇
）  T.C.R.N

., p.774. 

（
二
十
一
） T.C.R.N

., p.774. 

（
二
十
二
） T.C.R.N

., p.781. 

（
二
十
三
） T.C.R.N

., p.812.

他
。 

（
二
十
四
） FO

U
C

A
U

LT, M
ichel, O

p.Cit., t-I, pp.172-188. 

（
二
十
五
） T.C.R.N

., p.888. 

（
二
十
六
） T.C.R.N

., pp.251-252. 

（
二
十
七
） 

M
A

R
IVA

U
X

, Piere C
arlet de C

ham
blain de : L’île des 

Esclaves. D
ID

E
R

O
T, D

enis : Supplém
ent au voyage de 

Bougainville. M
A

R
É

C
H

A
L,Pierre-Sylvain:Le jugem

ent 

dernier des rois. 

他
。 
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（
二
十
八
） 

C
.G

.M
., t-IV, pp.395-397.

一
八
四
五
年
十
一
月
十
八
日
ジ
ェ

ニ
ー
・
ダ
カ
ン
宛
書
簡
。 

（

二

十

九

）
 

LA
N

SO
N

, 
G

ustave, H
istoire de la littérature 

française, Libraire H
achette et C

ie, 1898, p.998. 

（
三
〇
） 

C
O

O
PE

R
, D

avid E
dw

ard, A com
panion to aesthetics, 

edited by D
avid E

.C
ooper, O

xford, C
am

bridge, M
ass : 

B
lackw

ell, 1992, pp.6-9. 

 

第
二
節 

芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎 

 

（
一
） 

成
瀬
正
一
（
一
八
九
二
‐
一
九
三
六
）
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
九
州
大

学
名
誉
教
授
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
在
学
中
に
、
芥
川
龍
之
介
、
久
米

正
雄
、
菊
池
寛
、
松
岡
譲
ら
と
第
三
次
、
第
四
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊

し
て
い
る
。
漱
石
の
木
曜
会
に
出
席
し
て
い
る
門
下
生
。 

（
二
） 

あ
の
頃
の
自
分
の
事
」
『
中
央
公
論
』
第
三
十
四
年
第
一
號
、
大
正

八
年
一
月
一
日
發
行
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
巻
、
四
四
九
‐
四

五
一
頁
。
一
九
九
六
年
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
四
巻
』
三
二
八
頁

の
注
解
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ル
・
ハ
ア
モ
ニ
イ
会
は
、
一
九
一
五
年
十
二

月
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
た
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

会
の
演
奏
会
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
忠
実
な
再
現
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。 

（
三
） 

谷
崎
潤
一
郎
「
口
の
辺
の
子
供
ら
し
さ
」
『
新
潮
』
一
九
一
七
年
十

月
。
一
九
九
六
年
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
六
巻
』
、
三
〇
三
頁
。 

（
四
） 

「
谷
崎
君
は
文
章
に
も
あ
ら
は
れ
る
へ
れ
ど
、
非
常
に
日
本
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
素
養
が
深
い
。
今
の
文
壇
に
は
稀
ら
し
い
程
。
そ
し
て
種
々

な
事
に
精
し
い
。（
中
略
）
だ
か
ら
文
章
が
非
常
に
豊
麗
で
あ
る
。
」「
良

工
苦
心
―
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
文
章
―
」
『
文
章
俱
樂
部
』
第
三
年
第
一

號
、
大
正
七
年
一
月
一
日
発
行
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
二
巻
』
一
二

六
‐
一
二
七
頁
。 

（
五
） 

谷
崎
潤
一
郎
氏
は
當
代
の
鬼
才
、
筆
下
に
百
段
の
錦
織
を
展
べ
、
胸

中
に
萬
顆
の
珠
玉
を
藏
す
。
（
中
略
）
正
に

天
下

・

・

第
一

・

・

の・

奇・

文・

。
」

〔
強
調
は
芥
川
に
よ
る
〕「
『
人
魚
の
嘆
き
・
魔
術
師
』
廣
告
文
」
、『
新

小
説
』
、
第
二
十
四
巻
、
第
十
號
、
大
正
八
年
十
月
一
日
、『
芥
川
龍
之

介
全
集
』
第
三
巻
、
二
五
八
頁
。 

（
六
） 

「
こ
の
間
谷
崎
潤
一
郎
の
『
悪
魔
』
と
云
ふ
小
説
を
読
ん
だ
が
ね
。

あ
れ
は
恐
ら
く
世
界
中
で
一
番
汚
い
こ
と
を
書
い
た
小
説
だ
ら
う
。
」

『
彼
・
第
二
』
『
新
潮
』
第
二
十
四
年
第
一
號
、
大
正
十
六
年
一
月
一

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
八
巻
』
、
二
三
一
頁
。 

（
七
） 

五
月
二
十
五
日 

晴 
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（
略
） 

午
後
、
谷
崎
潤
一
郎
來
る
。 

三
十
日 

晴 

（
略
） 

夕
方
谷
崎
潤
一
郎
來
る
。
皆
の
歸
つ
た
の
は
九
時
な
り
。 

今
日
猫
を
貰
ふ
。 

六
月
九
日 
陰
後
雨 

（
略
） 

午
後
木
村
幹
來
る
。
一
し
よ
に
谷
崎
の
家
へ
行
く
。 

（
大
正
八
年
五
、
六
月
の
日
記
） 

（
「
「
我
鬼
窟
日
録
」
よ
り
」
『
サ
ン
エ
ス
』
第
二
巻
第
三
號
、
大
正

九
年
三
月
一
日
）
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
三
巻
』
、
四
〇
四
‐
四
〇
五
、

四
〇
七
頁
。 

「
僕
は
或
初
夏
の
午
後
、
谷
崎
氏
と
神
田
を
ひ
や
か
し
に
出
か
け

た
。
」 

（
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
」
『
新
潮
』
第
四
十
巻
第
二
號
、
大
正
十
三
年
二
月

一
日
）
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
六
巻
』
三
三
八
頁
。 

（
八
） 

「
本
篇
を
草
す
る
に
當
り
、
谷
崎
潤
一
郎
作
「
秦
淮
の
一
夜
」
に
負

ふ
所
尠
か
ら
ず
。
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
」
、
芥
川
龍
之
助
に
て

『
南
京
の
基
督
』
、『
中
央
公
論
』
第
三
巻
第
八
號
、
大
正
九
年
七
月
一

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
四
巻
』
一
四
九
頁
。 

（
九
） 

「
こ
れ
は
山
家
集
の
好
き
な
谷
崎
潤
一
郎
氏
に
何
時
か
大
い
に
攻
撃

さ
れ
た
。
」
、「
短
歌
雑
感
」『
短
歌
雑
話
』
第
三
巻
第
八
號
、
大
正
九
年

六
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
四
巻
、
一
三
一
頁
。 

（
一
〇
） 

谷
崎
潤
一
郎
「
芥
川
君
と
私
」
、
『
改
造
』
、
昭
和
二
年
九
月
、
『
谷

崎
潤
一
郎
全
集 

第
二
十
二
巻
』
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
八
年
六

月
、
二
二
五
頁
。 

（
十
一
） 

「
新
潮
合
評
會 

第
四
十
三
回
（
一
月
の
創
作
評
）
」
『
新
潮
』
第

二
十
四
年
第
二
號
、
昭
和
二
年
二
月
一
日
、
に
お
け
る
芥
川
の
発
言
、

『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
二
巻
、
六
五
二
頁
。 

（
十
二
） 

「
二 

谷
崎
潤
一
郎
氏
に
答
ふ
」『
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
』

第
九
巻
第
四
號
、
昭
和
二
年
四
月
一
日
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
九
巻
』

九
頁
。 

（
十
三
） 

「
十
二 

詩
的
精
神
」『
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
』
第
九
巻
、

第
四
號
、
昭
和
二
年
四
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
九
巻
』
二

三
頁
。 

 (

十
四)  

「
芝
居
漫
談
」
『
演
劇
新
潮
』
第
二
巻
第
三
號
、
昭
和
二
年
三
月
一

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
八
巻
』
、
三
七
四
‐
三
七
五
頁
。 

（
十
五
） 

『
即
興
詩
人
』
、
英
訳
『
コ
ロ
ン
バ
』
と
印
度
の
仏
像
集
が
送
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
谷
崎
潤
一
郎
が
「
死
ぬ
と
覚
悟
を
き
め
て
見
れ
ば
さ

す
が
に
友
だ
ち
が
な
つ
か
し
く
、
形
見
分
け
の
つ
も
り
で
そ
れ
と
な

く
送
つ
て
く
れ
た
も
の
を
」
（
『
文
芸
春
秋
』
昭
和
二
年
九
月
。
）
と

述
懐
し
て
い
る
こ
と
を
吉
田
精
一
も
挙
げ
、
論
争
は
谷
崎
の
誤
解
と
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し
て
い
る
。
吉
田
精
一
著
作
集
『
芥
川
龍
之
介Ⅰ

』
桜
楓
社
、
昭
和

五
十
四
年
十
一
月
十
二
日
、
二
一
三
頁
。 

（
十
六
） 

未
詳
。
〔
小
説
作
法 

三
〕
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
二
巻
二
九

七
頁
。 

 

第
三
節 

芥
川
と
メ
リ
メ 

 

（
一)  

日
本
比
較
文
学
会
編
『
比
較
文
学
』
第
一
巻
、
五
八-

六
七
頁
、
一

九
五
八
年
。 

（
二
） 

同
右
、
一
二
一-

一
五
六
頁
。 

（
三
） 

『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
二
巻
』
、
月
報
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七 

年
九
月
、
六
頁
。 

（
四
） 

「 

ロ
マ
ン

・

・

・

・
ロ
ー
ラ
ン

・

・

・

・

の
『
ジ
ヤ
ン

△

△

△

・
ク
リ
ス
ト
フ

△

△

△

△

△

』
に
は
感

動 

さ
せ
ら
れ
て
、
途
中
で
や
め
る
の
が
惜
し
く
て
、
大
學
の
講
義
を
聽
き 

に
行
か
な
か
つ
た
こ
と
が
よ
く
あ
つ
た
。
」
（
強
調
は
、
芥
川
に
よ
る
） 

「
私
の
文
壇
に
出
る
ま
で
」『
文
章
俱
樂
部
』
第
二
年
第
八
號
、
大
正
六 

年
八
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
四
六
三
頁
。 

（
五
） 

ド
オ
デ
エ
の
「
サ
ツ
フ
オ
」
（
中
略
）
兎
も
角
そ
れ
が
僕
に
と
つ
て 

は
、
最
初
に
親
し
ん
だ
仏
蘭
西
小
説
だ
つ
た
。（
中
略
）
文
壇
に
影
響
を 

与
え
た
佛
蘭
西
文
學
は
、（
中
略
）
十
九
世
紀
以
後
の
作
家
た
ち
」
、「
仏 

蘭
西
文
學
と
僕
」『
中
央
文
學
』
第
五
年
第
二
號
、
大
正
十
年
二
月
一
日
。 

『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
四
巻
』
四
四
〇
‐
四
四
三
頁
。 

「
大
い
な
る
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
よ
。
君
の
印
象
批
評
論
は
眞

理
な
り
。
」
、
「
北
京
日
記
抄
」
『
改
造
』
第
七
巻
第
六
號
、
大
正
十
四
年

六
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
七
巻
』
三
二
二
頁
。 

「
最
近
堀
口
大
學
君
か
ら
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
の
本
を
一
冊
貰
っ
た
。
大

へ
ん
美
し
い
本
で
あ
る
。
中
味
も
近
来
で
の
面
白
さ
だ
つ
た
。
」（
「
拊
掌

談
」
の
「
本
」
、『
文
藝
時
報
』
第
六
號
、
大
正
十
五
年
二
月
五
日
、『
芥

川
龍
之
介
全
集
』
第
八
巻
七
〇
頁
。
） 

冷
か
に
嘲
笑
ひ
つ
つ
云
ひ
に
し
か
、Bon Soir. 

わ
れ
は
昨
夜
「
死
」

を
見
た
り
。（
「
わ
れ
は
昨
夜
「
死
」
を
見
た
り
」
未
詳
。「
ロ
ツ
ブ
ス
（
ク

ロ
オ
ド
・
バ
ア
ル
）
」『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
九
巻
、
四
七
〇
頁
。
）
な

ど
。 

（
六
） 

関
口
安
泰
『
評
伝
成
瀬
正
一
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、

一
九
九
四
年
八
月
、
二
一
〇
頁
。 

（
七
） 

「
ロ
オ
ラ
ン
と
の
三
週
間
」『
時
事
新
報
』
一
九
一
九
年
一
月
、「
或 

日
の
午
後
」
『
新
潮
』
第
三
十
巻
五
号
、
一
九
一
九
年
五
月
、
「
瑞
西
へ 

の
旅
」『
人
間
』
一
九
二
〇
年
二
月
な
ど
。
一
九
九
六
年
版
『
芥
川
龍
之 
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介
全
集
』
第
六
巻
、
注
解
、
三
一
二
頁
。 

（
八
） 

成
瀬
正
一
以
外
は
英
語
か
ら
の
重
訳
。
関
口
安
泰
『
評
伝
成
瀬
正
一
』 

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
四
年
八
月
、
一
四
四
頁
。 

（
九
） 

「
芝
居
漫
談
」
『
演
劇
新
潮
』
第
二
巻
第
三
號
、
昭
和
二
年
三
月
一 

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
八
巻
』
三
七
五
頁
。
「
「
話
」
ら
し
い
話
の

な
い
小
説
」
『
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
』
第
九
巻
第
四
號
、

昭
和
二
年
四
月
一
日
、
全
集
第
九
巻
四
頁
。「
野
生
の
呼
び
聲
」『
文

藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
』
第
九
巻
第
四
號
、
昭
和
二
年
四
月

一
日
、
全
集
第
九
巻
五
四
頁
、
な
ど
。 

（
一
〇
）  

柏
木
隆
夫
「
芥
川
龍
之
介
に
見
る
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
―
「
秋
」

と
「
二
重
の
誤
解
」
を
め
ぐ
っ
て
」G

allia10/11,

一
一
三-

一
二
六

頁
、
一
九
七
一
年
『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
平
成
十
三
年

七
月
、
参
照
。 

（
十
一
） 

同
右
、『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
の
「
メ
リ
メ
エ
」
の
箇
所
、
四
九
〇

‐
四
九
一
頁
。 

（
十
二
） 

『
開
化
の
良
人
』
、
『
中
外
』
第
三
巻
第
二
號
、
大
正
八
年
二
月
一

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
三
巻
』
二
十
一
頁
。
『
芥
川
龍
之
介
全

集 

第
四
巻
』(

一
九
九
六
年
版)

三
五
二
頁
の
注
解
に
よ
る
と
、” 

FR
E

N
C

H
 W

IT A
N

D
 H

U
M

O
R

”( G
.W

. JA
C

O
B

S. 1902, 

pp.179-180.)

。 

（
十
三
） 

『
路
上
』
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
八
年
六
月
三
十
日
‐
八
月
八

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
三
巻
。
日
本
で
は
、
大
正
八
年
一
月

に
有
楽
座
が
松
井
須
磨
子
主
演
で
「
カ
ル
メ
ン
」
公
演
、
五
月
に
中

山
歌
子
が
「
カ
ル
メ
ン
の
唄
」
の
レ
コ
ー
ド
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
前
身

日
本
蓄
音
機
商
会
か
ら
出
す
な
ど
音
楽
も
流
行
。
『
芥
川
龍
之
介
全

集 

第
七
巻
』(

一
九
九
六
年
版)

「
影
」
の
注
解
二
九
六
頁
よ
り
。 

（
十
四
） 

「
愛
読
書
の
印
象
」『
文
章
俱
樂
部
』
第
五
年
第
八
號
、
大
正
九
年

八
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
四
巻
』
一
九
四
頁
。 

（
十
五
） 

「
如
何
な
る
作
品
が
、
古
く
な
ら
ず
に
ゐ
る
か
と
云
ふ
に
、
（
略
）

文
藝
上
の
作
品
に
て
は
、
簡
潔
な
る
文
軆
が
長
持
ち
の
す
る
事
は
事

実
な
り
。
（
略
）
ゴ
オ
テ
イ
エ
は
今
日
讀
む
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も

メ
リ
メ
エ
は
日
に
新
な
り
。
」
「
不
朽
」
『
雑
筆
』
、
『
人
間
』
第
二
卷

第
九
號
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
四
巻
』

二
二
七
頁
。 

（
十
六
） 

「
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
と
メ
リ
メ
と
を
比
較
し
た
場
合
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
は

メ
リ
メ
よ
り
も
偉
大
で
あ
る
が
、
メ
リ
メ
よ
り
も
藝
術
家
で
は
な
い
と

云
ふ
。
云
ふ
心
は
メ
リ
メ
よ
り
も
、
一
つ
一
つ
の
作
品
に
渾
成
の
趣
を

與
へ
る
才
能
に
乏
し
か
つ
た
、
と
云
ふ
事
實
を
指
し
た
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
意
味
で
は
菊
池
寛
も
、
文
壇
の
二
三
子
と
比
較
し
た
場
合
、
必
し

も
卓
越
し
た
藝
術
家
で
は
な
い
。
（
中
略
）
「
藝
術
家
」
た
る
資
格
は
、
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た
と
へ
ば
メ
リ
メ
と
比
較
し
た
場
合
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
に
も
既
に
乏

し
か
っ
た
。
」
、「
序
」『
菊
池
寛
全
集
』
第
三
巻
、
春
陽
堂
、
大
正
十
一

年
四
月
五
日
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
五
巻
』
三
三
〇
‐
三
三
一
頁
。 

（
十
七
） 

「
試
み
に
先
生
等
身
の
著
作
を
以
つ
て
仏
蘭
西
羅
漫
主
義
の
諸
大
家
に

比
せ
ん
か
、
質
は
撃
天
七
寶
の
柱
、
メ
リ
メ
エ
の
巧
を
凌
駕
す
可
く
、

量
は
抜
地
無
憂
の
樹
、
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
大
に
肩
随
す
可
し
。
」
、「
鏡
花
全

集
目
録
開
口
」
『
新
小
説
』
〔
臨
時
増
刊
「
天
才
泉
鏡
花
」
の
巻
末
廣
告

頁
〕
、
大
正
十
四
年
三
月
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
七
巻
』
三
〇
四
‐

三
〇
五
頁
。 

 

第
四
節 

芥
川
と
『
コ
ロ
ン
バ
』 

 

（
一
） 

 

吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』
三
省
堂
、
一
九
四
二
年
の
復
刻
版
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
一
月
、
二
八
九
頁
。 

（
二
） 

 

『
芥
川
龍
之
介
論
―
藝
術
家
と
し
て
の
彼
を
論
ず
―
』
東
京
大
学

文
学
部
国
文
科
卒
業
論
文
、
昭
和
四
年
三
月
、
『
堀
辰
雄
作
品
集
』

第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
四
十
一
頁
。 

 

一 

仏
蘭
西
ロ
マ
ン
主
義 

 

（
一

）  

「
鏡
花
全
集
目
録
開
口
」『
新
小
説
』〔
臨
時
増
刊
「
天
才
泉
鏡
花
」

の
巻
末
廣
告
頁
〕
大
正
十
四
年
三
月
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
七
巻
』

三
〇
四
頁
。 

（
二
） 

 

副
題
に
《M

œ
urs de la Corse 

》
（
コ
ル
シ
カ
の
風
習
）
と
付

け
ら
れ
て
い
た
。(T.C.R.N

., p.1314.) 

（
三
） 

 

メ
リ
メ
に
お
け
る
地
方
色
に
つ
い
て
は
、J.W

.H
O

V
E

N
K

A
M

P, 

M
érim

ée et la Couleur Locale,  société d’ edition “ Les 

belles lettres”, Paris, 1928.

に
詳
し
い
。 

（
四
） 

 
T.C.R.N

., p.LV
III.  

 

二 

見
る 

 

（
一
） 

吉
田
精
一
「
漱
石
と
芥
川
―
「
鼻
」
を
中
心
に
―
」
『
芥
川
龍
之
介 

全
集
第
一
巻
』
〔
月
報
１
〕
五
頁
。 

（
二
） 

『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』
五
〇
〇
頁
。 

（
三
） 

「
ク
ラ
リ
モ
ン
ド
」
新
潮
社
「
新
潮
文
庫
」
第
十
編
、
ゴ
ー
チ
エ
『
ク 

レ
オ
パ
ト
ラ
の
一
夜
』
久
米
正
雄
譯
大
正
三
年
十
月
十
六
日
所
収
、『
芥 

川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』
七
十
頁
。
一
九
九
五
年
版
『
芥
川
龍
之
介
全 

集
第
一
巻
』
三
一
〇
頁
に
よ
る
と
、Théophile G

A
U

TIE
R

の ” La 

M
orte Am

oureuse ” (1836)

の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
英 
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訳 ”Clarim
onde” 

か
ら
の
重
訳
。 

（
四
） 

松
岡
譲
宛
書
簡
大
正
六
年
三
月
二
九
日
付
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
一 

巻
』
五
二
四
頁
。 

（
五
） 

『
偸
偸
』
、『
中
央
公
論
』
第
三
十
二
年
第
四
號
、
大
正
六
年
四
月
一 

日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
三
七
八
頁
。 

（
六
） 

『
地
獄
変
』
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
（
夕
刊
）
及
び
『
東
京
日
日
新
聞
』 

大
正
七
年
五
月
一
日
か
ら
途
中
休
載
を
経
て
二
十
二
日
ま
で
全
二
十
回
、 

『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
二
巻
』
二
一
一
頁
、
目
に
つ
い
て
は
他
に
、
一 

九
四
頁
、
二
〇
九
頁
、
二
一
二
頁
、
二
二
〇
頁
な
ど
。 

（
七
） 

「
景
色
がvisualize

（
眼
に
見
る
や
う
に
）
さ
れ
て
來
る
文
章
が
好 

き
だ
。
」
『
眼
に
見
る
や
う
な
文
章
―
如
何
な
る
文
章
を
模
範
と
す
べ
き 

乎
―
』
『
文
章
俱
樂
部
』
第
三
年
第
五
號
、
大
正
七
年
五
月
一
日
、
『
芥 

川
龍
之
介
全
集 

第
二
巻
』
二
二
五
頁
。 

（
八
） 

『
湖
南
の
扇
』
（
大
正
十
五
年
）
、
『
點
鬼
譚
』
（
大
正
十
五
年
）
他
。 

（
九
） 

「
眼
を
ね
、
今
日
は
眼
を
御
馳
走
し
よ
う
と
思
つ
た
の
で
す
。
何
の
眼
？ 

無
論
人
間
の
眼
を
で
す
よ
。
」
、
「
眼
」
『LO

S C
A

PR
IC

H
O

S

』
、
『
人
間
』 

第
四
巻
第
一
號
、
大
正
十
一
年
一
月
一
日
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
五
巻
』 

二
八
二
頁
。 

（
一
〇
） 

「
お
れ
の
詩
」
大
正
十
二
年
十
一
月
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
九 

巻
』
四
六
九
頁
。 

（
十
一
） 

 

丸
谷
才
一
「
思
ひ
出
」『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
三
巻
』〔
月
報
３
〕

七
頁
。 

 

三 

死 

 

（
一
） 

「
究
極
す
る
所
は
死
乎
、
け
れ
ど
も
僕
に
は
ど
う
も
ま
だ
ど
う
に
か 

な
り
さ
う
な
氣
が
す
る
、
死
な
ず
と
も
す
み
さ
う
な
氣
が
す
る
。
卑
怯 

だ
、
未
練
が
あ
る
の
だ
、
僕
は
死
ね
な
い
理
由
も
な
く
死
ね
な
い
、
家 

族
の
係
累
と
い
ふ
錘
は
さ
ら
に
こ
の
卑
怯
を
つ
よ
く
す
る
、
何
度
日
記 

に
「
死
」
と
い
ふ
字
を
か
い
て
見
た
か
し
れ
な
い
の
に
。
」
（
明
治
四
十 

四
年
（
年
次
推
定
）
十
一
日
、
山
本
喜
譽
司
宛
書
簡
）
、
『
芥
川
龍
之
介 

全
集 

第
十
巻
』
五
五
頁
。 

（
二
） 

「
夜
と
水
と
の
中
に
漂
ふ
「
死
」
の
呼
吸
を
感
じ
た
時
、
如
何
に
自 

分
は
、
た
よ
り
の
な
い
淋
し
さ
に
迫
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
」
、
柳
川 

龍
之
介
に
て
、『
大
川
の
水
』
、『
心
の
花
』
第
十
八
巻
第
四
號
、
大
正
三 

年
四
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
二
七
頁
。 

（
三
） 

「
幾
つ
か
の
屍
骸
が
、
無
造
作
に
棄
て
ゝ
あ
る
」
、
柳
川
龍
之
介
に 

て
、『
羅
生
門
』
、『
帝
國
文
學
』
第
二
十
一
巻
第
十
一
號
、
大
正
四
年
十

一
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
一
三
〇
頁
。 

（
四
） 

「
ひ
ょ
っ
と
こ
の
頓
死
を
聞
い
た
の
は
そ
れ
か
ら
十
分
の
後
で
あ 
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る
。
」
、
柳
川
龍
之
介
に
て
『
ひ
ょ
っ
と
こ
』
、
『
帝
國
文
學
』
第
二
十
一 

巻
第
四
號
、
大
正
四
年
四
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
一 

一
五
頁
。 

（
五
） 

「
死
ん
だ
ら
、
死
ん
だ
時
の
事
だ
わ
。
」
、
『
偸
盗
』
、
『
中
央
公
論
』

第
三
十
二
年
第
四
號
、
大
正
六
年
四
月
一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
一
巻
』
三
九
六
頁
。 

（
六
） 

 

『
南
瓜
』
、『
讀
賣
新
聞
』
大
正
七
年
二
月
二
十
四
日
、『
芥
川
龍
之

介
全
集 

第
二
巻
』
一
三
五
頁
。 

（
七
） 

 

『
温
泉
だ
よ
り
』
、
『
女
性
』
第
七
巻
第
六
號
、
大
正
十
四
年
六
月

一
日
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
七
巻
』
三
四
〇
頁
。 

（
八
） 

 

「
自
殺
を
辯
護
せ
る
モ
ン
テ
エ
ニ
ユ
の
如
き
は
予
が
畏
友
の
一
人

な
り
。
唯
予
は
自
殺
せ
ざ
り
し
厭
世
主
義
者
」
『
河
童
』
、
『
改
造
』

第
九
巻
第
三
號
、
昭
和
二
年
三
月
一
日
、『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
八

巻
』
三
六
三
頁
。 

（
九
） 

 

「
自
殺
に
對
す
る
モ
ン
テ
ェ
エ
ヌ
の
辯
護
は
幾
多
の
眞
理
を
含
ん

で
ゐ
る
。
自
殺
し
な
い
も
の
は

し
な
い

、

、

、

の
で
は
な
い
。
自
殺
す
る

こ
と
の

出
來

、

、

な
い

、

、

の
で
あ
る
。
」
、
「
侏
儒
の
言
葉
（
遺
稿
）
」
の

「
自
殺
」
、
『
文
藝
春
秋
』
第
五
年
第
十
、
十
二
號
、
『
芥
川
龍
之
介

全
集 

第
九
巻
』
三
四
七
頁
。 

 
 

 
 

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
自
ら
に

よ
る
死
を
肯
定
的
に
示
し
て
い
る
。M

O
N

TA
IG

N
E

, O
p. 

Cit.,pp.368-381. 

（
一
〇
） 

『
文
藝
春
秋
』
第
五
年
第
十
號
、
昭
和
二
年
十
月
一
日
、
全
集
第

九
巻
。 

（
十
一
） 

「
或
カ
ッ
フ
ェ
へ
は
い
つ
て
行
つ
た
。
そ
れ
か
ら
一
番
奥
の
テ
エ

ブ
ル
の
前
に
珈
琲
の
來
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
（
略
）
丁
度
珈

琲
の
來
た
の
を
幸
ひ
、「
メ
リ
メ
エ
の
書
簡
集
」
を
讀
み
は
じ
め
た
。

彼
は
こ
の
書
簡
集
の
中
に
も
彼
の
小
説
の
中
の
や
う
に
鋭
い
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
を
閃
か
せ
て
ゐ
た
。
そ
れ
等
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
僕
の
氣

も
ち
を
い
つ
か
鐵
の
や
う
に
巌
畳
に
し
出
し
た
。
（
こ
の
影
響
を
受

け
易
い
こ
と
も
僕
の
弱
點
の
一
つ
だ
つ
た
。
）
」
、
「
四 

ま
だ
？
」
、

『
歯
車
』
、
『
文
藝
春
秋
』
第
五
年
第
十
號
、
昭
和
二
年
六
月
一
日
、

『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
九
巻
』
一
四
七
‐
一
四
八
頁
。 

（
十
二
） 

メ
リ
メ
に
お
け
る
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
度
々
指

摘
さ
れ
て
い
る
。J.M

., t-1, p.60, pp.268-273., t-2, p.30, 

p.36

な
ど
。 

（
十
三
） 
夏
目
漱
石
の
蔵
書Little French M

asterpieces 1, Trans by 

G
.B

, Ives, N
ew

 York, G
.P.Putunam

’s, 1903

のM
ateo 
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Falcone

へ
の
書
き
込
み
、
『
漱
石
全
集 

第
十
七
巻
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
七
月
、
二
三
〇
‐
二
三
一
頁
。 

（
十
四
） 

未
詳
、
〔
小
説
作
法 

三
〕
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集 

第
十
二
巻
』
二

九
七
頁
。 

（
十
五
） 

『
改
造
』 
昭
和
二
年
九
月
號
、『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第
二
十
二
巻
』

中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
、
二
二
五
頁
。 

 

第
五
章 

堀
辰
雄
と
メ
リ
メ 
―
芥
川
の
死
の
観
点
か
ら 

 

（
一
） 

『
風
立
ち
ぬ
』
『
序
曲
』
『
春
』
『
風
立
ち
ぬ
』
『
冬
』
『
死
の
か
げ

の
谷
』
の
五
編
か
ら
成
る
『
風
立
ち
ぬ
』
は
『
改
造
』
第
十
八
卷
第

十
二
號
（
一
九
三
六
年
十
二
月
号
）
に
「
発
端
」「Ⅰ

」「Ⅱ

」「Ⅲ

」

の
四
章
で
発
表
さ
れ
た
。
『
堀
辰
雄
全
集
第
１
巻
』
筑
摩
書
房
昭
和

五
十
二
年
五
月
、
六
九
三
‐
六
九
四
頁
。 

（
二
） 

シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
・
ボ
ス
の
偏
っ
た
批
評
対
象
に
は
メ
リ
メ
も
含

ま
れ
て
い
る
。D

u B
O

S, C
harles,

《 N
otes sur M

érim
ée 

》

dans La Revue critique des idée et des livres, tom
e 

X
XIX

, no.173. pp.641-658. 

（
三
） D

u B
O

S, C
harles,  

Le D
ialogue avec André G

ide, Sans 

Pareil, Pairs,1929, p.54. 

（
四
） 

「
フ
ラ
ン
ス
文
學
を
如
何
に
観
る
か
」『
作
品
』
第
一
卷
第
七
號
、

昭
和
五
年
十
一
月
、『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
一
七
四
‐
一
七
五
頁
。

シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
・
ボ
ス
「
ジ
ッ
ド
と
の
対
話
」
に
つ
い
て
は
、

D
u B

O
S, C

harles, Le D
ialogue avec André G

ide, Sans 

Pareil, Paris, 1929. 

。 

（
五
） 

「
ジ
ッ
ド
の
言
葉
」
、
初
出
「
ヂ
イ
ド
の
言
葉
」『
讀
売
新
聞
』
昭

和
五
年
四
月
十
日
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
三
一
二
頁
。 

（
六
） 

「
ア
ル
デ
ユ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
」
『
箒
』
創
刊
號
、
大
正
十
五
年
九

月
、「
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
」『
創
作
月
刊
』
第
二
卷
第
一
號
、
昭
和

四
年
一
月
、
「
「
オ
ル
フ
ェ
」
覚
書
」
『
文
學
』
第
二
號
、
昭
和
四
年

十
一
月
、「
オ
ル
ジ
ェ
ル
伯
爵
の
舞
踏
會
」「
婦
人
サ
ロ
ン
」
第
一
卷

第
三
號
、
昭
和
四
年
十
一
月
、
『
詩
と
詩
論
』
第
四
冊
、
昭
和
四
年

六
月
に
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
か
ら
ラ
デ
ィ
ゲ
他
紹
介
す
る
「
世
界
現
代
詩

人
レ
ヴ
イ
ウ(

一
九
〇
〇
‐
一
九
二
九)

」
、「
レ
エ
モ
ン
・
レ
ジ
ィ
ゲ
」

『
文
學
』
第
四
號
、
昭
和
五
年
二
月
、
「
フ
ラ
ン
ス
文
學
を
如
何
に

観
る
か
」『
作
品
』
第
一
卷
第
七
號
、
昭
和
五
年
十
一
月
、「
プ
ル
ウ

ス
ト
雑
記
」『
文
學
』
第
三
冊
、
昭
和
七
年
九
月
、「
ユ
ウ
ジ
ェ
ニ
イ
・

ド
・
ゲ
ラ
ン
「
日
記
」
ノ
オ
トⅠ

」
『
文
體
』
創
刊
號
、
昭
和
十
三

年
十
一
月
、
他
。 

 
 

 
堀
辰
雄
に
お
け
る
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
関
し
て
は
、
田
邊
元
か
ら
『
ヴ
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ア
レ
リ
イ
の
藝
術
哲
学
』
を
贈
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
御
高
著
「
ヴ

ア
レ
リ
イ
の
藝
術
哲
学
」
を
頂
戴
い
た
し 

な
ん
と
も
御
禮
の
申
し

上
げ
や
う
も
御
座
い
ま
せ
ん
」
昭
和
二
十
六
年
四
月
七
日
付
、
田
邊

元
宛
書
簡
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
四
一
六
頁
。 

（
七
） 

「
堀
辰
雄
は
私
の
先
生
で
あ
っ
た
。
」
中
村
真
一
郎
「
堀
辰
雄
―

そ
の
前
期
の
可
能
性
に
つ
い
て
」『
ユ
リ
イ
カ
』
昭
和
五
十
三
年
九
月

号
、
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
六
十
四
頁
。 

（
八
） 

「
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
の
文
学
の
、
わ
が
国
へ
の
導
入
者
」
中
村

真
一
郎
「
堀
辰
雄
―
そ
の
前
期
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
『
ユ
リ
イ
カ
』

昭
和
五
十
三
年
九
月
号
、
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
六
十
七
頁
。 

（
九
） 

「
僕
は
そ
れ
か
ら
コ
ク
ト
オ
の
「
ア
ン
チ
ゴ
ー
ネ
」
や
「
ロ
メ
オ
と

ジ
ユ
リ
エ
ツ
ト
」
等
の
翻
譯
を
讀
ん
で
、
そ
の
飜
譯
の
仕
方
を
面
白

い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
一
國
語
か
ら
他
の
國
語
へ
の
翻
譯
で
は

な
い
の
だ
。
死
ん
だ
言
葉
か
ら
生
き
た
言
葉
へ
の
翻
譯
な
の
だ
。
コ

ク
ト
オ
は
そ
れ
を
「
手
術
」
と
稱
し
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
僕
ら
も
僕

ら
の
祖
先
の
書
い
た
古
い
傑
作
を
（
僕
ら
に
は
た
と
へ
ば
「
源
氏
物

語
」
な
ど
が
あ
る
）
こ
の
や
う
に
ク
ロ
ロ
フ
オ
ル
ム
を
使
用
し
て
一

度
手
術
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
」「
藝
術
の
た
め
の
藝
術
に
つ
い
て
」

う
ち
「
傑
作
の
手
術
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
六
二
〇
‐
六
二
一

頁
。 

（
一
〇
） 

澁
澤
龍
彦
「
堀
辰
雄
と
コ
ク
ト
ー
」『
国
文
学
』
昭
和
五
十
二
年
七

月
号
『
堀
辰
雄
全
集
別
卷
二
』
八
十
九
‐
九
十
五
頁
。
福
田
耕
介
「
堀

辰
雄
『
菜
穂
子
』
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
『
火
の
河
』
：

教
会
の
尖
塔
を
め
ぐ
っ
て
」
『Lilia candida

』
三
十
一
号
白
百
合

女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
一
四
年

六
月
、
一
‐
三
頁
。
水
島
裕
雅
「
堀
辰
雄
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
―
プ
ル

ー
ス
ト
の
影
響
を
中
心
と
し
て
」『
広
島
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
』

二
十
四
号
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
八
‐
四
三
九
頁
、
他
。 

 

第
一
節 

堀
辰
雄
と
フ
ラ
ン
ス 

 

（
一
） 

神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
一
年(

一
九
二
二)

八
月
九
日
『
堀
辰
雄
全
集

第
八
巻
』
五
頁
。 

（
二
） 

神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
十
七
日
付
『
堀
辰

雄
全
集
第
八
巻
』
六
‐
一
〇
頁
。 

（
三
） 

神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
四
年
十
一
月
八
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』

三
十
五
頁
。 

（
四
） 

軽
井
澤
に
は
じ
め
に
ゆ
く
、
ど
の
く
ら
い
居
る
か
解
つ
て
な
い
（
略
）

い
ま
君
は
佛
蘭
西
文
學
の
研
究
に
い
そ
し
ん
で
ゐ
る
筈
だ
―
し
か
し

と
か
く
文
學
の
研
究
は
し
や
う
の
な
い
怠
屈
と
親
し
い
も
の
だ 

友
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よ 

怠
屈
に
お
そ
は
れ
た
ら
遊
び
に
き
た
ま
へ 

七
月
い
つ
ぱ
い
た

ぶ
ん
僕
は
う
す
暗
い
部
屋
に
さ
び
し
ん
で
る
だ
ら
う 

で
な
け
（
れ
）

ば
浅
草
だ
（
神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
二
年
七
月
二
十
七
日
付
『
堀
辰
雄

全
集
第
八
巻
』
十
四
‐
十
五
頁
。
） 

（
五
） 

「
作
家
に
な
る
こ
と
は
仲
々
ひ
と
り
で
は
出
來
な
い
こ
と
だ
。
あ
の

ラ
ン
ボ
オ
す
ら
さ
う
だ
つ
た
の
だ
。
（
略
）
僕
は
幸
ひ
充
分
に
信
じ
て

ゐ
る
先
輩
と
し
て
芥
川
龍
之
介
氏
、
室
生
犀
星
氏
を
持
ち
得
て
ゐ
る
。
」

(

神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
五
年
四
月
二
十
五
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八

巻
』
三
十
九
頁
。) 

（
六
） 

「
僕
は
や
つ
と
ア
ル
テ
ユ
ル
・
ラ
ン
ボ
ウ
論
を
書
い
て
し
ま
つ
た
。
」

神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
五
年
八
月
十
一
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』

四
十
二
頁
。 

（
七
） 

「
ド
ウ
シ
テ
ヰ
ル
？
（
略
）
ソ
レ
カ
ラPR

O
U

ST
ヲ
早
ク
君
ノ
物

ニ
セ
ヨ
」
神
西
清
宛
書
簡
昭
和
三
年
八
月
三
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八

巻
』
四
十
九
頁
。 

（
八
） 

「
十
一
月
號
に
間
に
合
ふ
や
う
に
、
小
説
一
篇
と
誰
か
の
プ
ル
ウ
ス

ト
論
を
送
れ
。
今
度
は
、
間
に
合
は
せ
ぬ
と
、
承
知
し
な
い
ぞ
！
」
神

西
清
宛
書
簡
昭
和
三
年
九
月
十
六
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
五
十

二
頁
。 

「
ヂ
ツ
ド
か
プ
ル
ウ
ス
ト
の
詩
（Poem

）
を
論
じ
る
や
う
な
事
は
出

來
ぬ
か
？
」
神
西
清
宛
書
簡
昭
和
四
年
四
月
五
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第

八
巻
』
五
十
八
頁
。 

（
九
） 

「「D
orian G

ray

の
畫
像
」
を
少
く
と
も
讀
む
べ
き
小
説
だ
、
可
也

影
響
さ
れ
る
處
が
あ
る
。
」
神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日

付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
十
一
頁
。 

（
一
〇
） 

「
そ
れ
か
ら
一
寸
面
倒
な
お
願
ひ
で
す
が
、
寺
町
通
り
の
例
の
京

屋
と
い
ふ
本
屋
で
、
（
飾
り
窓
に
ジ
イ
ド
全
集
な
ど
と
一
緒
に
陳
列

し

て

あ

つ

た

の

で

す

が(( 
La 

R
evue 

de 
Littérature 

C
om

parée ( ? ) )) (

比
較
文
學
評
論)

と
い
ふ
雑
誌
の
「
プ
ウ
シ
キ

ン
特
輯
號
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
の
を
見
か
け
た
こ
と
を
、
友
人
の
神

西
清
に
話
し
ま
し
た
が
、
是
非
そ
れ
を
欲
し
い
由
、
申
し
ま
す
の
で
、

貴
兄
に
お
願
ひ
し
て
も
し
そ
れ
が
ま
だ
京
屋
に
あ
つ
た
ら
、
大
至
急

で
神
西
の
方
へ
直
接
本
屋
か
ら
代
金
引
換
に
て
お
送
り
下
さ
る
や

う
に
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
）
」
大
山
定
一
宛
書
簡
昭
和
十
二

年
七
月
十
七
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
一
三
六
‐
一
三
七
頁
。 

（
十
一
） 

 

昭
和
二
十
三
年
五
月
六
日
付
小
林
秀
雄
か
ら
の
書
簡
「
先
日
神
西

君
か
ら
の
言
づ
け
で
君
か
ら
拜
借
し
た
本
の
事
を
訊
ね
ら
れ
た
が
、

申
し
譯
な
い
事
だ
が
、
ど
う
し
て
も
見
當
ら
な
い
の
だ
よ
。（
略
） l

’

art poétique 

の
方
は
、
數
年
前
に
再
讀
し
よ
う
と
し
て
探
し
て
見

當
ら
な
か
つ
た
。
あ
れ
が
君
の
本
で
あ
つ
た
事
も
忘
れ
て
ゐ
た
仕
末
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で
す
。 R

im
baud 

の
方
は
近
頃
ま
で
あ
つ
た
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ

の
方
は
捜
せ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
」『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
三
二
五

頁
。 

（
十
二
） 
―
「
遊
び
に
来
な
い
か
。
そ
の
時
コ
ク
ト
オ
の
「L’A

nge 

H
eurtebise 

」
を
持
つ
て
き
て
く
れ
た
ま
へ
。
頼
む
。
」
葛
卷
義

敏
宛
書
簡
昭
和
四
年
八
月
二
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
五
十

九
‐
六
〇
頁
。 

―
「
「
プ
ル
ウ
ス
ト
の
「
ゲ
ル
マ
ン
ト
」
を
有
難
う
。
毎
日
元
氣
よ

く
暮
ら
し
て
ゐ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
五
月
に
ち
よ
つ
と
東
京
に
歸
る
か

も
知
れ
ぬ
。
そ
の
と
き
又
コ
ク
ト
オ
の
「
白
い
本
」
を
借
り
た
い
。（
但
、

歸
京
の
こ
と
は
内
緒
に
し
て
ゐ
て
く
れ
た
ま
へ
。
）
」
葛
卷
義
敏
宛
書
簡

昭
和
六
年
四
月
十
六
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
七
〇
頁
。 

―
「
僕
は
君
に
プ
ル
ウ
ス
ト
の
《 jeunes filles 
》
を
讀
む
こ
と

を
す
す
め
た
い
。
」
葛
卷
義
敏
宛
書
簡
昭
和
六
年
五
月
五
日
付
『
堀
辰
雄

全
集
第
八
巻
』
七
十
一
頁
。 

―
「( C

ela ne te regarde pas ) 

コ
ク
ト
オ
が
好
き
な
言
葉
」
葛

卷
義
敏
宛
書
簡
昭
和
八
年
十
二
月
三
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
八

十
八
頁
。 

（
十
三
） 

矢
内
原
伊
作
か
ら
の
昭
和
二
十
五
年
六
月
二
十
九
日
付
書
簡
「
最

近
フ
ラ
ン
ス
か
ら
か
な
り
頻
繁
に
書
物
が
く
る
や
う
に
な
り
ま
し

た
」
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
四
三
三
頁
。 

（
十
四
） 

遠
藤
周
作
か
ら
の
昭
和
二
十
五
年
五
月
十
六
日
付
書
簡
「
實
は
私
、

急
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
の
方
に
留
學
い
た
す
事
と
き
ま
り
近
々

の
裡
に
船
出
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
や
く
三
年
程
、
向
ふ
に
い

つ
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
」
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
四
二
七
頁
。 

（
十
五
） 

「
「
死
の
影
の
下
に
」
を
書
い
て
ゐ
る
中
村
真
一
郎
は
、
（
中
略
）

い
つ
も
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
の
籐
椅
子
の
上
で
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
本

ば
か
り
讀
ん
で
ゐ
る
や
う
な
男
だ
。
こ
の
冬
も
ず
つ
と
僕
の
隣
り
村

で
暮
ら
し
て
ゐ
て
、
と
き
ど
き
遊
び
に
く
る
が
、
そ
の
と
き
は
い
つ

も
そ
の
一
里
ば
か
り
の
道
を
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の

小
説
な
ど
讀
み
な
が
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
や
つ
て
來
る
。
そ
れ
く
ら
ゐ
の
本

好
き
だ
か
ら
、
實
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
よ
く
讀
ん
で
ゐ
る
。
彼
の
話

を
き
い
て
ゐ
る
だ
け
で
、
僕
ま
で
こ
の
頃
、
い
つ
ぱ
し
フ
ラ
ン
ス
の

新
し
い
詩
や
小
説
の
通
に
な
り
だ
し
た
。
（
中
略
）
福
永
武
彦
は
、

中
村
と
大
の
仲
良
し
で
、
中
學
か
ら
一
高
と
ず
つ
と
同
級
で
、
大
學

も
佛
文
科
を
四
五
年
前
に
一
し
ょ
に
出
た
。
」
「E

in Zw
ei D

rei

」

初
出
「
若
い
人
達
」
『
高
原
』
第
一
號
、
鳳
文
書
林
、
昭
和
二
十
一

年
八
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
一
五
三
‐
一
五
四
頁
。 

（
十
六
） 
「
御
は
が
き
と
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
あ
り
が
た
く
い
た
ゞ
き
ま
し
た
」

三
好
達
治
、
昭
和
八
年
九
月
三
十
日
付
書
簡
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
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四
十
一
頁
。 

（
十
七
） 

「
最
近
に
私
が
も
っ
と
も
愛
讀
し
た
作
家
の
一
人
は
フ
ラ
ン
ス
の

カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
モ
オ
リ
ア
ッ
ク
だ
。
」
「
「
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
文
藝

叢
書
」
推
薦
の
辭
」
、
『
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
文
藝
叢
書
』
全
十
卷
、
甲

鳥
書
林
、
の
た
め
の
「
内
容
見
本
」
、
昭
和
十
七
年
『
堀
辰
雄
全
集
』

第
四
巻
三
〇
六
頁
。 

「
現
代
作
家
の
中
で
誰
が
一
番
好
き
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
僕
は
躊

躇
せ
ず
に
モ
オ
リ
ア
ッ
ク
の
名
を
挙
げ
る
だ
ら
う
。
」
「
モ
オ
リ
ア
ッ

ク
の
こ
と
」
初
出
「
モ
オ
リ
ア
ツ
ク
禮
讃
」
『
作
品
』
第
七
卷
第
三

號
、
昭
和
十
一
年
三
月
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
九
十
二
頁
。 

（
十
八
） 

「
プ
ル
ー
ス
ト
の
こ
の
大
作
は
一
生
讀
み
つ
づ
け
た
い
と
私
は
思

つ
て
ゐ
る
。
」
「
私
の
プ
ル
ー
ス
ト
」
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
全

七
卷
十
三
分
冊
、
新
潮
社
版
の
「
内
容
見
本
」
、
昭
和
二
十
八
年
『
堀

辰
雄
全
集
第
四
巻
三
〇
九
頁
。 

（
十
九
） 

「
ラ
ジ
ィ
ゲ
が
「
舞
踏
會
」
を
マ
ダ
ム
・
ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

の
「
ク
レ
エ
ヴ
公
夫
人
」
の
影
響
の
下
に
書
い
た
や
う
に
、
僕
も
古

雅
な
味
は
ひ
の
あ
る
小
説
を
書
い
て
見
た
い
も
の
で
す
。
」「
更
級
日

記
な
ど
」
初
出
「
「
更
級
日
記
」
な
ど
」
『
文
藝
懇
話
會
』
「
日
本
古

典
文
藝
と
現
代
文
藝
」
特
集
號
、
第
一
巻
第
五
號
、
昭
和
十
一
年
五

月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』
二
三
六
頁
。 

（
二
〇
） 

「
も
う
一
つ
枕
許
に
あ
る
の
は
、「
ル
ヴ
ュ
・
ド
・
ラ
ア
ル
」
の
古

い
號
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
J
・
E
・
ブ
ラ
ン
シ
ェ
の
描
い
た
現
代
作

家
の
肖
像
が
數
枚
載
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
に
レ
エ
モ
ン
・
ラ
ジ
ィ
ゲ

の
肖
像
も
あ
る
。
」
「
狐
の
手
套
・
三
」
『
本
』
第
三
號
、
昭
和
八
年

四
月
『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』
三
一
八
頁
。 

（
二
十
一
） 

「
彼
の
詩
は
死
に
似
て
ゐ
る
。（
中
略
）
コ
ク
ト
オ
の
詩
の
主
題

と
し
て
擇
が
れ
る
も
の
は
、
鳩
で
あ
り
、
薔
薇
で
あ
り
、
死
で
あ

る
。
」「
外
國
文
學
に
つ
い
て
」
う
ち
「
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
」『
創

作
月
刊
』
第
二
巻
第
一
號
、
昭
和
四
年
一
月
、『
堀
辰
雄
全
集
第
四

巻
』
一
六
五
‐
一
七
三
頁
。 

（
二
十
二
） 

「
「
窓
」( Les Fenêtres )

は
、
ラ
イ
ネ
ル
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ

が
そ
の
晩
年
に
餘
技
と
し
て
佛
蘭
西
語
で
試
み
た
い
く
つ
か
の
小

さ
な
詩
集
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ

つ
た
二
三
の
箇
處
を
河
盛
好
藏
さ
ん
の
教
示
を
受
け
た
り
な
ど
し

て
、
再
び
そ
れ
を
す
つ
か
り
譯
し
直
し
て
み
た
の
が
、
即
ち
此
處

に
載
せ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
」
『
晩
夏
』
甲
鳥
書
林
、
昭
和

十
六
年
九
月
、
巻
末
記
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
二
一
頁
。 

昭
和
十
六
年
六
月
十
二
日
付
書
簡
「
そ
の
節
の
リ
ル
ケ
の
「
窓
」

の
詩
の
な
か
のⅡ

の
第
二
節
の
最
後
の
行
は
「
お
前
が
こ
の
過
剰

な
る
も
の
（
そ
れ
を
夢
み
る
こ
と
が
私
を
と
め
る
の
で
あ
る
が
）



１５４ 
 

そ
れ
を
私
に
與
へ
る
こ
と
が
出
來
る
だ
ら
う
あ
と
い
ふ
疑
ひ
」
と

解
す
べ
き
だ
と
、
今
日
あ
の
詩
を
再
讀
し
て
氣
が
つ
き
ま
し
た 

文
法
的
に
言
つ
て
も
、
こ
の
解
が
正
し
く
、le doute 

の
次
の 

que 
は le soldat que je suis ( 

兵
隊
で
あ
る
と
こ
ろ
の
自

分) 
な
ど
の que 

と
同
じ
く
述
語
的 que 

で
あ
り
、
ま
た tu 

quisse 
と
接
續
法
を
使
つ
て
あ
り
ま
す
の
は doute 

と
い
ふ
疑

問
の
言
葉
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
」『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
一

一
二
‐
一
一
三
頁
。 

 第
二
節 

芥
川
と
堀
辰
雄 

 

一 

堀
辰
雄
に
お
け
る
芥
川 

 

（
一
） 

「
詩
人
も
計
算
す
る
」
、
初
出
「
藝
術
の
た
め
の
藝
術
に
つ
い
て
」
、

『
新
潮
』
第
二
十
七
卷
第
二
號
、
昭
和
五
年
二
月
號 

（
二
） 

進
藤
純
孝
「
堀
辰
雄
と
芥
川
龍
之
介
」『
國
文
學
』
第
八
巻
第
九
号
、

學
燈
社
、
五
十
九
‐
六
〇
頁
。
室
生
犀
星
「
杏
っ
子
」
芥
川
に
堀
を
紹

介
す
る
く
だ
り
「
あ
、
そ
う
か
、
ぢ
ゃ
堀
君
を
時
ど
き
行
く
や
う
に
言

っ
て
置
か
う
。
」 

（
三
） 

萩
原
朔
太
郎
「
芥
川
龍
之
介
の
死
」
、
『
改
造
』
昭
和
二
年
九
月
號
、

『
萩
原
朔
太
郎
全
集
第
九
巻
』
筑
摩
書
房
、
二
八
九
頁
。 

（
四
） 

『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
六
頁
。 

（
五
） 

進
藤
純
孝
「
堀
辰
雄
と
芥
川
龍
之
介
」『
國
文
學
』
第
八
巻
第
九
号
、

學
燈
社
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
五
十
九
‐
六
十
四
頁
。
宮
坂
覺
「
『
芥

川
龍
之
介
論
』
―
〈
ず
ん
ず
ん
御
進
み
な
さ
い
〉
〈
冷
静
に
〉
の
反
復

―
『
国
文
学
』
第
六
十
一
巻
九
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
九
月
、
一

二
四
‐
一
二
八
頁
。 

（
六
） 

夏
目
漱
石
大
正
五
年
二
月
十
九
日
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
「
拝
啓
新
思

潮
の
あ
な
た
の
も
の
と
久
米
君
の
も
の
と
成
瀬
君
の
も
の
を
読
ん
で

見
ま
し
た
あ
な
た
の
も
の
は
大
変
面
白
い
と
思
ひ
ま
す
〔
中
略
〕
ず
ん

ず
ん
御
進
み
な
さ
い
」
『
漱
石
全
集
第
二
十
四
卷
』
岩
波
書
店
、
一
九

九
七
年
二
月
、
五
一
〇
‐
五
一
一
頁
。 

（
七
） 

「
僕
は
幸
ひ
充
分
に
信
じ
て
ゐ
る
先
輩
と
し
て
芥
川
龍
之
介
氏
、
室

生
犀
星
氏
を
持
ち
得
て
ゐ
る
。
」
神
西
清
宛
書
簡
大
正
十
五
年
四
月
二

十
五
日
付
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
三
十
九
頁
。 

（
八
） 

神
西
清
「
彼
に
と
っ
て
芥
川
さ
ん
は
師
で
あ
る
と
同
時
に
詩
友
で
も

あ
っ
た
。
（
中
略
）
君
と
な
ら
安
心
し
て
詩
の
話
が
で
き
る
、
と
芥
川

さ
ん
は
語
っ
た
と
い
う
。
」
、「
堀
辰
雄
文
学
史
入
門
」（
昭
和
二
十
五
年
）
、

新
潮
社
版
『
堀
辰
雄
集
』
の
た
め
の
執
筆
、
『
神
西
清
全
集
第
六
巻
』

文
治
堂
書
店
、
三
六
九
頁
。
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
八
頁
。
萩
原
朔
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太
郎
「
芥
川
竜
之
介
―
彼
は
詩
を
熱
情
し
て
ゐ
る
小
説
家
で
あ
る
」『
芥

川
竜
之
介
の
死
』『
改
造
』
昭
和
二
年
九
月
號
、『
萩
原
朔
太
郎
全
集
第

九
巻
』
筑
摩
書
房
。 

（
九
） 

「
芥
川
さ
ん
は
二
十
日
お
い
で
に
な
つ
た
。
（
略
）
室
生
さ
ん
は
今

日
お
歸
り
に
な
り
ま
す
。（
略
）「
赤
と
黒
」
は
こ
な
い
だ
讀
み
終
へ
た
。
」

上
條
松
吉
宛
大
正
十
四
年
八
月
二
十
四
日
付
書
簡
『
堀
辰
雄
全
集
第
八

巻
』
二
十
七
頁
。 

（
一
〇
） 

神
西
清
「
そ
の
初
稿
は
芥
川
さ
ん
に
目
を
通
し
て
も
ら
っ
た
も
の

だ
そ
う
で
、
堀
辰
雄
に
は
懐
か
し
い
思
い
出
の
あ
る
作
品
ら
し
い
。
」

「
堀
辰
雄
文
学
史
入
門
」（
昭
和
二
十
五
年
）
、
新
潮
社
版
『
堀
辰
雄
集
』

の
た
め
の
執
筆
、『
神
西
清
全
集
第
六
巻
』
文
治
堂
書
店
、
三
六
九
頁
。

『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
八
頁
。 

（
十
一
） 

芥
川
龍
之
介
大
正
十
五
年
三
月
二
十
日
付
書
簡
「
お
父
さ
ん
に
そ

ん
な
事
は
し
な
い
で
も
よ
い
の
だ
と
言
つ
て
く
れ
給
へ
、
長
命
寺
の
櫻

も
ち
の
い
つ
の
間
に
か
餡
の
よ
く
な
つ
て
ゐ
る
の
に
驚
い
た 
世
の

中
は
三
日
見
ぬ
ま
に
櫻
も
ち
と
言
ふ
氣
が
し
た 

僕
は
俗
用
の
爲
今

月
は
何
も
書
け
ず
不
愉
快
こ
の
上
な
し 

頓
首
」
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻

一
』
十
四
頁
。 

 

二 

堀
辰
雄
「
芥
川
龍
之
介
論
」 

 （
一
） 

昭
和
三
年
一
月
十
七
日
付
室
生
犀
星
か
ら
の
書
簡
「
で
き
得
る
だ
け

養
生
な
さ
る
べ
く
、
芥
川
騒
動
以
來
の
疲
労
が
、
出
た
も
の
な
ら
ん
と

思
ふ
、
」
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』16

頁
。
昭
和
三
年
四
月
二
十
六
日

付
葛
卷
義
敏
宛
書
簡
「
あ
と
は
相
變
ら
ず
死
の
傍
ら
で
苛
々
し
て
ゐ

る
。
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』
四
十
七
頁
。 

（
二
） 

昭
和
三
年
十
月
五
日
付
神
西
清
宛
書
簡
「
殆
ど
一
日
の
す
べ
て
の
時

間
を
、
芥
川
全
集
の
編
輯
に
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」『
堀
辰
雄
全
集

第
八
巻
』
五
十
三
頁
。 

（
三
） 

「
芥
川
龍
之
介
を
論
ず
る
の
は
僕
に
と
つ
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
彼
が
僕
の
中
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
」

卒
論
「
芥
川
龍
之
介
論
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
五
九
頁
。 

（
四
） 

卒
論
「
芥
川
龍
之
介
論
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
六
〇
頁
。 

（
五
） 

「
福
永
武
彦
は
も
つ
と
も
よ
く
堀
辰
雄
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
現
代
作
家
で

あ
る
。
」
佐
々
木
基
一
「
憧
憬
の
美
学
・
堀
辰
雄
と
福
永
武
彦
」『
國
文

學
』
第
三
十
九
巻
二
号
至
文
堂
一
九
七
四
年
二
月
、
一
〇
頁
。 

（
六
） 

「
堀
辰
雄
は
芥
川
龍
之
介
に
よ
つ
て
眼
を
開
か
れ
は
し
た
が
、
そ
の

眼
は
彼
の
固
有
の
眼
で
あ
り
、
ま
た
芥
川
の
「
死
そ
の
も
の
」
に
よ
つ

て
開
か
れ
た
以
上
そ
れ
は
死
を
内
蔵
す
る
眼
と
呼
ん
で
も
間
違
ひ
で

は
な
か
つ
た
。
」
福
永
武
彦
「
私
に
と
つ
て
の
堀
辰
雄
」『
國
文
學
』
第
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二
十
二
巻
第
九
号
、
學
燈
社
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
七
頁
。 

（
七
） 

中
村
眞
一
郎
「
堀
さ
ん
は
芥
川
を
た
え
ず
意
識
し
な
が
ら
仕
事
を
し

た
よ
ね
。
そ
れ
は
徹
底
し
て
そ
う
な
ん
だ
。
「
聖
家
族
」
な
ど
で
小
説

の
テ
ー
マ
に
芥
川
さ
ん
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
し
、（
略
）「
曠
野
」
に

し
て
も
出
来
上
り
か
ら
み
る
と
、
芥
川
の
「
六
の
宮
の
姫
君
」
み
た
い

な
、
芥
川
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
」「
堀
さ
ん
の
こ
と
、
福
永
の

こ
と(

座
談
会)

」（
中
村
眞
一
郎 

加
藤
周
一 

堀
多
恵
子
）〔
芥
川
・
堀
・

福
永
の
文
學
〕
に
お
け
る
発
言
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
月
報
十
一
』
筑

摩
書
房 

昭
和
五
十
五
年
十
月
、
五
‐
六
頁
。 

（
八
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
六
〇
頁
。 

（
九
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
六
三
‐
五

六
四
頁
。 

（
一
〇
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
八
六
頁
。 

（
十
一
） 

高
木
雅
惠
「
芥
川
と
メ
リ
メ 

―
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

―
」
『C

O
M

PA
R

ATIO

』vol.16

九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
学
府

比
較
文
化
研
究
会 

二
〇
一
二
年
十
二
月
一
‐
十
四
頁
。 

（
十
二
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
九
一
頁
。 

（
十
三
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
八
八
頁
。 

（
十
四
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
九
四
頁
。 

（
十
五
） 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
卒
論
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
五
九
一
頁 

（
十
六
） 

「
吾
人
の
賞
美
す
る
建
築
は
、
そ
の
建
築
家
が
目
的
に
よ
く
副
ふ

や
う
な
手
段
を
用
ひ
て
、
そ
の
柱
が
、
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
麗
は
し
き

人
像
柱
の
如
く
、
上
に
か
か
る
重
み
を
苦
も
な
く
輕
々
と
支
へ
て
ゐ

る
や
う
な
建
築
で
あ
る
。
」
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
「
詩
人
も
計
算

す
る
」
、
初
出
「
詩
的
精
神
」
、
『
帝
國
大
学
新
聞
』
昭
和
四
年
五
月

十
三
日
発
行
。
『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』
二
〇
一
頁
。 

（
十
七
） 

「
詩
人
も
計
算
す
る
」
、
初
出
「
詩
的
精
神
」
、
『
帝
國
大
学
新
聞
』

昭
和
四
年
五
月
十
三
日
発
行
。『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』
二
〇
一
頁
。 

 

三 

堀
辰
雄
と
メ
リ
メ 

 

（
一
） 

「
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
姿
」
『
世
界
短
篇
全
集
』
全
七
巻
、
河
出
書
房
、

昭
和
十
一
年
四
月
～ 

（
二
） 

窪
川
鶴
次
郎
「
「
驢
馬
」
時
代
の
堀
と
の
こ
と
」
『
文
藝
』
（
特
集
、

堀
辰
雄
追
悼
號
）
第
十
卷
第
八
號
、
河
出
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、

四
十
六
頁
。 

（
三
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
二
四
‐
二
二
五
頁
。 

（
四
） 

「
「
マ
ダ
マ
・
ル
ク
レ
チ
ア
小
路
」
と
い
う
の
は
、
メ
リ
メ
晩
年
の

遺
作
で
、
堀
辰
雄
の
少
年
時
代
か
ら
の
愛
誦
篇
で
あ
っ
た
。
」
神
西
清

「
堀
文
学
の
魅
力
」『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座14

堀
辰
雄
』
中
村
真
一
郎
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編
、
角
川
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
一
〇
月
、
二
四
四
頁 

（
五
） 

「
大
へ
ん
御
無
沙
汰
い
た
し
て
を
り
ま
し
て
申
訣
あ
り
ま
せ
ん
。
此

度
「
メ
リ
メ
全
集
」
に
小
生
も
「
イ
ル
・
ヴ
イ
コ
ロ
・
デ
ィ
・
マ
ダ
マ
・

ル
ク
レ
チ
ア
」
の
一
篇
を
譯
し
ま
し
た
の
で
甚
だ
拙
譯
な
が
ら
先
生
に

は
何
か
御
興
味
も
お
あ
り
に
な
る
か
と
存
じ
一
部
お
送
り
し
て
置
き

ま
し
た
。
」
昭
和
十
四
年
三
月
一
日 

佐
藤
春
夫
宛
書
簡
『
堀
辰
雄
全

集
第
八
巻
』
二
〇
〇
‐
二
〇
一
頁
。 

（
六
） 

「
私
は
小
時
か
ら
こ
の
短
篇
に
親
し
み
、
商
品
「
あ
ひ
び
き
」
の
な

か
で
そ
の
一
場
面
を
借
り
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
と
き
メ
リ
メ

エ
の
作
品
を
何
か
譯
せ
と
言
は
れ
た
を
り
、
自
分
か
ら
こ
の
短
篇
を
選

ん
だ
。
一
九
三
八
年
冬
の
譯
。
」「
自
作
に
つ
い
て
」「
「
堀
辰
雄
作
品
集

第
五
、
菜
穂
子
」
あ
と
が
き
」
『
堀
辰
雄
小
品
集
・
作
品
集
』
角
川
書

店
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
四
六
‐
二
四

七
頁
。 

（
七
） 

福
永
武
彦
「
堀
辰
雄
と
外
国
文
学
と
の
多
少
の
関
係
に
つ
い
て
」『
近

代
文
学
鑑
賞
講
座14

堀
辰
雄
』
中
村
真
一
郎
編
、
角
川
書
店
、
昭
和

三
十
三
年
一
〇
月
、
二
八
五
‐
二
六
七
頁
。 

（
八
） 

「
あ
ひ
び
き
」
、『
文
科
』
第
参
輯
、
春
陽
堂
、
昭
和
六
年
十
二
月
二

十
五
日
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
一
七
六
頁
。 

（
九
） 

昭
和
二
十
五
年
十
月
十
一
日 

神
西
清
宛
書
簡
『
堀
辰
雄
全
集
第
八

巻
』
四
〇
六
‐
四
〇
七
頁
。
昭
和
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日 

神
西
清

か
ら
の
書
簡
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
一
』
四
六
三
頁
。 

 

第
三
節 

『
聖
家
族
』 

 

（
一
） 

中
村
真
一
郎
「
堀
辰
雄
―
そ
の
前
期
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
『
ユ
リ

イ
カ
』
昭
和
五
十
三
年
九
月
号
、
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
六
十
四
‐

六
十
五
頁
。 

（
二
） 

「
『
聖
家
族
』
の
な
か
で
―
こ
の
小
説
の
主
題
そ
の
も
の
が
、
堀
に

お
け
る

芥
川

、

、

問
題

、

、

、
芥
川
と
堀
と
の
関
係
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
―
」（
強
調
は
原
文
に
よ
る
）「
あ
る
文
学
的
系
譜 

―
芥
川
・
堀
・

立
原
」
中
村
真
一
郎
『
堀
辰
雄
全
集
別
巻
二
』
三
十
二
頁
。 

「
そ
も
そ
も
堀
辰
雄
の
厳
密
な
意
味
で
、
芥
川
歿
後
の
第
一
作
、
文

學
的
出
發
の
記
念
作
と
い
う
べ
き
『
聖
家
族
』
の
主
題
は
、「
芥
川
・
堀
・

関
係
」
で
あ
る
。
」
中
村
眞
一
郎
「
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
月
報
４
」
、
筑

摩
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
、
八
頁
。 

（
三
） 

「
「
聖
家
族
」
は
芥
川
か
ら
遠
ざ
か
る
最
初
の
一
歩
で
あ
っ
た
。
が

同
時
に
、
堀
辰
雄
は
こ
の
小
説
を
完
成
す
る
こ
と
で
、
芥
川
文
学
の
も

つ
と
も
正
当
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
の
で
あ
る
。
」
三
好
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行
雄
「
堀
辰
雄
の
山
脈
」『
國
文
學
』
至
文
堂
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
、

四
十
八
頁
。「
『
聖
家
族
』（
昭
和
五
年
）
は
、（
略
）
芥
川
の
死
を
経
糸

と
し
た
作
品
で
あ
る
。
」
谷
田
昌
平
「
堀
辰
雄
の
生
涯
と
文
学
」『
國
文

學
』
第
八
卷
第
九
号
、
學
燈
社
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
、
十
七
頁
。 

（
四
） 

「
「
堀
辰
雄
作
品
集
第
一
・
聖
家
族
」
あ
と
が
き
」『
堀
辰
雄
小
品
集
・

作
品
集
』
角
川
書
店
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
・
八
月
、
『
堀
辰
雄
全
集

第
四
巻
』
二
五
八
頁
。 

（
五
） 

「
「
聖
家
族
」
限
定
版
に
」
「
限
定
出
版
江
川
書
房
月
報
」
第
一
號
、

昭
和
七
年
二
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
〇
四
頁
。 

（
六
） 

「
聖
家
族
」
の
や
う
な
も
の
は
書
か
な
か
つ
た
方
が
ず
つ
と
よ
か
つ

た
の
だ
ら
う
と
作
者
は
思
つ
て
ゐ
る
。
」
堀
辰
雄
「
「
聖
家
族
」
限
定
版

に
」
、
「
限
定
出
版
江
川
書
房
月
報
」
第
一
號
、
昭
和
七
年
二
月
、
『
堀

辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
〇
四
頁
。 

 

一 

『
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
』 

 

（
一
） 

「
父
へ
の
手
紙
」
の
メ
モ
（
大
正
十
四
年
）『
堀
辰
雄
全
集
第
八
巻
』

三
〇
頁
。 

（
二
） 

「
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
」
に
」
、
「
限
定
出
版
江
川
書
房
月
報
」
第

六
號
、
昭
和
八
年
二
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
一
五
八
頁
。 

（
三
） 

三
島
由
紀
夫
『
文
章
読
本
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、

六
十
六
‐
六
十
七
頁
。 

（
四
） 

三
島
由
紀
夫
『
文
章
読
本
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、

六
十
三
頁
。 

（
五
） 

三
島
由
紀
夫
『
文
章
読
本
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、

六
十
七
‐
六
十
八
頁
。 

（
六
） 

「
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
」
に
」
、
「
限
定
出
版
江
川
書
房
月
報
」
第

六
號
、
昭
和
八
年
二
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
一
五
八
頁
。 

 

二 

『
聖
家
族
』 

 

（
一
） 

『
聖
家
族
』
初
出
『
文
藝
春
秋
』
昭
和
四
年
二
月
號
、
『
堀
辰
雄
全

集
第
一
巻
』
一
二
五
頁
。 

（
二
） 

「
小
説
の
こ
と
な
ど
―
モ
オ
リ
ア
ツ
ク
の
小
説
論
を
讀
ん
で
」
、『
新

潮
』
第
三
十
一
卷
第
七
號
、
昭
和
九
年
七
月
、『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』

二
二
八
‐
二
二
九
頁
。 

（
三
） 

『
聖
家
族
』
初
出
『
改
造
』（
昭
和
五
年
十
一
月
號
）『
堀
辰
雄
全
集

第
一
巻
』
一
五
三
頁
。 

（
四
） 
『
堀
辰
雄
小
品
集
・
作
品
集
』
角
川
書
店
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
・

八
月
（
（
「
自
作
に
つ
い
て
」「
「
堀
辰
雄
作
品
集
第
一
・
聖
家
族
」
あ
と
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が
き
」
）（
翌
年
上
梓
の
五
百
部
限
定
版
序
「
堀
辰
雄
文
学
入
門 

神
西

清
」
（
『
堀 

辰
雄
全
集
別
巻
二
』
十
一
頁
。
） 

（
五
） 
「
死
の
素
描
」
、
初
出
『
新
潮
』
第
二
十
七
巻
第
五
號
、
昭
和
五
年

五
月
號
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
五
月

八
〇
頁
。 

（
六
） 

田
中
保
隆
「
風
立
ち
ぬ
」
『
國
文
學
』
至
文
堂
、
昭
和
三
十
六
年
三

月(

七
十
九
頁) 

（
七
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
七
十
九
頁
。 

（
八
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
八
〇
頁
。 

（
九
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
三
九
九
頁
。 

（
一
〇
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
二
巻
』
十
四
頁
。 

（
十
一
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
二
巻
』
十
九
頁
。 

（
十
二
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
二
巻
』
十
九
頁
。 

 

三 

『
聖
家
族
』
「
序
」
の
「
風
」 

 

（
一
） 

新
潮
版
「
聖
家
族
」
の
「
序
」『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
一
七
頁
。 

（
二
） 

「
ヴ
ァ
レ
リ
イ
や
ジ
ィ
ド
が
若
い
時
分
に
や
っ
て
ゐ
た
同
人
雑
誌
を

一
週
間
許
り
前
に
本
郷
の
南
陽
堂
で
見
つ
け
て
買
つ
て
き
た
。
」
「
本
」

第
三
號
、
昭
和
八
年
四
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』
三
一
八
頁
。 

（
三
） 

「
こ
ん
ど
の
號
に
は
、
鈴
木
信
太
郎
先
生
か
ら
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の « 

N
arcisse parle » 

の
お
ん
譯
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
原
詩
は
、

ヴ
ァ
レ
リ
イ
が
ま
だ
モ
ン
ペ
リ
エ
大
學
の
學
生
だ
つ
た
頃
、 « La 

C
onque » 

の
第
一
號
に
寄
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
」「
四
季
」
九
月
號
・

編
輯
後
期
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
四
巻
』
二
八
五

頁
。 

（
四
） 

「
堀
辰
雄
作
品
集
第
三
・
風
立
ち
ぬ
」
あ
と
が
き
」
『
堀
辰
雄
小
品

集
・
作
品
集
』
角
川
書
店
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
『
堀
辰
雄
全
集

第
四
巻
』
二
三
九
頁
よ
り
。 

（
五
） 

「
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
死
」
を
思
い
、
そ
の
悲
し
み
の
中
で
リ
ル
ケ

の
「
レ
ク
ヰ
エ
ム
」
を
読
み
、『
風
立
ち
ぬ
』
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
」

谷
田
昌
平
「
堀
辰
雄
と
大
和
」『
國
文
學
』
第
八
卷
第
九
号
、
學
燈
社
、

昭
和
三
十
八
年
七
月
四
十
三
頁
。 

（
六
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
五
〇
頁
。 

（
七
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
五
三
頁
。 

（
八
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
八
一
頁
。 

（
九
） 

『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
九
八
頁
。 

（
一
〇
） 

「
自
然
な
ん
ぞ
が
本
當
に
美
し
い
と
思
へ
る
の
は
死
ん
で
行
か
う

と
す
る
者
の
眼
に
だ
け
だ
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
八
三
頁
。 

（
十
一
） 

「
自
然
な
ん
ぞ
を
あ
ん
な
に
美
し
い
と
思
つ
た
の
は
お
れ
ぢ
や
な
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い
の
だ
。
そ
れ
は

お
れ
達

、

、

、

、

だ
つ
た
の
だ
（
中
略
）
節
子
の
魂
が
お

れ
の
眼
を
通
し
て
、
そ
し
て
」『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』
四
八
四
頁
。 

（
十
二
） 

「
私
達
の
幸
福
そ
の
も
の
の
完
全
な
繪
」
『
堀
辰
雄
全
集
第
一
巻
』

四
八
二
頁
。 

（
十
三
） 

中
村
眞
一
郎
か
ら
の
書
簡
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
下
旬
）『
堀
辰

雄
全
集
別
巻
一
』
四
七
八
頁
。 

（
十
四
） 

「
僕
は
本
箱
か
ら
鷗
外
の
「
即
興
詩
人
」
を
引
つ
ぱ
り
出
し
て
み

た
。
病
氣
を
す
る
と
こ
の
本
を
手
に
と
る
の
が
い
つ
の
間
に
や
ら
習

慣
み
た
い
に
な
つ
て
ゐ
る
。
」
初
出
「
狐
の
手
套
―
病
林
雑
記
―
」『
本
』

第
三
號
、
野
田
書
房
、
昭
和
八
年
四
月
、
『
堀
辰
雄
全
集
第
三
巻
』

三
一
六
頁
。 

（
十
五
） 

「
二
三
の
追
憶
」
『
向
陵
時
報
』
昭
和
十
七
年
、
詳
細
不
明
、
『
堀

辰
雄
全
集
第
四
巻
』
一
三
九
頁
。 

 

第
六
章 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
死
あ
る
い
は
美 

―
模
範
と
し
て
の
メ
リ
メ 

  

こ
の
章
は
、
二
〇
〇
七
年
第
三
十
七
回
広
島
近
代
文
学
研
究
会
、
及
び
、

二
〇
〇
八
年
春
季
日
本
比
較
文
学
会
九
州
支
部
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
た

「
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
死
あ
る
い
は
美
―
模
範
と
し
て
の
メ
リ
メ
―
」

『C
O

M
PA

R
ATIO

』vol.12

に
加
筆
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
本
文
引
用
は
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
』
新
潮
社
、
平
成
十

二
年
十
一
月
～
平
成
十
八
年
十
二
月
に
拠
り
、
初
出
が
分
か
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
示
し
た
。 

 

（
一
） 

『
婦
人
公
論
』
別
冊
付
録
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
、

初
出
。『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
一
巻
』
六
十
一
‐
六
十
三

頁
。 

（
二
） 

『
波
』
新
潮
社
、
昭
和
四
十
四
年
七
・
八
月
号
、
初
出
。『
決
定
版 

三

島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
四
巻
』
七
一
五
頁
。 

 

第
一
節 

三
島
由
紀
夫
と
フ
ラ
ン
ス
文
学 

 

（
一
） 

「
ラ
デ
ィ
ゲ
に
憑
か
れ
て
―
私
の
読
書
遍
歴
」
『
日
本
読
書
新
聞
』

日
本
読
書
新
聞
社
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
〇
日
、
初
出
。『
決
定
版 

三

島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
九
巻
』
一
四
六
頁
。 

（
二
） 

清
水
文
雄
宛
未
発
送
書
簡
、
昭
和
十
六
年
九
月
十
七
日
付
。
『
決
定

版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
八
巻
』
五
四
二
頁
。 

（
三
） 
「
俊
民
氏
に
教
へ
ら
れ
し
雰
囲
気
は
、
リ
ラ
ダ
ン
な
り
、
「
月
下
の

一
群
」
な
り
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
な
り
、
芥
川
龍
之
介
な
り
、
志
賀
直
哉
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な
り
、
マ
リ
イ
・
ロ
オ
ラ
ン
サ
ン
な
り
。
こ
れ
ら
は
我
が
既
に
自
ら
得

た
る
雰
囲
気
、
谷
崎
潤
一
郎
、
ワ
イ
ル
ド
、
レ
イ
モ
ン
・
ラ
ヂ
ィ
ゲ
、

堀
辰
夫
、
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
エ
、
郡
虎
彦
等
の
世
界
と
あ
や
し
き

混
淆
を
な
せ
り
。
」
「
平
岡
公
威
自
伝
」
、
未
詳
、
昭
和
十
九
年
二
月
二

十
八
日
付
。
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
六
巻
』
四
二
五
頁
。 

（
四
） 

「
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
」
『
ラ
デ
ィ
ゲ
全
集
』
中
央
公
論
社
、
昭

和
二
十
八
年
六
月
、
初
出
。『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
八
巻
』

八
十
二
‐
八
十
三
頁
。 

（
五
） 

「
一
冊
の
本
―
ラ
デ
ィ
ゲ
「
ド
ル
ヂ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
」
」『
朝
日
新

聞
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
一
日
、
初
出
。『
決
定
版 

三

島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
二
巻
』
六
二
四
‐
六
二
六
頁
。 

（
六
） 

「
本
の
こ
と
な
ど
」
参
考
作
品
、
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
八
日
付
。

『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
六
巻
』
三
四
〇
‐
三
四
一
頁
。 

（
七
） 

『
葉
隠
入
門
―
武
士
道
は
生
き
て
ゐ
る
』
カ
ッ
パ
・
ビ
ブ
リ
ア
、
昭

和
四
十
二
年
九
月
、
初
出
。『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
四
巻
』

四
七
五
頁
。 

（
八
） 

「
ク
レ
エ
ヴ
公
爵
夫
人
」
―
梅
田
晴
夫
訳
、
未
詳
・
昭
和
二
十
五
年

二
月
十
七
日
、
初
出
。『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
七
巻
』
二

七
八
‐
二
八
一
頁
。 

（
九
） 

「
ラ
デ
ィ
ゲ
」
参
考
作
品
、
未
詳
、
昭
和
十
五
年
頃
。
『
決
定
版
三

島
由
紀
夫
全
集
第
二
十
六
巻
』
八
十
二
頁
。 

（
一
〇
） 

注
（
二
）

に
同
じ
。 

（
十
一
） 

『
レ
ー
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
全
集
』
江
口
清
訳
、
東
京
創
元
社
、
昭

和
五
十
一
年
十
二
月
、
二
〇
二
頁
。 

 

第
二
節 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
メ
リ
メ 

 

（
一
） 

蔵
書
は
、
鈴
木
三
重
吉
編
『
世
界
童
話
』
春
陽
堂
、
昭
和
四
年
五
月

‐
昭
和
四
年
九
月
。 

（
二
） 

『
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
全
集
』
石
川
剛
、
杉
捷
夫
ほ
か
訳
、
河
出

書
房
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
‐
昭
和
十
五
年
一
〇
月
の
蔵
書
に
つ
い
て

は
、
島
崎
博
、
三
島
瑤
子
共
編
『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』
薔
薇
十
字

社
、
一
九
七
二
年
一
月
、
四
四
七
頁
。 

（
柳
田
国
男
の
『
遠
野
物
語
』
に
つ
い
て
）
嫁
と
折
合
の
わ
る
い
母
を

殺
す
倅
の
物
語
は
、
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
も
三
舎
を
避
け
る
迫
力
と

簡
勁
の
極
み
で
あ
る
。
こ
の
一
篇
熟
読
玩
味
す
れ
ば
、
小
説
と
は
い
か

な
る
も
の
か
が
わ
か
ら
う
。（
「
小
説
と
は
何
か
」
よ
り
。
）『
決
定
版
三

島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
四
巻
』
七
三
〇
頁
。（
『
波
』
新
潮
社
、
昭
和
四

十
五
年
一
月
号
） 

「
こ
こ
に
は
幾
多
の
怖
ろ
し
い
話
が
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
〔
中
略
〕
し
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か
し
メ
リ
メ
の
や
う
な
残
酷
な
簡
潔
さ
で
描
か
れ
た
こ
の
第
十
一
話

は
、
」（
「
柳
田
国
男
「
遠
野
物
語
」
―
名
著
再
発
見
」
よ
り
。
）『
決
定
版

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
六
巻
』
一
九
四
頁
。
（
『
読
売
新
聞
』
読
売
新

聞
社
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
十
二
日
）
な
ど
。 

（
三
） 

『
人
間
』
鎌
倉
文
庫
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
号
、
初
出
。『
決
定
版
三 

島
由
紀
夫
全
集
第
十
六
巻
』
四
四
一
‐
四
七
一
頁
。 

（
四
）

右
に
同
じ
、
四
六
五
頁
。 

（
五
） 

『
婦
人
公
論
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
二
十
五
年
一
～
一
〇
月
号
、
初

出
。
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
一
巻
』
三
六
五
‐
五
二
八
頁
。 

（
六
） 

右
に
同
じ
、
四
九
九
頁
。 

（
七
） 

『
メ
リ
メ
の
手
紙
』
春
陽
堂
版
、
昭
和
八
年
七
月
、
二
十
八
頁
。 

（
八
） 

第
一
節
注
（
七
）

に
同
じ
、
五
〇
六
頁
。 

 

第
三
節 

「
死
」
と
「
美
」 

 

一 

三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
「
死
」
と
「
美
」 

 

（
一
） 

「
―
天
才
ラ
デ
ィ
ゲ
は
二
十
歳
で
死
に
、
そ
の
や
う
な
傑
作
を
残
し

た
の
で
、
わ
た
し
も
二
十
歳
で
お
そ
ら
く
戦
争
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
で

あ
ら
う
自
分
を
ラ
デ
ィ
ゲ
の
像
に
仮
託
し
て
、
な
ん
と
か
ラ
デ
ィ
ゲ
を

自
分
の
ラ
イ
バ
ル
に
し
て
、
追
い
つ
か
う
と
す
る
目
標
に
こ
の
小
説
を

利
用
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
」
、
右
に
同
じ
、
四
七
五
頁
。 

（
二
） 

 

「
死
」
が
、
薄
い
紙
の
す
ぐ
後
で
、 

笑
っ
て
ゐ
る
。 

「
生
命
」
が
「
死
」
に
、 

女
を
ゆ
づ
ら
う
と
し
た
時
、 

お
ゝ 

ま
ば
ゆ
い
光
と
共
に
扉
が
開
か
れ
る
。 

 

「
聖

ひ
じ
り

な
る
女 

ク
リ
ス
マ
ス

紀マ

マ

念
」
よ
り 

「
こ
だ
ま
―
平
岡
小
虎
詩
集
」
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
初
出
。

『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
七
巻
』
一
六
四
頁
。 

（
三
） 

 
 

遠
い
も
の
は
皆
美
し
い 

そ
れ
ら
は
想
像
の
圏
内
に
あ
る
か
ら
。 

 

美
は
必
ず
善
を
伴
ふ
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。 

時
に
悪
の
美
は
善
の
そ
れ
に
勝
る
。 

 

美
に
接
近
し
て
は
い
け
な
い
。 
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硝
子
の
神
殿
に
い
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 

強
者
の
み
る
弱
者
の
美
は
、 

弱
者
の
み
る
強
者
の
美
よ
り
常
に
美
し
い
。 

 

光
を
な
げ
う
ち
、
そ
れ
と
闇
と
の
ふ
れ
あ
ふ 

瞬
間
を
見
ろ
。
そ
れ
は
美
だ
！ 

 

「
美
の
五
つ
の
二
行
詞
」
よ
り 

「
公
威
詩
集
１
」
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
四
日
、
初
出
。『
決
定
版
三
島

由
紀
夫
全
集
第
三
十
七
巻
』
三
三
七
‐
三
三
八
頁
。 

（
四
） 

「
暖
炉
で
は
白
樺
が
美
し
い
火
の
色
を
見
せ
て
焚
か
れ
て
い
た
。
」

（
『
盗
賊
』
第
一
章
「
物
語
の
発
端
」
よ
り
。
）
「
恋
の
終
局
そ
し
て
物

語
の
発
端
」
『
午
前
』
南
風
書
房
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
号
、
初
出
。

『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
一
巻
』
十
一
頁
。 

（
五
） 

『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
一
巻
』
九
‐
三
十
四
頁
。
エ
ピ
グ

ラ
ム
は
、
「
真
剣

グ

ラ

ン

ド

な・

恋
パ
ツ
シ
オ
ン

と
い
ふ
も
の
は
何
も
す
る
こ
と
の
な
い
人

間
の
特
権
な
ん
だ
。
―
オ
ス
カ
ァ
・
ワ
イ
ル
ド
『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
』
」

と
あ
る
。 

（
六
） 

「
自
殺
企
画
者
」
『
文
学
会
議
』
日
本
文
芸
家
協
会
編
、
講
談
社
、

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
号
、
初
出
。
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
一

巻
』
三
十
五
‐
七
十
一
頁
。 

（
七
） 

「
出
会
」『
思
潮
』
昭
森
社
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
号
、
初
出
。
『
決

定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
一
巻
』
七
十
二
頁
。 

（
八
） 

「
美
―
美
と
畏
怖
奴
は
恐
ろ
し
い
怕
か
な
い
も
ん
だ
よ
！
〔
中
略
〕

理
性
の
目
で
汚
辱
と
見
え
る
も
の
が
、
感
情
の
目
に
は
立
派
な
美
と
見

え
る
ん
だ
か
ら
な
あ
。
一
体

悪
行

ソ

ド

ム

の
中
に
美
が
あ
る
の
か
し
ら
ん
？

〔
略
〕
―
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
第
三
篇

の
第
三
、
熱
烈
な
る
心
の
懺 

悔
―
詞
」（
『
仮
面
の
告
白
』
第
一
章
エ

ピ
グ
ラ
ム
）
河
出
書
房
企
画
「
第
五
回
書
き
下
ろ
し
長
篇
小
説
」
『
仮

面
の
告
白
』
昭
和
二
十
四
年
七
月
、
初
出
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全

集
第
一
巻
』
一
七
四
頁
。 

（
九
）
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
理
想
は
、
美
し
く
生
き
、
美
し
く
死
ぬ
こ
と
で

あ
つ
た
。
わ
が
武
士
道
の
理
想
も
そ
こ
に
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
現

代
日
本
の
困
難
な
状
況
は
、
美
し
く
生
き
る
の
も
む
づ
か
し
け
れ
ば
、

美
し
く
死
ぬ
こ
と
は
も
つ
と
む
ず
か
し
い
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
。〔
中

略
〕
ひ
と
た
び
武
を
志
し
た
以
上
、
自
分
の
身
の
安
全
は
保
証
さ
れ
な

い
。
も
は
や
、
卑
怯
未
練
な
行
動
は
、
自
分
に
対
し
て
も
ゆ
る
さ
れ
ず
、

一
か
八
か
と
い
ふ
と
き
に
は
、
戦
つ
て
死
ぬ
か
、
自
刃
す
る
し
か
道
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
は
じ
め
て
人
間
は
美
し
く
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死
ぬ
こ
と
が
で
き
、
立
派
に
人
生
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
美
し

い
死
」『
平
和
を
守
る
も
の
』
田
中
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
、
初
出
。

『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
四
巻
』
四
四
〇
頁
。 

（
一
〇
）
「
―
男
の
や
る
仕
事
で
も
も
つ
と
も
荒
つ
ぽ
い
、
命
を
的
に
か
け
た

仕
事
で
、
し
か
も
こ
れ
ほ
ど
優
雅
と
美
を
本
質
と
す
る
仕
事
も
め
づ
ら

し
い
。
〔
中
略
〕
闘
牛
士
は
、
危
険
に
よ
つ
て
美
し
く
、
死
に
よ
つ
て
い

よ
い
よ
美
し
い
。
」
、「
闘
牛
士
の
美
」『
平
凡
パ
ン
チ
女
性
版
』
平
凡
社
、

昭
和
四
十
一
年
六
月
、
初
出
。
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
四

巻
』
一
三
〇
頁
。 

 
 

「
飛
行
機
が
美
し
く
、
自
動
車
が
美
し
い
よ
う
に
、
人
体
は
美
し
い
。

女
が
美
し
け
れ
ば
、
男
も
美
し
い
。
」
、
「
機
能
と
美
」
『
男
子
専
科
』
ス

タ
イ
ル
社
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
、
初
出
。
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全

集
第
三
十
五
巻
』
一
八
六
頁
。 

 

二 

メ
リ
メ
と
い
う
「
模
範
」 

 

（
一
）M

É
R

IM
É

E
, Prosper, Colom

ba et autres contes et nouvelles, 

C
harpentier, 1845, pp.319-320. 

（
二
） Ibid, pp.319-320. 

 

三 

『
憂
国
』 

 

（
一
） 

第
一
節
注
（
七
）

に
同
じ
、
四
七
五
頁
。 

（
二
） 

同
右
、
五
〇
六
頁
。 

（
三
） 

『
葉
隠
』
和
辻
哲
郎
・
古
川
哲
史
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
二
十
三
頁
。 

（
四
） 

『
小
説
中
央
公
論
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
冬
季
号
初

出
、
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
二
〇
巻
』
十
一
‐
三
十
九
頁
。 

（
五
） 

同
右
、
十
四
頁
。 

（
六
） 

同
右
、
十
五
頁
。 

（
七
） 

「
ラ
デ
ィ
ゲ
と
そ
の
作
品
」
未
詳
、『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
三

十
六
巻
』
十
四
頁
。 

（
八
） 

「
谷
崎
潤
一
郎
論
」『
朝
日
新
聞
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
七
年
十

月
十
七
日
、
初
出
。
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
二
巻
』
一
二

五
頁
。 

（
九
） 

「
文
芸
」
昭
和
三
十
三
年
一
月
、『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十

九
巻
』
二
七
七
‐
二
九
七
頁
。 

（
一
〇
） 

三
好
行
雄
「
〈
文
〉
の
ゆ
く
え
―
『
金
閣
寺
』
再
説
」『
國
文
学
』
至

文
堂
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
。 

（
十
一
） 
「
あ
と
が
き
」
『
文
化
防
衛
論
』
新
潮
社
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
初

出
、
『
決
定
版 

三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
五
巻
』
四
三
二
頁
。 
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お
わ
り
に 

 

（
一
） 

『
座
談
会 

明
治
文
学
史
』
柳
田
泉
、
勝
本
清
一
郎
、
猪
野
謙
二 

編
、

岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
、
四
二
三
頁
。 

               

    

【
参
考
文
献
】 

 

序
論 

 

大
浦
康
介
編
『
日
本
の
文
学
理
論
―
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
二
〇
一
五
年
三
月 

岡
崎
義
惠
『
勁
草
全
書 

文
藝
學
概
論
』
勁
草
書
房
、
昭
和
二
十
六
年
四
月 

折
口
信
夫
『
日
本
文
学
発
生
序
説
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
二
十
二
年 

柄
谷
行
人
『
定
本 

日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
六
年
九
月 

桑
原
武
夫
編
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
報
告 

文
学
理
論
の
研
究
』

岩

波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月 

小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史
Ｉ- Ⅴ

』
講
談
社
、
平
成
四
年 

杉
山
康
彦
『
こ
と
ば
の
芸
術
』
大
修
館
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
三
月 

竹
内
敏
雄
『
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
』
弘
文
堂
、
昭
和
二
十
七
年 

時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論
』
岩
波
書
店
、
昭
和
十
六
年 

土
方
定
一
『
日
本
文
学
研
究
基
本
叢
書 

近
代
日
本
文
学
評
論
史
』
法
政
大
学
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出
版
局
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月 

平
川
祐
弘
『
和
魂
洋
才
の
系
譜 

上
・
下
』
平
凡
社
、
平
成
十
八
年
九
月 

前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』
岩
波
現
代
文
庫
、
平
成
十
三
年
二
月 

坂
部
恵
『
か
た
り
』
筑
摩
書
房
、
平
成
二
〇
年 

吉
田
精
一
編
『
日
本
近
代
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』
清
水
弘
文
堂
、
昭
和

四
十
六
年
四
月 

吉
本
隆
明
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か 

Ⅰ

・Ⅱ

』
勁
草
書
房
、
昭
和
四

〇
年
五
月
一
〇
月 

『
岩
波
講
座 

文
學
７ 

文
學
の
方
法
』
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
九
年
五
月 

『
岩
波
講
座 

文
学
９ 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
歴
史
か
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
四

年
九
月 

『
新
文
學
論
全
集 

第
一
巻 

文
学
概
論
』
河
出
書
房
、
昭
和
十
五
年
十
一
月 

『
新
文
學
論
全
集 

第
三
巻 

批
評
・
鑑
賞
』
河
出
書
房
、
昭
和
十
六
年
一
月 

『
日
本
文
學
講
座
十
一 

明
治
時
代 

上
編
』
新
潮
社
、
昭
和
六
年
五
月 

 

第
一
章 

漱
石
と
メ
リ
メ
―
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
『
カ
ル
メ
ン
』

の
水
浴 

  

第
一
節 

『
カ
ル
メ
ン
』 

に
お
け
る
風
景 

 

- M
É

R
IM

É
E

, Prosper, Correspondance générale , établie et 

annotée par M
aurice Parturier avec la collaboration de Pierre 

Josserand et Jean M
allion, I-V

I, Paris, Le D
ivan, 1941-1947., 

V
II-XV

II, Toulouse, Publié avec le concours du C
entre N

ational 

de la R
echerche Scientifique, PR

IVAT, 1953-1964. 

- M
É

R
IM

É
E

, Prosper, N
otes d’un voyage dans le M

idi de la 

France, présentées par Pierre-M
arie A

uzas, Paris, A
dam

 B
rio, 

1989. 

- M
É

R
IM

É
E

, Prosper, Théâtre de Clara G
azul : rom

ans et 

nouvelles, B
ibliothèque de la Pléiade, Paris, G

allim
ard, 1978. 

-L’artiste : journal de la littérature et des beaux-art, t-1, 

L’Artiste, Paris, 1831-1838, G
enève, Slatkine reprints, 1972. 

-La Revue de Paris , t-X
X

II, t-X
X

IV, G
enève, Slatkine reprints, 

1972. 

 - D
A

R
C

O
S, X

avier, Prosper M
érim

ée, Paris, Flam
m

arion, 

1998. 

- H
O

V
E

N
K

A
M

P, Jan W
illem

, M
érim

ée et la Couleur Locale, 

Paris, société d’ édition “ Les belles lettres”, Phoenix, 1928.  

- TR
A

H
A

R
D

, Pierre, La Jeunesse de Prosper M
érim

ée (1803- 
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1834), t-I,II, Paris , C
ham

pion, 1925. 

 - B
E

R
K

E
LE

Y, G
eorge, The w

orks of G
eorge Berkeley, Bishop of 

Cloyne, edited by A
.A

.Luce and T.E
.Jessop, vol.1, B

ibliotheca 

B
ritannica Philosophica, London, N

elson, 1948. 

- C
E

RVA
N

TE
S SA

AV
E

D
R

A
, M

iguel de, L’ingénieux hidalgo 

D
on Q

uichotte de la M
anche ; N

ouvelles exem
plaires. D

on 

Q
uichotte traduction par C

ésar O
udin &

 François R
osset, 

R
evcue, 

corrigée 
&

 
annotée 

par 
Jean 

C
assou, 

N
ouvelles 

exem
plaires, 

traduction 
et 

notes 
par 

Jean 
C

assou, 

B
ibliothèque de la Pléiade, Paris, G

allim
ard, 2001. 

- M
O

R
N

E
T, D

aniel, La pensée française au XVIII e siècle, 11
e 

éd. , Paris, A
rm

and C
olin, 1965, c1926. 

- M
A

R
C

E
L, O

dile,

《 Le paysage com
m

e 

《 bien com
m

un 

》dans 

le projets de territoire 

》, Paysage visible, paysage invisible, la 

construction poétique du lieu , sous la direction d’O
dile M

arcel, 

Les C
ahiers de la com

pagnie du paysage 5, Lonrai, N
orm

andie, 

C
ham

p Vallon, 2008. 

- R
E

Q
U

E
N

A
, C

larisse,

《 A
utour de La V

énus de l’Ille et de 

‘ C
arm

en ’ de Prosper M
érim

ée : Le Thèm
e de l’eau et de 

l’altitude

》, Revue d’H
istoire Littéraire de la France, 101.6, 

Paris, Presses universitaire de France, 2001.  

- 
R

O
U

SSE
A

U
, 

Jean-Jacques, 
Les 

rêveries 
du 

prom
eneur 

solitaire, Paris, C
lassiques G

arnier, 1960. 

 

板
垣
鷹
穗
『
表
現
と
背
景
』
改
造
社
、
大
正
十
三
年 

裾
分
一
弘
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
絵
画
論
」
攷
』
中
央
公
論

美
術
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
二
月 

 

Ａ
・
コ
ル
バ
ン
『
音
の
風
景
』
小
倉
孝
誠 

訳
、
藤
原
書
店
、
平
成
九
年
九
月 

ア
ン
リ
・
ペ
リ
ュ
シ
ョ
『
マ
ネ
の
生
涯
』
河
盛
好
藏
、
市
川
慎
一
訳
、
講
談

社
、
昭
和
五
十
八
年
八
月 

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
『
日
本
の
風
景
・
西
欧
の
景
観
』
篠
田
勝
英
訳
、

講
談
社
現
代
新
書
、
平
成
二
年
六
月 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
絵
画
の
見
か
た
』
高
階
秀
爾
訳
、
白
水
社
、
平
成
十

五
年
十
一
月 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
芸
術
と
文
明
』
河
野
徹
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭

和
五
〇
年
十
二
月 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
風
景
画
論
』
佐
々
木
英
也 

訳
、
筑
摩
書
房
、
平
成
十

九
年
一
月 
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ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
丸
山
修
吉
・
大
河

内
賢
治
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
素
描 

自
然
の
研
究
』

高
階
秀
爾
他
訳
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
〇
年
七
月 

ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
『
ロ
マ
ン
主
義
の
反
逆
』
高
階
秀
爾
訳
、
昭
和
六
十
三

年
十
二
月 

Ｊ
・
‐
Ｊ
・
ル
ソ
ー
『
ル
ソ
ー
全
集
』
白
水
社
、
昭
和
五
十
六
年
五
月 

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ガ
ン
ト
ナ
ー
著
『
レ
オ
ナ
ル
ド
の
色
彩
』
中
村
二
柄
訳
，
岩
崎

美
術
社
、
昭
和
五
〇
年
四
月 

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
『
絵
画
論
』
杉
田
益
次
郎
、
ア
ト
リ
エ
社
、

昭
和
十
六
年
、
十
一
月 

 

第
二
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
独
仙
の
『
カ
ル
メ
ン
』 

 

一 

天
然
居
士
、
米
山
保
三
郎
―
八
木
独
仙 

 

『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
‐
昭
和
四
十
三

年
三
月 

『
碧
巌
録 

上
・
中
・
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
六
月
‐
一
九
九
六
年

二
月 

『
臨
済
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
四
年
一
月 

 

有
馬
賴
底
『
無
の
道
を
生
き
る
―
禅
の
辻
説
法
』
集
英
社
、
平
成
二
〇
年
九

月 上
田
閑
照
『
西
田
幾
多
郎
を
読
む
』
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
十
一
月 

大
久
保
純
一
郎
『
漱
石
と
そ
の
思
想
』
荒
竹
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月 

興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
三
年
九
月 

興
膳
宏
「
文
心
雕
龍
」
『
世
界
古
典
文
学
全
集 

第
二
十
五
巻
』
筑
摩
書
房
、

昭
和
四
十
三
年
十
二
月 

小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史Ⅰ

‐Ⅴ

』
講
談
社
、
昭
和
六
十
一
年
一
〇
月 

鈴
木
貞
美
「
『
「
日
本
文
学
」
の
成
立
』
の
作
品
社
、
平
成
十
一
年 

高
浜
虚
子
『
定
本
高
濱
虚
子
全
集
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
八
年-

昭
和
五

〇
年 

寺
田
寅
彦
『
寺
田
寅
彦
随
筆
集
一
‐
五
』
小
宮
豊
隆
編
、
岩
波
書
店
、
昭
和

二
十
二
年
二
月
‐
昭
和
二
十
三
年
五
月 

中
村
雄
二
郎
『
中
村
雄
二
郎
著
作
集Ⅶ

西
田
哲
学
』
岩
波
書
店
、
平
成
五
年

七
月 

新
関
公
子
「
夏
目
漱
石
に
愛
さ
れ
た
青
木
繁
」『
現
代
の
眼
』
五
三
八
号
、
東

京
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
、
平
成
十
五
年
二
・
三
月
号 

西
田
幾
多
郎
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
二
年
‐
二
十
八
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年 白
隠
禅
師
法
語
全
集
第
十
三
冊
『
粉
引
歌 

座
禅
和
讃 

ち
ょ
ぼ
く
れ 

他
』
芳

澤
勝
弘
編
注
、
禅
文
化
研
究
所
、
平
成
十
四
年
二
月 

吉
岡
健
二
郎
『
近
代
芸
術
学
の
成
立
と
課
題
』
創
文
社
、
昭
和
五
〇
年
二
月 

 

二 

「
自
然

じ

ね

ん

」
と

自
然

し

ぜ

ん 

 - The W
orks of John Ruskin, 39 vols, E

.T.C
O

O
K

 and A
lexander 

W
E

D
D

E
R

B
U

R
N

, 
(eds.), 

London, 
G

eorge 
A

llen, 1903-1912, 

C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity Press, 2009-2010. 

 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
『
風
景
の
思
想
と
モ
ラ
ル
』
内
藤
史
朗
訳
、
法
藏
館
、

平
成
十
五
年
七
月 

 

サ
ム
・
ス
マ
イ
ル
ズ
『
タ
ー
ナ
ー 

モ
ダ
ン
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
誕
生
』
荒
川

裕
子
訳
、
星
雲
社
、
平
成
二
十
五
年
七
月 

下
村
寅
太
郎
『
下
村
寅
太
郎
全
集
10 

美
術
史
・
精
神
史
論
考
』
み
す
ず
書

房
、
平
成
七
年
十
二
月 

『
タ
ー
ナ
ー
展
』
朝
日
新
聞
社
、
平
成
二
十
五
年
一
〇
月 

『
夏
目
漱
石
の
美
術
世
界
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
他
、
平
成
二
十
五

年
三
月 

 

第
三
節 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
の
水
浴 

 

『
漱
石
全
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
十
二
月
‐
平
成
十
六
年
十
月 

『
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
48 

漱
石
を
よ
む
』
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
七

月 『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

漱
石
文
学
の
人
間
像
』
第
十
三
巻
三

号
、
學
燈
社
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

九
月
臨
時
増
刊 

夏
目
漱
石
の
手
帳
』
第
十

六
巻
十
二
号
、
學
燈
社
、
昭
和
四
十
六
年
九
月 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集
漱
石
文
学
の
原
点
』
第
十
八
巻
五
号
、

學
燈
社
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

漱
石
文
学
の
変
貌
』
第
十
九
巻
十
三

号
、
學
燈
社
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集
２ 

漱
石
文
学
』
第
二
十
巻
十
四
号
、

學
燈
社
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

漱
石
文
学
』
第
二
十
四
巻
六
号
、
學

燈
社
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

漱
石
』
第
二
十
六
巻
十
三
号
、
學
燈
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社
、
昭
和
五
十
六
年
一
〇
月
号 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

夏
目
漱
石 

比
較
文
学
の
視
点
か
ら
』

第
二
十
八
巻
十
四
号
、
學
燈
社
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号 

『
夏
目
漱
石
必
携Ⅱ

別
冊
國
文
學
改
装
版
』
竹
盛
天
雄
編
、
學
燈
社
、
昭
和

六
〇
年
十
二
月 

『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究 

特
集 

漱
石
を
読
む
た
め
の
研
究
事
典
』
第

三
十
二
巻
六
号
、
學
燈
社
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
号 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集
夏
目
漱
石
』
第
四
十
六
巻
六
号
、
至
文
堂
、

昭
和
五
十
六
年
六
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集
新
夏
目
漱
石
研
究
図
書
館
』
第
四
十
九
巻
十

二
号
、
至
文
堂
、
昭
和
五
十
九
年
一
〇
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集
新
夏
目
漱
石
研
究
の
た
め
に
』
第
六
〇
巻
四

号
、
至
文
堂
、
平
成
七
年
四
月 

『
こ
こ
ろ 

特
集 

漱
石
「
現
代
日
本
の
開
化
」
一
〇
〇
年
』
１
、
平
凡
社
、

平
成
二
十
三
年
六
月 

『
漱
石
研
究
』
第
十
四
号
、
翰
林
書
房
、
平
成
十
三
年
一
〇
月 

『
文
藝
春
秋 

特
別
版 

夏
目
漱
石
と
明
治
日
本
』
文
芸
春
秋
社
、
平
成
十
六

年
十
二
月 

『
文
芸
読
本 

夏
目
漱
石
』Ⅰ

・Ⅱ

、
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
五
〇
年
六
月
、

昭
和
五
十
二
年
一
月 

『
文
豪
・
夏
目
漱
石
―
そ
の
こ
こ
ろ
と
ま
な
ざ
し
』
江
戸
東
京
博
物
館
・
東

北
大
学
編
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
九
年
九
月 

江
藤
淳
『
決
定
版 

夏
目
漱
石
』
新
潮
社
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月 

岡
崎
義
惠
『
漱
石
と
微
笑
』
作
家
論
シ
リ
ー
ズ
４
東
京
選
書
、
東
京
ラ
イ
フ

社
、
昭
和
三
十
一
年
二
月 

柄
谷
行
人
『
漱
石
論
集
成
』
第
三
文
明
社
、
平
成
四
年
九
月 

小
山
慶
太
『
漱
石
と
あ
た
た
か
な
科
学
』
文
藝
春
秋
社
、
平
成
七
年
一
月 

小
宮
豊
隆
『
夏
目
漱
石
』
上
・
中
・
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
六
十
一
年
十

二
月 

斉
藤
英
雄
『
夏
目
漱
石
の
小
説
と
俳
句
』
翰
林
書
房
、
平
成
八
年
四
月 

佐
渡
谷
重
信
『
漱
石
と
世
紀
末
芸
術
』
美
術
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
二
月 

高
島
俊
男
『
漱
石
の
夏
や
す
み
』
ち
く
ま
文
庫
、
平
成
十
九
年
六
月 

竹
盛
天
雄
編
『
夏
目
漱
石
必
携Ⅱ

別
冊
國
文
學
改
装
版
』
學
燈
社
、
昭
和
六

〇
年
十
二
月 

塚
本
利
明
『
漱
石
と
英
国 

留
学
体
験
と
創
作
と
の
間
』
彩
流
社
、
昭
和
六
十

二
年
九
月 

坪
内
稔
典
『
正
岡
子
規 

言
葉
と
生
き
る
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
十
二
年
十
二

月 夏
目
鏡
子
述
、
松
岡
譲
筆
録
『
漱
石
の
思
い
出
』
文
春
文
庫
、
平
成
六
年
七

月 
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夏
目
伸
六
『
父
・
夏
目
漱
石
』
文
藝
春
秋
社
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月 

野
網
摩
利
子
『
夏
目
漱
石
の
時
間
の
創
出
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十

四
年
三
月 

西
田
幾
多
郎
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
七
年-

一
九
五
三
年 

秦
郁
彦
『
漱
石
文
学
の
モ
デ
ル
た
ち
』
中
公
文
庫
、
平
成
二
十
五
年
一
月 

原
武
哲
『
漱
石
漱
石
と
菅
虎
雄 

布
衣
禅
情
を
楽
し
む
心
友
』
教
育
出
版
セ

ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月 

原
武
哲
『
喪
章
を
付
け
た
千
円
札
の
漱
石 

伝
説
と
考
証
』
笠
間
書
院
、
平

成
十
五
年
一
〇
月 

平
川
祐
弘
『
夏
目
漱
石
―
非
西
洋
の
苦
闘
』
講
談
社
、
平
成
三
年
十
一
月 

古
川
久
『
夏
目
漱
石
―
仏
教
・
漢
文
学
と
の
関
連
―
』
佛
乃
世
界
社
、
昭
和

四
十
七
年
四
月 

古
川
久
『
漱
石
の
書
簡
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月 

水
川
隆
夫
『
漱
石
と
落
語
―
江
戸
庶
民
芸
能
の
影
響
―
』
平
凡
社
、
昭
和
六

十
一
年
五
月 

吉
田
精
一
『
近
代
文
学
注
釈
体
系 

夏
目
漱
石
』
有
精
堂
、
昭
和
四
〇
年
七
月 

 

ダ
ゴ
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
『
比
較
芸
術
学
』
吉
岡
健
二
郎
訳
、
創
文
社
、
昭
和

三
十
六
年
五
月 

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』(

『
ホ
フ
マ
ン
全
集
７
』)

深
田
甫
訳
、
創
土
社
、
一
九
七
二
年
九
月 

STE
R

N
E

, Laurence, The life and opinions of Tristram
 Shandy, 

gentlem
an, O

xford ; N
ew

 York, O
xford U

niversity Press, 1998. 

SW
IFT, 

Jonathan, G
ulliver’s travels, 

O
xford 

; N
ew

 
York, 

O
xford U

niversity Press, 1998. 

  

第
二
章 

鏡
花
と
メ
リ
メ 

 

泉
鏡
花
『
鏡
花
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
十
四
年
‐
昭
和
十
七
年 

泉
鏡
花
『
新
編 

鏡
花
全
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
五
年
一
〇
月
‐
平
成
十
八

年
三
月 

 

村
松
定
孝
『
こ
と
ば
の
錬
金
術
師 

泉
鏡
花
』
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
十
八
年

七
月 

村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
事
典
』
有
精
堂
、
昭
和
五
十
七
年
三
月 

村
松
定
孝
『
文
学
概
論
』
双
文
社
、
昭
和
五
十
七
年
四
月 

村
松
定
孝
『
新
・
日
本
伝
説
100
選
』
秋
田
書
店
、
平
成
二
年
一
〇
月 

村
松
定
孝
『
言
葉
の
影
像 

鏡
花
五
十
年
』
東
京
布
井
出
版
、
平
成
六
年
四
月 

村
松
定
孝
『
定
本 

泉
鏡
花
研
究
』
有
精
堂
、
平
成
八
年
三
月 
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吉
田
精
一
『
吉
田
精
一
著
作
集
第
十
巻
』
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
六
年
一
月 

脇
明
子
『
幻
想
の
論
理 

泉
鏡
花
の
世
界
』
講
談
社
現
代
新
書
、
昭
和
四
十
九

年
四
月 

 

相
野
毅
「
泉
鏡
花
の
幻
想
性
に
つ
い
て
―
『
化
鳥
』
を
中
心
に
」『
佐
賀
大
学

教
養
部
研
究
紀
要
』
第
二
十
九
巻
、
平
成
八
年
九
月 

『
幻
想
文
学
の
手
帳
』
學
燈
社
、
昭
和
六
十
四
年
三
月 

『
國
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 
特
集
：
泉
鏡
花
幻
想
文
学
誌
』
第
三
十
六

巻
第
九
号
、
學
燈
社
、
平
成
三
年
八
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集 

泉
鏡
花
』
第
四
十
六
巻
七
号
、
至
文
堂
、
昭

和
五
十
六
年
七
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集 

泉
鏡
花
文
学
の
位
相
―
没
後
７
０
年
』
第
七

十
四
巻
九
号
、
至
文
堂
、
平
成
二
十
二
年
九
月 

 

ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
『
幻
想
文
学
』
中
島
さ
お
り
訳
、

白
水
社
、
平
成
五
年
五
月 

ツ
ヴ
ェ
ル
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
『
幻
想
文
学
論
序
説
』
創
元
社
、
平
成
十
一
年

九
月 

ル
イ
・
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
『
幻
想
の
美
学
』
窪
田
般
彌
訳
、
白
水
社
、
昭
和
三
十

六
年
一
〇
月 

大
内
和
子
他
『
フ
ラ
ン
ス
幻
想
文
学
の
総
合
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六

十
四
年
二
月 

高
階
秀
爾
『
想
像
力
と
幻
想 

西
欧
十
九
世
紀
の
文
学
・
芸
術
』
青
土
社
、
平

成
六
年
二
月 

平
川
祐
弘
他
『
幻
想
空
間
の
東
西 

フ
ラ
ン
ス
文
学
を
と
お
し
て
い
た
泉
鏡
花
』

十
月
社
、
平
成
二
年
一
月 

 

イ
・
ミ
ョ
ン
オ
ク
『
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
』
樋
口
容
子
訳
、
作
品
社
、
平
成

二
〇
年
一
月 

フ
ェ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
『
古
代
都
市
』
田
辺
貞
之
助
訳
、
白
水

社
、
平
成
七
年
一
〇
月 

マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
『
肉
体
と
死
と
悪
魔
』
倉
智
恒
夫
他
訳
、
国
書
刊
行
会
、

昭
和
六
十
一
年
十
一
月 

 

第
三
章 

鈴
木
三
重
吉
に
お
け
る
メ
リ
メ
受
容 

―
死
の
問
題
を
中
心
に
し
て 

 

第
一
節
～
第
四
節 

 
鈴
木
三
重
吉
『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
‐
十

一
月 
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鈴
木
三
重
吉
『
鈴
木
三
重
吉
童
話
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
十
一
月 

鈴
木
三
重
吉
『
鈴
木
三
重
吉
童
話
集
』
文
泉
堂
書
店
、
昭
和
五
〇
年 

『
赤
い
鳥
』
一
巻
一
号
‐
二
十
二
巻
三
号
、
復
刊
一
巻
一
号
‐
十
二
巻
三
号
、

日
本
近
代
文
学
館
、
大
正
七
年
七
月
‐
昭
和
四
年
三
月
、
昭
和
六
年
一
月
‐

昭
和
十
一
年
一
〇
月 

「
赤
い
鳥
」
の
会
『
三
重
吉
「
赤
い
鳥
」
通
信
』（
第
六
号
三
重
吉
生
誕
百
年

記
念
号
）
昭
和
五
十
七
年
六
月 

 

芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集 
第
四
巻
』
岩
波
書
店 

昭
和
五
十
二
年
十

一
月 

新
渡
戸
稲
造
著
、
矢
内
原
忠
雄
訳
『
武
士
道
』
岩
波
書
店 

平
成
十
八
年
七
月 

三
島
由
紀
夫
『
三
島
由
紀
夫
全
集
』
新
潮
社 

平
成
十
五
年
六
月 

村
松
定
孝
『
定
本
泉
鏡
花
研
究
』
有
精
堂 

平
成
八
年
三
月 

森
鷗
外
『
鷗
外
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
八
月 

 - D
A

R
C

O
S, X

avier, Prosper M
érim

ée, Paris, Flam
m

arion, 

1998. 

- M
O

N
TA

IG
N

E
, M

ichel de, Les Essais, B
ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 2007. 

- M
O

N
TA

IG
N

E
, M

ichel de, Œ
uvres com

plètes, texte établis 

par A
lbert Thibaudet et M

aurice R
at, B

ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 1962.  

 

ア
ン
ド
レ
・
ボ
ナ
ー
ル
『
ギ
リ
シ
ア
文
明
史
１-

３
』
岡
道
男
・
田
中
千
春 

訳
、

人
文
書
院
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
‐
昭
和
五
〇
年
五
月 

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
神
・
死
・
時
間
』
合
田
正
人
訳
、
法
政
大

学
出
版
、
平
成
六
年
九
月 

グ
レ
ニ
ス
・
ハ
ワ
ー
ス
『
死
を
考
え
る
事
典
』
荒
木
正
純
監
訳
、
東
洋
書
林
、

平
成
十
九
年
三
月 

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
『
象
徴
空
間
と
死
』
今
村
仁
司
・
塚
原
史
訳
、

筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
一
〇
月 

ボ
ー
ル
・
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
『
死
』
江
上
不
二
夫
・
三
浦
義
彰
訳
、
白
水
社
、

昭
和
四
十
四
年
十
一
月 

モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
『
自
死
の
日
本
史
』
竹
内
信
夫
訳
、
講
談
社
、
平
成
二

十
三
年
六
月 

 

第
五
節 

メ
リ
メ
の
十
八
世
紀
思
想
的
背
景
ボ
ー
モ
ン
夫
人
に
お
け
る
日
本 

 - LE
PR

IN
C

E
 de B

E
A

U
M

O
N

T, Jeanne-M
arie, Civan, roi de 

Bungo : histoire japonnoise(sic) ou tableau de l’ éducation d’un 
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Prince, Introduction par A
lix S. D

eguise, R
éim

pression de 

l’édition de Londres, N
ourse,1758, G

enève, Slatkine R
eprints, 

1998. 

- 
LE

PR
IN

C
E

 
de 

B
E

A
U

M
O

N
T, 

Jeanne-M
arie, 

Lettre 
en 

réponse à l’Année M
erveilleuse, N

ancy, H
enri Thom

as, 1748, 

O
xford, Voltaire Foundation, 2000. 

 - B
O

U
LE

R
IE

, Florence,
《 C

ivan, roi de B
ungo de M

adam
e 

Leprince de B
eaum

ont ou quand un japonais sert de m
odèle au 

princes 
chrétiens 

》, 
Acculturations 

dans 
les 

époques 

d’internationalisation, K
um

am
oto U

niversity, 2007. 

 - 
R

E
YN

A
U

D
, 

M
arie-A

ntoinette, 
M

adam
e 

Le 
Prince 

de 

Beaum
ont, Vie et œ

uvre d’éducatrice, Paris, É
dition Publibook, 

2002. 

 - A
R

IÈ
S, Philippe, L’enfant et la vie fam

iliale sous l’ancien 

régim
e, Paris, Plon, 1960. 

- C
A

R
O

N
, François, Le Puissant royaum

e du Japon : La 

description de François Caron(1636), introduction, traduction 

&
 notes de Jacques &

 M
arianne PR

O
U

ST, Paris, C
handeigne, 

2003. 

- 
C

H
A

R
LE

V
O

IX
, 

Pierre 
François-Xavier 

de, 
H

istoire 
et 

description générale du Japon, ou l’on trouvera tout ce qu’on a 

pu apprendre de la nature &
 des productions du pays, du 

caractère &
 des coutum

es des habitants, du gouvernem
ent &

 

du com
m

erce, des révolutions arrivées dans l’em
pire &

 dans la 

religion &
 l’exam

en de tous les auteurs, qui ont écrit sur le 

m
êm

e sujet : avec les fastes chronologiques de la découverte du 

nouveau m
onde : enrichie de figures en taille-douce, par le 

père de C
harlevoix de la com

pagne de Jésus, Paris, chez 

Julien-M
ichel G

andouin, 1736. 

- C
O

U
LE

T, H
enri, N

ouvelles du XVIII e siècle, textes choisis, 

présentés et annotés par H
enri C

O
U

LE
T, B

ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 2002. 

- E
H

R
A

R
D

, Jean, L’idée de nature en France dans la prem
ière 

m
oitié du XVIII e siècle, G

enève-Paris, Slatkine, 1981. 

- H
A

LÉ
V

I, R
an, Le savoir du prince : du M

oyen Âge aux 

lum
ières, sous la direction de R

an H
alévi, l’esprit de la cité, 

Paris, Fayard, 2002. 
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- 
K

Æ
M

PFE
R

, 
E

ngelbert, 
H

istoire 
naturelle, 

civile, 
et 

ecclésiastique de l’em
pire du Japon : C

om
posée en allem

and 

par E
ngelbert K

Æ
M

PFE
R

, D
octeur en M

edecine à Lem
gow

 ; et 

traduite en françois sur la version angloise de Jean-G
aspar 

Scheuchzer, M
em

bre de la Societé R
oyale, &

 du C
ollege des 

M
edecins, à Londres, I-III, A

m
sterdam

, C
hez H

erm
an U

ytw
erf, 

1732. (sic) 

- M
O

N
TA

IG
N

E
, M

ichel de, Les Essais, B
ibliothèque de la 

Pléiade, Paris, G
allim

ard, 2007. 

- M
O

R
É

R
I, Louis, Le grand dictionnaire historique, ou, Le 

m
élange curieux de l’histoire sacrée et profane, t-IV, Paris, 

Im
prim

eur ordinaire du R
oi, &

 de l’A
cadém

ie Française, 1725, 

G
enève, Slatkine R

eprints, 1995. 

- PO
LO

, M
arco, Le livre de M

arco Polo, citoyen de Venise, 

conseiller privé et com
m

issaire im
périal de K

houbilaï-K
haân, 

rédigé en français sous sa dictée en 1298 par R
usticien de 

Pise ; publié pour la prem
ière fois d’après trois m

anuscrits 

inédits de la B
ibliothèque im

périale de Paris, présentant la 

rédaction prim
itive du livre, revue par M

arc Pol lui-m
êm

e et 

donnée par lui, en 1307, à Thiébault et C
époy, accom

pagnée 

des variantes, de l’explication des m
ots hors d’usage, et de 

C
om

m
entaires 

géographiques 
et 

historiques, 
tirés 

des 

écrivains orientaux, principalem
ent chinois, avec une carte 

générale de l’A
sie par M

.G
. Pauthier, 1 ptie, 2 ptie, Paris, 

Libraire, de Firm
in D

idot Frères, Fils, 1865. 

- PR
O

U
ST, Jacques, l’Europe au prism

e du Japon,XVI e-XVIII e 

sièle

：entre hum
anism

e, contre-réform
e et lum

ières, Paris, 

B
ibliothèque A

. M
ichel, 1997. 

- R
O

U
SSE

A
U

, Jean-Jacques, Œ
uvres com

plètes IV, Ém
ile, 

éducation-m
orale - botanique, B

ibliothèque 
de 

la 
Pléiade, 

G
allim

ard, 1969. 

- SA
N

D
E

, D
uarte de, Le D

iscours de la venue des princes 

japponnois en Europe, tiré d’un aduis venu de Rom
e, auquel 

est contenue la description de leur pays, coustum
es &

 m
anière 

de vivre, avec ce qui leur est advenu en chem
in des qu’ils sont 

departis de leur R
oyaum

es, insgnes à leur arrivée en E
urope, 

&
 à R

om
e : ensem

ble de l’obeissance prestée à sa saincteté, de 

la 
part 

de 
leurs 

R
oys 

&
 

Seigneurs, 
l’année M

.D
.LX

X
X

V. 

Traduit nouvellem
ent d’Italien en François, à Paris, C

hez 

Federic M
orel, Im

prim
eur ordinaire du R

oy, avec privilege 
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dudict Seigneur, 1586. (sic) 

 
大
塚
幸
男
『
比
較
文
学
原
論
』
白
水
社
、
一
九
七
七
年
六
月 

『
十
八
世
紀
に
お
け
る
他
者
の
イ
メ
ー
ジ
』
中
川
久
定
、
Ｊ
・
シ
ュ
ロ
ー
バ

ハ
編
、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
平
成
十
八
年
三
月 

ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
十
六-

十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
：
日
本
と
い
う

プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
見
る
』
山
本
淳
一
訳
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
十
一

月 登
張
正
実
『
ド
イ
ツ
教
養
小
説
の
成
立
』
弘
文
堂
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月 

 

第
四
章 

芥
川
と
メ
リ
メ 

―
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
め
ぐ
っ
て 

 

芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
‐
昭

和
五
十
三
年
七
月 

芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
十
一
月
‐
平
成

一
〇
年
三
月 

 

谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集 

第
二
十
二
巻
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十

八
年
六
月 

吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』
三
省
堂
、
一
九
四
二
年
の
復
刻
版
、
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
平
成
五
年
一
月 

吉
田
精
一
著
作
集
『
芥
川
龍
之
介Ⅰ

』
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月 

吉
田
精
一
・
福
田
陸
太
郎
監
修
『
芥
川
龍
之
介
』
富
田
仁
編
集
、
朝
日
出
版

社
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月 

吉
田
城
『
小
説
の
深
層
を
め
ぐ
る
旅 

プ
ル
ー
ス
ト
と
芥
川
龍
之
介
』
松
澤

和
宏
編
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
九
年 

 

『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
平
成
十
三
年
七
月 

『
國
文
學 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

作
家
論
の
方
法
』
第
三
十
五
巻
七
号
、
學

燈
社
、
平
成
二
年
六
月 

『
國
文
學 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

芥
川
龍
之
介
』
第
四
十
六
巻
十
一
号
、
學

燈
社
、
平
成
十
三
年
九
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集 

芥
川
龍
之
介
作
品
の
世
界
』
第
六
十
四
巻
十

一
号
、
至
文
堂
、
平
成
十
一
年
十
一
月 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

特
集 

芥
川
龍
之
介
再
発
見
』
第
七
十
二
巻
九
号
、

至
文
堂
、
平
成
十
九
年
九
月 

 - B
E

N
D

A
, Julien, Essai sur l’esthétique de la présente société 

française, Paris , E
m

ile-Paul, 1919. 

- B
E

R
TH

IE
R

, Patrick, Prosper M
érim

ée Colom
ba, G

allim
ard, 
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1992. 
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